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第１章 調査の概要 
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１ 調査の目的 

本来大人が担うと想定されている家事や家族の世話などを日常的に行っていることにより、

学校に行けなかったり、友達と遊ぶ時間がないなど、子ども自身の権利が守られていないと思

われる、いわゆるヤングケアラーについて、国においては、令和２年度に全国の実態調査を行

うとともに、プロジェクトチームを立ち上げ、ヤングケアラーへの支援策を取りまとめるなど、

ヤングケアラーへの支援が開始された。 

本県においても、令和３年度に、県内小学校の一部、県内全ての中学校、高等学校及び県内

全ての中学２年生、高等学校 2 年生を対象に実態把握調査を実施した。 

本調査は、国の実態調査を踏まえ、令和３年度実態把握が行われていない小学生や大学生を

対象とした調査を行い、それら年代の家族ケアの状況、ヤングケアラーの実態を明らかにする

ことを目的とする。 

２ 調査の実施要領 

調査時期 令和４年９月３０日～令和４年１１月１８日 

調査対象者 熊本県内全ての小学校、小学６年生、大学３年生 

調査方法 

配布方法：依頼文郵送（小学校、小学６年生） 

メール、チラシ（大学３年生）  

回収方法：WEB 

配布数 

①小学校         336 校 

②小学６年生 16,461 人 

③大学３年生  5,756 人 

有効回収数・有効回答率 

白紙回答を除く有効回答数（有効回答率） 

①小学校         263 校（78.3％） 

②小学６年生   5,407 人（32.8％） 

③大学３年生    255 人（4.4％） 

３ 調査結果利用上の注意 

●回答結果の割合「％」は有効サンプル数に対して、それぞれの回答数の割合を小数点以下第

２位で四捨五入したものです。そのため、単数回答（複数の選択肢から１つの選択肢を選ぶ

方式）であっても合計値が 100.0％にならない場合があります。このことは、本報告書内の

分析文、グラフ、表においても反映しています。 

●複数回答（複数の選択肢から２つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選択肢ご

との有効回答数に対して、それぞれの割合を示しています。そのため、合計が 100.0％を超

える場合があります。 

●図表中において「無回答」とあるものは、回答が示されていない、または回答の判別が困難

なものです。 

●本文中の設問の選択肢は簡略化している場合があります。 

●グラフ中の回答割合について、グラフが繁雑になる場合は省略している場合があります。 
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第２章 小学校におけるヤングケアラー対応に関するアンケート調査結果 
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１ 調査の概要 

（１）調査対象 

①小学校 

県内全ての小学校 

 

（２）実施時期、調査方法、回収状況 

＜調査実施時期＞ 令和４年９月 30 日～令和４年 11 月 18 日 

 

＜調査方法＞ Ｗｅｂ回答 

 

＜回収状況＞ 

調査対象 対象数 回収数 回収率 

小学校 ３３６校 ２６３校 78.3％ 
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２ 小学校調査結果 
 

（１）基本情報 
 

１ 回答者の役職 

 

◇回答者の役職は「副校長・教頭」が最も多く 71.5％となっている。 

 

 

２ 学校の所在地 

 

◇学校の所在地については以下のとおりである。 

 

  

6.5 

16.1 

71.5 

60.5 

6.1 

10.3 

10.3 

2.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

5.7 

7.7 

0.0 

2.7 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

校長 副校長・教頭 主幹・主任教諭

養護教諭 スクールソーシャルワーカー スクールカウンセラー

その他 無回答

（上段：人　下段：％） 1 2 3 4 5 6
標
本
数
（

人
）

熊
本
市

宇
城
地
域

上
益
城
地
域

菊
池
地
域

玉
名
地
域

鹿
本
地
域

62 21 20 27 25 10

23.6% 8.0% 7.6% 10.3% 9.5% 3.8%

阿
蘇
地
域

八
代
地
域

芦
北
地
域

球
磨
地
域

天
草
地
域

無
回
答

12 25 12 23 25 1

4.6% 9.5% 4.6% 8.7% 9.5% 0.4%

全体
（単純集計）

263
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３ ６年生の在籍者数 

 

◇６年生の在籍者数については、「40 人以下」が最も高く 55.1％、次いで「41 人～80 人以下」

が 25.1％、「81 人～120 人以下」が 10.6％となっている。 

 

 

 

  

55.1 

25.0 

25.1 

37.5 

10.6 

27.2 

9.1 

9.6 

0.0 

0.4 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

40人以下 41人～80人以下 81人～120人以下 121人以上 無回答
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（２）支援が必要だと思われる子どもへの対応 

 

１ SSWの派遣・配置状況 

 

◇SSW の派遣・配置状況については、「要請に応じて派遣される」が最も高く 76.4％となって

おり、（国：53.3％）より 23.1 ポイント高くなっている。また、「派遣・配置されていない」

は 3.0％となっており、（国：16.9％）より 13.9 ポイント低くなっている。 

 

 
 

２ SCの派遣・配置状況 

 

◇SＣの派遣・配置状況については、「月に数回以下で派遣・配置されている」が最も高く 56.3％

となっている。 

 

 

  

1.5 

3.4 

5.7 

6.9 

13.3 

16.9 

76.4 

53.3 

0.0 

1.5 

3.0 

16.9 

0.0 

0.8 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に2～3回以上派遣・配置されている 週に1回程度派遣・配置されている

月に数回以下で派遣・配置されている 要請に応じて派遣される

その他 派遣・配置されていない

1.5 

4.2 

4.9 

28.4 

56.3 

51.7 

34.6 

7.7 

0.4 

5.4 

2.3 

1.5 

0.0 

0.8 

今回調査(n=263)

全国調査(n=263)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

週に2～3回以上派遣・配置されている 週に1回程度派遣・配置されている

月に数回以下で派遣・配置されている 要請に応じて派遣される

その他 派遣・配置されていない

無回答
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３ 校内で共有している子どものケース 

 

◇校内で共有している子どものケースについて聞いたところ、「学校を休みがちである」が最も

高く（86.3％）、次いで「精神的な不安定さがある」（79.8％）、「遅刻や早退が多い」（75.3％）、

「保健室で過ごしていることが多い」（61.2％）が高い割合となっている。 

◇全国調査と同様の結果となっているが、「学校を休みがちである」、「遅刻や早退が多い」、「保

健室で過ごしていることが多い」、「校納金が遅れる、未払い」が全国調査より 10 ポイント

以上低くなっている。 

 

 

 

  

86.3 

75.3 

61.2 

79.8 

42.6 

47.9 

49.0 

40.7 

36.9 

29.3 

38.4 

6.5 

0.0 

97.3 

90.0 

75.9 

84.7 

51.0 

50.2 

45.6 

42.5 

43.7 

34.5 

51.0 

2.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

学校を休みがちである

遅刻や早退が多い

保健室で過ごしていることが多い

精神的な不安定さがある

身だしなみが整っていない

学力が低下している

宿題や持ち物の忘れ物が多い

保護者の承諾が必要な書類等の提出遅れや提出忘れが多い

学校に必要なものを用意してもらえない

修学旅行や宿泊行事等を欠席する

校納金が遅れる、未払い

その他

無回答

今回調査(n=263) 全国調査(n=260)
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４ 情報共有・対応の検討体制 

 

◇校内で共有している子どものケースについての情報共有・対応の検討体制について、「不登校

以外の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している」が 46.4％「不登校の子ども

のケースに関する校内の検討体制で検討している」が 45.2％となっており、全国調査と同様

の結果となっている。 

 

 

 

  

45.2 

41.2 

46.4 

53.1 

8.4 

1.2 

0.0 

4.6 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不登校の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している

不登校以外の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している

個別に対応している（決まった検討体制はない）
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５ 校内での情報共有・対応の検討体制 

 

前問で「不登校の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している」、「不登校以外

の子どものケースに関する校内の検討体制で検討している」と回答した学校に、校内の情報

共有・対応の検討体制について聞いた結果は以下のとおりである。 

 

◇情報共有・対応の検討方法としては、「ケース会議」が 78.4％と最も高く、次いで「生活指

導部・委員会など」が 54.8％となっており、全国調査と同様の結果となっているが、全体的

に「スクリーニング会議（すべての子どもを対象として、問題の未然防止のために、データ

に基づいて、潜在的に支援の必要な子どもや家庭を適切な支援につなぐための迅速な識別を

行う会議）」以外は全国調査の割合が高くなっている。 

 

 

 

  

13.7 

78.4 

54.8 

43.6 

33.6 

1.7 

0.0 

13.5 

80.0 

66.9 

53.5 

47.3 

9.4 

1.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スクリーニング会議（すべての子どもを対象として、問題の未然

防止のために、データに基づいて、潜在的に支援の必要な子ども

や家庭を適切な支援につなぐための迅速な識別を行う会議）

ケース会議

生徒指導部・委員会など

児童生徒理解・支援シートなど共通様式による情報共有

教育相談コーディネーターなど学校内・関係機関との連絡調整・

会議開催の調整など児童生徒の抱える課題の解決に向けて調整役

として活動する教職員の配置・指名

その他

無回答

今回調査(n=241) 全国調査(n=245)
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６ 会議に参加している教職員、会議の頻度 

 

情報共有・対応の検討方法として「スクリーニング会議」、「ケース会議」、「生活指導部・

委員会など」、「その他」と回答した学校に、それぞれの会議の参加者および頻度を聞いたと

ころ、結果は以下のとおりである。 

 

◇会議の参加者について全国調査と比べると、すべての会議において「学年主任」の参加率が

低く、「ケース会議」では「生活指導教諭」の参加率は低いが、「SSW」の参加率が高い。 

 

■会議の参加者 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

校
長

副
校
長
・
教
頭

学
年
主
任

担
任
教
諭

生
徒
指
導
教
諭

養
護
教
諭

S
S
W

S
C

外
部
の
関
係
機
関

そ
の
他

無
回
答

スクリーニング会議　参加者(n=33) 93.9 90.9 30.3 84.8 63.6 93.9 21.2 9.1 6.1 18.2 0.0

ケース会議　参加者(n=189) 89.4 95.8 35.4 94.7 43.9 91.0 43.4 25.4 27.5 20.6 0.0

生活指導部・委員会など　参加者(n=132) 90.9 95.5 31.8 79.5 89.4 85.6 0.8 0.8 0.0 17.4 0.0

その他　参加者(n=4) 100.0 100.0 50.0 100.0 75.0 100.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0

スクリーニング会議　参加者(n=33) 87.9 87.9 60.6 81.8 81.8 78.8 12.1 18.2 3.0 15.2 3.0

ケース会議　参加者(n=196) 91.8 96.4 61.2 92.3 66.3 75.5 24.0 26.0 20.9 23.5 1.5

生活指導部・委員会など　参加者(n=164) 70.1 73.2 53.7 71.3 83.5 75.0 7.3 17.7 1.8 18.9 6.1

その他　参加者(n=23) 78.3 82.6 60.9 60.9 56.5 60.9 - 26.1 - 34.8 4.3

全
国
調
査

今
回
調
査
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◇会議の頻度について全国調査と比べると、県も国もいずれの会議の頻度も「月に 1 回程度」

の割合が最も高くなっているが、国では「スクリーニング会議」、「ケース会議」が「月に 1

回程度」の割合が４割前後なのに対し、県では６割を超えて高くなっており、会議の頻度が

高いことがうかがえる。 

 

■会議の頻度 

今回調査 

 

 

全国調査 

 

 

  

30.3 

11.6 

8.3 

75.0 

66.7 

68.8 

84.8 

25.0 

3.0 

16.9 

6.8 

0.0 

0.0 

2.6 

0.0 

0.0 

0.0 

スクリーニング会議(n=33)

ケース会議(n=189)

生徒指導部・委員会など(n=132)

その他(n=4)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2週間に1回以上 月に1回程度 半年に1回程度 年に1回程度 無回答

24.2 

8.7 

11.6 

34.8 

39.4 

45.4 

73.2 

39.1 

21.2 

28.6 

6.7 

4.4 

6.1 

4.1 

0.0 

4.3 

9.1 

13.3 

8.5 

17.4 

スクリーニング会議(n=32)

ケース会議(n=189)

生徒指導部・委員会など(n=159)

その他(n=16)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2週間に1回以上 月に1回程度 半年に1回程度 年に1回程度 無回答
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７ 個別対応の場合の情報共有・対応の検討方法など 

個 別 対 応 の 場 合 の 情 報 共 有 ・ 対 応 の 検 討 方 法 に つ い て は 、 以 下 の よ う な 回 答 が あ っ た 。

 

◇必要に応じて、不定期でいじめ不登校対策委員会を開催している。関わる教職員は、校長、

教頭、生徒指導担当、養護教諭、教務。毎週金曜日の子どもを見つめる会で出た気になる児

童について検討する。 

◇現在、事案はないが発生した場合は、情報集約担当を中心として情報共有を行うことにして

いる。関わる教職員は、校長、教頭、情報集約担当、養護教諭、担任及び関係職員とし必要

に応じてＳＳＷ・ＳＣとの連携を図っていく。 

◇校長・教頭・事務職員・養護教諭・教務主任・生徒指導主事・当該担任等で空き時間等を活

用し関係職員で情報共有を行っている。日頃から職員室では、全校児童の様子等に関する積

極的な情報交換が行われており、どの職員も児童の情報はほぼ共有している。もれがないよ

うに不在者には後で口頭またはマル秘メモで知らせている。 

◇担任やその他の職員からの気づきや悩み等をその都度、管理職及び養護教諭で共有・検討し、

必要に応じて関係職員で集まったり校内支援委員会を開いたりして対応している。 
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８ 要保護児童対策地域協議会の登録のケース 

 

校内で共有している子どものケースについて学校以外の関係機関と連携する体制の有無、

また体制がある場合、連携する関係機関について聞いた結果は以下のとおりである。 

 

◇「体制は特にない」が 24.0％、「体制はある」が 76.0％となっており、「体制はある」は全国

調査（国：58.6％）より 17.4 ポイント高くなっている。 

◇連携する関係機関については、「市区町村教育委員会」が 70.0％と最も高くなっているが、

全国調査では「児童相談所」が 63.4％と最も高くなっている。 

 

  

24.0 

30.7 

76.0 

58.6 

0.0 

10.4 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体制は特にない 体制はある 無回答

70.0 

55.5 

34.5 

51.0 

22.0 

10.5 

58.5 

5.5 

8.0 

21.5 

11.5 

15.5 

7.0 

0.0 

58.2 

50.3 

16.3 

58.8 

10.5 

2.6 

63.4 

3.9 

5.9 

26.8 

4.6 

11.8 

3.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市区町村教育委員会

市区町村の福祉部門（4）を除く

市区町村の保健部門

市区町村の要保護児童対策地域協議会の調整機関／

虐待対応部門

教育支援センター（適応指導教室）

フリースクール・子ども食堂などの民間団体・施設

児童相談所

地域包括支援センター・居宅介護支援事業所

障がい者相談支援事業所

民生委員

病院

警察や刑事司法関係機関

その他

無回答

今回調査(n=200) 全国調査(n=153)
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８－２ 不登校のケース 

 

◇「体制は特にない」が 17.5％、「体制はある」が 82.5％となっており、全国調査と同様の結

果となっている。 

◇連携する関係機関について、「市区町村教育委員会」が 76.5％と最も高くなっており、全国

調査と同様の結果となっている。 

 

 
  

17.5 

11.1 

82.5 

83.5 

0.0 

5.0 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体制は特にない 体制はある 無回答

76.5 

30.4 

23.0 

18.4 

44.2 

17.1 

21.7 

4.6 

6.5 

13.8 

13.8 

4.6 

9.2 

1.4 

70.2 

26.6 

4.1 

11.0 

57.8 

7.8 

23.4 

2.8 

1.8 

13.3 

8.3 

0.5 

6.0 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市区町村教育委員会

市区町村の福祉部門（4）を除く

市区町村の保健部門

市区町村の要保護児童対策地域協議会の調整機関／

虐待対応部門

教育支援センター（適応指導教室）

フリースクール・子ども食堂などの民間団体・施設

児童相談所

地域包括支援センター・居宅介護支援事業所

障がい者相談支援事業所

民生委員

病院

警察や刑事司法関係機関

その他

無回答

今回調査(n=217) 全国調査(n=218)
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８－３ その他（「８－１」「８－２」以外） 

 

◇「体制は特にない」が 46.4％、「体制はある」が 53.6％となっており、全国調査よりどちら

も 15 ポイント以上高くなっている。 

◇連携する関係機関について、「市区町村教育委員会」が 71.6％と最も高く、全国調査と同様

の結果となっているが、「児童相談所」が 30.5％なのに対し、全国調査では 61.6％と 31.1 ポ

イント差が大きく開いている。 

 

 

  

46.4 

23.8 

53.6 

37.9 

0.0 

38.1 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体制は特にない 体制はある 無回答

71.6 

33.3 

22.7 

19.1 

22.7 

7.8 

30.5 

5.7 

10.6 

14.2 

13.5 

13.5 

12.1 

2.1 

67.7 

41.4 

9.1 

16.2 

24.2 

3.0 

61.6 

1.0 

3.0 

27.3 

8.1 

11.1 

8.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市区町村教育委員会

市区町村の福祉部門（4）を除く

市区町村の保健部門

市区町村の要保護児童対策地域協議会の調整機関／

虐待対応部門

教育支援センター（適応指導教室）

フリースクール・子ども食堂などの民間団体・施設

児童相談所

地域包括支援センター・居宅介護支援事業所

障がい者相談支援事業所

民生委員

病院

警察や刑事司法関係機関

その他

無回答

今回調査(n=141) 全国調査(n=99)
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（３）ヤングケアラーについて 
 

１ 「ヤングケアラー」概念の認識 

 

◇「ヤングケアラー」の概念の認識について聞いたところ、「言葉は知っているが、学校として

は特別な対応はしていない」が 36.5％、「言葉を知っており、学校として意識して対応して

いる」が 62.4％となっている。全体のほとんどが「ヤングケアラー」という言葉を知ってい

ることが確認された。 

◇全国調査と比べると、「言葉は知っているが、学校としては特別な対応はしていない」の割合

が低く、「言葉を知っており、学校として意識して対応している」が高くなっており、学校と

しての意識の高さがうかがえる。 

 

 

 

  

0.4 

0.4 

0.8 

6.1 

36.5 

51.0 

62.4 

41.4 

0.0 

0.8 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

言葉を知らない

言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない

言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない

言葉を知っており、学校として意識して対応している

無回答
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２ 「ヤングケアラー」の実態把握の状況 

 

◇「ヤングケアラー」の概念について「言葉を知っており、学校として意識して対応している」

と回答した学校に、子どもの実態把握の状況について聞いたところ、「把握している」は

28.0％、「『ヤングケアラー』と思われる子どもはいるが、その実態は把握していない」は

13.4％となっている。 

◇全国調査と比べると、「把握している」の割合が低く、「該当する子どもはいない（これまで

もいなかった）」が高くなっている。 

 

 

 

  

28.0 

44.4 

13.4 

13.9 

58.5 

41.7 

0.0 

0.0 

今回調査(n=164)

全国調査(n=108)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

把握している

「ヤングケアラー」と思われる子どもはいるが、その実態は把握していない

該当する子どもはいない（これまでもいなかった）

無回答
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３ 「ヤングケアラー」の把握方法 

 

◇「ヤングケアラー」を「把握している」と回答した学校に、把握方法について聞いたところ、

「特定のツールはないが、できるだけ『ヤングケアラー』の視点を持って検討・対応してい

る」が最も高く 89.1％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

４ 「ヤングケアラー」の定義に該当すると思われる子どもの有無 

 

◇「ヤングケアラー」の定義と状態像を示したうえで、該当すると思われる子どもの有無につ

いて聞いたところ、「いる」が 18.6％となっており、全国調査（国：34.1％）と比べると 15.5

ポイント低くなっている。 

 

 
  

8.7 

89.1 

4.3 

0.0 

6.3 

89.6 

10.4 

2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アセスメントシートやチェックリストなどのツールを

用いている

特定のツールはないが、できるだけ「ヤングケア

ラー」の視点を持って検討・対応している

その他

無回答

今回調査(n=46) 全国調査(n=48)

18.6 

34.1 

57.0 

43.3 

24.3 

21.9 

0.0 

0.4 

今回調査(n=263)

全国調査(n=260)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない わからない 無回答
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（参考）「ヤングケアラー」の概念の認識×ヤングケアラーの有無 

 

◇「ヤングケアラー」の概念についての認識別にヤングケアラーと思われる子どもの有無を確

認すると、「言葉を知っており、学校として意識して対応している」と回答した学校のうち、

22.6％が「ヤングケアラーが『いる』」との回答しているのに対し、全国調査では 51.9％と５

割を超えている。また、「言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない」と回

答した学校においても、１割程度「いる」との回答がみられ、全国調査と同様の結果となっ

ている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 

 

  

100.0 

50.0 

10.4 

22.6 

0.0 

0.0 

49.0 

62.8 

0.0 

50.0 

40.6 

14.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

言葉を知らない(n=1)

言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない(n=2)

言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない

(n=96)

言葉を知っており、学校として意識して対応している

(n=164)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない わからない 無回答

100.0 

25.0 

21.1 

51.9 

0.0 

37.5 

48.9 

38.0 

0.0 

37.5 

30.1 

9.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.9 

言葉を知らない(n=1)

言葉は聞いたことがあるが、具体的には知らない(n=16)

言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない

(n=133)

言葉を知っており、学校として意識して対応している

(n=108)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない わからない 無回答
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５ 「ヤングケアラー」の状況について 

 

ヤングケアラーの定義に該当すると思われる子どもが「いる」と回答した学校に、ヤング

ケアラーと思われる子どもの状況について聞いたところ、結果は以下のとおりである。 

 

◇ヤングケアラーと思われる子どもの状況について聞いたところ、「家族の代わりに、幼いきょ

うだいの世話をしている」が最も高く 83.7％となっており、全国調査と同様の結果となって

いる。また、一方で「家族の通訳をしている（日本語や手話など）」については県では 2.0％

であり、全国調査では 22.5％と 20 ポイント以上低くなっている。 

 

 

  

30.6 

83.7 

4.1 

8.2 

2.0 

6.1 

6.1 

4.1 

4.1 

2.0 

0.0 

19.1 

79.8 

7.9 

9.0 

22.5 

3.4 

6.7 

4.5 

1.1 

3.4 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

障がいや病気のある家族に代わり、家事（買い物、

料理、洗濯、掃除など）をしている

家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている

家族の代わりに、障がいや病気のあるきょうだいの

世話をしている

目を離せない家族の見守りや声掛けをしている

家族の通訳をしている（日本語や手話など）

アルコール・薬物・ギャンブルなどの問題のある家

族に対応している

病気の家族の看病をしている

障がいや病気のある家族の身の周りの世話をしてい

る

障がいや病気のある家族の入浴やトイレの介助をし

ている

その他

無回答

今回調査(n=49) 全国調査(n=89)
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（参考）「ヤングケアラー」の概念の認識×ヤングケアラーと思われる子どもの状況 

 

◇「ヤングケアラー」の概念の認識別に、ヤングケアラーと思われる子どもの状況を見ると、

「家族の代わりに、幼いきょうだいの世話をしている」が最も多い傾向は変わらないものの、

「言葉を知っており、学校として意識して対応している」と回答した学校の方が、より多様

な子どもの状況を把握している傾向にあると考えられる。全国調査でも同様の結果となって

いるが、全国調査では「言葉は知っているが、学校としては特別な対応をしていない」と回

答した学校も状況を把握していることがうかがえる。 

 

 

※「言葉を知らない」、「言葉は聞いたことがあるが、具体的に知らない」、「無回答」は回答数が少ない

ため参考値。 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
に
代
わ

り
、

家
事
（

買
い
物
、

料
理
、

洗

濯
、

掃
除
な
ど
）

を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、

幼
い
き
ょ

う
だ

い
の
世
話
を
し
て
い
る

家
族
の
代
わ
り
に
、

障
が
い
や
病
気

の
あ
る
き
ょ

う
だ
い
の
世
話
を
し
て

い
る

目
を
離
せ
な
い
家
族
の
見
守
り
や
声

掛
け
を
し
て
い
る

家
族
の
通
訳
を
し
て
い
る
（

日
本
語

や
手
話
な
ど
）

ア
ル
コ
ー

ル
・
薬
物
・
ギ
ャ

ン
ブ
ル

な
ど
の
問
題
の
あ
る
家
族
に
対
応
し

て
い
る

病
気
の
家
族
の
看
病
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の
身
の

周
り
の
世
話
を
し
て
い
る

障
が
い
や
病
気
の
あ
る
家
族
の
入
浴

や
ト
イ
レ
の
介
助
を
し
て
い
る

そ
の
他

言葉を知らない(n=1) 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

言葉は聞いたことがあるが、具体的には知
らない(n=1)

0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

言葉は知っているが、学校としては特別な
対応をしていない(n=10)

20.0 100.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10.0 0.0 10.0 0.0

言葉を知っており、学校として意識して対
応している(n=37)

35.1 78.4 5.4 10.8 0.0 8.1 5.4 5.4 2.7 2.7

無回答(n=0) 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

言葉を知らない(n=1) 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

言葉は聞いたことがあるが、具体的には知
らない(n=4)

50.0 75.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

言葉は知っているが、学校としては特別な
対応をしていない(n=28)

18.5 85.2 3.7 3.7 33.3 7.4 11.1 3.7 0.0 0.0

言葉を知っており、学校として意識して対
応している(n=56)

17.9 76.8 8.9 12.5 12.5 1.8 5.4 5.4 1.8 5.4

無回答(n=1) 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

今
回
調
査

全
国
調
査
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６ 具体的に学校以外の外部の支援につないだケースがあるか 

 

◇ヤングケアラーと思われる子どもについて、学校以外の外部の支援につないだケースがある

か聞いたところ、「要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある」が 36.7％と最も高

くなっており、全国調査（国：25.8％）より 10.9 ポイント高くなっている。次いで、「外部

の支援にはつないでいない（学校内で対応している）」が 32.7％、「要保護児童対策地域協議

会に通告するほどではないが、学校以外の外部の支援につないだケースがある」が 30.6％と

なっている。 

◇全国調査では「外部の支援にはつないでいない（学校内で対応している）」の割合が 42.7％

と最も高く、（県：32.7％）より 10 ポイント高くなっている。 

 

 
 

  

36.7 

30.6 

32.7 

0.0 

25.8 

33.7 

42.7 

1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

要保護児童対策地域協議会に通告するほどではない

が、学校以外の外部の支援につないだケースがある

外部の支援にはつないでいない（学校内で対応してい

る）

無回答

今回調査(n=49) 全国調査(n=89)
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７ 要保護児童対策地域協議会に通告した直近のケース（個別事例） 

 

■ヤングケアラーと気づいた理由・きっかけ 

◇服装。 

◇家庭訪問。 

◇市区町村の要保護児童対策地域協議会の調整機関からの連絡。 

◇欠席日数が多い。 

◇本人との会話や町の保健師からの情報から。 

◇欠席が多い。身なりが整っていない。保護者との連絡がとれない。 

◇朝食をとれていない。服装に変化がない。 

◇SSW などとの連携から。 

 

 

■要保護児童対策地域協議会への通告ルート 

◇「市区町村教育委員会経由」が 55.6％、「学校から直接連絡」が 22.2％、「その他」が 22.2％

となっている。全国調査では「学校から直接連絡」の割合が高くなっている。 

 

 
 

■学校で行った支援（要対協との連携も含めて） 

◇SSW による家庭訪問、担任による定期的な家庭訪問。 

◇本人に対するカウンセリングの実施、ケース会議による情報共有。 

◇衣服や食事の確認。持ち物の確認。担任や子育て支援課からの児童への定期的な面談。 

◇教職員による支援体制の構築。 

◇ＳＣの定期的な利用。 

◇定期的なスクールカウンセラーの活用、個別の教育相談。 

◇登校支援。学力保障。標準服、体育服の支援。SSW との関係づくり。 

◇見守り。給食を多くする。関係機関との連携。 

  

55.6 

26.1 

22.2 

56.5 

22.2 0.0 

17.4 

今回調査(n=18)

全国調査(n=23)
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■支援した結果、子どもへの変化 

◇生活環境の改善。 

◇欠席が少なくなってきた。 

◇カウンセリング等で家庭のことを話せるようになってきた。 

◇ストレスの言語化でやや気持ちが整理でき落ち着いた。 

◇話すことで心の安定につながっている。 

◇状況にあまり変化はない。 

◇様々な手立てを工夫し、登校後は安心して過ごすことができている。 

◇体調が良くなることもある。  
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８ 要保護児童対策地域協議会に通告するほどではないが、学校以外の外部の支援につない

だ直近のケース（個別事例） 

 

■ヤングケアラーと気づいた理由・きっかけ 

◇ssw からの情報提供。 

◇欠席がちで連絡しても保護者が外出していて携帯電話に出ない。学校で寝たがる。 

◇本人の訴え、外部機関からの情報提供。 

◇祖母からの情報提供。 

◇2 年生から 4 年生まで不登校になってしまったこと。低学年の時から、弟の世話をするため

に学校を 2 年間ほど休んでいたという話を聞いた。 

 

 

■つないだ機関 

◇要保護児童対策地域協議会 

◇福祉事務所 

◇病院、適応教室 

◇児童相談所 

 

 

■外部機関へのつなぎ方 

「市区町村教育委員会経由」が 33.3％、「学校から直接連絡」が 40.0％、「その他」が 26.7％と

なっている。全国調査と比べると「市町村教育委員会経由」の割合が 23.3 ポイント高くなっ

ている。 
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■学校で行った支援（つなぎ先との連携も含めて） 

◇教育相談やケース会議を開催し、本人の困り感を聞き取り、教育委員会へつないだ。 

◇保護者の相談体制を設定。 

◇本児の話をよく聞くこと。頑張っていることを認めて誉めること。ＳC にもつなぎ、心のケ

アをしていただいた。 

◇子どもの様子を全職員に周知し、標準服や体操服等の洗濯、SC へのカウンセリングの依頼、

定期的にケース会議を開き、情報共有を行っている。 

◇家庭状況の聞き取りのために、SC に情報提供したうえで話をしてもらった。管理職や担任

など教員に共有し、方策を考えた。 

◇SSW や SC 等の面談を数多くいれ、児童相談所からの聞き取りを行った。 

◇学校が終わってもなかなか帰りたがらずに学校に残ることがあったので、自分から帰るまで

見守っていた。 

 

 

■支援した結果、子どもへの変化 

◇登校する時間が早くなった。提出物をきちんと提出できるようになってきた。 

◇遅刻等が減った。自分の考えを家族等に言えるようになった。 

◇表情が明るくなった。欠席が減った。学習等教育活動に意欲的になった。 

◇登校が増えてきた。 

◇自分から相談できるようになった。 

◇大きな変化、改善は見られない。 

◇欠席や遅刻が減り、身だしなみも少しずつ整いはじめている。 

◇話ができる場所はたくさんあることを知り、話をしてみようという気持ちになった。 

◇学校生活を楽しく送りつつある。 

◇話す機会が増え、安心して学校生活を送れるようになった。 

◇周りへ対する言動が改善されてきた。 
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９ 外部の支援につながなかった理由 

 

■外部の支援につながなかったケースについて、つながなかった理由の自由回答は以下のとお

りである。 

 

◇学校生活に支障をきたしていないため。 

◇実態の把握がまだ不十分で、ヤングケアラーであるという断定ができないため。 

◇保護者とつながり、対応している。 

◇実態を正確に把握していないから。 

◇親戚のサポートがあるため。 

◇児童にとって、過度な負担とはなっていないと判断しているため。 

◇現在状況を把握し、機関とつなぐことを検討中のため。 

◇家庭と連携を図りながら、少しずつ良好な方向に向かっているため。 

 

 

１０ 外部の支援につながなかったケースの対応方法 

 

■外部の支援につながなかったケースについて、対応方法の自由回答は以下のとおりである。 

 

◇児童の言動に注意し気になることがあれば職員で共有している。学校への様々な提出物等に

ついて個別に保護者対応を行う。 

◇保護者とつながり、対応している。 

◇こまめな健康観察と、児童からの聞き取り、家庭への連絡をしながら様子を見ている。 

◇担任、管理職、民生児童委員と情報を共有している。 

◇本人の状況について定期的に聞き取り、担任や関係職員と情報を共有している。また対応が

必要な場合には親戚の方を含めて対応をお願いしている。 

◇保健室来室時に家庭での様子など聞いたりしている。 

◇子どもたちや母親と話を積み重ねる。 

◇担任が学校での状況を見取り、適宜家庭と連絡をとったり、必要に応じて校内で対応を考え

たりしている。 
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１１ ヤングケアラーの把握や支援にあたって工夫していること 

 

■ヤングケアラーの把握や支援にあたって工夫していることについては、以下のような回答が

あった。 

 

◇家庭訪問や保護者面談において家庭の様子を把握すること、児童の様子を注意深く観察する。 

◇様々な機関と連携して、当該児童や家族から聞き取った情報を共有して対策を考えているこ

と。 

◇子どもの様子を職員で共有する・保護者の様子も共有する・関係機関と情報を共有する。 

◇困ったことがあった時の相談相手や連絡方法の確認。 

◇実態把握。 

◇関係機関と密に連携し情報を集めることと、児童の置かれた状況で精一杯頑張っている姿を

見守り支えること。 

◇本人の話を聞いたりして状況を把握し、該当児童本人が安心して家庭生活や学校生活を送る

ことができるようにすること。 

◇民生児童委員（地区担当）との情報共有により実態把握に努めている。 

◇iPad で学習支援を行う。 

◇保護者との良好な関係づくり。 

◇子どもの問題ではないということ。包括的な支援をすること。 

◇相談しやすい関係づくり。子どもの頑張りを認め、頑張りすぎていないかを注意して様子を

見守っている。様々な支援に対して、対象児童が気にしすぎないように配慮している。 

◇見逃すことがないように、組織で対応している。 

◇生活面など。学校でできることは行う。心に寄り添う。 

◇他の児童や保護者に気づかれないように支援している。 

◇SSW・児童家庭支援センター・児童相談所・市議に入ってもらい、いろいろな方向からアプ

ローチをしてもらっている。 
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１２ ヤングケアラーの把握や支援にあたって難しいと感じること 

 

■ヤングケアラーの把握や支援にあたって難しいと感じることについては、以下のような回答

があった。 

 

◇どこまでの状態で支援が必要なのかの線引きが難しい。 

◇家庭内のことで見えづらく、把握が難しい。必要な支援を提供することが難しい（支援を拒

むケース）。 

◇連携。 

◇ヤングケアラーの可能性がある児童に関して、特に家事やきょうだいの世話などはお手伝い

として認識している場合もあり、本人の困り感を聞き出すのが難しい場合があること。 

◇家庭への働きかけ。 

◇家庭の状況が保護者と本人で食い違いがある事。 

◇肝心なことを子どもが答えない。言わないように言わされている可能性がある場合。 

◇ヤングケアラーか否かの状況判断。 

◇保護者にも本人にもヤングケアラーの自覚がないが、子どもは苦しい状況にあること。 

◇家庭のことなので、踏み込みにくい場合がある。 

◇急激に良い方向へ進むわけではないため、継続的に様々な機関と連携していくこと。 

◇児童自身がヤングケアラーであることをわかっていないこと、またその家庭における児童の

役割が児童自身のアイデンティティに深く関わっているため取り除くことができないこと。 

◇学校は日常的に子どもと接しており、変化に気づきやすいが、負い目を感じたり、警戒心を

持たれたりする保護者も多く、内面的なことを聞きにくい。 

◇保護者の意識のずれ、他者から見ればお手伝いレベルでないこともお手伝いと考えている。 

◇児童相談所に通告したため、保護者が学校を嫌っている。学校を拒否するため連携がとりに

くい。 
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１３ ヤングケアラーと思われる子どもを把握するためのチェック項目について 

 

■ヤングケアラーと思われる子どもを把握するためのチェック項目に対する意見や変更・追加

項目案については以下のとおりである。 

 

＜問６の選択肢＞ 

□学校を休みがちである。 

□遅刻や早退が多い。 

□保健室で過ごしていることが多い。 

□精神的な不安定さがある。 

□身だしなみが整っていない。 

□学力が低下している。 

□宿題や持ち物の忘れ物が多い。 

 

□保護者の承諾が必要な書類等の提出遅れ

や提出忘れが多い。 

□学校に必要なものを用意してもらえない。 

□修学旅行や宿泊行事等を欠席する。 

□校納金が遅れる、未払い。 

 

■主な追加項目案 

◇保護者と連絡がつかないことが多い。 

◇睡眠がとれているか。食事がとれているか。急激な体重の増減がないか。 

◇家庭でやらなければならない役割がある。 

◇家庭内のことをすすんで話そうとしない。 

◇虐待を受けている子。 
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１４ ヤングケアラーがいるか分からない理由 

 

◇ヤングケアラーの定義に該当すると思われる子どもがいるか「わからない」と回答した学校

に、その理由を聞いたところ、「家族内のことで問題が表に出にくく、実態の把握が難しい」

という回答が 92.2％と最も高くなっている。次いで、「『ヤングケアラー』である子ども自身

やその家族が「『ヤングケアラー』という問題を認識していない」（29.7％）、「学校において、

『ヤングケアラー』の概念や支援対象としての認識が不足している」（9.4％）となっており、

全国調査と同様の結果となっている。 

◇全国調査と比べると、「学校において、『ヤングケアラー』の概念や支援対象としての認識が

不足している」の割合が 9.4％（国：27.6％）となっており、県では 18.2 ポイント低くなっ

ている。 
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今回調査(n=64) 全国調査(n=57)
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１５ ヤングケアラーを支援するために必要だと思うこと 

 

◇ヤングケアラーを支援するために必要だと思うことを聞いたところ、「教職員がヤングケア

ラーについて知ること」が 92.4％と最も高く、次いで、「子どもが教員に相談しやすい関係

をつくること」87.5％）、「子ども自身がヤングケアラーについて知ること」80.6％）となっ

ており、全国調査と同様の結果となっている。 

◇全国調査と比べると、「子どもが教員に相談しやすい関係をつくること」、「ヤングケアラーに

ついて検討する組織を校内につくること」、「学校にヤングケアラー本人や保護者が相談でき

る窓口があること」の割合が全国調査より 10 ポイント以上高くなっている。 
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その他
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無回答

今回調査(n=263) 全国調査(n=260)
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１６ ヤングケアラーに関する自由意見 

 

◇職員がアンテナを広げ、子供の様子や家庭、地域からの情報をもとに、子供の実態把握に努

めることが第一だと思います。ヤングケアラーの概念を職員でしっかり共有し、子供の実態

把握に努めたいと思います。 

◇学校では見えにくい、把握しづらい問題であるため、地域の方々や専門機関、行政との連携

を密にして取り組みを進めたい。 

◇閉鎖された家庭の環境の中だけの判断では、気づくことも難しいと考える。学校ができるこ

とは自分自身がヤングケアラーであるかどうかを判断できる知識を持たせることと、子ども

たちの助けの声を受け取ることができる環境をつくっていくことであると考える。また、関

係機関との連携のシステムをあらかじめ明確にしておくことも大切であると考える。 

◇小学校の場合、家庭支援に担任が関わる比重がとても多くなっている。専門機関やサポート

支援の充実が必要だと思う。 

◇ヤングケアラーについては、内容を把握していない保護者が多い。他の家庭と比較できる状

況も少なく、自身の経験で子供にもそうさせている状況がある。これを説明できるまたは指

導できる機関が必要だと思います。 

◇学校現場が対応してケアして…みたいなことを求められると、本当に業務が多すぎて対応が

難しい。気づくことはできるかもしれないので、その後の対応をしてくれる機関に繋ぐこと

はできると思う。 

◇自身がヤングケアラーだという自覚を持つことは難しい。家族のためにできることをするの

が当たり前という感覚かもしれない。だからこそ、知ることが大切である。自覚したら、そ

れを相談できる場所が必要である。学校が知った場合、それを相談する機関があるとありが

たい。 

◇家庭（教育）への踏み込みは学校では限界があるので、福祉部局の危機意識と積極的な介入

がなければ解決につながらない。今後ヤングケアラーは増えると思われる。人的配置や専門

性の向上など、対応に耐えうる体制を広い視野で整えていく必要があるのではないか。 

◇行政機関に相談しやすい窓口の体制づくり、支援体制を整える必要があるように思う。 

◇子どもが子どもらしく生活できる社会になるように社会全体で関わっていく必要がある。 

◇現在、本校でヤングケアラーの可能性がある児童は確認できていませんが、今後、教職員や

児童が「ヤングケアラー」について知っておくことは重要になってくると認識しています。 

◇民生児童委員と幼保小中学校との連携が必要と思われる。 

◇子どもが、本来背負うべきでない家庭のことをしなくていいように、福祉行政が家庭や子ど

も自身への支援を充実させていく必要がある。 

◇家庭内の問題であり、保護者がその責任を果たせず、子どもが家庭を支えなければならない

状況を、外部の誰がどのように判断し、そして、どのように対応するのかが、明確になって

いない。とても扱いづらい問題であり、保護者の責任能力の欠如が原因は明らかと考えるが、

その問題は、これから増えていくことであろうことや、県や市町村が対応していかなけれな

らないことだと思う。  
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◇ヤングケアラーについては、把握するのが難しい。相談しやすい体制を整えることで対応で

きるかもしれない。一人でも多くの子供を救いたい。 

◇実態把握をしなければならない。 

◇『ヤングケアラー』である子どもたちは、自分の権利が搾取されることよりも家族の一員と

して役に立つことを大切に考えている。そのため家庭の理解や援助を受けられずにこれまで

問題が放っておかれていたのだと思う。子どもの自立を目指すならばその家族のケアを担っ

てくれる福祉的社会資源をもっと増やし、そこにつなげていく人材を確保・育成することが

大切だと思う。子どもの背負わされているものは大きい。 

◇ヤングケアラーは児童虐待よりもさらに周りに見えにくいので、どうやって発見していくか

が課題だと思う。 

◇疑わしい状況があっても学校から確認するのはとても困難だと思われる。プライバシーに関

わる内容で、学校の一方的な見方で判断できないし、家庭に踏み込んで確認することもでき

ない。疑わしいと感じても、学校側の主観的な判断ではないと言い切れない。発見について

は、大変ハードルが高いと感じている。 

◇社会的にヤングケアラーについての認識を深める必要性を感じる。また、教職員が、児童生

徒の言動から、ヤングケアラーを察知できるようにならなければならないと考える。今後、

ヤングケアラーに関する職員研修等を推進していきたい。 

◇家庭の問題に対応できる専門のスタッフを配置したり、職員の人数を増やしたりできれば、

細やかな対応ができるが、現状では難しい。 

◇ヤングケアラーの問題は、その背景に家庭の問題や不登校などと重なっていることが多いと

考えられるため、不登校や要保護児童の対応を丁寧に行っていかなければならないと思いま

す。ただ、学校の支援には限界があるので、各機関との連携が今まで以上に重要だと感じて

います。 

◇今後、ヤングケアラーが増加してくることが予想される。と同時に、「誰一人、取り残さない」

という視点で、学力保障も重要になってくる。学校だけでは、対応ができない面が出てくる

と思われる。そこで、市教委、市の福祉関係、関係機関等と連携し、どんな支援をしていけ

ばいいのか、一人一人に応じた計画が必要になってくる。そのために、学校全体で研修を行

うことも考えていかなくてはならないと考えている。 

◇テレビなどで情報が出るようになり、世の中に認知され始めたが、実際には把握は難しい。

周りが早期に気づき、支援できる体制を整えてほしい。 

 

  



36 

（４）個別事例 
 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケース、②要保護児童対策地域協議会に通告する

ほどではないが、学校以外の外部の支援につないだケースについて、直近のケースを１件ず

つ聞いた。結果は以下のとおりである。 

 

（ア）性別 

◇①のケースでは、女性の割合が男性よりも高くなっており、全国調査と比べると 12.6 ポイ

ント高い。 

◇②のケースでも、女性の割合が男性よりも高くなっており、全国調査と比べると 23.3 ポイ

ント高い。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 

 

  

77.8 

80.0 

22.2 

20.0 

0.0 

0.0 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

(n=18)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではない

が、学校以外の外部の支援につないだケースがある

(n=15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 男性 その他 無回答

65.2 

56.7 

30.4 

26.7 

0.0 

0.0 

4.3 

16.7 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

(n=23)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではない

が、学校以外の外部の支援につないだケースがある

(n=30)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性 男性 その他 無回答
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（イ）学年 

◇①のケースでは、５年生、６年生の割合が他の学年と比べて高くなっており、全国調査と

同様の結果となっている。全国調査と比べると、４年生の割合が高く、2 年生、３年生の

割合が低い。 

◇②のケースでも、５年生、６年生の割合が他の学年と比べて高くなっており、全国調査と

比べると、6 年生の割合が 30 ポイントも高い。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 

 

  

0.0 

11.1 5.6 22.2 

0.0 

27.8 

33.3 

33.3 

66.7 

0.0 
①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

(n=18)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではない

が、学校以外の外部の支援につないだケースがある

(n=15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学1年生 小学2年生 小学3年生 小学4年生 小学5年生 小学6年生 無回答

0.0 

3.3 

17.4 

0.0 

17.4 

0.0 

8.7 

16.7 

21.7 

23.3 

30.4 

36.7 

4.3 

20.0 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

(n=23)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではない

が、学校以外の外部の支援につないだケースがある

(n=30)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学1年生 小学2年生 小学3年生 小学4年生 小学5年生 小学6年生 無回答
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（ウ）学校生活の状況 

◇①のケースでは、「精神的な不安定さがある」、「学校を休みがちである」、「身だしなみが整

っていない」の割合が高く、特に「精神的な不安定さがある」の割合は全国調査と比べ 35

ポイント高くなっている。 

◇②のケースでは、「精神的な不安定さがある」、「遅刻や早退が多い」、「学校を休みがちであ

る」の割合が高く、特に「精神的な不安定さがある」の割合は全国調査と比べ 26.7 ポイン

ト高くなっている。 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 （％）

学
校
を
休
み
が
ち
で
あ
る

遅
刻
や
早
退
が
多
い

保
健
室
で
過
ご
し
て
い
る

こ
と
が
多
い

精
神
的
な
不
安
定
さ
が
あ

る 身
だ
し
な
み
が
整
っ

て
い

な
い

学
力
が
低
下
し
て
い
る

宿
題
や
持
ち
物
の
忘
れ
物

が
多
い

保
護
者
の
承
諾
が
必
要
な

書
類
等
の
提
出
遅
れ
や
提

出
忘
れ
が
多
い

学
校
に
必
要
な
も
の
を
用

意
し
て
も
ら
え
な
い

修
学
旅
行
や
宿
泊
行
事
等

を
欠
席
す
る

校
納
金
が
遅
れ
る
、

未
払

い そ
の
他

無
回
答

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=18)

44.4 27.8 11.1 61.1 44.4 16.7 38.9 33.3 27.8 11.1 27.8 16.7 0.0

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=0)

46.7 53.3 26.7 60.0 33.3 13.3 20.0 26.7 6.7 0.0 20.0 0.0 0.0

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=23)

60.9 47.8 4.3 26.1 30.4 34.8 26.1 30.4 26.1 17.4 17.4 8.7 8.7

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=30)

53.3 56.7 6.7 33.3 26.7 30.0 23.3 16.7 13.3 3.3 6.7 0.0 16.7

今
回
調
査

全
国
調
査
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（エ）家族構成 

◇①のケースでは、「ひとり親家庭」が 50.0％と最も高く、次いで「二世代世帯（ふたり親家

庭）」（38.9％）となっている。「三世代世帯」が全国調査では 0％なのに対し、今回調査で

は 11.1％と高くなっている。 

◇②のケースでは、「二世代世帯（ふたり親家庭）」が 53.3％と半数を超えており、「ひとり

親世帯」（46.7％）より多くなっている。また、全国調査は「ひとり親家庭」が 20.0％と最

も高い。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

  

38.9 

53.3 

11.1 

0.0 

50.0 

46.7 

0.0 

0.0 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

(n=18)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではない

が、学校以外の外部の支援につないだケースがある

(n=15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

二世代世帯（ふたり親家庭） 三世代世帯 ひとり親家庭 無回答

43.5 

6.7 

0.0 

3.3 

52.2 

20.0 

4.3 

70.0 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

(n=23)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではない

が、学校以外の外部の支援につないだケースがある

(n=30)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

二世代世帯（ふたり親家庭） 三世代世帯 ひとり親家庭 無回答
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（オ）家庭でのケアの状況 

ⅰ．ケアの状況の把握 

◇①のケースでは、ほとんどがケアの状況を把握しており、全国調査と同様の結果となって

いる。 

◇②のケースでは、ほとんどがケアの状況を把握しており、全国調査と比べ、ケアの状況を

把握しているとの回答が 20 ポイント高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

 

 

 

  

88.9 

86.7 

11.1 

13.3 

0.0 

0.0 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある(n=18)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではないが、学

校以外の外部の支援につないだケースがある(n=15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答

91.3 

66.7 

4.3 

3.3 

4.3 

30.0 

①要保護児童対策地域協議会に通告したケースがある

(n=23)

②要保護児童対策地域協議会に通告するほどではないが、

学校以外の外部の支援につないだケースがある(n=30)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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ⅱ．ケアを必要としている人 

ケアの状況を把握していると回答した学校に、ケアを必要としている人、ケアを必要として

いる人の状況、ケアの内容を聞いた結果は以下のとおりである。 

◇①のケースでは、「きょうだい」の割合が最も高く、次いで「母親」となっており、全国調

査と同様の結果となっている。 

◇②のケースでは、「母親」の割合が最も高く、全国調査と比べると 31.9 ポイント高くなっ

ている。 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 （％）

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ

う
だ
い

そ
の
他

無
回
答

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=16)

56.3 12.5 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=0)

76.9 7.7 0.0 0.0 53.8 0.0 0.0

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=21)

47.6 4.8 4.8 0.0 61.9 4.8 0.0

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=20)

45.0 0.0 0.0 0.0 55.0 5.0 0.0

今
回
調
査

全
国
調
査



42 

ⅲ．ケアを必要としている人の状況 

◇①のケースでは、「幼い」が最も高く、全国調査と同様の結果となっている。 

◇②のケースでは、「精神疾患」が最も高く、全国調査と比べると 35.9 ポイント高くなって

いる。 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 （％）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（

介
護
が
必
要
な

状
態
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患
（

疑
い
含
む
）

依
存
症
（

疑
い
含
む
）

精
神
疾
患
、

依
存
症
以
外

の
病
気

日
本
語
を
第
一
言
語
と
し

な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=16)

6.3 68.8 6.3 0.0 0.0 6.3 18.8 12.5 12.5 - 0.0 12.5 0.0

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=0)

0.0 30.8 0.0 0.0 0.0 7.7 69.2 0.0 7.7 - 0.0 7.7 0.0

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=21)

4.8 61.9 0.0 4.8 0.0 14.3 33.3 4.8 9.5 0.0 4.8 0.0 0.0

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=20)

0.0 50.0 10.0 0.0 15.0 15.0 25.0 5.0 0.0 5.0 5.0 0.0 5.0

今
回
調
査

全
国
調
査
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ⅳ．ケアの内容 

◇①のケースでは、「きょうだいの世話や保育所への送迎など」が最も高く、全国調査と比べ

ると 41.4 ポイント高くなっている。 

◇②のケースでは、「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」が最も高く、全国調査と比べると 44.2

ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 （％）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保

育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や

ト
イ
レ
の
お
世
話
な
ど
）

外
出
の
付
き
添
い
（

買
い

物
、

散
歩
な
ど
）

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚

痴
を
聞
く
、

話
し
相
手
に

な
る
な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=16)

56.3 93.8 12.5 0.0 0.0 18.8 31.3 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=0)

84.6 53.8 0.0 0.0 0.0 30.8 15.4 0.0 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0

①要保護児童対策地域協議会に通告した
ケースがある(n=21)

52.4 52.4 0.0 9.5 4.8 23.8 38.1 0.0 4.8 4.8 0.0 0.0 0.0

②要保護児童対策地域協議会に通告するほ
どではないが、学校以外の外部の支援につ
ないだケースがある(n=20)

45.0 45.0 10.0 5.0 5.0 20.0 30.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0

今
回
調
査

全
国
調
査
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ⅴ．（クロス分析）ケアを必要としている人×ケアを必要としている人の状況 

※ｎ数か少ないため、割合（％）ではなく実数で記す。 

 

①要対協通告ケース 

◇ｎ数が少ないことに留意が必要だが、世話を必要としている人が「母親または父親または

両親」の場合、「依存症」の回答が多くなっており、「きょうだい」を世話している場合に

は全ケース「幼い」という回答となっている。 

◇全国調査では、世話を必要としている人が「母親または父親または両親」の場合、「精神疾

患」の回答が多くなっている。 

 

 

  

調
査
数
（
ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状
態
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患
（

疑
い
含
む
）

依
存
症
（
疑
い
含
む
）

精
神
疾
患
、

依
存
症
以
外
の
病
気

日
本
語
を
第
一
言
語
と
し
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

母親または父親または両親 4 1 0 1 0 0 0 0 2 1 0 0 1

きょうだい 6 0 6 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

母親または父親または両親・きょうだい 6 0 5 0 0 0 0 3 0 1 0 0 1

祖父母・きょうだい 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

母親または父親または両親 8 1 0 0 0 0 2 6 1 1 0 0 0

きょうだい 9 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

母親または父親または両親・きょうだい 3 0 3 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0

祖父母・きょうだい 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

今
回
調
査

全
国
調
査
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②学校以外の外部の支援につないだケース 

◇ｎ数が少ないことに留意が必要だが、世話を必要としている人が「母親」の場合、「精神疾

患」との回答が多くなっており、「きょうだい」を世話している場合には「幼い」という回

答が多くなっている。 

◇全国調査では、世話を必要としている人が「母親」の場合、「精神疾患」、「要介護」との回

答が複数ある。 

 

 

  

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（

介
護
が
必
要
な
状

態
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患
（

疑
い
含
む
）

依
存
症
（

疑
い
含
む
）

精
神
疾
患
、

依
存
症
以
外
の
病

気 日
本
語
を
第
一
言
語
と
し
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

母親 5 0 0 0 0 0 0 5 0 1 0 0 0

きょうだい 3 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

母親・きょうだい 4 0 1 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0

その他 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

母親 8 0 0 2 0 1 1 3 1 0 1 1 0

きょうだい 10 0 8 0 0 2 2 1 0 0 0 0 0

母親・きょうだい 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

その他 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

今
回
調
査

全
国
調
査
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ⅵ．（クロス分析）ケアを必要としている人×ケアの内容 

※ｎ数か少ないため、割合（％）ではなく実数で記す。 

 

①要対協通告ケース 

◇ｎ数が少ないことに留意が必要だが、世話を必要としている人が「母親または父親または

両親」の場合、「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」、「きょうだいの世話や保育所等への送

迎など」、「感情面のサポート（愚痴を聞く、話合いになるなど）」との回答が多い傾向にあ

る。「きょうだい」を世話している場合には「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」

という回答割合が高くなっている。 

◇全国調査では、世話を必要としている人が「母親または父親または両親」の場合、「家事（食

事の準備や掃除、洗濯）」、「感情面のサポート（愚痴を聞く、話合いになるなど）」、「見守

り」との回答が多い傾向にある。 

 

 

  

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃
除
、

洗

濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保
育
所
等
へ

の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や
ト
イ
レ
の

お
世
話
な
ど
）

外
出
の
付
き
添
い
（

買
い
物
、

散
歩

な
ど
）

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚
痴
を
聞

く
、

話
し
相
手
に
な
る
な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な
ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

母親または父親または両親 4 2 3 1 0 0 2 1 0 1 0 0 0

きょうだい 6 3 6 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0

母親または父親または両親・きょうだい 6 4 6 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

祖父母・きょうだい 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

母親または父親または両親 8 5 1 0 1 1 5 4 0 1 1 0 0

きょうだい 9 3 7 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

母親または父親または両親・きょうだい 3 2 3 0 1 0 0 2 0 0 0 0 0

祖父母・きょうだい 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

今
回
調
査

全
国
調
査
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②学校以外の外部の支援につないだケース 

◇ｎ数が少ないことに留意が必要だが、世話を必要としている人が「母親」の場合、「家事」、

との回答が多くなっており、「きょうだい」を世話している場合には「家事（食事の準備や

掃除、洗濯）」、「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」、「見守り」という回答が多い

傾向にある。 

◇全国調査では、世話を必要としている人が「母親」の場合、「家事（食事の準備や掃除、洗

濯）」、「感情面のサポート（愚痴を聞く、話合いになるなど）」との回答が多い傾向にある。

「きょうだい」を世話している場合には「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」と

いう回答が多くなっている。 

 

 

  

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃
除
、

洗

濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保
育
所
等
へ

の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や
ト
イ
レ
の

お
世
話
な
ど
）

外
出
の
付
き
添
い
（

買
い
物
、

散
歩

な
ど
）

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚
痴
を
聞

く
、

話
し
相
手
に
な
る
な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な
ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

母親 5 5 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

きょうだい 3 2 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

母親・きょうだい 4 3 3 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0

その他 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

母親 8 4 0 1 0 1 4 2 1 0 0 0 0

きょうだい 10 4 8 1 0 0 0 0 3 0 0 0 0

母親・きょうだい 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

その他 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

今
回
調
査

全
国
調
査
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第３章 小学生調査結果（単純集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 小学生の生活についてのアンケート 

調査結果 
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(1) 基本情報 

 

１ 性別 

 

◇「男性」が 46.8％、「女性」が 51.1％、「その他」が 0.4％、「答えたくない」が 1.7％となっ

ている。 

 

 

 

２ 住んでいる地域 

 

◇住んでいる地域については以下のとおりである。 

 

 

 
 

  

46.8 

47.5 

51.1 

49.9 

0.4 

0.4 

1.7 

1.5 
0.8 

今回調査(n=5,407)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男 女 その他 答えたくない 無回答

（上段：人　下段：％） 1 2 3 4 5 6 7

標
本
数
（

人
）

熊
本
市

宇
城
地
域

上
益
城
地
域

菊
池
地
域

玉
名
地
域

鹿
本
地
域

阿
蘇
地
域

1,184 44 383 826 739 331 201

21.9% 0.8% 7.1% 15.3% 13.7% 6.1% 3.7%
八
代
地
域

芦
北
地
域

球
磨
地
域

天
草
地
域

そ
の
他

無
回
答

482 223 527 362 3 102
8.9% 4.1% 9.7% 6.7% 0.1% 1.9%

全体
（単純集計）

5,407
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３ 同居家族 

 

◇同居家族については、「母親」が 97.9％と最も高く、次いで「父親」86.0％、「弟・妹」53.9％

となっている。 

 

 

 

４ 家族構成 

 

◇家族構成については、「二世代世帯（ふたり親家庭）」が 66.0％と最も高く、次いで「三世代

世帯」18.5％、「ひとり親家庭」14.8％となっている。 

 

  

97.9 

86.0 

23.0 

16.5 

53.7 

53.9 

4.4 

0.0 

97.4 

87.3 

16.3 

11.0 

48.2 

48.8 

2.5 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

母親

父親

祖母

祖父

兄・姉

弟・妹

その他

無回答

今回調査(n=5,407) 全国調査(n=9,759)

66.0 

72.8 

18.5 

17.4 

14.8 

8.7 

0.7 

0.7 

0.0 

0.4 

今回調査(n=5,407)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

二世代世帯（ふたり親家庭） 三世代世帯 ひとり親家庭 その他の家庭 無回答
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５ 健康状態 

 

◇健康状態については、「よい」が 59.7％と最も高く、次いで「まあよい」19.4％、「ふつう」

18.0％となっている。 

 

 

 

  

59.7 

66.9 

19.4 

15.1 

18.0 

15.1 

2.6 

2.2 

0.3 

0.2 0.5 

今回調査(n=5,407)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答
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(2) ふだんの生活について 

 

１ 学校への通学状況：出欠状況 

 

◇学校の出欠状況について聞いたところ、「ほとんど欠席しない」が 84.3％と最も高く、次い

で「たまに欠席する」13.8％、「よく欠席する」2.0％となっており、全国調査と同様の結果

となっている。 

 

 

 

２ 学校への通学状況：遅刻や早退の状況 

 

◇学校の遅刻や早退の状況について聞いたところ、「ほとんどしない」が 87.4％と最も高く、

次いで「たまにする」11.0％、「よくする」1.7%となっており、全国調査と同様の結果となっ

ている。 

 

 

 

  

84.3 

84.8 

13.8 

13.1 

2.0 

1.9 

0.2 

今回調査(n=5,407)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

87.4 

87.3 

11.0 

9.9 

1.7 

2.4 

0.0 

0.4 

今回調査(n=5,407)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答
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３ 放課後の習い事などへの参加状況 

 

◇放課後の習い事などへの参加状況については、「はい」が 75.1％、「いいえ」が 24.9％となっ

ており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

  

75.1 

72.6 

24.9 

26.9 0.6 

今回調査(n=5,407)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

はい いいえ 無回答
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４ ふだんの学校生活などであてはまること 

 

◇ふだんの学校生活などであてはまることについては、「特にない」が 67.9％と最も高くなっ

ており、全国調査と同様の結果となっている。それ以外では、「持ち物の忘れ物が多い」が

19.2％と最も高く、次いで「提出物を出すのが遅れることが多い」15.3％、「宿題ができてい

ないことが多い」11.6％となっている。 

 

 

  

7.5 

11.6 

19.2 

3.0 

15.3 

0.2 

1.1 

4.1 

4.2 

67.9 

0.0 

4.9 

7.5 

18.6 

1.5 

13.7 

0.5 

0.8 

4.9 

13.1 

60.9 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

授業中にねてしまうことが多い

宿題ができていないことが多い

持ち物の忘れ物が多い

習い事を休むことが多い

提出物を出すのが遅れることが多い

修学旅行などの宿泊行事を欠席する

保健室で過ごすことが多い

学校では一人で過ごすことが多い

友だちと遊んだり、おしゃべりしたりす

る時間が少ない

特にない

無回答

今回調査(n=5,407) 全国調査(n=9,759)
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５ 現在の悩みごと 

 

◇現在の悩みごとについては、「特にない」が 74.4％と最も高くなっており、全国調査と同様

の結果となっている。それ以外では、「友だちのこと」が 12.2％と最も高く、次いで、「学校

の成績のこと」9.4％、「習い事のこと」5.9％となっている。 

 

 

  

12.2 

9.4 

5.9 

4.4 

3.1 

3.4 

3.4 

74.4 

0.0 

12.1 

11.9 

5.3 

5.7 

3.8 

4.0 

4.5 

68.9 

2.2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

友だちのこと

学校の成績のこと

習い事のこと

家族のこと

生活や勉強に必要なお金のこと

自分のために使える時間が少ないこと

その他

特にない

無回答

今回調査(n=5,407) 全国調査(n=9,759)
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６ 悩みごとについて話を聞いてくれる人の有無（何らかの悩みごとがあると回答した人のみ） 

 

◇「悩み」が「ある」と回答した子どもに、悩みごとについて話を聞いてくれる人がいるか聞

いたところ、「いる」が 61.2％と最も高く、次いで「話はしたくない」30.7％、「いない」8.0％

となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

  

61.2 

62.5 

8.0 

9.6 

30.7 

25.9 2.0 

今回調査(n=1,383)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 話はしたくない 無回答
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（３）家庭や家族のことについて 

 

１ 世話をしている家族の有無 

 

◇世話をしている家族がいるか聞いたところ、「いる」が 6.3％、「いない」が 93.7％となって

おり、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

 

  

6.3 

6.5 

93.7 

93.5 

今回調査(n=5,407)

全国調査(n=9,759)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答
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ここからは１で「世話をしている家族」が「いる」と回答した子どもの回答 

２ 世話を必要としている家族 

 

◇世話を必要としている家族について聞いたところ、「きょうだい」が 79.3％と最も高く、次

いで「母親」9.6％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

  

9.6 

7.9 

7.3 

5.5 

79.3 

8.2 

0.0 

19.8 

13.2 

10.3 

5.5 

71.0 

1.9 

5.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

その他

無回答

今回調査(n=343) 全国調査(n=631)
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３ｰａ 世話を必要としている父母の状況 

 

◇「世話を必要としている家族」が「父母」と回答した子どもに、世話をしている理由につい

て聞いたところ、「わからない」が 68.4％と最も高くなっており、全国調査と同様の結果と

なっている。次いで高い割合が「こころの病気（うつ病など）」15.8％、「高齢（65 歳以上）」、

「介護（食事や回りのお世話）が必要」がともに 7.9％となっている。 

 

 

 

 

  

7.9 

7.9 

0.0 

2.6 

0.0 

15.8 

2.6 

0.0 

5.3 

5.3 

68.4 

0.0 

5.1 

3.6 

0.7 

8.0 

0.7 

8.7 

2.9 

5.1 

10.9 

19.6 

33.3 

15.2 

0% 20% 40% 60% 80%

高齢（65歳以上）

介護（食事や身の回りのお世話）が必要

認知症

身体障がい

知的障がい

こころの病気（うつ病など）

依存症（お酒やギャンブルなどをやめられ

ず、生活に問題をかかえている）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

無回答

今回調査(n=38) 全国調査(n=138)
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３ｰｂ 世話を必要としている祖父母の状況 

 

◇「世話を必要としている家族」が「祖父母」と回答した子どもに、世話をしている理由につ

いて聞いたところ、「高齢（65 歳以上）」が 82.4％と最も高く、次いで「介護（食事や身の回

りのお世話）が必要」、「認知症」、「わからない」が 20.6％となっている。全国調査と比べる

と、「高齢（65 歳以上）」が 19.4 ポイント高くなっている。 

 

 
  

82.4 

20.6 

20.6 

14.7 

2.9 

2.9 

2.9 

2.9 

0.0 

2.9 

20.6 

0.0 

63.0 

21.0 

19.8 

11.1 

1.2 

0.0 

1.2 

12.3 

2.5 

4.9 

11.1 

14.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

高齢（65歳以上）

介護（食事や身の回りのお世話）が必要

認知症

身体障がい

知的障がい

こころの病気（うつ病など）

依存症（お酒やギャンブルなどをやめられ

ず、生活に問題をかかえている）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

無回答

今回調査(n=34) 全国調査(n=81)
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３ｰｃ 世話を必要としているきょうだいの状況 

 

◇「世話を必要としている家族」が「きょうだい」と回答した子どもに、世話をしている理由

について聞いたところ、「幼い」が 79.4％と最も高く、次いで「わからない」14.7％、「その

他」6.6％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 
 

  

79.4 

2.2 

0.4 

1.5 

0.4 

0.4 

6.6 

14.7 

0.0 

73.9 

3.8 

2.0 

4.9 

2.9 

1.6 

8.3 

8.5 

5.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

幼い

介護（食事や身の回りのお世話）が必要

身体障がい

知的障がい

病気

日本語が苦手

その他

わからない

無回答

今回調査(n=272) 全国調査(n=448)



63 

３ｰｄ 世話を必要としているその他の家族の状況 

 

◇「世話を必要としている家族」が「その他」と回答した子どもに、世話をしている理由につ

いて聞いたところ、「幼い」が 42.9％と最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっ

ている。次いで高い割合が「その他」39.3％、「高齢（65 歳以上）」、「わからない」がともに

17.9％となっている。 

 

 
 

  

17.9 

42.9 

7.1 

3.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

7.1 

39.3 

17.9 

0.0 

33.3 

33.3 

25.0 

16.7 

8.3 

0.0 

8.3 

0.0 

0.0 

16.7 

0.0 

0.0 

16.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

高齢（65歳以上）

幼い

介護（食事や身の回りのお世話）が必要

認知症

身体障がい

知的障がい

こころの病気（うつ病など）

依存症（お酒やギャンブルなどをやめられ

ず、生活に問題をかかえている）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語が苦手

その他

わからない

無回答

今回調査(n=28) 全国調査(n=12)
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４ 世話の内容 

 

◇世話の内容については、「見守り」が 60.6％と最も高く、全国調査と同様の結果となってお

り、全国調査より 20.2 ポイント高くなっている。次いで高い割合が「家事（食事の準備や掃

除、洗濯）」32.4％、「入浴やトイレのお世話」28.9％となっている。 

 

 
 

 

  

32.4 

24.8 

28.9 

17.8 

2.0 

25.1 

60.6 

2.3 

1.5 

2.3 

7.9 

0.0 

35.2 

28.5 

18.9 

18.4 

4.0 

26.3 

40.4 

3.2 

2.4 

3.3 

5.5 

12.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいのお世話や送りむかえ

入浴やトイレのお世話

買い物や散歩に一緒に行く

病院へ一緒に行く

話を聞く

見守り

通訳（日本語や手話など）

お金の管理

薬の管理

その他

無回答

今回調査(n=343) 全国調査(n=631)
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５ 世話を一緒にしている人 

 

◇世話を一緒にしている人については、「母親」が 72.3％と最も高く、次いで「父親」52.５％、

「きょうだい」46.9％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

 

  

72.3 

52.5 

15.5 

10.8 

46.9 

4.1 

12.0 

1.2 

3.2 

0.0 

64.2 

47.1 

11.6 

5.4 

36.0 

3.2 

10.6 

2.4 

0.5 

11.1 

0% 20% 40% 60% 80%

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

親戚の人

自分のみ

福祉サービス（ヘルパーなど）を利用

その他

無回答

今回調査(n=343) 全国調査(n=631)



66 

６ 世話を始めた年齢 

 

◇世話を始めた年齢については、「10～12 歳」が 43.1％と最も高く、次いで「7～9 歳」35.0％、

「～6 歳」20.4％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

 

７ 世話をしている頻度 

 

◇世話をしている頻度については、「ほぼ毎日」が 55.7％と最も高く、次いで「週に 3～5 日」

26.5％、「週に 1～2 日」14.0％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

  

20.4 

17.3 

35.0 

30.9 

43.1 

40.4 

0.0 

11.4 

今回調査(n=343)

全国調査(n=631)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

～6歳 7～9歳 10～12歳 無回答

55.7 

52.9 

26.5 

16.0 

14.0 

14.4 

2.9 

5.5 

0.9 

1.4 

9.7 

今回調査(n=343)

全国調査(n=631)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答
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８ 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

◇平日 1 日あたりの世話に費やす時間については、「1～2 時間未満」が 39.4％と最も高く、次

いで「2～3 時間未満」21.0％、「3～4 時間未満」12.5％となっており、全国調査と同様の結

果となっている。 

 

 

 

 

９ 休日１日あたりの世話に費やす時間【県独自設問】 

 

◇休日 1 日あたりの世話に費やす時間については、「1～2 時間未満」が 27.7％と最も高く、次

いで、「7 時間以上」21.6％、「2～3 時間未満」16.6％となっている。 

 

 

 

  

2.9 

7.4 

39.4 

27.4 

21.0 

17.6 

12.5 

9.5 

6.1 

5.4 

7.0 

5.2 

0.9 

2.7 

10.2 

7.1 17.6 

今回調査(n=343)

全国調査(n=631)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1～2時間未満 2～3時間未満 3～4時間未満 4～5時間未満

5～6時間未満 6～7時間未満 7時間以上 無回答

2.6 27.7 16.6 10.8 7.9 7.0 5.8 21.6 今回調査(n=343)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1～2時間未満 2～3時間未満 3～4時間未満 4～5時間未満

5～6時間未満 6～7時間未満 7時間以上 無回答



68 

１０ 世話をしているためにやりたいけれどできないこと 

 

◇世話をしているためにやりたいけれどできないことについて聞いたところ、「特にない」が

73.5％と最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。それ以外では、「自分の

時間が取れない」が 16.0％と最も高く、次いで「宿題など勉強する時間がない」10.8％、「友

だちと遊ぶことができない」10.2％となっている。 

 

 

 

  

2.6 

2.9 

10.8 

6.7 

10.2 

0.6 

16.0 

0.6 

73.5 

0.0 

2.9 

3.2 

7.8 

6.7 

10.1 

1.0 

15.1 

1.1 

63.9 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

学校を休んでしまう

遅刻や早退をしてしまう

宿題など勉強する時間がない

眠る時間がたりない

友だちと遊ぶことができない

習い事ができない

自分の時間が取れない

その他

特にない

無回答

今回調査(n=343) 全国調査(n=631)



69 

１１ 世話の大変さ 

 

◇世話の大変さについては、「特に大変さは感じていない」が 61.5％と最も高くなっており、

全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「気持ちの面で大変」21.3％、「体力

の面で大変」16.3％となっている。 

 

 

 

 

  

16.3 

21.3 

16.0 

61.5 

0.0 

13.9 

18.4 

14.6 

57.4 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

体力の面で大変

気持ちの面で大変

時間の余裕がない

特に大変さは感じていない

無回答

今回調査(n=343) 全国調査(n=631)
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１２ 世話について相談した経験 

 

◇世話について誰かに相談した経験があるかを聞いたところ、「ある」が 18.1％、「ない」が

81.9％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

 

  

18.1 

17.3 

81.9 

76.1 6.7 

今回調査(n=343)

全国調査(n=631)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答



71 

１３ 世話についての相談相手（世話について相談した経験が「ある」と回答した人のみ） 

 

◇「世話について相談した経験」が「ある」と回答した子どもに、相談相手について聞いたと

ころ、「家族（父親、母親、祖父、祖母、きょうだい）」が 77.4％と最も高くなっており、全

国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「友だち」46.8％、「親戚（おじ、おば）」

11.3％となっている。 

 

 

 

  

77.4 

11.3 

46.8 

8.1 

0.0 

4.8 

0.0 

1.6 

1.6 

3.2 

0.0 

78.9 

10.1 

40.4 

13.8 

5.5 

3.7 

1.8 

1.8 

4.6 

1.8 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（父親、母親、祖父、祖母、きょうだい）

親戚（おじ、おば）

友だち

学校の先生（保健室の先生以外）

保健室の先生

スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー

病院・医療・福祉サービス人

近所の人

SNS上での知り合い

その他

無回答

今回調査(n=62) 全国調査(n=109)



72 

１４ 世話について相談したことがない理由（世話について相談した経験が「ない」と回答

した人のみ） 

 

◇「世話について相談した経験」が「ない」と回答した子どもに、相談したことがない理由に

ついて聞いたところ、「相談するほどの悩みではないから」が 79.0％と最も高くなっており、

全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「相談しても何も変わらないから」、

「その他」10.0％、「誰に相談するのがよいかわからないから」6.4％となっている。 

 

 

 

 

  

79.0 

6.4 

4.3 

5.3 

10.0 

11.0 

0.0 

72.7 

4.2 

4.6 

5.4 

13.3 

4.0 

10.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

相談するほどのなやみではないから

誰に相談するのがよいかわからないから

相談できる人がいないから

家族のことを話したくないから

相談しても何も変わらないから

その他

無回答

今回調査(n=281) 全国調査(n=480)
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１５ 世話について話を聞いてくれる人の有無（世話について相談した経験が「ない」と回

答した人のみ） 

 

◇「世話について相談した経験」が「ない」と回答した子どもに、世話について話を聞いてく

れる人がいるか聞いたところ、「いる」が 74.7％、「いない」が 25.3％となっており、全国調

査と同様の結果となっている。 

 

 

 

  

74.7 

67.7 

25.3 

21.9 10.4 

今回調査(n=281)

全国調査(n=480)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答
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１６ 学校や大人にしてもらいたいこと 

 

◇学校や大人にしてもらいたいことについては、「特にない」が 64.4％と最も高くなっており、

全国調査と同様の結果となっている。それ以外では、「わからない」が 18.4％と最も高く、

次いで「自由に使える時間がほしい」16.0％、「自分のことについて話を聞いてほしい」8.5％

となっている。 
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１７ 希望する相談方法（前問で「自分のこと（いまの状況）について話を聞いてほしい」、

「家族のお世話について相談にのってほしい」と回答した人のみ） 

 

◇「自分のことについて話を聞いてほしい」、「家族のお世話について相談にのってほしい」と

回答した子どもに、希望する相談方法について聞いたところ、「直接会って」が 79.4％と最

も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「電話」14.7％、

「電子メール」8.8％となっている。また、「SNS」の割合が県では 2.9％なのに対し、全国調

査では 19.8％となっており、国より 16.9 ポイント低くなっている。 

 

 
 

 

  

79.4 

14.7 

2.9 

8.8 

5.9 

0.0 

53.5 

19.8 

19.8 

12.8 

9.3 

5.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

直接会って

電話

SNS

電子メール

その他

無回答

今回調査(n=34) 全国調査(n=86)
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１８ どのようなサービスがあったらいいと思うか【県独自設問】 

 

◇どのようなサービスがあったらいいと思うか聞いたところ、「気軽に立ち寄れる居場所」が

39.1％と最も高く、次いで「勉強のサポート」34.1％、「同じような境遇、状況の人と話せる

機会」16.9％となっている。 

 

 

 

  

10.2 

16.9 

12.8 

34.1 

39.1 

15.5 

0.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

専用の相談窓口

同じようなきょうぐう、状況の人と話せる機会

話を聞いてくれるカウンセラー

勉強のサポート

気軽に立ち寄れる居場所

その他

無回答

今回調査(n=343)



77 

 

自由記述欄（ヤングケアラーへの支援を広げていくために必要だと思うことや，要望等な

んでも） 

 

◇私は家族のお世話などで負担を抱えた周りの人には気軽に声をかけて少しでもその人の力

のなることができるといいなと思いました。 

◇手伝って欲しい。 

◇自分の話を聞いてもらうこと。 

◇自由な時間をとってほしい。 

◇いつでも一人になりたいときに一人になれる空間。 

◇私たちが楽になれるようにしてほしい。 

◇助けてほしい、代わってほしい。 

◇親が、子どもの話を聞いてあげたり、話しやすい環境を作ってもらいたい。 

◇自分の体調を気にしながら、いとこのお世話をするのが大変です。 

◇家族のお世話をしている人にたいしては、同じような経験をしている人と話した方がいいと

思う。私は親が障害者と友達に言っていないので、周りが受け入れることが大切だと思う。 

◇全部長女だからって任せないでほしい。（少しだけ思う） 

◇お金があまりかからない塾みたいなところがほしいです。 

◇勉強とか大変だから、休みの日以外は親がしてほしい。 

◇気軽に寄れる居場所。 

◇不安なことがあったらなるべく早く信頼できる人に相談することが必要だと思う。 

◇親は子供と一緒にいる時間を増やす。 
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第４章 小学生調査結果（クロス集計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 小学生調査の結果（クロス集計） 
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4-1 家族の世話の有無別分析 

（１）家族の世話の有無による学校生活などの状況 

①家族の世話の有無×家族構成 

◇家族構成について、「世話をしている家族」が「いる」場合と「いない」場合の比較ではあま

り大きな差はみられなかった。全国調査と同様の結果となっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

  

66.8

65.9

19.2

18.5

12.0

15.0

2.0

0.6

世話をしている家族がいる

(n=343)

世話をしている家族がいない

(n=5,064)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

二世代世帯（ふたり親家庭） 三世代世帯 ひとり親家庭 その他世帯 無回答

〈単数回答〉

69.3

73.0

19.2

17.3

10.1

8.6

0.8

0.7

0.6

0.4

世話をしている家族がいる

(n=631)

世話をしている家族がいない

(n=9,128)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

二世代世帯（ふたり親家庭） 三世代世帯 ひとり親家庭 その他世帯 無回答

〈単数回答〉



81 

②家族の世話の有無×健康状態 

◇健康状態について、「世話をしている家族」が「いる」場合と「いない」場合の比較では、あ

まり大きな差はみられなかった。全国調査と同様の結果となっている。 

 

今回調査 

 
 

全国調査 

 
  

75.8

79.3

20.4

17.9

3.8

2.8

世話をしている家族がいる

(n=343)

世話をしている家族がいない

(n=5,064)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい・まあよい ふつう よくない・あまりよくない 無回答

〈単数回答〉

74.6

82.5

20.3

14.7

4.6

2.2

0.5

0.5

世話をしている家族がいる

(n=631)

世話をしている家族がいない

(n=9,128)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい・まあよい ふつう よくない・あまりよくない 無回答

〈単数回答〉
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③家族の世話の有無×出席状況 

◇出席状況については、「世話をしている家族」が「いる」場合、「いない」場合に比べて「た

まに欠席する」の割合が高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

  

77.0

84.8

20.1

13.3

2.9

1.9

世話をしている家族がいる

(n=343)

世話をしている家族がいない

(n=5,064)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉

75.3

85.5

21.4

12.5

3.3

1.8

世話をしている家族がいる

(n=631)

世話をしている家族がいない

(n=9,128)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉
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④家族の世話の有無×遅刻や早退の状況 

◇遅刻や早退の状況については、「世話をしている家族」が「いる」場合、「いない」場合に比

べて「たまにする」の割合が高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
  

79.3

87.9

18.7

10.4

2.0

1.6

世話をしている家族がいる

(n=343)

世話をしている家族がいない

(n=5,064)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉

76.2

88.0

18.5

9.3

4.4

2.3

0.8

0.4

世話をしている家族がいる

(n=631)

世話をしている家族がいない

(n=9,128)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉
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⑤家族の世話の有無×学校生活等であてはまること 

◇学校生活であてはまることについては、「世話をしている家族」が「いる」場合、「いない」

場合に比べて全体的に回答割合が高い傾向にあり、全国調査と同様の結果となっている。特

に、「持ち物の忘れ物が多い」、「提出物を出すのが遅れることが多い」が「いない」場合より

6 ポイント以上高くなっている。 

 

 

 

  

学校生活等であてはまること 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

授
業
中
に
ね
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い

宿
題
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
多
い

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

習
い
事
を
休
む
こ
と
が
多
い

提
出
物
を
出
す
の
が
遅
れ
る

こ
と
が
多
い

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
行
事

を
欠
席
す
る

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多

い 学
校
で
は
一
人
で
過
ご
す
こ

と
が
多
い

友
だ
ち
遊
ん
だ
り
、

お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
す
る
時
間
が
少

な
い

特
に
な
い

無
回
答

世話をしている
家族がいる

343 10.8 14.3 25.4 4.1 21.3 0.0 2.0 5.8 5.0 59.5 0.0

世話をしている
家族はいない

5,064 7.2 11.4 18.8 3.0 14.9 0.2 1.0 4.0 4.1 68.5 0.0

世話をしている
家族がいる

631 11.4 15.2 32.3 2.7 24.7 1.6 1.6 9.4 19.3 39.9 1.1

世話をしている
家族はいない

9,128 4.5 7.0 17.7 1.4 13.0 0.4 0.8 4.6 12.7 62.4 2.2

全国

熊本県
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⑥家族の世話の有無×現在の悩みごと 

◇現在の悩みごとについては、「世話をしている家族」が「いる」場合、「いない」場合に比べ

て全体的に回答割合が高い傾向にあり、全国調査と同様の結果となっている。特に、「友達の

こと」、「学校の成績のこと」、「家族のこと」が「いない」場合より７ポイント以上高くなっ

ている。 

 

 

  

現在の悩みごと 1 2 3 4 5 6 7 8 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

友
だ
ち
の
こ
と

学
校
の
成
績
の
こ
と

習
い
事
の
こ
と

家
族
の
こ
と

生
活
や
勉
強
に
必
要
な
お
金

の
こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間

が
少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

世話をしている
家族がいる

343 20.1 16.3 8.7 11.1 7.3 7.6 6.4 56.3 0.0

世話をしている
家族はいない

5,064 11.6 8.9 5.7 3.9 2.8 3.2 3.2 75.7 0.0

世話をしている
家族がいる

631 17.7 23.6 9.4 15.4 12.2 10.5 5.5 48.3 1.6

世話をしている
家族はいない

9,128 11.7 11.1 5.0 5.0 3.2 3.6 4.4 70.3 2.2

全国

熊本県
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⑦家族の世話の有無×相談相手の有無 

◇相談相手の有無については、「世話をしている家族」が「いる」場合と「いない」場合の比較

ではあまり大きな差はみられなかった。全国調査と同様の結果となっている。 

 

今回調査 

 

 
全国調査 

 
 

  

62.0

61.2

8.0

8.0

30.0

30.8

世話をしている家族がいる

(n=150)

世話をしている家族がいない

(n=1,233)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 話はしたくない 無回答

〈単数回答〉

59.8

62.8

13.9

9.0

24.7

26.1

1.6

2.1

世話をしている家族がいる

(n=631)

世話をしている家族がいない

(n=9,128)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

話を聞いてくれる人がいる 話を聞いてくれる人がいない 話はしたくない 無回答

〈単数回答〉
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4-2 性別×世話の状況の違い 

（１）性別による世話の状況の違い 

※性別について「その他」、「答えたくない」という回答はサンプル数が少ないためクロス集計

では対象外とする。 

◇家族の世話の有無については、性別による大きな差はみられなかった。全国調査と同様の結

果となっている。 

 

①性別×家族の世話の有無 

今回調査 

 

 

全国調査 

 

  

5.3

6.9

94.7

93.1

男性(n=2,531)

女性(n=2,762)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉

6.3

6.4

93.7

93.6

男性(n=4,632)

女性(n=4,865)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉
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②性別×世話を必要としている家族 

◇「男性」の場合、「女性」と比べて、世話を必要としている家族については、「母親」、「父親」

の割合が高くなっている。逆に「女性」の場合、「きょうだい」の割合が高くなっており、全

国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

 

 

  

世話を必要としている家族 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ

う
だ
い

そ
の
他

無
回
答

男性 134 17.9 14.9 6.7 5.2 73.9 9.7 0.0

女性 191 3.7 3.1 7.3 5.8 83.2 6.8 0.0

男性 290 25.2 18.6 11.0 5.9 68.6 1.4 5.9

女性 311 14.5 8.7 8.7 5.1 76.2 2.3 5.1

全国

熊本県
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③性別×世話の内容 

◇「男性」の方が、世話の内容については、「買い物や散歩に一緒に行く」、「病院へ一緒に行く」、

「通訳（日本語や手話など）」、「お金の管理」、「薬の管理」の割合はやや高いものの、それ以

外の項目については「女性」の回答割合が高くなっており、全国調査とほぼと同様の結果と

なっている。特に「きょうだいのお世話や送りむかえ」、「入浴やトイレのお世話」、「話を聞

く」の割合が５ポイント以上高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

世話の内容 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
そ
う

じ
、

せ
ん
た
く
）

き
ょ

う
だ
い
の
お
世
話
や
送

り
む
か
え

入
浴
や
ト
イ
レ
の
お
世
話

買
い
物
や
散
歩
に
一
緒
に
行

く 病
院
へ
一
緒
に
行
く

話
を
聞
く

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

お
金
の
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

無
回
答

男性 134 30.6 19.4 25.4 17.9 3.7 20.9 57.5 3.0 1.5 3.0 7.5 0.0

女性 191 32.5 28.8 30.9 15.7 0.5 26.2 60.7 2.1 1.0 1.0 8.9 0.0

男性 290 37.2 25.9 16.2 16.9 3.8 22.4 38.3 1.4 2.4 3.8 3.8 16.2

女性 311 35.0 31.5 20.9 18.3 4.2 28.6 42.8 4.5 2.3 2.6 6.8 10.0

全国

熊本県
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④性別×世話を一緒にしている人 

◇世話を一緒にしている人が「男性」の場合、一緒に世話をしている人がいる割合が、「福祉サ

ービス（ヘルパーなど）を利用」以外、「女性」より回答割合が高くなっているが、全国調査

では「自分のみ」以外は、世話を一緒にしている人が「女性」の割合が高い。 

 

 

 

 

  

世話を一緒にしている人 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ

う
だ
い

親
戚
の
人

自
分
の
み

福
祉
サ
ー

ビ
ス
（

ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）

を
利
用

そ
の
他

無
回
答

男性 134 73.9 55.2 15.7 11.9 49.3 5.2 11.2 0.7 3.0 0.0

女性 191 71.7 51.8 14.1 9.4 46.6 3.1 11.0 1.6 2.6 0.0

男性 290 57.6 45.5 9.3 4.8 33.8 2.8 11.0 1.7 0.0 14.8

女性 311 72.0 49.5 13.2 5.8 38.3 3.5 9.6 3.2 0.6 7.7

全国

熊本県
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⑤性別×世話を始めた年齢 

◇世話を始めた年齢については、男女ともに「小学生（高学年）」の割合が４割を超えて最も高

くなっており、全国調査と同様の結果となっている。また、「女性」の方が「就学前」の割合

が「男性」より 10 ポイント以上高くなっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
 

  

12.7

24.6

36.6

33.0

47.0

42.4

男性(n=134)

女性(n=191)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前 小学生（低学年） 小学生（高学年） 無回答

〈数値回答〉

13.8

20.9

28.3

33.1

43.4

37.9

14.5

8.0

男性(n=290)

女性(n=311)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前 小学生（低学年） 小学生（高学年） 無回答

〈数値回答〉
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⑥性別×世話の頻度 

◇世話の頻度については、男女ともに「ほぼ毎日」の割合が５割前後と最も高くなっており、

全国調査と同様の結果となっている。特に「女性」の場合、「ほぼ毎日」の割合が 59.7％と

約 6 割を占めており、「男性」より 10 ポイント以上高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

 

  

49.3

59.7

27.6

25.7

15.7

13.1

6.7

0.5

0.7

1.0

男性(n=134)

女性(n=191)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉

49.3

56.6

16.2

16.7

14.8

13.8

5.9

4.9

1.0

1.6

12.8

6.4

男性(n=290)

女性(n=311)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉
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⑦性別×世話に費やす時間 

◇世話に費やす時間については、男女ともに「3 時間未満」の割合が最も高くなっており、全

国調査と同様の結果となっている。また、「女性」は「男性」に比べ、「３～７時間未満」、「７

時間以上」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

  

70.1

59.7

23.1

29.3

6.7

11.0

男性(n=134)

女性(n=191)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3時間未満 3～7時間未満 7時間以上 無回答

〈数値回答〉

57.6

47.3

16.2

29.3

6.2

8.0

20.0

15.4

男性(n=290)

女性(n=311)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3時間未満 3～7時間未満 7時間以上 無回答

〈数値回答〉
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⑧性別×世話による制約 

◇世話による制約については、男女ともに「特にない」の割合が 7 割を超えて最も高く、全国

調査でも６割を超えており、全国調査と同様の結果となっている。特に「女性」の場合、「宿

題など勉強する時間がない」、「自分の時間が取れない」の割合が「男性」より５ポイント以

上高くなっている。 

 

 

 

 

  

世話による制約 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

学
校
を
休
ん
で
し
ま
う

遅
刻
や
早
退
を
し
て
し
ま
う

宿
題
な
ど
勉
強
す
る
時
間
が

な
い

眠
る
時
間
が
た
り
な
い

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い

習
い
事
が
で
き
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

男性 134 3.0 3.0 6.0 3.7 10.4 0.0 9.7 0.0 78.4 0.0

女性 191 1.6 2.1 11.5 6.8 7.9 0.5 18.3 1.0 72.3 0.0

男性 290 1.4 2.1 4.5 4.8 9.0 0.3 11.4 0.3 65.5 12.1

女性 311 4.2 3.9 10.6 8.4 10.9 1.6 18.3 1.3 64.0 4.8

全国

熊本県
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⑨性別×世話の大変さ 

◇世話の大変さについては、「女性」の方が「男性」に比べて、大変さを感じる割合が全体的に

高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。特に「気持ちの面で大変」の割合が

「男性」より８ポイント以上高くなっている。 

 

 
 

 

  

世話の大変さ 1 2 3 4 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

体
力
の
面
で
大
変

気
持
ち
の
面
で
大
変

時
間
の
余
裕
が
な
い

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て
い
な

い 無
回
答

男性 134 14.9 14.9 14.2 67.2 0.0

女性 191 16.2 23.6 15.7 59.7 0.0

男性 290 11.4 14.8 12.4 56.9 12.1

女性 311 16.7 21.5 16.4 58.8 4.8

全国

熊本県
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⑩性別×世話について相談した経験 

◇世話について相談した経験については、「女性」の方が「男性」に比べて「ある」の割合が 10

ポイント以上高くなっており、全国調査と比べて「男性」では「ない」の割合が 13.4 ポイン

ト高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

 

  

9.7

24.1

90.3

75.9

男性(n=134)

女性(n=191)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉

14.8

19.9

76.9

75.6

8.3

4.5

男性(n=223)

女性(n=235)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉
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⑪性別×世話についての相談相手 

◇世話についての相談相手については、男女ともに「家族（父親、母親、祖父、祖母、きょう

だい）」の割合が最も高く、「男性」では「女性」より８ポイント以上高くなっており、全国

調査と同様の結果となっている。また、「女性」の方が「男性」に比べて「親戚（おじ、おば）」、

「友だち」、「スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー」の割合が高くなってお

り、家族以外にも相談している割合が高い。 

 

 

 

 

  

世話についての相談相手 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
族
（

父
親
、

母
親
、

祖
父
、

祖

母
、

き
ょ

う
だ
い
）

親
戚
（

お
じ
、

お
ば
）

友
だ
ち

学
校
の
先
生
（

保
健
室
の
先

生
以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー

ル
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

病
院
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ

ス
人

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

無
回
答

男性 13 84.6 0.0 15.4 7.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.7 0.0

女性 46 76.1 15.2 56.5 6.5 0.0 6.5 0.0 0.0 2.2 2.2 0.0

男性 43 86.0 4.7 32.6 14.0 0.0 2.3 2.3 0.0 2.3 2.3 0.0

女性 62 77.4 14.5 45.2 12.9 9.7 3.2 1.6 3.2 4.8 1.6 0.0

全国

熊本県
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⑫性別×世話について相談したことがない理由 

◇世話について相談したことがない理由では、男女ともに「相談するほどのなやみではないか

ら」の割合が 8 割前後と最も高くなっており、全国調査とほぼ同様の結果となっている。ま

た、「女性」の方が「男性」に比べて「誰に相談するのがよいかわからないから」、「家族のこ

とを話したくないから」の割合が 5 ポイント以上高くなっている。 

 

 
 

 

  

世話について相談したことがない理由 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

相
談
す
る
ほ
ど
の
な
や
み
で

は
な
い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か

ら 家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な

い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

男性 121 78.5 1.7 4.1 0.8 7.4 12.4 0.0

女性 145 80.0 8.3 2.1 6.2 9.0 10.3 0.0

男性 223 75.8 1.3 1.8 2.2 9.4 2.7 10.8

女性 235 70.6 6.0 6.8 8.9 14.9 4.7 11.9

全国

熊本県
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⑬性別×世話について話を聞いてくれる人の有無 

◇世話について話を聞いてくれる人の有無では、全国調査と同様に性別による大きな差はみら

れなかった。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

  

73.6

77.2

26.4

22.8

男性(n=121)

女性(n=145)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉

69.1

68.1

19.7

23.0

11.2

8.9

男性(n=223)

女性(n=235)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉
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⑭性別×学校や大人にしてもらいたいこと 

◇学校や大人にしてもらいたいことでは、男女ともに「特にない」の割合が最も高くなってお

り、全国調査と同様の結果となっている。また、「女性」の方が「男性」に比べて「自由に使

える時間がほしい」の割合が 5 ポイント以上高くなっている。 

 

 

 

 

   

学校や大人にしてもらいたいこと 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調

査

数
（

ｎ
＝

）

自

分

の

こ

と

に

つ

い

て

話

を

聞

い

て

ほ

し

い

家

族

の

お

世

話

に

つ

い

て

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

家

族

の

病

気

や

障

が

い
、

お

世

話

の

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

す

べ

て

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

一

部

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い 自

由

に

使

え

る

時

間

が

ほ

し

い

勉

強

を

教

え

て

ほ

し

い

お

金

の

面

で

支

援

し

て

ほ

し

い

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

男性 134 8.2 1.5 1.5 2.2 0.0 10.4 9.0 2.2 0.0 73.9 17.2 0.0

女性 191 7.9 2.6 1.0 2.6 2.6 17.8 7.3 2.6 0.5 59.2 18.3 0.0

男性 290 5.5 2.8 1.7 1.7 3.4 13.8 10.3 5.9 1.0 55.5 6.2 9.3

女性 311 16.7 5.8 1.9 4.2 9.0 16.4 16.1 4.5 1.3 48.2 6.4 6.1

全国

熊本県
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⑮性別×希望する相談方法 

◇前問で「自分のことについて話を聞いてほしい」、「家族のお世話について相談にのってほし

い」と回答した子どもに希望する相談方法を聞いたところ、男女ともに「直接会って」の割

合が最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。また、「男性」では「電話」

の割合が、「女性」では「電子メール」、「その他」の割合がそれぞれと比べて高くなっている。 

 

 
 

 

  

希望する相談方法 1 2 3 4 5 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

直
接
会
っ

て

電
話

S
N
S

電
子
メ
ー

ル

そ
の
他

無
回
答

男性 12 91.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 19 78.9 5.3 0.0 10.5 5.3 0.0

男性 21 61.9 14.3 4.8 9.5 0.0 14.3

女性 58 50.0 24.1 19.0 15.5 12.1 3.4

全国

熊本県
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4-3 家族構成による世話の状況の違い 

（１）家族構成による世話の状況の違い 

※「その他の世帯」についてはｎ数が少ないためクロス集計の対象外としている。 

 

①家族構成×世話を必要としている家族 

◇世話を必要としている家族については、いずれの家族構成も「きょうだい」が最も高くなっ

ており、全国調査と同様の結果となっている。特に「二世代世帯（ふたり親家庭）」では 8 割

を超えており、「三世代世帯」、「ひとり親家庭」より 15 ポイント以上高くなっている。また、

「三世代世帯」では「祖父」の割合が他の家族構成と比べて高くなっている。 

 

 

 

 

  

世話を必要としている家族 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ

う
だ
い

そ
の
他

無
回
答

二世代世帯
（ふたり親家庭）

229 10.0 8.3 3.1 3.5 86.0 6.1 0.0

三世代世帯 66 6.1 6.1 16.7 13.6 69.7 9.1 0.0

ひとり親家庭 41 14.6 9.8 17.1 4.9 58.5 14.6 0.0

二世代世帯
（ふたり親家庭）

437 20.1 14.0 9.4 5.9 73.9 1.4 5.0

三世代世帯 121 22.3 13.2 9.9 5.0 61.2 3.3 7.4

ひとり親家庭 64 12.5 7.8 15.6 3.1 71.9 1.6 7.8

全国

熊本県
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②家族構成×世話の内容 

◇世話の内容については、いずれの家族構成も「見守り」が最も高くなっており、全国調査と

同様の結果となっている。また「ひとり親家庭」では「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」の

割合が他の家族構成と比べて 10 ポイント以上高くなっている。 

◇「二世代世帯（ふたり親家庭）」では「入浴やトイレのお世話」の割合が 32.3％となってお

り、全国調査（国：19.9％）より 12.4 ポイント高くなっている。 

 

 

 

 

  

世話の内容 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
お
世
話
や
送

り
む
か
え

入
浴
や
ト
イ
レ
の
お
世
話

買
い
物
や
散
歩
に
一
緒
に
行

く 病
院
へ
一
緒
に
行
く

話
を
聞
く

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

お
金
の
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

無
回
答

二世代世帯
（ふたり親家庭）

229 31.4 26.2 32.3 17.5 1.3 25.3 65.5 2.2 1.3 1.3 8.3 0.0

三世代世帯 66 30.3 22.7 22.7 13.6 3.0 22.7 57.6 3.0 0.0 0.0 9.1 0.0

ひとり親家庭 41 41.5 17.1 24.4 24.4 4.9 29.3 41.5 2.4 4.9 9.8 2.4 0.0

二世代世帯
（ふたり親家庭）

437 36.2 31.4 19.9 17.6 3.7 27.0 41.2 3.4 2.1 2.5 6.2 11.7

三世代世帯 121 29.8 21.5 14.9 18.2 5.0 25.6 37.2 3.3 1.7 6.6 5.8 16.5

ひとり親家庭 64 39.1 25.0 21.9 23.4 4.7 25.0 43.8 1.6 6.3 3.1 1.6 10.9

全国

熊本県
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③家族構成×世話を一緒にする人 

◇世話を一緒にしている人については、いずれの家族構成も「母親」が最も高くなっており、

全国調査と同様の結果となっている。また「三世代世帯」では「祖母」の割合が他の家族構

成と比べて 10 ポイント以上高くなっている。 

◇「二世代世帯（ふたり親家庭）」、「三世代世帯」では「父親」が６割を超えており、特に「三

世代世帯」では全国調査（国：38.8％）より 21.8 ポイント高くなっている。 

 

 
 

  

世話を一緒にする人 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ

う
だ
い

親
戚
の
人

自
分
の
み

福
祉
サ
ー

ビ
ス
（

ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）

を
利
用

そ
の
他

無
回
答

二世代世帯
（ふたり親家庭）

229 74.7 60.3 11.4 9.6 50.7 4.4 9.6 0.9 1.7 0.0

三世代世帯 66 77.3 60.6 28.8 13.6 39.4 6.1 15.2 3.0 3.0 0.0

ひとり親家庭 41 61.0 4.9 14.6 12.2 41.5 0.0 17.1 0.0 7.3 0.0

二世代世帯
（ふたり親家庭）

437 65.7 50.8 11.4 5.9 36.4 3.0 10.1 1.8 0.7 10.1

三世代世帯 121 60.3 38.8 13.2 3.3 37.2 2.5 12.4 5.0 0.0 11.6

ひとり親家庭 64 64.1 37.5 7.8 3.1 32.8 4.7 9.4 1.6 0.0 15.6

全国

熊本県
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④家族構成×世話の頻度 

◇世話の頻度の比較では、全国調査と同様に家族構成による大きな差はみられなかった。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 

  

56.3

53.0

51.2

26.2

27.3

29.3

13.1

18.2

14.6

3.5

1.5

2.4

0.9

2.4

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=229)

三世代世帯(n=66)

ひとり親家庭(n=41)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉

55.8

43.8

50.0

14.9

19.0

17.2

14.0

17.4

14.1

5.5

6.6

4.7

1.4

1.7

1.6

8.5

11.6

12.5

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=437)

三世代世帯(n=121)

ひとり親家庭(n=64)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉
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⑤家族構成×世話に費やす時間 

◇世話に費やす時間については、「三世代世帯」では「3 時間未満」の割合が他の家族構成より

10 ポイント近く高くなっており、全国調査と比べても 11.7 ポイント高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 

  

62.0

71.2

61.0

27.5

24.2

29.3

10.5

4.5

9.8

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=229)

三世代世帯(n=66)

ひとり親家庭(n=41)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3時間未満 3～7時間未満 7時間以上 無回答

〈数値回答〉

50.1

59.5

51.6

24.5

20.7

18.8

7.1

5.8

10.9

18.3

14.0

18.8

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=437)

三世代世帯(n=121)

ひとり親家庭(n=64)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3時間未満 3～7時間未満 7時間以上 無回答

〈数値回答〉
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⑥家族構成×世話による制約 

◇世話による制約については、いずれの家族構成も「特にない」の割合が最も高くなっており、

全国調査と同様の結果となっている。「ひとり親家庭」では全体的に回答割合が高い傾向にあ

り、特に「学校を休んでしまう」、「眠る時間がたりない」、「自分の時間が取れない」の割合

が他の家族構成より８ポイント以上高くなっており、「自分の時間が取れない」については全

国調査（国：10.9％）と比べても 15.9 ポイント高くなっている。 

 

 
 

 

  

世話による制約 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

学
校
を
休
ん
で
し
ま
う

遅
刻
や
早
退
を
し
て
し
ま
う

宿
題
な
ど
勉
強
す
る
時
間
が

な
い

眠
る
時
間
が
た
り
な
い

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い

習
い
事
が
で
き
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

二世代世帯
（ふたり親家庭）

229 1.7 2.2 7.9 5.2 9.2 0.4 14.4 0.9 77.3 0.0

三世代世帯 66 0.0 1.5 13.6 4.5 12.1 0.0 15.2 0.0 74.2 0.0

ひとり親家庭 41 9.8 7.3 17.1 14.6 9.8 2.4 26.8 0.0 58.5 0.0

二世代世帯
（ふたり親家庭）

437 2.7 3.2 8.0 6.4 10.3 0.9 15.8 1.1 63.6 8.2

三世代世帯 121 2.5 4.1 7.4 9.1 12.4 1.7 15.7 0.8 62.8 8.3

ひとり親家庭 64 4.7 1.6 7.8 4.7 6.3 0.0 10.9 1.6 65.6 10.9

全国

熊本県
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⑦家族構成×世話の大変さ 

◇世話の大変さについては、いずれの家族構成も「特に大変さは感じていない」の割合が最も

高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。「ひとり親家庭」では「時間の余裕が

ない」の割合が他の家族構成より 10 ポイント以上高くなっており、全国調査（国：14.1％）

と比べても 15.2 ポイント高くなっている。 

 

 

 

  

世話の大変さ 1 2 3 4 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

体
力
の
面
で
大
変

気
持
ち
の
面
で
大
変

時
間
の
余
裕
が
な
い

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て
い
な

い 無
回
答

二世代世帯
（ふたり親家庭）

229 17.5 18.3 13.5 63.3 0.0

三世代世帯 66 9.1 25.8 15.2 57.6 0.0

ひとり親家庭 41 22.0 24.4 29.3 61.0 0.0

二世代世帯
（ふたり親家庭）

437 15.3 16.7 16.9 55.8 8.5

三世代世帯 121 11.6 24.8 7.4 57.9 9.9

ひとり親家庭 64 10.9 20.3 14.1 64.1 6.3

全国

熊本県



109 

⑧家族構成×世話について相談した経験 

◇世話について相談した経験の有無では、「ひとり親家庭」では「ある」の割合が 34.1％と３

割を超えており、他の家族構成及び全国調査より 15 ポイント以上高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
 

  

15.3

18.2

34.1

84.7

81.8

65.9

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=229)

三世代世帯(n=66)

ひとり親家庭(n=41)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉

16.7

19.8

18.8

76.9

71.9

78.1

6.4

8.3

3.1

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=437)

三世代世帯(n=121)

ひとり親家庭(n=64)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉
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⑨家族構成×世話についての相談相手 

◇世話について相談相手については、「家族（父親、母親、祖父、祖母、きょうだい）」の割合

が最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。また、「二世代世帯」では「親

戚（おじ、おば）」、「スクールソーシャルワーカーやスクールカウンセラー」の割合が他の家

族構成より８ポイント以上高くなっている。加えて、「二世代世帯」、「三世代世帯」では「友

だち」の割合が 5 割前後と高くなっているのに対し、「ひとり親家庭」では 35.7％と 3 割台

となっている。 

 

 

 

 

  

世話についての相談相手 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
族
（

父
親
、

母
親
、

祖
父
、

祖

母
、

き
ょ

う
だ
い
）

親
戚
（

お
じ
、

お
ば
）

友
だ
ち

学
校
の
先
生
（

保
健
室
の
先

生
以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー

ル
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

病
院
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ

ス
人

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

無
回
答

二世代世帯
（ふたり親家庭）

35 82.9 17.1 48.6 11.4 0.0 8.6 0.0 0.0 2.9 2.9 0.0

三世代世帯 12 66.7 8.3 58.3 8.3 0.0 0.0 0.0 8.3 0.0 0.0 0.0

ひとり親家庭 14 71.4 0.0 35.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 7.1 0.0

二世代世帯
（ふたり親家庭）

73 82.2 11.0 37.0 13.7 4.1 4.1 2.7 1.4 4.1 2.7 0.0

三世代世帯 24 66.7 8.3 41.7 16.7 4.2 4.2 0.0 4.2 0.0 0.0 0.0

ひとり親家庭 12 83.3 8.3 58.3 8.3 16.7 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 0.0

全国

熊本県



111 

⑩家族構成×世話について相談したことがない理由 

◇世話について相談相手したことがない理由では、「相談するほどのなやみではないから」の割

合が最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。「ひとり親家庭」では全体的

に回答割合が高い傾向にあり、特に「相談できる人がいないから」、「家族のことを話したく

ないから」の割合が他の家族構成より 10 ポイント以上高くなっており、全国調査と比べて

も全体的に回答割合が高い。 

 

 

 

 

  

世話について相談したことがない理由 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

相
談
す
る
ほ
ど
の
な
や
み
で

は
な
い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か

ら 家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な

い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

二世代世帯
（ふたり親家庭）

194 81.4 5.2 3.1 3.6 7.7 11.9 0.0

三世代世帯 54 79.6 5.6 1.9 3.7 11.1 9.3 0.0

ひとり親家庭 27 66.7 14.8 14.8 18.5 18.5 11.1 0.0

二世代世帯
（ふたり親家庭）

336 70.8 4.8 4.8 5.7 14.6 3.6 11.3

三世代世帯 87 72.4 3.4 6.9 6.9 9.2 6.9 11.5

ひとり親家庭 50 82.0 2.0 0.0 2.0 12.0 2.0 8.0

全国

熊本県
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⑪家族構成×世話について話を聞いてくれる人の有無 

◇世話についての話を聞いてくれる人の有無では、「ひとり親家庭」では「いない」の割合が他

の家族構成と比べて 20 ポイント以上高くなっており、全国調査（国：18.0％）と比べても

30.1 ポイント高くなっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
 

  

79.4

72.2

51.9

20.6

27.8

48.1

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=194)

三世代世帯(n=54)

ひとり親家庭(n=27)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉

69.6

60.9

66.0

20.2

32.2

18.0

10.1

6.9

16.0

二世代世帯（ふたり親家庭）(n=336)

三世代世帯(n=87)

ひとり親家庭(n=50)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉
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学校や大人にしてもらいたいこと 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調

査

数
（

ｎ
＝

）

自

分

の

こ

と

に

つ

い

て

話

を

聞

い

て

ほ

し

い

家

族

の

お

世

話

に

つ

い

て

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

家

族

の

病

気

や

障

が

い
、

お

世

話

の

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

す

べ

て

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

一

部

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い 自

由

に

使

え

る

時

間

が

ほ

し

い

勉

強

を

教

え

て

ほ

し

い

お

金

の

面

で

支

援

し

て

ほ

し

い

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

二世代世帯

（ふたり親家庭）
229 7.4 1.3 1.3 1.7 2.2 13.5 5.2 2.2 0.4 67.2 19.2 0.0

三世代世帯 66 9.1 3.0 0.0 3.0 1.5 21.2 9.1 4.5 0.0 65.2 10.6 0.0

ひとり親家庭 41 12.2 7.3 2.4 7.3 4.9 24.4 19.5 2.4 0.0 53.7 19.5 0.0

二世代世帯

（ふたり親家庭）
437 11.7 4.8 1.8 3.4 6.2 14.4 15.1 4.6 0.7 51.7 5.3 8.0

三世代世帯 121 14.0 5.8 2.5 2.5 8.3 18.2 10.7 8.3 3.3 47.1 9.1 8.3

ひとり親家庭 64 10.9 1.6 1.6 0.0 6.3 17.2 4.7 6.3 1.6 54.7 12.5 4.7

全国

熊本県

⑫家族構成×学校や大人にしてもらいたいこと 

◇学校や大人にしてもらいたいことでは、いずれの家族構成も「特にない」の割合が最も高く

なっており、全国調査と同様の結果となっている。「ひとり親家庭」では全体的に回答割合が

高い傾向にあり、特に「勉強を教えてほしい」の割合が他の家族構成と比べて 10 ポイント

以上高くなっている。 
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4-4 平日１日あたりの世話に費やす時間による生活状況等 

（１）平日１日あたりの世話に費やす時間による生活状況等 

①平日１日あたりの世話に費やす時間×健康状態 

◇健康状態の比較では、全国調査と同様にあまり大きな差はみられなかった。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
 

  

76.5

76.9

68.6

20.7

18.7

22.9

2.8

4.4

8.6

3時間未満(n=217)

3～7時間未満(n=91)

7時間以上(n=35)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい・まあよい ふつう よくない・あまりよくない 無回答

〈単数回答〉

74.9

80.6

64.4

19.0

16.7

31.1

5.7

2.8

4.4

0.33時間未満(n=331)

3～7時間未満(n=144)

7時間以上(n=45)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい・まあよい ふつう よくない・あまりよくない 無回答

〈単数回答〉



115 

②平日１日あたりの世話に費やす時間×欠席の状況 

◇欠席の状況の比較では、あまり大きな差はみられなかったが、全国調査と比べて「7 時間以

上」では「ほとんど欠席しない」の割合が高く、「たまに欠席する」の割合が低くなっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
 

  

76.5

78.0

77.1

20.3

20.9

17.1

3.2

1.1

5.7

3時間未満(n=217)

3～7時間未満(n=91)

7時間以上(n=35)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉

80.7

74.3

66.7

18.1

21.5

28.9

1.2

4.2

4.4

3時間未満(n=331)

3～7時間未満(n=144)

7時間以上(n=45)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉



116 

③平日１日あたりの世話に費やす時間×遅刻や早退の状況 

◇遅刻や早退の状況については、世話に費やす時間が長くなるにつれて、「たまにする」の割合

が高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
 

  

81.1

76.9

74.3

16.6

20.9

25.7

2.3

2.2

3時間未満(n=217)

3～7時間未満(n=91)

7時間以上(n=35)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉

83.7

70.1

60.0

13.0

24.3

28.9

2.7

3.5

11.1

0.6

2.1

3時間未満(n=331)

3～7時間未満(n=144)

7時間以上(n=45)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉



117 

④平日１日あたりの世話に費やす時間×学校生活等であてはまること 

◇学校生活であてはまることについては、「特にない」の割合が最も高くなっており、全国調査

と同様の結果となっている。また、「持ち物の忘れ物が多い」、「提出物を出すのが遅れること

が多い」以外は、世話に費やす時間が長くなるにつれて回答割合が高くなる傾向にある。 

 

 

 

 

⑤平日１日あたりの世話に費やす時間×現在の悩みごと 

◇学校生活であてはまることについては、「特にない」の割合が最も高くなっており、全国調査

と同様の結果となっている。また、世話に費やす時間が長くなるにつれて、「友だちのこと」、

「学校の成績のこと」、「習い事のこと」、「家族のこと」の割合が高くなる傾向にある。 

 

 

  

学校生活等であてはまること 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

授
業
中
に
ね
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い

宿
題
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
多
い

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

習
い
事
を
休
む
こ
と
が
多
い

提
出
物
を
出
す
の
が
遅
れ
る

こ
と
が
多
い

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
行
事

を
欠
席
す
る

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多

い 学
校
で
は
一
人
で
過
ご
す
こ

と
が
多
い

友
だ
ち
遊
ん
だ
り
、

お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
す
る
時
間
が
少

な
い

特
に
な
い

無
回
答

3時間未満 217 9.2 13.4 25.8 3.7 22.6 0.0 1.4 5.5 4.1 59.9 0.0

3～7時間未満 91 13.2 14.3 25.3 3.3 18.7 0.0 2.2 3.3 4.4 59.3 0.0

7時間以上 35 14.3 20.0 22.9 8.6 20.0 0.0 5.7 14.3 11.4 57.1 0.0

3時間未満 331 11.5 12.4 32.6 2.7 24.5 0.6 1.2 8.2 19.3 41.7 0.9

3～7時間未満 144 8.3 16.7 33.3 3.5 22.9 0.7 0.7 8.3 16.7 42.4 0.7

7時間以上 45 22.2 20.0 33.3 2.2 28.9 6.7 4.4 17.8 26.7 24.4 0.0

全国

熊本県

現在の悩みごと 1 2 3 4 5 6 7 8 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

友
だ
ち
の
こ
と

学
校
の
成
績
の
こ
と

習
い
事
の
こ
と

家
族
の
こ
と

生
活
や
勉
強
に
必
要
な
お
金

の
こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間

が
少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3時間未満 217 16.6 16.1 7.4 8.8 6.0 7.8 6.5 59.4 0.0

3～7時間未満 91 24.2 16.5 11.0 13.2 11.0 6.6 6.6 50.5 0.0

7時間以上 35 31.4 17.1 11.4 20.0 5.7 8.6 5.7 51.4 0.0

3時間未満 331 14.5 21.8 8.5 12.1 10.0 8.8 5.4 52.9 1.2

3～7時間未満 144 25.7 20.1 10.4 20.1 14.6 9.7 4.2 47.2 1.4

7時間以上 45 22.2 31.1 17.8 17.8 22.2 20.0 11.1 35.6 2.2

全国

熊本県



118 

⑥平日１日あたりの世話に費やす時間×世話をすることに感じるきつさ 

◇世話をすることに感じるきつさについては、「特に大変さは感じていない」の割合が最も高く

なっており、全国調査と同様の結果となっている。また、世話に費やす時間が長くなるにつ

れて、「気持ちの面で大変」の割合が高くなる傾向にある。加えて、「3～7 時間未満」では「体

力の面で大変」の割合が他と比べ 9 ポイント以上高くなっている。 

 

 

  

世話をすることに感じるきつさ 1 2 3 4 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

体
力
の
面
で
大
変

気
持
ち
の
面
で
大
変

時
間
の
余
裕
が
な
い

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て
い
な

い 無
回
答

3時間未満 217 12.0 17.1 12.0 66.4 0.0

3～7時間未満 91 26.4 25.3 24.2 50.5 0.0

7時間以上 35 17.1 37.1 20.0 60.0 0.0

3時間未満 331 11.2 15.7 11.2 67.4 1.5

3～7時間未満 144 17.4 22.2 20.8 58.3 0.7

7時間以上 45 37.8 40.0 31.1 35.6 2.2

全国

熊本県



119 

⑦平日１日あたりの世話に費やす時間×世話に関する相談の経験 

◇世話に関する相談の経験については、全国調査と同様に世話に費やす時間が長くなるにつれ

て、「ある」の割合が高くなる傾向にある。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 

  

15.2

22.0

25.7

84.8

78.0

74.3

3時間未満(n=217)

3～7時間未満(n=91)

7時間以上(n=35)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉

15.1

21.5

24.4

84.0

77.8

75.6

0.9

0.7

3時間未満(n=331)

3～7時間未満(n=144)

7時間以上(n=45)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉



120 

⑧平日１日あたりの世話に費やす時間×世話に関する相談相手 

◇世話に関する相談相手については、n 数が少ないことに留意が必要ではあるが、「家族（父親、

母親、祖父、祖母、きょうだい）の割合が最も高く、次いで「友だち」となっている。全国

調査と同様に世話に費やす時間による大きな差はみられなかった。 

 

 

 

 

⑨平日１日あたりの世話に費やす時間×世話に関する相談したことがな

い理由 

◇世話に関する相談をしたことがない理由については、どの時間も「相談するほどのなやみで

はないから」の割合が最も高いが、それ以外の項目については、「その他」以外は世話に費や

す時間が長くなるにつれて高くなる傾向にあり、特に「相談できる人がいないから」、「家族

のことを話したくないから」の割合が 10 ポイント以上高くなっている。 

 

  

世話に関する相談相手 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
族
（

父
親
、

母
親
、

祖
父
、

祖

母
、

き
ょ

う
だ
い
）

親
戚
（

お
じ
、

お
ば
）

友
だ
ち

学
校
の
先
生
（

保
健
室
の
先

生
以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー

ル
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

病
院
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ

ス
人

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

無
回
答

3時間未満 33 78.8 9.1 42.4 12.1 0.0 6.1 0.0 3.0 0.0 3.0 0.0

3～7時間未満 20 75.0 15.0 55.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 5.0 5.0 0.0

7時間以上 9 77.8 11.1 44.4 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3時間未満 50 78.0 6.0 30.0 10.0 2.0 4.0 2.0 0.0 4.0 4.0 0.0

3～7時間未満 31 71.0 19.4 51.6 16.1 9.7 0.0 0.0 3.2 3.2 0.0 0.0

7時間以上 11 90.9 9.1 63.6 9.1 0.0 9.1 9.1 0.0 9.1 0.0 0.0

全国

熊本県

世話に関する相談したことがない理由 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

相
談
す
る
ほ
ど
の
な
や
み
で

は
な
い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か

ら 家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な

い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

3時間未満 184 81.0 5.4 2.2 4.9 8.2 11.4 0.0

3～7時間未満 71 76.1 7.0 5.6 2.8 11.3 12.7 0.0

7時間以上 26 73.1 11.5 15.4 15.4 19.2 3.8 0.0

3時間未満 278 77.3 2.2 2.5 2.5 9.0 3.6 9.7

3～7時間未満 112 68.8 5.4 7.1 8.0 19.6 3.6 11.6

7時間以上 34 64.7 8.8 5.9 14.7 26.5 5.9 8.8

全国

熊本県
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4-5 休日１日あたりの世話に費やす時間による生活状況等【県独自設問】 

（１）休日１日あたりの世話に費やす時間による生活状況等 

①休日１日あたりの世話に費やす時間×健康状態 

◇健康状態の比較では、「よい・まあよい」が最も高くなっているが、世話に費やす時間が長く

なるほど「よくない・あまりよくない」の割合が増加している。 

 

 

 

 

②休日１日あたりの世話に費やす時間×欠席の状況 

◇欠席の状況の比較では、あまり大きな差はみられなかった。 

 

 

  

77.6

79.6

66.2

20.7

18.7

22.9

1.2

2.8

10.8

3時間未満(n=161)

3～7時間未満(n=108)

7時間以上(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい・まあよい ふつう よくない・あまりよくない 無回答

〈単数回答〉

78.9

73.1

78.4

18.6

23.1

18.9

2.5

3.7

2.7

3時間未満(n=161)

3～7時間未満(n=108)

7時間以上(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉



122 

③休日１日あたりの世話に費やす時間×遅刻や早退の状況 

◇遅刻や早退の状況については、世話に費やす時間が長くなるにつれて、「たまにする」の割合

が高くなっている。 

 

 

  

82.6

75.9

77.0

16.1

19.4

23.0

1.2

4.6

3時間未満(n=161)

3～7時間未満(n=108)

7時間以上(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉



123 

④休日１日あたりの世話に費やす時間×学校生活等であてはまること 

◇学校生活であてはまることについては、全体的に「特にない」の割合が最も高くなっており、

「持ち物の忘れ物が多い」、「提出物を出すのが遅れることが多い」の割合も高くなっている。 

 

 

 

 

⑤休日１日あたりの世話に費やす時間×現在の悩みごと 

◇学校生活であてはまることについては、「特にない」の割合が最も高くなっているが、世話に

費やす時間が長くなるにつれて「特にない」の割合が低くなり、他の項目の割合が高くなっ

ている。 

 

 

  

学校生活等であてはまること 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

授
業
中
に
ね
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い

宿
題
が
で
き
て
い
な
い
こ
と

が
多
い

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

習
い
事
を
休
む
こ
と
が
多
い

提
出
物
を
出
す
の
が
遅
れ
る

こ
と
が
多
い

修
学
旅
行
な
ど
の
宿
泊
行
事

を
欠
席
す
る

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多

い 学
校
で
は
一
人
で
過
ご
す
こ

と
が
多
い

友
だ
ち
遊
ん
だ
り
、

お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
す
る
時
間
が
少

な
い

特
に
な
い

無
回
答

3時間未満 161 10.6 15.5 27.3 3.1 22.4 0.0 0.6 5.6 5.0 61.5 0.0

3～7時間未満 108 10.2 12.0 22.2 3.7 21.3 0.0 2.8 4.6 2.8 57.4 0.0

7時間以上 74 12.2 14.9 25.7 6.8 18.9 0.0 4.1 8.1 8.1 58.1 0.0

熊本県

現在の悩みごと 1 2 3 4 5 6 7 8 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

友
だ
ち
の
こ
と

学
校
の
成
績
の
こ
と

習
い
事
の
こ
と

家
族
の
こ
と

生
活
や
勉
強
に
必
要
な
お
金

の
こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間

が
少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

3時間未満 161 14.9 13.0 6.8 8.1 3.7 7.5 6.2 62.7 0.0

3～7時間未満 108 21.3 16.7 8.3 13.0 10.2 5.6 4.6 52.8 0.0

7時間以上 74 29.7 23.0 13.5 14.9 10.8 10.8 9.5 47.3 0.0

熊本県



124 

⑥休日１日あたりの世話に費やす時間×世話をすることに感じるきつさ 

◇世話をすることに感じるきつさについては、「特に大変さは感じていない」の割合が最も高く

なっているが、世話に費やす時間が長くなるにつれて「特に大変さは感じていない」の割合

が低くなり、他の項目の割合が高くなっている。 

 

  

世話をすることに感じるきつさ 1 2 3 4 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

体
力
の
面
で
大
変

気
持
ち
の
面
で
大
変

時
間
の
余
裕
が
な
い

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て
い
な

い 無
回
答

3時間未満 161 10.6 17.4 9.9 68.9 0.0

3～7時間未満 108 19.4 17.6 16.7 55.6 0.0

7時間以上 74 24.3 35.1 28.4 54.1 0.0

熊本県



125 

⑦休日１日あたりの世話に費やす時間×世話に関する相談の経験 

◇世話に関する相談の経験については、世話に費やす時間が長くなるにつれて、「ある」の割合

が高くなっている。 

 

 

  

13.0

21.3

24.3

87.0

78.7

75.7

3時間未満(n=161)

3～7時間未満(n=108)

7時間以上(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉



126 

⑧休日１日あたりの世話に費やす時間×世話に関する相談相手 

◇世話に関する相談相手については、n 数が少ないことに留意が必要ではあるが、「家族（父親、

母親、祖父、祖母、きょうだい）の割合が最も高く、次いで「友だち」となっている。 

 

 

 

⑨休日１日あたりの世話に費やす時間×世話に関する相談したことがな

い理由 

◇世話に関する相談をしたことがない理由については、どの時間も「相談するほどのなやみで

はないから」の割合が最も高くなっており、「7 時間以上」では、「誰に相談するのがよいか

わからないから」、「相談できる人がいないから」、「相談しても何も変わらない」の割合も他

と比べ高くなっている。 

 

  

世話に関する相談相手 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
族
（

父
親
、

母
親
、

祖
父
、

祖

母
、

き
ょ

う
だ
い
）

し
ん
せ
き
（

お
じ
、

お
ば
）

友
だ
ち

学
校
の
先
生
（

保
健
室
の
先

生
以
外
）

保
健
室
の
先
生

ス
ク
ー

ル
ソ
ー

シ
ャ

ル
ワ
ー

カ
ー

や
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー

病
院
・
医
療
・
福
祉
サ
ー

ビ

ス
人

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

無
回
答

3時間未満 21 90.5 4.8 28.6 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0

3～7時間未満 23 73.9 8.7 56.5 8.7 0.0 13.0 0.0 4.3 4.3 4.3 0.0

7時間以上 18 66.7 22.2 55.6 11.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

熊本県

世話に関する相談したことがない理由 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

相
談
す
る
ほ
ど
の
な
や
み
で

は
な
い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か

ら 家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な

い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

3時間未満 140 80.0 6.4 2.1 4.3 9.3 11.4 0.0

3～7時間未満 85 78.8 2.4 2.4 4.7 5.9 14.1 0.0

7時間以上 56 76.8 12.5 12.5 8.9 17.9 5.4 0.0

熊本県
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4-6 世話を必要としている家族による世話の状況等 

（１）世話を必要としている家族による世話の状況等 

本クロス集計においては、世話を必要としている人ごとの特性を明らかにするため、「父母のみ」を世話

する人、「祖父母のみ」を世話する人、「きょうだいのみ」を世話する人、そして以上３つの分類に「その

他」を加えた４つの分類のうち複数の分類に属する人を世話する人（「複数人」）に対象を分類している。 

さらに、「きょうだいのみ」を世話する人については、世話を必要とする人の状態像が「幼い」のみの場

合と、「それ以外」（「幼い」以外の病気や障がい等の項目に回答があるもの。複数回答のため「幼い」も選

択している場合を含む）の場合に分けて分析している。なお、「その他」をお世話する人についてはｎ数が

ないためクロス集計の対象外としている。 

 

①世話を必要としている家族×（回答者の）性別 

◇「世話を必要としている家族」が「父母のみ」、「複数人」の場合、全国調査と同様に「男性」

の割合が高く、「世話を必要としている家族」が「祖父母のみ」、「きょうだいのみ」の場合、

「女性」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 

  

63.6

20.0

38.3

26.3

54.2

27.3

75.0

57.7

64.9

41.7

1.5

1.8

2.1

9.1

5.0

2.6

7.0

2.1

父母のみ(n=22)

祖父母のみ(n=20)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=196)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=57)

複数人(n=48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない 無回答

〈単数回答〉

55.4

42.3

45.2

33.7

57.1

36.5

44.2

53.0

60.0

40.0

0.4

2.1

5.4

11.5

0.4

2.1

2.9

2.7

1.9

1.1

2.1

父母のみ(n=74)

祖父母のみ(n=52)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=281)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=95)

複数人(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない 無回答

〈単数回答〉
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②世話を必要としている家族×世話の内容 

◇世話の内容については、「世話を必要としている家族」が「父母のみ」の場合、「家事（食事

の準備や掃除、洗濯）」の割合が最も高く、それ以外では「見守り」の割合が最も高くなって

いる。全国調査でもほぼ同様の結果だが、「父母のみ」に加えて「複数人」の場合も「家事（食

事の準備や掃除、洗濯）」の割合が最も高くなっている。 

 

 

 

  

世話の内容 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
お
世
話
や
送

り
む
か
え

入
浴
や
ト
イ
レ
の
お
世
話

買
い
物
や
散
歩
に
一
緒
に
行

く 病
院
へ
一
緒
に
行
く

話
を
聞
く

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

お
金
の
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

無
回
答

父母のみ 22 54.5 13.6 9.1 31.8 9.1 27.3 13.6 4.5 4.5 13.6 0.0 0.0

祖父母のみ 20 30.0 0.0 20.0 20.0 5.0 35.0 40.0 5.0 5.0 5.0 5.0 0.0

きょうだいのみ
（幼いのみ）

196 28.6 27.0 37.8 13.8 0.0 23.0 71.9 1.0 1.0 0.5 4.6 0.0

きょうだいのみ
（上記以外）

57 33.3 36.8 19.3 21.1 1.8 31.6 57.9 3.5 0.0 1.8 10.5 0.0

複数人 48 37.5 16.7 16.7 22.9 6.3 20.8 47.9 4.2 2.1 4.2 22.9 0.0

父母のみ 74 50.0 6.8 8.1 18.9 13.5 17.6 8.1 6.8 8.1 6.8 2.7 18.9

祖父母のみ 52 36.5 0.0 5.8 30.8 3.8 48.1 44.2 1.9 1.9 13.5 3.8 9.6

きょうだいのみ
（幼いのみ）

281 27.0 42.0 26.7 12.8 0.4 20.6 53.0 0.4 0.0 0.0 5.3 7.8

きょうだいのみ
（上記以外）

95 30.5 36.8 23.2 17.9 3.2 32.6 49.5 3.2 4.2 2.1 10.5 6.3

複数人 70 60.0 22.9 10.0 28.6 10.0 31.4 20.0 11.4 4.3 7.1 2.9 17.1

全国

熊本県



129 

③世話を必要としている家族×一緒に世話をする人 

◇一緒に世話をする人については、「世話を必要としている家族」が「祖父母のみ」の場合、全

国調査と同様に「福祉サービス（ヘルパーなど）を利用」の割合が他と比べて高くなってい

る。また、「複数人」の場合、「祖母」、「祖父」、「自分のみ」の割合が全国調査と比べて高く

なっている。 

 

 
 

  

世話を一緒にする人 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ

う
だ
い

親
戚
の
人

自
分
の
み

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（

ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）

を
利
用

そ
の
他

無
回
答

父母のみ 22 45.5 31.8 4.5 9.1 36.4 0.0 13.6 0.0 4.5 0.0

祖父母のみ 20 60.0 30.0 10.0 5.0 40.0 10.0 20.0 10.0 5.0 0.0

きょうだいのみ
（幼いのみ）

196 79.1 60.2 14.8 9.2 53.1 5.1 6.6 0.0 0.5 0.0

きょうだいのみ
（上記以外）

57 68.4 50.9 17.5 10.5 33.3 1.8 15.8 1.8 7.0 0.0

複数人 48 66.7 41.7 22.9 20.8 45.8 2.1 25.0 2.1 8.3 0.0

父母のみ 74 29.7 27.0 4.1 1.4 35.1 2.7 16.2 1.4 1.4 21.6

祖父母のみ 52 69.2 34.6 21.2 7.7 32.7 15.4 9.6 19.2 0.0 3.8

きょうだいのみ
（幼いのみ）

281 78.3 64.8 10.3 6.0 45.9 1.8 7.5 0.0 0.0 4.6

きょうだいのみ
（上記以外）

95 74.7 46.3 18.9 7.4 30.5 2.1 11.6 3.2 0.0 4.2

複数人 70 47.1 34.3 10.0 4.3 25.7 1.4 11.4 0.0 0.0 21.4

全国

熊本県
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④世話を必要としている家族×世話を始めた年齢 

◇世話を始めた年齢については、全国調査と同様に「世話を必要としている家族」が「父母の

み」、「祖父母のみ」、「きょうだいのみ（幼い以外）」の場合、「小学生（高学年）」の割合が最

も高くなっている。また、「世話を必要としている家族」が「きょうだいのみ」では「就学前」

の割合が他と比べて高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
  

10.0

21.4

33.3

14.6

27.3

20.0

39.3

22.8

41.7

68.2

70.0

38.3

42.1

41.7

父母のみ(n=22)

祖父母のみ(n=20)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=196)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=57)

複数人(n=48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前 小学生（低学年） 小学生（高学年） 無回答

〈数値回答〉

10.8

11.5

17.1

21.1

28.6

28.4

17.3

36.7

37.9

27.1

45.9

69.2

41.6

34.7

18.6

14.9

1.9

4.6

6.3

25.7

父母のみ(n=74)

祖父母のみ(n=52)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=281)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=95)

複数人(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就学前 小学生（低学年） 小学生（高学年） 無回答

〈数値回答〉
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⑤世話を必要としている家族×世話の頻度 

◇世話の頻度ついては、全国調査と同様に「世話を必要としている家族」が「きょうだいのみ」

の場合、「毎日」の割合が 6 割前後と他と比べて高くなっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
 

 

  

40.9

40.0

58.7

61.4

50.0

31.8

30.0

30.6

21.1

12.5

13.6

30.0

9.2

15.8

25.0

13.6

1.0

1.8

8.3

0.5

4.2

父母のみ(n=22)

祖父母のみ(n=20)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=196)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=57)

複数人(n=48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉

29.7

36.5

66.5

62.1

42.9

12.2

21.2

16.4

14.7

21.4

25.7

34.6

10.7

11.6

7.1

16.2

5.8

2.5

5.3

4.3

2.7

0.7

2.1

4.3

13.5

1.9

3.2

4.2

20.0

父母のみ(n=74)

祖父母のみ(n=52)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=281)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=95)

複数人(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉
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⑥世話を必要としている家族×世話に費やす時間 

◇世話に費やす時間ついては、全国調査と同様にいずれも「3 時間未満」の割合が最も高くな

っているが、「世話を必要としている家族」が「きょうだいのみ（幼いのみ）」の場合では「3

～7 時間未満」の割合が、「きょうだいのみ（幼い以外）」の場合では「7 時間以上」の割合が

と他と比べて高くなっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 
  

90.9

70.0

58.7

64.9

64.6

4.5

25.0

32.1

17.5

25.0

4.5

5.0

9.2

17.5

10.4

父母のみ(n=22)

祖父母のみ(n=20)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=196)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=57)

複数人(n=48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3時間未満 3～7時間未満 7時間以上 無回答

〈数値回答〉

68.9

61.5

56.2

44.2

35.7

9.5

26.9

26.0

31.6

18.6

5.8

7.8

10.5

10.0

21.6

5.8

10.0

13.7

35.7

父母のみ(n=74)

祖父母のみ(n=52)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=281)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=95)

複数人(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3時間未満 3～7時間未満 7時間以上 無回答

〈数値回答〉
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⑦世話を必要としている家族×世話による制約 

◇世話による制約ついては、全国調査と同様にいずれも「特にない」の割合が最も高くなって

いるが、「世話を必要としている家族」が「きょうだいのみ」の場合、「友だちと遊ぶことが

できない」、「自分の時間が取れない」の割合がと他と比べて高くなっている。 

 

 

 

  

世話による制約 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

学
校
を
休
ん
で
し
ま
う

遅
刻
や
早
退
を
し
て
し
ま
う

宿
題
な
ど
勉
強
す
る
時
間
が

な
い

眠
る
時
間
が
た
り
な
い

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い

習
い
事
が
で
き
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

父母のみ 22 18.2 0.0 4.5 4.5 4.5 4.5 4.5 0.0 81.8 0.0

祖父母のみ 20 0.0 0.0 15.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 85.0 0.0

きょうだいのみ
（幼いのみ）

196 1.0 1.0 10.7 6.6 11.7 0.5 19.9 1.0 73.5 0.0

きょうだいのみ
（上記以外）

57 3.5 8.8 14.0 10.5 12.3 0.0 17.5 0.0 63.2 0.0

複数人 48 2.1 6.3 8.3 6.3 6.3 0.0 10.4 0.0 77.1 0.0

父母のみ 74 4.1 5.4 8.1 8.1 8.1 2.7 12.2 0.0 64.9 13.5

祖父母のみ 52 0.0 1.9 13.5 7.7 11.5 0.0 17.3 0.0 69.2 1.9

きょうだいのみ
（幼いのみ）

281 1.4 1.1 4.6 5.0 8.9 0.4 13.2 0.4 72.2 4.3

きょうだいのみ
（上記以外）

95 5.3 4.2 10.5 9.5 13.7 1.1 23.2 6.3 53.7 3.2

複数人 70 4.3 7.1 12.9 10.0 17.1 1.4 14.3 0.0 45.7 20.0

全国

熊本県
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⑧世話を必要としている家族×世話の大変さ 

◇世話の大変さについては、全国調査と同様にいずれも「特に大変さは感じていない」の割合

が最も高くなっている。「世話を必要としている家族」が「父母のみ」の場合では「体力の面

で大変」の割合が、それ以外では「気持ちの面で大変」の割合が高くなっており、また「き

ょうだいのみ」の場合では「時間の余裕がない」の割合が他と比べて 10 ポイント以上高く

なっている。 

 

 

 

  

世話の大変さ 1 2 3 4 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

体
力
の
面
で
大
変

気
持
ち
の
面
で
大
変

時
間
の
余
裕
が
な
い

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て
い
な

い 無
回
答

父母のみ 22 36.4 9.1 4.5 63.6 0.0

祖父母のみ 20 5.0 20.0 5.0 70.0 0.0

きょうだいのみ
（幼いのみ）

196 19.4 20.4 19.9 58.2 0.0

きょうだいのみ
（上記以外）

57 8.8 35.1 19.3 52.6 0.0

複数人 48 8.3 14.6 6.3 81.3 0.0

父母のみ 74 18.9 17.6 17.6 45.9 12.2

祖父母のみ 52 1.9 32.7 15.4 53.8 5.8

きょうだいのみ
（幼いのみ）

281 14.2 15.7 13.2 64.8 3.9

きょうだいのみ
（上記以外）

95 16.8 22.1 21.1 57.9 4.2

複数人 70 11.4 17.1 15.7 50.0 18.6

全国

熊本県
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⑨世話を必要としている家族×世話について相談した経験 

◇世話について相談した経験については、いずれも「ない」の割合が７割を超えて最も高くな

っており、全国調査とほぼ同様の結果となっている。「世話を必要としている家族」が「祖父

母のみ」、「きょうだいのみ（幼い以外）」の場合、「ある」の割合が他と比べて高くなってい

る。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
  

18.2

30.0

15.8

24.6

14.6

81.8

70.0

84.2

75.4

85.4

父母のみ(n=22)

祖父母のみ(n=20)

きょうだいのみ（幼いのみ）

(n=196)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=57)

複数人(n=48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉

16.2

19.2

14.6

21.1

24.3

77.0

76.9

82.2

73.7

60.0

6.8

3.8

3.2

5.3

15.7

父母のみ(n=74)

祖父母のみ(n=52)

きょうだいのみ（幼いのみ）

(n=281)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=95)

複数人(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉
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⑩世話を必要としている家族×相談したことがない理由 

◇世話について相談したことがない理由については、全国調査と同様にいずれも「相談するほ

どのなやみではないから」の割合が最も高くなっているが、「世話を必要としている家族」が

「父母のみ」、「きょうだいのみ（上記以外）」の場合、「家族のことを話したくないから」の

割合が他と比べて高くなっている。 

 

 

 

  

世話について相談したことがない理由 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

相
談
す
る
ほ
ど
の
な
や
み
で

は
な
い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か

ら 家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な

い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

父母のみ 18 77.8 11.1 5.6 16.7 11.1 11.1 0.0

祖父母のみ 14 71.4 7.1 0.0 7.1 7.1 21.4 0.0

きょうだいのみ
（幼いのみ）

165 84.2 5.5 2.4 2.4 7.9 9.7 0.0

きょうだいのみ
（上記以外）

43 79.1 4.7 7.0 14.0 16.3 4.7 0.0

複数人 41 61.0 9.8 9.8 2.4 12.2 19.5 0.0

父母のみ 57 68.4 10.5 5.3 8.8 17.5 3.5 8.8

祖父母のみ 40 70.0 2.5 7.5 2.5 12.5 2.5 5.0

きょうだいのみ
（幼いのみ）

231 77.1 2.6 3.5 1.3 10.4 3.5 11.7

きょうだいのみ
（上記以外）

70 60.0 5.7 7.1 12.9 22.9 5.7 14.3

複数人 42 78.6 7.1 2.4 11.9 4.8 4.8 9.5

全国

熊本県
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⑪世話を必要としている家族×世話について話を聞いてくれる人の有無 

◇世話について話を聞いてくれる人の有無については、全国調査では「いる」の割合が「いな

い」を上回っているが、「世話を必要としている家族」が「父母のみ」、「きょうだいのみ」、

「複数人」の場合、「いる」の割合が「いない」を上回り、特に「きょうだいのみ」では 7 割

を超えて高くなっている。一方、「祖父母のみ」の場合、「いない」の割合の方が高くなって

いる。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 

  

66.7

42.9

82.4

72.1

61.0

33.3

57.1

17.6

27.9

39.0

父母のみ(n=18)

祖父母のみ(n=14)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=165)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=43)

複数人(n=41)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉

54.4

67.5

74.5

64.3

64.3

35.1

22.5

16.9

18.6

26.2

10.5

10.0

8.7

17.1

9.5

父母のみ(n=74)

祖父母のみ(n=52)

きょうだいのみ（幼いのみ）(n=281)

きょうだいのみ（幼い以外）(n=95)

複数人(n=74)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉
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⑫世話を必要としている家族×学校や大人にしてもらいたいこと 

◇学校や大人にしてもらいたいことについては、全国調査と同様にいずれも「特にない」の割

合が最も高くなっているが、「世話を必要としている家族」が「父母のみ」の場合、「自分が

行っているお世話のすべてを誰かに代ってほしい」の割合が他と比べて 10 ポイント以上高

くなっている。 

 

 

 

 

  

学校や大人にしてもらいたいこと 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調

査

数
（

ｎ
＝

）

自

分

の

こ

と

に

つ

い

て

話

を

聞

い

て

ほ

し

い

家

族

の

お

世

話

に

つ

い

て

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

家

族

の

病

気

や

障

が

い
、

お

世

話

の

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

す

べ

て

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

一

部

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い 自

由

に

使

え

る

時

間

が

ほ

し

い

勉

強

を

教

え

て

ほ

し

い

お

金

の

面

で

支

援

し

て

ほ

し

い

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

父母のみ 22 13.6 4.5 4.5 13.6 4.5 13.6 0.0 4.5 0.0 54.5 18.2 0.0

祖父母のみ 20 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 20.0 0.0

きょうだいのみ

（幼いのみ）
196 8.2 2.0 1.0 2.0 1.5 17.3 7.1 3.6 0.5 67.3 12.8 0.0

きょうだいのみ

（上記以外）
57 8.8 1.8 1.8 1.8 1.8 15.8 8.8 0.0 0.0 59.6 28.1 0.0

複数人 48 10.4 4.2 0.0 2.1 4.2 18.8 16.7 2.1 0.0 58.3 29.2 0.0

父母のみ 74 13.5 5.4 2.7 1.4 4.1 16.2 12.2 2.7 1.4 36.5 20.3 8.1

祖父母のみ 52 9.6 7.7 0.0 5.8 5.8 15.4 5.8 7.7 0.0 51.9 5.8 7.7

きょうだいのみ

（幼いのみ）
281 9.6 2.5 0.7 1.4 6.0 11.7 11.7 3.6 0.7 59.1 5.3 5.0

きょうだいのみ

（上記以外）
95 12.6 7.4 3.2 6.3 7.4 21.1 15.8 7.4 2.1 50.5 2.1 9.5

複数人 70 22.9 7.1 1.4 7.1 10.0 22.9 22.9 11.4 4.3 34.3 4.3 14.3

全国

熊本県
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4-7 世話をすることに感じているきつさによる世話の状況の違い 

（１）世話をすることに感じている大変さによる世話の状況の違い 

①世話をすることに感じているきつさ×世話対象の状況（父母の状況、祖

父母の状況、きょうだいの状況） 

■父母の状況 

◇世話をしている理由については、「世話を必要としている家族」が「父母」の場合、n 数が少

ないことに留意が必要ではあるものの、全国調査と同様に「わからない」が最も高くなって

いる。それ以外の理由では、いずれも「こころの病気（うつ病など）」の割合が最も高くなっ

ている。 

 

 

 

 

  

世話対象の状況（父母の状況） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

介
護
（

食
事
や
身
の
回
り
の
お
世
話
）

が
必
要

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

こ
こ
ろ
の
病
気
（

う
つ
病
な
ど
）

依
存
症
（
お
酒
や
ギ
ャ

ン
ブ
ル
な
ど
を

や
め
ら
れ
ず
、

生
活
に
問
題
を
か
か
え

て
い
る
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以
外
の
病
気

日
本
語
が
苦
手

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

体力の面で大変 10 10.0 20.0 0.0 0.0 0.0 30.0 10.0 0.0 0.0 10.0 50.0 0.0

気持ちの面で大変 6 16.7 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 16.7 50.0 0.0

時間の余裕がない 3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0

特に大変さは
感じていない

24 4.2 0.0 0.0 4.2 0.0 8.3 0.0 0.0 8.3 4.2 75.0 0.0

体力の面で大変 21 14.3 14.3 0.0 19.0 9.5 14.3 9.5 9.5 9.5 14.3 47.6 -

気持ちの面で大変 25 12.0 12.0 8.0 4.0 4.0 12.0 8.0 12.0 16.0 24.0 44.0 -

時間の余裕がない 23 8.7 13.0 4.3 0.0 4.3 4.3 8.7 4.3 13.0 21.7 39.1 -

特に大変さは
感じていない

65 10.8 4.6 3.1 12.3 1.5 7.7 4.6 4.6 12.3 21.5 40.0 -

熊本県

全国
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■祖父母の状況 

◇世話をしている理由については、「世話を必要としている家族」が「祖父母」の場合、n 数が

少ないことに留意が必要ではあるものの、「体力の面で大変」なのは、「祖父母」の状況が「高

齢（65 歳以上）」、「介護（食事や身の回りのお世話）が必要」という回答の割合が高い。全

国調査では、「こころの病気、依存症以外の病気」の割合も高くなっている。 

 

 
 

  

世話対象の状況（祖父母の状況） 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

介
護
（

食
事
や
身
の
回
り
の
お
世
話
）

が
必
要

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

こ
こ
ろ
の
病
気
（

う
つ
病
な
ど
）

依
存
症
（

お
酒
や
ギ
ャ

ン
ブ
ル
な
ど
を

や
め
ら
れ
ず
、

生
活
に
問
題
を
か
か
え

て
い
る
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以
外
の
病
気

日
本
語
が
苦
手

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

体力の面で大変 3 66.7 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

気持ちの面で大変 8 87.5 37.5 50.0 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 12.5 12.5 0.0

時間の余裕がない 2 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

特に大変さは
感じていない

23 82.6 8.7 13.0 13.0 0.0 0.0 4.3 4.3 0.0 0.0 21.7 0.0

体力の面で大変 4 50.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 -

気持ちの面で大変 21 66.7 0.0 38.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

時間の余裕がない 13 76.9 0.0 53.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

特に大変さは
感じていない

41 75.6 0.0 12.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 -

熊本県

全国
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■きょうだいの状況 

◇世話をしている理由については、「世話を必要としている家族」が「きょうだい」の場合、全

国調査と同様にいずれも「幼い」の割合が最も高く、7 割を超えている。 

 

 

 

 

②世話をすることに感じているきつさ×世話の内容 

◇世話の内容については、いずれも「見守り」の割合が最も高くなっており、全国調査と比べ

ても高くなっている。次いで高い割合が、「体力の面で大変」では「きょうだいのお世話や送

り迎え」、「気持ちの面で大変」、「時間の余裕がない」では「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」、

「特に大変さは感じていない」では「入浴やトイレのお世話」となっている。 

 

  

世話対象の状況（きょうだいの状況） 1 2 3 4 5 6 7 8 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

幼
い

介
護
（

食
事
や
身
の
回
り
の

お
世
話
）

が
必
要

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

病
気

日
本
語
が
苦
手

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

体力の面で大変 46 87.0 2.2 0.0 2.2 0.0 0.0 2.2 10.9 0.0

気持ちの面で大変 64 76.6 4.7 0.0 1.6 0.0 1.6 9.4 18.8 0.0

時間の余裕がない 52 76.9 1.9 0.0 0.0 0.0 0.0 9.6 15.4 0.0

特に大変さは
感じていない

157 79.6 1.9 0.6 1.3 0.6 0.0 7.0 13.4 0.0

体力の面で大変 64 79.7 6.3 0.0 3.1 1.6 1.6 17.2 1.6 -

気持ちの面で大変 78 78.2 6.4 1.3 2.6 5.1 0.0 14.1 2.6 -

時間の余裕がない 67 79.1 10.4 0.0 3.0 4.5 0.0 11.9 7.5 -

特に大変さは
感じていない

273 75.1 2.6 2.9 6.2 2.2 2.2 7.3 9.9 -

熊本県

全国

世話の内容 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
お
世
話
や
送

り
む
か
え

入
浴
や
ト
イ
レ
の
お
世
話

買
い
物
や
散
歩
に
一
緒
に
行

く 病
院
へ
一
緒
に
行
く

話
を
聞
く

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

お
金
の
管
理

薬
の
管
理

そ
の
他

無
回
答

体力の面で大変 56 35.7 42.9 28.6 21.4 1.8 28.6 60.7 3.6 3.6 5.4 1.8 0.0

気持ちの面で大変 73 39.7 34.2 32.9 23.3 2.7 30.1 67.1 5.5 4.1 4.1 2.7 0.0

時間の余裕がない 55 45.5 40.0 32.7 16.4 3.6 23.6 70.9 3.6 3.6 3.6 3.6 0.0

特に大変さは
感じていない

211 27.5 19.4 30.3 17.1 1.9 25.6 59.2 1.9 0.9 1.9 10.9 0.0

体力の面で大変 88 43.2 34.1 28.4 25.0 6.8 30.7 51.1 6.8 3.4 3.4 3.4 9.1

気持ちの面で大変 116 47.4 32.8 25.9 23.3 6.9 38.8 46.6 4.3 2.6 9.5 3.4 4.3

時間の余裕がない 92 58.7 40.2 32.6 25.0 5.4 34.8 46.7 4.3 1.1 6.5 4.3 8.7

特に大変さは
感じていない

362 32.0 27.9 17.7 17.7 3.0 26.2 42.5 2.8 2.5 1.7 6.6 8.0

熊本県

全国
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③世話をすることに感じているきつさ×世話による制約 

◇世話による制約については、全国調査と同様に「時間の余裕がない」では「自分の時間が取

れない」の割合が最も高くなっているが、それ以外はいずれも「特にない」の割合が最も高

くなっている。また、「時間の余裕がない」では「宿題など勉強する時間がない」、「眠る時間

がたりない」の割合が他と比べて 10 ポイント以上高くなっている。 

 

 

 

 

  

世話による制約 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

学
校
を
休
ん
で
し
ま
う

遅
刻
や
早
退
を
し
て
し
ま
う

宿
題
な
ど
勉
強
す
る
時
間
が

な
い

眠
る
時
間
が
た
り
な
い

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い

習
い
事
が
で
き
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

体力の面で大変 56 7.1 7.1 25.0 14.3 25.0 3.6 35.7 3.6 50.0 0.0

気持ちの面で大変 73 4.1 8.2 24.7 16.4 21.9 1.4 30.1 2.7 54.8 0.0

時間の余裕がない 55 3.6 7.3 40.0 27.3 27.3 3.6 54.5 1.8 38.2 0.0

特に大変さは
感じていない

211 1.9 1.9 2.4 2.4 4.7 0.0 8.1 0.0 83.4 0.0

体力の面で大変 88 6.8 9.1 18.2 19.3 21.6 1.1 29.5 2.3 52.3 2.3

気持ちの面で大変 116 8.6 10.3 19.8 20.7 21.6 3.4 35.3 4.3 43.1 1.7

時間の余裕がない 92 7.6 6.5 28.3 25.0 26.1 2.2 50.0 3.3 28.3 2.2

特に大変さは
感じていない

362 1.1 1.7 3.3 1.7 6.4 0.3 6.6 0.3 81.2 2.2

熊本県

全国
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④世話をすることに感じているきつさ×世話について相談した経験 

◇世話について相談した経験では、全国調査と同様にいずれも「ない」の割合が「ある」を大

きく上回っているが、「特に大変さは感じていない」では「ある」の割合が 13.7％と 1 割台

だったのに対し、それ以外では相談した経験の割合が 3 割前後となっている。 

 

今回調査 

 

 
全国調査 

 
 

  

26.8

30.1

27.3

13.7

73.2

69.9

72.7

86.3

体力の面で大変(n=56)

気持ちの面で大変(n=73)

時間の余裕がない(n=55)

特に大変さは感じていない(n=211)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉

27.3

37.1

28.3

11.6

72.7

62.1

68.5

87.8

0.9

3.3

0.6

体力の面で大変(n=88)

気持ちの面で大変(n=116)

時間の余裕がない(n=92)

特に大変さは感じていない(n=362)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉
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⑤世話をすることに感じているきつさ×世話について相談したことがな

い理由 

◇世話について相談したことがない理由では、全国調査と同様にいずれも「相談するほどのな

やみではないから」の割合が最も高くなっている。また、「時間の余裕がない」では「誰に相

談するのがよいかわからないから」の割合が他と比べて 7 ポイントほど高くなっている。 

 

 

 

  

世話について相談したことがない理由 1 2 3 4 5 6 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

相
談
す
る
ほ
ど
の
な
や
み
で

は
な
い
か
ら

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い
か
ら

相
談
で
き
る
人
が
い
な
い
か

ら 家
族
の
こ
と
を
話
し
た
く
な

い
か
ら

相
談
し
て
も
何
も
変
わ
ら
な

い
か
ら

そ
の
他

無
回
答

体力の面で大変 41 70.7 17.1 12.2 14.6 22.0 7.3 0.0

気持ちの面で大変 51 66.7 17.6 15.7 15.7 23.5 7.8 0.0

時間の余裕がない 40 62.5 25.0 15.0 20.0 27.5 7.5 0.0

特に大変さは
感じていない

182 81.3 2.7 1.6 1.6 5.5 13.7 0.0

体力の面で大変 64 65.6 15.6 14.1 9.4 28.1 3.1 4.7

気持ちの面で大変 72 52.8 16.7 16.7 18.1 38.9 8.3 1.4

時間の余裕がない 63 60.3 11.1 15.9 12.7 38.1 6.3 1.6

特に大変さは
感じていない

318 76.7 0.6 1.6 2.2 6.9 3.8 14.5

熊本県

全国
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⑥世話をすることに感じているきつさ×世話について話を聞いてくれる

人の有無 

◇世話について話を聞いてくれる人の有無では、全国調査と同様にいずれも「いる」の割合が

「いない」を上回っているが、「時間の余裕がない」では「いない」の割合が他と比べて高く

なっている。 

 

今回調査 

 

 

全国調査 

 
 

 

  

68.3

60.8

55.0

78.0

31.7

39.2

45.0

22.0

体力の面で大変(n=41)

気持ちの面で大変(n=51)

時間の余裕がない(n=40)

特に大変さは感じていない(n=182)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉

56.3

45.8

52.4

74.8

31.3

44.4

38.1

15.7

12.5

9.7

9.5

9.4

体力の面で大変(n=64)

気持ちの面で大変(n=72)

時間の余裕がない(n=63)

特に大変さは感じていない(n=318)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉
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⑦世話をすることに感じているきつさ×学校や大人にしてもらいたいこ

と 

◇学校や大人にしてもらいたいことでは、いずれも「特にない」の割合が最も高く、全国調査

と比べても高くなっている。次いで「自分に使える時間がほしい」となっている。その次に

高いものとして、「体力の面で大変」、「時間の余裕がない」では「勉強を教えてほしい」、「気

持ちの面で大変」では「自分のことについて話を聞いてほしい」となっている。 

 

 

 

  

学校や大人にしてもらいたいこと 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 （％）

調

査

数
（

ｎ
＝

）

自

分

の

こ

と

に

つ

い

て

話

を

聞

い

て

ほ

し

い

家

族

の

お

世

話

に

つ

い

て

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

家

族

の

病

気

や

障

が

い
、

お

世

話

の

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

す

べ

て

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

一

部

を

誰

か

に

代

わ
っ

て

ほ

し

い 自

由

に

使

え

る

時

間

が

ほ

し

い

勉

強

を

教

え

て

ほ

し

い

お

金

の

面

で

支

援

し

て

ほ

し

い

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

無

回

答

体力の面で大変 56 14.3 8.9 3.6 7.1 8.9 28.6 17.9 3.6 0.0 44.6 19.6 0.0

気持ちの面で大変 73 15.1 6.8 1.4 6.8 5.5 30.1 12.3 8.2 0.0 39.7 31.5 0.0

時間の余裕がない 55 10.9 5.5 1.8 9.1 9.1 38.2 14.5 3.6 0.0 36.4 30.9 0.0

特に大変さは

感じていない
211 6.2 0.9 0.9 1.4 0.5 10.9 5.7 1.4 0.5 75.4 13.3 0.0

体力の面で大変 88 21.6 11.4 6.8 6.8 21.6 30.7 19.3 8.0 2.3 30.7 9.1 4.5

気持ちの面で大変 116 30.2 12.1 2.6 12.1 19.8 37.1 18.1 11.2 3.4 23.3 12.9 4.3

時間の余裕がない 92 21.7 12.0 3.3 10.9 21.7 43.5 18.5 6.5 3.3 29.3 7.6 3.3

特に大変さは

感じていない
362 8.0 2.2 1.4 1.1 1.7 7.7 12.2 3.6 0.3 66.3 5.2 3.0

熊本県

全国
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⑧世話をすることに感じているきつさ×希望する相談方法 

◇「自分のことについて話を聞いてほしい」、「家族のお世話について相談にのってほしい」と

回答した子どもに、希望する相談方法について聞いたところ、n 数が少ないことに留意が必

要ではあるものの、全国調査と同様に、いずれも「直接会って」が最も高く、７割を超えて

いる。 

 

 

 

 

  

希望する相談方法 1 2 3 4 5 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

直
接
会
っ

て

電
話

S
N
S

電
子
メ
ー

ル

そ
の
他

無
回
答

体力の面で大変 10 80.0 20.0 10.0 10.0 0.0 0.0

気持ちの面で大変 14 85.7 7.1 7.1 7.1 7.1 0.0

時間の余裕がない 7 71.4 14.3 14.3 14.3 14.3 0.0

特に大変さは
感じていない

15 86.7 20.0 0.0 6.7 0.0 0.0

体力の面で大変 22 59.1 22.7 18.2 22.7 4.5 4.5

気持ちの面で大変 40 57.5 20.0 22.5 15.0 7.5 2.5

時間の余裕がない 23 52.2 13.0 30.4 17.4 17.4 8.7

特に大変さは
感じていない

33 54.5 18.2 18.2 12.1 9.1 6.1

熊本県

全国
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4-8 世話に関しての相談の状況 

（１）世話に関しての相談の状況 

①世話について相談した経験×世話による制約 

◇世話による制約について、全国調査と同様にいずれも「特にない」の割合が最も高くなって

いるが、「世話に関する相談をした」ことが「ある」と回答した場合、「ない」と回答した場

合に比べ全体的に回答割合が高くなっているが、その中でも「宿題など勉強する時間がない」、

「自分の時間が取れない」の割合が 10 ポイント以上高くなっている。 

 

 
 

 

 

 

 

 

世話による制約 1 2 3 4 5 6 7 8 9 （％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

学
校
を
休
ん
で
し
ま
う

遅
刻
や
早
退
を
し
て
し
ま
う

宿
題
な
ど
勉
強
す
る
時
間
が

な
い

眠
る
時
間
が
た
り
な
い

友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い

習
い
事
が
で
き
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

世話に関して相談
したことがある

62 4.8 4.8 21.0 11.3 11.3 0.0 27.4 1.6 61.3 0.0

世話に関して相談
したことがない

281 2.1 2.5 8.5 5.7 10.0 0.7 13.5 0.4 76.2 0.0

世話に関して相談
したことがある

109 3.7 4.6 11.9 11.0 15.6 1.8 22.9 2.8 54.1 3.7

世話に関して相談
したことがない

480 2.9 3.1 7.3 5.8 9.8 0.8 14.4 0.8 70.6 3.5

熊本県

全国
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第５章 大学生の生活実態に関するアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 大学生の生活実態に関するアンケート 

調査結果 
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(1) 基本情報 

 

１ 性別 

 

◇「男性」が 30.6％、「女性」が 66.7％、「その他」が 0.8％、「答えたくない」が 2.0％となっ

ている。 

 

 

 

 

２ 年齢 

 

◇年齢では、「20～21 歳」が 92.2％と最も高く、次いで「22～23 歳」5.1％、「24 歳以上」2.0％

となっている。 

 

 

  

30.6 

35.7 

66.7 

62.0 

0.8 

1.0 

2.0 

1.4 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない 無回答

0.8 

0.6 

92.2 

86.9 

5.1 

10.5 

2.0 

2.0 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18～19歳 20～21歳 22～23歳 24歳以上 無回答
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３ 住んでいる地域 

 

◇住んでいる地域については以下のとおりである。 

 

 

 

 

４ 大学の種別 

 

◇大学の種別については、「私立」が 76.9％と最も高く、次いで「公立」20.8％、「国立」2.4％

となっている。 

◇全国調査と比べると、「公立」の割合が 12 ポイント高く、「国立」が 21 ポイント低くなって

いる。 

 

 

  

（上段：人　下段：％） 1 2 3 4 5 6 7

標
本
数
（

人
）

熊
本
市

宇
城
地
域

上
益
城
地
域

菊
池
地
域

玉
名
地
域

鹿
本
地
域

阿
蘇
地
域

61 52 44 16 13 9 0

23.9% 20.4% 17.3% 6.3% 5.1% 3.5% 0.0%

八
代
地
域

芦
北
地
域

球
磨
地
域

天
草
地
域

そ
の
他

無
回
答

1 0 6 0 0 0

0.4% 0.0% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0%

全体
（単純集計）

255

2.4 

23.4 

20.8 

8.8 

76.9 

67.8 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立 公立 私立 無回答
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５ 大学の学科（専攻） 

 

◇大学の学科（専攻）については、「理・工・農系」が 23.5％と最も高く、次いで「法・政・

経・商・社系」19.6％、「看護・保健・福祉系」18.4％となっている。 

◇全国調査と比べると、「看護・保健・福祉系」の割合が高く、「教育・教員養成・家政・生活

系」が低くなっている。 

 

 

 

 

６ 現在の居住形態 

 

◇現在の居住形態については、全国調査と同様に「家族と同居」が 64.3％と最も高く、次いで、

「一人暮らし」32.9％、「寮」2.4％となっている。 

 

 

  

12.9 

16.1 

19.6 

17.7 

23.5 

20.3 

9.0 

6.1 

18.4 

13.9 

5.1 

14.4 

4.7 

6.1 

6.7 

5.4 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文・外国語・国際・文化系 法・政・経・商・社系 理・工・農系

医・歯・薬系 看護・保健・福祉系 教育・教員養成・家政・生活系

芸術・スポーツ系 その他 無回答

64.3 

59.2 

32.9 

36.1 

2.4 

3.5 

0.4 

1.1 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と同居 一人暮らし 寮 その他 無回答
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７ 家族構成 

 

◇家族構成については、全国調査と同様に「母親」が 94.5％と最も高く、次いで、「父親」73.2％、

「弟・妹」45.7％となっている。 

 

  

94.5 

73.2 

20.1 

11.0 

28.7 

45.7 

1.8 

94.6 

80.9 

16.2 

9.2 

24.9 

44.6 

2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

母親

父親

祖母

祖父

兄・姉

弟・妹

その他

今回調査(n=164) 全国調査(n=9,679)
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８ 身体面の健康状態 

 

◇身体面の健康状態については、「ふつう」が 12.5％と最も高く、次いで「まあよい」11.8％、

「よい」8.6％となっている。全国調査と比べると、全体的に回答の割合が低くなっている。 

 

 

 

９ 精神面の健康状態 

 

◇健康状態については、全国調査と同様に「ふつう」が 32.9％と最も高く、次いで「よい」27.1％、

「まあよい」25.5％となっている。 

 

 
  

8.6 

40.8 

11.8 

26.9 

12.5 

23.8 

2.0 

7.4 

0.8 

1.1 

64.3 今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

27.1 

25.9 

25.5 

21.8 

32.9 

28.8 

11.4 

18.6 

3.1 

4.9 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答
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１０ 大学までの片道の通学時間 

 

◇大学までの片道の通学時間については、「15 分未満」が 27.1％と最も高くなっており、全国

調査と同様の結果となっている。次いで「15 分以上 30 分未満」25.9％、「45 分以上 1 時間

未満」16.1％となっている。 

 

 

 

 

  

27.1 

25.8 

25.9 

15.8 

14.9 

9.2 

16.1 

11.7 

8.6 

19.2 

6.7 

13.3 

0.8 

4.5 

0.5 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分未満 15分以上30分未満

30分以上45分未満 45分以上1時間未満

1時間以上1時間半未満 1時間半以上2時間未満

2時間以上 通学前提で入学していない（通信制等）

無回答
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１１ 奨学金の受給状況 

 

◇奨学金の受給状況については、「そもそも奨学金は必要なく、申請していない」が 38.0％と

最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。次いで「貸与奨学金を受けてい

る（返済が必要）」25.9％、「給与奨学金を受けている（返済不要）」14.5％となっている。 

 

 

 

 

１２ 奨学金の大学卒業時の予定貸与金額 

 

◇奨学金の大学卒業時の予定貸与金額については、「100 万円未満」が 16.0％と最も高く、次

いで「200 万円以上 300 万円未満」13.8％、「400 万円以上」12.8％となっているが、全国調

査では「200 万円以上 300 万円未満」が 16.9％と最も高くなっている。 

 

 

  

11.0 

6.7 

25.9 

27.7 

14.5 

8.8 

3.1 

2.7 

7.5 

9.8 

38.0 

44.4 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸与・給付の両方を受けている 貸与奨学金を受けている（返済が必要）

給与奨学金を受けている（返済不要） 申請したが不採用になった

希望はあったが申請しなかった・できなかった そもそも奨学金は必要なく、申請していない

無回答

16.0 

11.5 

7.4 

11.1 

13.8 

16.9 

6.4 

7.1 

12.8 

14.5 

43.6 

38.9 

今回調査(n=94)

全国調査(n=3,333)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

100万円未満 100万円以上200万円未満 200万円以上300万円未満

300万円以上400万円未満 400万円以上 無回答
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(2) 普段の生活について 

 

１ 現在通う大学を選択した理由 

 

◇現在通う大学を選択した理由については、全国調査と同様に「自分のやりたいことができる・

学べる」が 72.2％と最も高く、次いで、「実家から近い・通える範囲内にある」32.5％、「社

会で役立つことが学べる」27.8％となっている。 

 

 

  

72.2 

27.8 

32.5 

24.3 

2.4 

9.0 

76.1 

26.0 

26.0 

15.4 

1.8 

9.8 

0% 20% 40% 60% 80%

自分のやりたいことができる・学べる

社会で役立つことが学べる

実家から近い・通える範囲内にある

学費が安い

時間的に講義等に出席しやすい

その他

無回答

今回調査(n=255) 全国調査(n=9,679)



158 

２ 大学の授業（履修している講義）への出席状況 

 

◇大学の授業（履修している講義）への出席状況については、全国調査と同様に「ほとんど欠

席しない」が 79.2％と最も高く、次いで、「たまに欠席する」13.3％、「よく欠席する」7.5％

となっている。 

 

 

 

 

３ 大学の授業（履修している講義）への遅刻や早退の状況 

 

◇大学の授業（履修している講義）への遅刻や早退の状況については、全国調査と同様に「ほ

とんどしない」が 87.1％と最も高く、次いで、「たまにする」9.8％、「よくする」3.1％とな

っている。 

 

 

  

79.2 

69.8 

13.3 

17.0 

7.5 

13.2 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

87.1 

83.9 

9.8 

13.8 

3.1 

2.3 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答
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４ 各取組に関する日々の時間確保状況 

 

（１）大学授業の受講（ゼミ含む） 

◇大学授業の受講（ゼミ含む）の時間の確保状況については、全国調査と同様に「確保できて

いる」が 80.0％と最も高く、全国調査（国：66.1％）より 13.9 ポイント高くなっている。次

いで高い割合が「概ね確保できている」14.5％、「どちらともいえない」2.4％となっている。 

 

 
 

 

（２）大学の授業の予習復習、課題に取り組む時間 

◇大学授業の予習復習、課題に取り組む時間の確保状況については、全国調査と同様に「概ね

確保できている」が 38.0％と最も高く、次いで、「確保できている」31.0％、「どちらともい

えない」16.9％となっている。 

 

 

  

80.0 

66.1 

14.5 

25.5 

2.4 

4.3 

1.6 

2.8 

1.6 

0.5 

0.7 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

31.0 

25.2 

38.0 

39.7 

16.9 

16.2 

9.4 

13.9 

3.5 

3.7 

1.2 

1.3 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答
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（３）部活・サークル 

◇部活・サークルの時間確保状況については、「希望しておらず実施・参加していない」が 52.9％

と最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「確保でき

ている」19.6％、「どちらともいえない」10.6％、「確保できていない」6.3％となっている。 

 

 
 

 

（４）アルバイト・仕事 

◇アルバイト・仕事の時間確保状況については、「概ね確保できている」が 31.8％と最も高く、

次いで、「確保できている」29.8％、「希望しておらず実施・参加していない」17.6％となっ

ているが、全国調査では「確保できている」が 32.1％と最も高くなっている。 

 

 

  

19.6 

16.9 

10.6 

13.0 

5.1 

7.6 

5.5 

7.5 

6.3 

7.2 

52.9 

47.8 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

29.8 

32.1 

31.8 

26.7 

5.5 

7.9 

11.4 

9.5 

3.9 

5.7 

17.6 

18.0 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答



161 

（５）就職活動（説明会、インターンへの応募・参加も含む） 

◇就職活動（説明会、インターンへの応募・参加も含む）の時間確保状況については、「概ね確

保できている」が 28.6％と最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。次い

で高い割合が「どちらともいえない」20.4％、「希望しておらず実施・参加していない」16.9％

となっている。 

 

 
 

 

（６）趣味・娯楽・交友 

◇趣味・娯楽・交友の時間確保状況については、「概ね確保できている」が 36.1％と最も高く

なっており、全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「確保できている」

34.5％、「どちらともいえない」12.9％となっている。 

 

 

 

 

 

  

13.7 

12.2 

28.6 

22.1 

20.4 

18.7 

12.5 

18.3 

7.8 

9.2 

16.9 

19.4 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

34.5 

28.8 

36.1 

34.4 

12.9 

14.7 

12.5 

15.7 

3.5 

5.5 

0.4 

1.0 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答
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５ 普段の大学生活等においてあてはまるもの 

 

◇普段の大学生活等であてはまることについては、全国調査と同様に「特にない」が 52.9％と

最も高くなっている。それ以外では、「友人と遊んだり、話したりする時間がない」が 22.4％

と最も高く、次いで「大学では 1 人で過ごすことが多い」22.0％、「課題や予習復習ができて

いないことが多い」14.9％となっている。 

 

 

  

3.9 

14.9 

6.3 

4.3 

11.0 

1.6 

22.0 

22.4 

52.9 

7.3 

20.8 

6.5 

5.2 

10.3 

2.5 

25.3 

28.1 

44.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

授業を欠席しがちである

課題や予習復習ができていないことが

多い

持ち物の忘れ物が多い

部活・サークル等を休むことが多い

提出しなければいけない書類などの提

出が遅れることが多い

合宿等の行事を欠席する

大学では1人で過ごすことが多い

友人と遊んだり、話したりする時間が

ない

特にない

今回調査(n=255) 全国調査(n=9,679)
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６ 現在の悩みごとや困りごと 

 

◇現在の悩みごとについては、全国調査と同様に「就職・進路のこと」が 68.2％と最も高く、

次いで、「学業成績のこと」23.9％、「学費（授業料）など学校生活に必要なお金のこと」19.2％

となっている。 

 

 

 

 

  

16.1 

23.9 

68.2 

2.7 

19.2 

2.7 

18.8 

13.3 

8.2 

6.7 

3.9 

10.6 

2.0 

15.7 

15.0 

24.6 

77.2 

8.3 

21.7 

5.1 

24.3 

17.0 

10.5 

8.6 

4.3 

16.5 

4.2 

11.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

友人との関係のこと

学業成績のこと

就職・進路のこと

部活動・サークル活動のこと

学費（授業料）など学校生活に必要な

お金のこと

課題活動や習い事ができないこと

アルバイト・仕事のこと

家庭の経済的状況のこと

自分と家族との関係のこと

家族内の人間関係のこと（両親の仲が

良くないなど）

病気や障がいのある家族のこと

自分のために使える時間が少ないこと

その他

特にない

今回調査(n=255) 全国調査(n=9,679)
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７ 悩みや困りごとについて話を聞いてくれる人の有無（何らかの悩みごとがあると回答し

た人のみ） 

 

◇「悩み」が「ある」と回答した大学生に、悩みごとについて話を聞いてくれる人がいるか聞

いたところ、「いる」が 75.3％と最も高く、全国調査（国：52.5％）より 22.8 ポイント高く

なっている。次いで高い割合が「相談や話はしたくない」15.3％、「相談相手や話を聞いてく

れる人がいない」9.3％となっており、「相談相手や話を聞いてくれる人がいない」について

は全国調査（国：35.5％）より 26.2 ポイント低くなっている。 

 

 

 

  

75.3 

52.5 

9.3 

35.5 

15.3 

7.0 4.9 

今回調査(n=215)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談相手や話を聞いてくれる人がいる 相談相手や話を聞いてくれる人がいない

相談や話はしたくない 聞いてくれる人はおらず、相談や話はしたくない

無回答
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（３）家庭や家族のことについて 

 

１ 世話をしている家族の有無 

 

◇世話をしている家族がいるか聞いたところ、「現在も過去もいない」が 94.5％と最も高くな

っており、全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「現在はいないが、過去

にいた」3.1％、「現在いる」2.4％となっている。 

 

 

 

 

  

2.4 

6.2 

3.1 

4.0 

94.5 

89.8 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在いる 現在はいないが、過去にいた 現在も過去もいない 無回答
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ここからは１で「世話をしている家族」が「いる」「いた」と回答した大学生の回答 

２（１） 世話を必要としている家族 

 

◇世話を必要としている家族について聞いたところ、「きょうだい」が 50.0％と最も高く、次

いで「祖父」28.6％、「母親」、「祖母」ともに 14.3％となっているが、全国調査では「母親」

35.4％が最も高くなっている。 

 

 

  

14.3 

7.1 

14.3 

28.6 

50.0 

35.4 

20.5 

32.8 

17.2 

26.5 

4.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

その他

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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３ｰａ 世話を必要としている（していた）方の状況 

 

■母親 

◇「世話を必要としている（していた）家族」が「母親」と回答した大学生に、世話をしてい

る理由について聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

7.7 

0.0 

8.3 

2.0 

11.5 

2.0 

28.7 

5.7 

14.9 

14.9 

23.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状況）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患

依存症（アルコール依存症、ギャンブ

ル依存症など）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

今回調査(n=2) 全国調査(n=349)
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■父親 

◇「世話を必要としている家族」が「父親」と回答した大学生に、世話をしている理由につい

て聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

16.3 

0.0 

11.4 

2.5 

10.9 

1.5 

11.4 

8.4 

13.9 

16.8 

22.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状況）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患

依存症（アルコール依存症、ギャンブ

ル依存症など）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

今回調査(n=1) 全国調査(n=202)
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■祖母 

◇「世話を必要としている家族」が「祖母」と回答した大学生に、世話をしている理由につい

て聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

100.0 

0.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

84.0 

0.0 

39.5 

32.1 

14.2 

0.6 

4.3 

0.6 

3.4 

1.9 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状況）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患

依存症（アルコール依存症、ギャンブ

ル依存症など）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

今回調査(n=2) 全国調査(n=324)
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■祖父 

◇「世話を必要としている家族」が「祖父」と回答した大学生に、世話をしている理由につい

て聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

100.0 

0.0 

50.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

84.1 

0.0 

40.0 

22.9 

10.6 

1.2 

2.4 

1.8 

5.3 

1.8 

4.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状況）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患

依存症（アルコール依存症、ギャンブ

ル依存症など）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

今回調査(n=4) 全国調査(n=170)
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■きょうだい 

◇「世話を必要としている家族」が「きょうだい」と回答した大学生に、世話をしている理由

について聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

   

0.0 

42.9 

0.0 

0.0 

0.0 

57.1 

0.0 

0.0 

0.0 

14.3 

0.0 

51.9 

2.3 

0.8 

6.1 

15.6 

10.3 

1.1 

5.3 

2.3 

20.6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

高齢（65歳以上）

幼い

要介護（介護が必要な状況）

認知症

身体障がい

知的障がい

精神疾患

依存症（アルコール依存症、ギャンブ

ル依存症など）

こころの病気、依存症以外の病気

日本語を第一言語としない

その他

今回調査(n=7) 全国調査(n=262)
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３ｰｂ 世話の内容 

 

■母親 

◇「世話を必要としている（していた）家族」が「母親」と回答した大学生に、世話をしてい

る内容について聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

 

  

100.0 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

0.0 

69.9 

13.5 

7.2 

24.6 

13.2 

42.7 

23.5 

3.4 

10.0 

7.7 

17.2 

5.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や保育所等への送迎

など

身体的な介護（入浴やトイレ、食事の

お世話など）

外出の付き添い

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し

相手になるなど）

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

家計を助ける（働く）

その他

今回調査(n=2) 全国調査(n=349)
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■父親 

◇「世話を必要としている（していた）家族」が「父親」と回答した大学生に、世話をしてい

る内容について聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

 

  

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

56.9 

8.4 

9.9 

15.8 

13.9 

19.3 

20.3 

2.5 

9.9 

8.9 

18.3 

8.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や保育所等への送迎

など

身体的な介護（入浴やトイレ、食事の

お世話など）

外出の付き添い

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し

相手になるなど）

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

家計を助ける（働く）

その他

今回調査(n=1) 全国調査(n=202)
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■祖母 

◇「世話を必要としている（していた）家族」が「祖母」と回答した大学生に、世話をしてい

る内容について聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

 
 

  

0.0 

0.0 

0.0 

50.0 

50.0 

100.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

0.0 

0.0 

51.5 

3.1 

26.5 

33.6 

25.9 

36.7 

57.4 

0.3 

5.2 

15.4 

2.5 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や保育所等への送迎

など

身体的な介護（入浴やトイレ、食事の

お世話など）

外出の付き添い

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し

相手になるなど）

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

家計を助ける（働く）

その他

今回調査(n=2) 全国調査(n=324)
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■祖父 

◇「世話を必要としている（していた）家族」が「祖父」と回答した大学生に、世話をしてい

る内容について聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

 
 

  

25.0 

0.0 

75.0 

50.0 

25.0 

25.0 

25.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

48.2 

1.8 

26.5 

29.4 

28.8 

28.2 

56.5 

1.2 

4.1 

11.8 

1.2 

2.4 

0% 20% 40% 60% 80%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や保育所等への送迎

など

身体的な介護（入浴やトイレ、食事の

お世話など）

外出の付き添い

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し

相手になるなど）

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

家計を助ける（働く）

その他

今回調査(n=4) 全国調査(n=170)
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■きょうだい 

◇「世話を必要としている（していた）家族」が「きょうだい」と回答した大学生に、世話を

している内容について聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のと

おりである。 

 

 
 

 

 

  

57.1 

57.1 

28.6 

28.6 

0.0 

0.0 

85.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

59.9 

35.1 

11.5 

22.1 

6.1 

30.5 

45.4 

1.1 

3.8 

2.7 

6.9 

4.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家事（食事の準備や掃除、洗濯）

きょうだいの世話や保育所等への送迎

など
身体的な介護（入浴やトイレ、食事の

お世話など）

外出の付き添い

通院の付き添い

感情面のサポート（愚痴を聞く、話し

相手になるなど）

見守り

通訳（日本語や手話など）

金銭管理

薬の管理

家計を助ける（働く）

その他

今回調査(n=7) 全国調査(n=262)
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４ 一緒に世話を行っている人 

 

◇世話を一緒にしている人については、「母親」が 64.3％と最も高くなっており、全国調査と

同様の結果となっている。次いで高い割合が「父親」35.7％、「きょうだい」、「自分のみ」、

「福祉サービス（ヘルパーなど）を利用」がともに 21.4％となっている。 

 

 

 

 

  

64.3 

35.7 

14.3 

14.3 

21.4 

7.1 

21.4 

21.4 

52.9 

36.2 

11.8 

5.6 

27.3 

7.4 

20.0 

14.1 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

母親

父親

祖母

祖父

きょうだい

親戚の人

自分のみ

福祉サービス（ヘルパーなど）を利用

その他

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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５ 世話をしている（していた）頻度 

 

◇世話をしている（していた）頻度については、「ほぼ毎日」が 57.1％と最も高くなっており、

全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「週に 3～5 日」21.4％、「週に 1～

2 日」14.3％となっている。 

 

 

 

６ 平日１日あたりの世話に費やす時間 

 

◇平日 1 日あたりの世話に費やす時間については、「1 時間以上 3 時間未満」が 28.6％と最も

高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「1 時間未満」、「3

時間以上 5 時間未満」、「5 時間以上 7 時間未満」がともに 21.4％、「7 時間以上」7.1％とな

っている。 

 

 

 

  

57.1 

45.9 

21.4 

21.5 

14.3 

14.9 

7.1 

15.4 2.3 

今回調査(n=14)

全国調査(n=987)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

21.4 

32.6 

28.6 

36.2 

21.4 

19.1 

21.4 

5.7 

7.1 

6.4 

今回調査(n=14)

全国調査(n=987)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答
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７ 休日１日あたりの世話に費やす時間【県独自設問】 

 

◇休日 1 日あたりの世話に費やす時間については、「1 時間以上 3 時間未満」が 42.9％と最も

高くなっている。次いで高い割合が「3 時間以上 5 時間未満」、「7 時間以上」がともに 21.4％、

「1 時間未満」、「5 時間以上 7 時間未満」がともに 7.1％となっている。 

 

 

 

 

８ 世話を始めた時期 

 

◇世話を始めた年齢については、「小学校低学年（1～3 年生）から」、「小学校高学年（4～6 年

生）から」、「大学入学以降」がともに 21.4％と最も高く、次いで「小学校就学以前から」、

「中学生から」がともに 14.3％、「高校生から」7.1％となっている。全国調査では「大学入

学以降」35.9％が最も高くなっている。 

 

 

  

7.1 42.9 21.4 7.1 21.4 今回調査(n=14)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答

14.3 

9.2 

21.4 

8.4 

21.4 

11.1 

14.3 

13.0 

7.1 

22.4 

21.4 

35.9 

今回調査(n=14)

全国調査(n=987)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から 小学校高学年（4～6年生）から

中学生から 高校生から 大学入学以降

無回答
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９ 世話をしていた時期 

 

◇世話をしていた時期については、「大学入学以前まで」が 50.0％と最も高く、次いで「高校

入学以前まで」25.0％、「中学入学以前まで」、「直近まで」12.5％となっている。全国調査で

は「直近まで」33.0％が最も高くなっている。 

 

 

  

12.5 

11.5 

25.0 

12.3 

50.0 

31.2 12.0 

12.5 

33.0 

今回調査(n=8)

全国調査(n=391)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学入学以前まで 高校入学以前まで 大学入学以前まで 大学1年生まで

直近まで 無回答
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１０ 世話をしていることで、大学進学の際に苦労したこと・影響 

 

◇世話をしていることで、大学進学の際に苦労したこと・影響について聞いたところ、全国調

査と同様に「特にない」が 54.5％と最も高く、次いで「学費等の制約や経済的な不安があっ

た」が 36.4％、「受験勉強をする時間が取れなかった」27.3％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

27.3 

36.4 

18.2 

0.0 

9.1 

18.2 

9.1 

54.5 

21.6 

26.7 

13.1 

10.7 

12.2 

7.1 

6.3 

48.0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

受験勉強をする時間が取れなかった

学費等の制約や経済的な不安があった

実家から通える範囲等の通学面の制約

があった

家族等から世話を優先するよう求めら

れた

進学するか働くか迷った

大学以外の進学先と迷った

その他

特にない

今回調査(n=11) 全国調査(n=633)
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１１ 世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、あきらめたこと 

 

◇世話をしていることで、やりたいけれどできないこと、あきらめたことについて聞いたとこ

ろ、「睡眠が十分に取れなかった」、「友人と遊ぶことができなかった」、「自分の時間が取れな

かった」がともに 42.9％と最も高く、次いで「アルバイトができなかった」28.6％、「課題・

予習復習をする時間が取れなかった」、「特になかった」がともに 21.4％となっている。全国

調査では「特になかった」が 41.9％と最も高くなっている。 

 

 

  

7.1 

0.0 

21.4 

7.1 

42.9 

42.9 

7.1 

14.3 

28.6 

0.0 

0.0 

7.1 

42.9 

0.0 

21.4 

4.5 

3.6 

17.9 

5.3 

24.4 

24.3 

9.8 

4.8 

11.8 

7.5 

13.2 

7.9 

32.2 

2.1 

41.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

大学の授業に行きたくても行けなかっ

た

単位をとれなかった、留年・休学した

課題・予習復習をする時間が取れな

かった

留学をあきらめた

睡眠が十分に取れなかった

友人と遊ぶことができなかった

部活動・サークル活動ができなかっ

た、もしくは辞めざるを得なかった

課外活動・習い事ができなかった、も

しくは辞めざるを得なかった

アルバイトができなかった

就職先・進路の変更を考えざるを得な

かった・変更した

一人暮らしをしたくてもできなかった

恋愛をしたくてもできなかった

自分の時間が取れなかった

その他

特になかった

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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１２ 世話をしている（していた）ことで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなこ

と 

 

◇世話をしている(していた)ことで今後不安なこと、やりたいけれどできなさそうなことにつ

いて聞いたところ、全国調査と同様に「特にない」が 50.0％と最も高く、次いで「自分の時

間が取れない」が 21.4％となっている。 

 

 
  

7.1 

14.3 

14.3 

0.0 

7.1 

7.1 

7.1 

14.3 

0.0 

14.3 

14.3 

14.3 

21.4 

7.1 

50.0 

2.8 

8.0 

8.5 

4.4 

12.9 

9.9 

2.9 

3.1 

7.4 

11.4 

13.6 

15.9 

14.4 

20.1 

3.5 

51.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

大学の授業に行きたくても行けない

単位取得、進学・卒業できるか不安が

ある

課題・予習復習をする時間が取れない

留学にいけない

睡眠が十分に取れない

友人と遊ぶことができない

部活や習い事ができない

部活動・サークル活動ができない

課外活動・習い事ができない

アルバイトができない

就職活動の時間が取れない

希望する就職先・進路の変更を考えざ

るを得ない

一人暮らしができるか不安がある

恋愛・結婚に対する不安がある

自分の時間が取れない

その他

特にない

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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１３ 世話をしていることで生ずる就職に関する不安 

 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安について聞いたところ、「特にない」が 42.9％

と最も高くなっており、全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「正社員と

して就職できるか不安がある」が 28.6％、「休まず働けるか不安がある」、「わからない」が

ともに 21.4％となっている。 

 

 
 

 

 

  

28.6 

21.4 

14.3 

7.1 

14.3 

7.1 

21.4 

42.9 

13.9 

11.4 

13.4 

7.0 

7.8 

2.0 

12.9 

54.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

正社員として就職できるか不安がある

休まず働けるか不安がある

通勤できる地域が限られる

働ける時間帯が限られている

就職先について考える時間がない

その他

わからない

特にない

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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１４ 世話をすることで感じるきつさ 

 

◇世話の大変さについては、「精神的にきつい」が 71.4％と最も高くなっており、全国調査と

同様の結果となっている。次いで高い割合が「時間的余裕がない」28.6％、「身体的にきつい」、

「特にきつさを感じていない」がともに 21.4％となっている。 

 

 

 

  

21.4 

71.4 

28.6 

21.4 

16.3 

42.4 

31.8 

41.8 

0% 20% 40% 60% 80%

身体的にきつい

精神的にきつい

時間的余裕がない

特にきつさを感じていない

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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１５ ご自身が世話をする理由 

 

◇世話をする理由については、「自分がお世話をしないと家族が困るため」が 71.4％と最も高

くなっており、全国調査と同様の結果となっている。次いで高い割合が「ほかにお世話をで

きる人がいないため」50.0％、「自分がお世話をしたいと思うため」、「ほかの家族や親せき等

から世話をするように言われているため」がともに 28.6％となっている。 

 

 

 

  

28.6 

71.4 

50.0 

28.6 

0.0 

21.4 

25.2 

46.9 

27.0 

13.4 

4.1 

23.7 

0% 20% 40% 60% 80%

自分がお世話をしたいと思うため

自分がお世話をしないと家族が困るた

め

ほかにお世話をできる人がいないため

ほかの家族や親せき等から世話をする

ように言われているため

その他

わからない・考えたことがない

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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１６ 世話について相談した経験の有無 

 

◇世話について誰かに相談した経験があるかを聞いたところ、「ある」が 35.7％、「ない」が

64.3％となっており、全国調査と同様の結果となっている。 

 

 

 

 

  

35.7 

33.4 

64.3 

66.6 

今回調査(n=14)

全国調査(n=987)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答
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１７ 世話についての相談相手（世話について相談した経験が「ある」と回答した人のみ） 

 

◇「世話について相談した経験」が「ある」と回答した大学生に、相談相手について聞いたと

ころ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

80.0 

0.0 

80.0 

0.0 

40.0 

20.0 

0.0 

20.0 

0.0 

0.0 

0.0 

20.0 

0.0 

52.4 

14.8 

49.7 

16.7 

11.5 

12.7 

1.8 

4.5 

4.5 

3.6 

2.4 

4.5 

7.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族（父、母、祖父、祖母、きょうだ

い）

親戚（おじ、おばなど）

友人

交際相手、配偶者

大学の指導教員

大学の学生相談室やキャリア支援室・

保健センター

その他の大学の職員・機関

医師や看護師、その他病院の人

ホームヘルパーやケアマネージャー、

福祉サービスの人

役所の人（自治体の保健センター等含

む）

近所の人

SNS上での知り合い

その他

今回調査(n=5) 全国調査(n=330)
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１８ 悩みを相談していない理由（世話について相談した経験が「ない」と回答した人のみ） 

 

◇「世話について相談した経験」が「ない」と回答した大学生に、相談したことがない理由に

ついて聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

 

  

33.3 

11.1 

33.3 

22.2 

44.4 

44.4 

22.2 

44.4 

11.1 

52.5 

20.2 

12.5 

11.6 

19.3 

12.5 

10.7 

33.0 

3.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

誰かに相談するほどの悩みではない

家族外の人に相談するような悩みでは

ない

誰に相談するのがよいかわからない

相談できる人が身近にいない

家族のことのため話しにくい

家族のことを知られたくない

家族に対して偏見を持たれたくない

相談しても状況が変わるとは思わない

その他

今回調査(n=9) 全国調査(n=657)
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１９ 世話について話を聞いてくれる人の有無（世話について相談した経験が「ない」と回

答した人のみ） 

 

◇「世話について相談した経験」が「ない」と回答した大学生に、世話について話を聞いてく

れる人がいるか聞いたところ、n 数が少ないことに留意が必要ではあるが、「いる」が 77.8％、

「いない」が 22.2％となっている。全国調査と比べ「いる」が 22.4 ポイント高くなってい

る。 

 

 

 

  

77.8 

55.4 

22.2 

44.6 

今回調査(n=9)

全国調査(n=657)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答
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２０ 学校や周りの大人に助けてほしいことや、必要としている支援 

 

◇学校や大人に助けてほしいことや必要としている支援については、「自由に使える時間がほ

しい」、「進路や就職など将来の相談にのってほしい」、「学費への支援・奨学金等」、「特にな

い」がともに 35.7％と最も高く、次いで「自分のいまの状況について話を聞いてほしい」

28.6％となっている。全国調査では「進路や就職など将来の相談にのってほしい」、「学費へ

の支援・奨学金等」の割合が 28.3％と最も高くなっている。 

 

 

  

28.6 

14.3 

14.3 

7.1 

0.0 

35.7 

35.7 

7.1 

14.3 

35.7 

0.0 

35.7 

14.3 

21.7 

10.6 

5.9 

7.4 

2.5 

26.2 

28.3 

18.5 

23.4 

28.3 

2.5 

26.2 

10.2 

0% 10% 20% 30% 40%

自分のいまの状況について話を聞いて

ほしい

家族のお世話について相談にのってほ

しい

家族の病気や障がい、ケアのことなど

についてわかりやすく説明してほしい

自分が行っているお世話のすべてを代

わってくれる人やサービスがほしい

自分が行っているお世話の一部を代

わってくれる人やサービスがほしい

自由に使える時間がほしい

進路や就職など将来の相談にのってほ

しい

大学の勉強や学習のサポート

家庭への経済的な支援

学費への支援・奨学金等

その他

特にない

わからない

今回調査(n=14) 全国調査(n=987)
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２１ 希望する相談方法（前問で「自分のこと（いまの状況）について話を聞いてほしい」、

「家族のお世話について相談にのってほしい」と回答した人のみ）【県独自設問】 

 

◇「自分のいまの状況について話を聞いてほしい」、「家族のお世話について相談にのってほし

い」と回答した大学生に、希望する相談方法について聞いたところ、n 数が少ないことに留

意が必要ではあるが、「直接会って」が 100.0％と最も高く、次いで「電話」50.0％、「SNS」、

「電子メール」がともに 25.0％となっている。 

 

 

  

100.0 

50.0 

25.0 

25.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120%

直接会って

電話

SNS

電子メール

その他

今回調査(n=4)
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（４）ヤングケアラーについて 

 

ここからはすべての大学生の回答 

１ ヤングケアラー（または若者ケアラー）の自覚 

 

◇自分がヤングケアラーにあてはまると思うかについて聞いたところ、「あてはまらない」が

88.6％と最も高く、次いで、「現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う」3.9％、

「現在あてはまる」2.0％となっている。全国調査も同様の結果となっている。 

 

 

  

2.0 

2.9 

3.9 

5.0 

88.6 

86.5 

5.5 

5.6 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在あてはまる

現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う

あてはまらない

わからない
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２ ヤングケアラーについて、どのようなサービスがあったらいいと思うか【県独自設問】 

 

◇ヤングケアラーに「現在あてはまる」、「現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思

う」と回答した大学生に、求めるサービスについて聞いたところ、「気軽に立ち寄れる居場

所」が 73.3％と最も高く、次いで「話を聞いてくれるカウンセラー」60.0％、「勉強、就職の

サポート」46.7％となっている。 

 

 

 

 

  

26.7 

40.0 

60.0 

46.7 

73.3 

6.7 

0% 20% 40% 60% 80%

専門の相談窓口

同じような境遇、状況の人と話せる機

会

話を聞いてくれるカウンセラー

勉強、就職のサポート

気軽に立ち寄れる居場所

その他

今回調査(n=15)
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３ 「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」という言葉の認知度 

 

◇「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」という言葉の認知度については、「聞いたことが

あり、内容も知っている」が 58.4％と最も高く、次いで、「聞いたことはない」30.6％、「聞

いたことはあるが、よく知らない」11.0％となっている。全国調査も同様の傾向であるが、

「聞いたことがあり、内容も知っている」の割合は、今回調査の方が 11.9 ポイント高くなっ

ている。 

 

 

 

  

58.4 

46.5 

11.0 

15.1 

30.6 

38.4 

今回調査(n=255)

全国調査(n=9,679)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答
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４ 「ヤングケアラー」という言葉を知ったきっかけ（ヤングケアラーについて「聞いた

ことがあり、内容も知っている」、「聞いたことはあるが、よく知らない」と回答した人

のみ） 

 

◇ヤングケアラーについて「聞いたことがあり、内容も知っている」、「聞いたことはあるが、

よく知らない」と回答した大学生に、どこで知ったか聞いたところ、「テレビや新聞，ラジオ」

が 59.9％と最も高く、次いで「大学」23.2％、「SNS やインターネット」13.6％となってい

る。全国調査と比べると、「SNS やインターネット」の割合が 25.1 ポイント低くなっている。 

 

 

 

 

  

59.9 

0.0 

13.6 

0.0 

0.6 

23.2 

1.7 

1.1 

66.6 

8.4 

38.7 

3.6 

1.1 

31.4 

3.8 

1.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

テレビや新聞、ラジオ

雑誌や本

SNSやインターネット

広報やチラシ、掲示物

イベントや交流会など

大学

友人・知人から聞いた

その他

今回調査(n=177) 全国調査(n=5,965)
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自由記述欄（ヤングケアラーへの支援を広げていくために必要だと思うことや，要望等な

んでも） 

 

◇学校等で聞き取り調査やヤングケアラーについての周知を行うこと。 

◇鬱と認知症を併発している祖母を見て将来への悲観が強まっています。 

◇支援制度の周知。 

◇小・中学校や高校で、ヤングケアラーに関する講演会や勉強会を行うことが必要だと思いま

す。 

◇家族や親戚だからこそ、ケアするのは当たり前という考えが、自分にとってどうか考える機

会があるといいのでは。 

◇ヤングケアラーで苦しむ子がいる事を周囲の人が知る事や学校現場の先生方にできる支援

を学ぶ機会を設ける。 

◇金銭面の支援は必要だと思う。 

◇周りにいた時助けられるよう、話題にして友人と話してみること。 

◇ヤングケアラーの保護者(特に母親)への支援や、子どもが自由になれる場所の提供が必要だ

と思う。 

◇介護系の人が週に数回きて世話を見てもらう。ヤングケアラーの人に向けての相談所や支援

金を確保する。 

◇老人ホームなどの増設。 

◇本人が相談できる窓口に行くことは時間的にも交通手段の面でも難しい為 LINE などで相談

できる窓口を設立。 

◇近所での声掛けや地域の担当者の方の見回りを行い状態の把握。 

◇相談しやすい学校の雰囲気づくりや規則に縛られすぎない学校側の柔軟な対応が必要。 

◇ヤングケアラーだと認識していない子供とかもいると思うのでヤングケアラーを大々的に

取り上げる必要あり。 

◇オンライン等で話せる場所を設けて欲しい。それを周知して欲しい。50 文字では、無理があ

ります。 

◇国や自治体などの行政がケアについてもう少し深く関わるようにしていって欲しい。 

◇ヤングケアラーは自覚がないと思うので、このようなアンケートを定期的に行うと良いと思

います。 

◇奨学金の減免。 

◇電車内の広告はよく見るので、認知度は上がると思います。 

◇自分自身はじめてその言葉を聞いたので、ヤングケアラーという言葉の普及がまず必要だと

考える。 

◇講演会以外にも、チラシやネットの広告などで多くの人の目に止まるような広報活動が求め

られると思います。 

◇家庭へのある程度の介入ができる制度（役所か学校などによる）。 

◇「学校に行かせないといけないけど、面倒を見てくれると助かる」という保護者を減らさな

ければならない。 
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◇学校に行きたくても行けない人のための学費援助、相談機関の設置、相談機関の周知が必要

だと思う。 

◇ポスター等で目にする機会を増やす。 

◇ヤングケアラーの対象である若年層に広める為に SNS 等を用いて発信することが重要だと

思う。 

◇義務教育の間でヤングケアラーについての学習や理解をすることが必要だと思う。 

◇言葉だけは知っていても、どれくらいの割合がいて、どんな問題があるのかまでを知ってい

る人は少ないと思う。 

◇交流会を開き、お互いの悩みを共有する場を作ること。話を聞いてくれる人がいるだけで心

強いと思う。 

◇相談しやすい環境を整える、認知度の向上、支援体制の構築。 

◇周りの理解、機関からの支援。 

◇ヤングケアラーへの支援があること自体あまり知られていないので大学にポスターを貼れ

ばいいと思う。 

◇経済的支援と、物理的な支援を丁度いいバランスで行って欲しい。（例）学童の経費補助な

ど。 

◇ヤングケアラーの存在をもっと世の中に広めること。 

◇言葉は知っていても自分には当てはまらないと思っていたが先生から言われて当事者であ

ることに気づいたから。 

◇どのようなものがヤングケアラーに当てはまるのかが目につきやすい記事やポスターなど。 

◇まずはヤングケアラーについて少しでも多くの人に知ってもらうことが大事だと考えます。 

◇児童生徒はもちろん、家庭で学べるような場を幼児期から提供する。 

◇学校や病院に相談所の案内を掲示する。 

◇親の教育。 

◇ヤングケアラー関連制度の存在を高校などで周知させる。 

◇学校での早期発見が大事だと思う。 

◇ヤングケアラーについてのチラシを配る。 

◇小・中・高・大それぞれの教育機関への普及活動。 

◇保育・介護環境の整備。 

◇大学に通えるよう大学や県、市が支援することや大学でこの言葉を知ってもらうために講演

を開く。 

◇祖父母と暮らしている人や、親と 2 人暮らししている人がなることが多いと思っている。 

◇国や都道府県が助ける、ヤングケアラーの人が気軽に相談できる環境づくり。 
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第６章 大学生アンケート調査の結果（クロス集計）※参考値 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６章 大学生アンケート調査の結果 

（クロス集計）  ※参考値 
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※ 第６章については、ｎ数が少ないため、以下、参考値とする。 

6-1 家族の世話の有無別分析 

（１）家族の世話の有無による学校生活等の状況 

①家族の世話の有無×性別 

◇性別については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないことに

留意が必要だが、いずれも「女性」の割合が高くなっている。全国調査と同様の傾向となっ

ている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

33.3

31.5

50.0

100.0

66.0

0.8 

16.7 

1.7 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

30.5

29.2

36.3

64.9

65.7

61.6

1.2 

2.3 

0.9 

3.4 

2.8 

1.2 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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②家族の世話の有無×大学種別 

◇大学種別については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないこ

とに留意が必要だが、いずれも「私立」の割合が高くなっている。全国調査と比べると、「国

立」が低く、「公立」が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

  

2.5

16.7

25.0

20.7

83.3 

75.0 

76.8 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立 公立 私立 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

13.9

18.4

24.3

6.7

9.5

8.9

79.4 

72.1 

66.9 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立 公立 私立

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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③家族の世話の有無×学科 

◇学科については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないことに

留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現在はいないが、過去にいた」、

「いない」場合に比べて「文・外国語・国際・文化系」、「医・歯・薬系」の割合が高く、「理・

工・農系」、「看護・保健・福祉系」の割合が低くなっている。全国調査と比べると、「現在い

る」では、「文・外国語・国際・文化系」が高く、「現在いないが、過去いた」では「法・政・

経・商・社系」が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

  

33.3

12.5

12.4

16.7

37.5

19.1

16.7 

12.5 

24.1 

16.7 

9.1 

25.0 

18.7 5.4 5.0 

16.7 

12.5 

6.2 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文・外国語・国際・文化系 法・政・経・商・社系 理・工・農系

医・歯・薬系 看護・保健・福祉系 教育・教員養成・家政・生活系

芸術・スポーツ系 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

18.6

18.4

15.9

18.8

18.2

17.6

14.4 

16.4 

20.8 

4.7 

5.9 

6.2 

15.9 

13.6 

13.8 

13.9 

13.8 

14.5 

7.2 

6.9 

6.0 

6.4 

6.9 

5.3 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文・外国語・国際・文化系 法・政・経・商・社系 理・工・農系

医・歯・薬系 看護・保健・福祉系 教育・教員養成・家政・生活系

芸術・スポーツ系 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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④家族の世話の有無×居住形態 

◇居住形態については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないこ

とに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現在はいないが、過去にい

た」、「いない」場合に比べて「家族と同居」の割合が高く、「一人暮らし」の割合が低くなっ

ている。全国調査と同様の傾向となっている。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 

  

83.3

62.5

63.9

16.7

37.5

33.2

2.5 

0.4 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と同居 一人暮らし 寮 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

72.8

52.2

58.6

22.5

39.9

36.9

2.9 

3.8 

3.5 

1.8 

4.1 

1.0 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と同居 一人暮らし 寮 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑤家族の世話の有無×家族構成 

◇家族構成については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないこ

とに留意が必要だが、「世話をしている家族」が「いる」場合、「現在はいないが、過去にい

た」、「いない」場合に比べて「祖父」、「弟・妹」がいる割合が高くなっている。全国調査と

比べると「現在はいないが、過去いた」では「母親」、「父親」の割合が低くなっている。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

兄

・

姉

弟

・

妹

そ

の

他

現在いる 5 100.0 60.0 20.0 20.0 20.0 60.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
5 60.0 40.0 20.0 0.0 20.0 20.0 0.0

現在も過去もい

ない
154 95.5 74.7 20.1 11.0 29.2 46.1 1.9

現在いる 434 89.9 71.7 28.3 13.8 24.9 44.9 4.6

現在はいない

が、過去にいた
204 87.7 76.0 15.2 7.4 24.5 37.3 5.9

現在も過去もい

ない
5,096 95.3 81.9 15.2 8.9 24.9 44.9 2.7

全国

熊本県
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⑥家族の世話の有無×身体面の健康状態 

◇身体面の健康状態については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が

少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」、「現在はいないが、過去

にいた」場合、「いない」場合に比べて「よい」、「まあよい」の割合が低くなっている。全国

調査と比べると「よい」、「まあよい」の割合が低くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

9.1 12.4

16.7 

25.0 

12.0 

2.1 

12.5 

0.4 

83.3 

62.5 

63.9 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

36.9

29.7

41.5

26.0

28.6

26.9

23.3 

25.1 

23.8 

11.2 

14.1 

6.9 

2.5 

2.6 

0.9 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑦家族の世話の有無×精神面の健康状態 

◇精神面の健康状態については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が

少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」、「現在はいないが、過去

にいた」場合、「いない」場合に比べて「あまりよくない」の割合が高く、「よい」、「まあよ

い」の割合が低くなっている。全国調査と比べると「現在いる」、「現在はいないが、過去に

いた」では「よい」、「まあよい」の割合が低くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

12.5

28.2 27.0

50.0 

62.5 

31.5 

33.3 

25.0 

10.4 

16.7 

2.9 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

20.8

17.4

26.7

18.5

15.6

22.3

26.5 

29.2 

28.9 

23.8 

27.6 

17.8 

10.4 

10.2 

4.3 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑧家族の世話の有無×大学までの片道の通学時間 

◇大学までの片道の通学時間については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の

n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」、「現在はいないが、

過去にいた」場合、「いない」場合に比べて「15 分以上 30 分未満」の割合が高くなってい

る。全国調査と比べると「現在いる」、「現在はいないが、過去にいた」では「15 分以上 30

府未満」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

12.5

28.2

66.7

50.0

24.1

25.0 

14.9 

16.7 

16.6 

16.7 

12.5 

8.3 7.1 0.8 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分未満 15分以上30分未満 30分以上45分未満

45分以上1時間未満 1時間以上1時間半未満 1時間半以上2時間未満

2時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

15.1

23.5

26.6

15.9

14.8

15.9

11.4 

11.3 

9.0 

12.1 

13.3 

11.6 

20.8 

16.6 

19.2 

15.8 

13.8 

13.2 

6.9 

6.1 

4.2 

2.0 

0.5 

0.3 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分未満 15分以上30分未満

30分以上45分未満 45分以上1時間未満

1時間以上1時間半未満 1時間半以上2時間未満

2時間以上 通学前提で入学していない（通信制等）

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑨家族の世話の有無×奨学金の受給状況 

◇奨学金の受給状況については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が

少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現在はいないが、

過去にいた」、「いない」場合に比べて「給与奨学金を受けている（返済不要）」、「そもそも奨

学金は必要なく、申請していない」の割合が高くなっている。「現在はいないが、過去にい

た」、「いない」場合では、「いる」場合に比べて「貸与・給付の両方を受けている」、「貸与奨

学金を受けている（返済が必要）」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」

では「貸与・給付の両方を受けている」、「貸与奨学金を受けている（返済が必要）」の割合が

低くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

12.5

11.2

37.5

26.1

33.3 

25.0 

13.7 

3.3 

16.7 

12.5 

7.1 

50.0 

12.5 

38.6 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸与・給付の両方を受けている 貸与奨学金を受けている（返済が必要）

給与奨学金を受けている（返済不要） 申請したが不採用になった

希望はあったが申請しなかった・できなかった そもそも奨学金は必要なく、申請していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

11.6

11.0

6.2

26.8

22.3

28.0

12.6 

11.8 

8.4 

4.0 

5.1 

2.5 

12.4 

15.1 

9.4 

32.6 

34.8 

45.6 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸与・給付の両方を受けている 貸与奨学金を受けている（返済が必要）

給与奨学金を受けている（返済不要） 申請したが不採用になった

希望はあったが申請しなかった・できなかった そもそも奨学金は必要なく、申請していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑩家族の世話の有無×現在通う大学を選択した理由 

◇大学を選択した理由については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数

が少ないことに留意が必要だが、「世話をしている家族」が「現在いる」場合、「現在はいな

いが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「実家から近い・通える範囲内にある」、「学費

が安い」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「自分のやりたい

ことができる・学べる」の割合が低く、「実家から近い・通える範囲内にある」の割合が高く

なっている。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

が

で

き

る

・

学

べ

る

社

会

で

役

立

つ

こ

と

が

学

べ

る

実

家

か

ら

近

い

・

通

え

る

範

囲

内

に

あ

る

学

費

が

安

い

時

間

的

に

講

義

等

に

出

席

し

や

す

い

そ

の

他

現在いる 6 50.0 16.7 50.0 33.3 0.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
8 75.0 25.0 12.5 12.5 0.0 12.5

現在も過去もい

ない
241 72.6 28.2 32.8 24.5 2.5 9.1

現在いる 596 72.8 28.7 27.3 13.6 2.0 10.4

現在はいない

が、過去にいた
391 71.4 28.4 22.5 13.6 2.3 16.6

現在も過去もい

ない
8,692 76.5 25.7 26.1 15.7 1.7 9.4

全国

熊本県
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⑪家族の世話の有無×大学の授業（履修している講義）への出席状況 

◇大学の授業（履修している講義）への出席状況については、世話をしている家族が「現在い

る（過去にいた）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在い

る」場合、「現在はいないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「ほとんど欠席しない」

の割合が低く、「たまに欠席する」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」

では「たまに欠席する」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

66.7

75.0

79.7

33.3

12.5

12.9

12.5 

7.5 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

65.6

65.2

70.3

21.0

22.0

16.5

13.4 

12.8 

13.2 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉



211 

⑫家族の世話の有無×大学の授業（履修している講義）への遅刻や早退の

状況 

◇大学の授業（履修している講義）への遅刻や早退の状況については、世話をしている家族が

「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が

「現在いる」場合、「現在はいないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「よくする」の

割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「たまにする」の割合が低く、

「よくする」の割合が高くなっている。 

 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

83.3

75.0

87.6

12.5

10.0

16.7 

12.5 

2.5 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

81.7

80.8

84.2

16.1

16.1

13.5

2.2 

3.1 

2.3 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑬家族の世話の有無×各取組に関する日々の時間確保状況 

◇大学の授業の受講については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が

少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現在はいないが、

過去にいた」、「いない」場合に比べて「確保できている」の割合が低く、「どちらともいえな

い」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「どちらともいえない」

の割合が高くなっている。 

 

■大学の授業の受講（ゼミ含む） 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

50.0

62.5

81.3

16.7

25.0

14.1

33.3 

1.7 1.7 

12.5 

1.2 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

62.6

58.1

66.7

24.5

29.2

25.4

5.9 

7.2 

4.1 

4.5 

3.6 

2.7 

1.2 

0.5 

0.5 

1.3 

1.5 

0.6 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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■大学の授業の予習復習、課題に取り組む時間 

◇大学の授業の予習復習、課題に取り組む時間については、世話をしている家族が「現在いる

（過去にいた）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」

場合、「現在はいないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「あまり確保できていない」、

「確保できていない」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「あ

まり確保できていない」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

33.3

25.0

31.1

16.7

37.5

38.6

12.5 

17.4 

33.3 

12.5 

8.7 

16.7 

12.5 

2.9 1.2 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

24.7

22.0

25.4

31.7

40.4

40.2

18.6 

14.3 

16.1 

17.8 

15.6 

13.6 

5.9 

6.1 

3.5 

1.3 

1.5 

1.3 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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■部活・サークル 

◇部活・サークルに取り組む時間については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」

の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現在は

いないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「どちらともいえない」、「確保できていな

い」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「確保出来ていない」

の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

25.0

19.9

25.0

10.4

16.7 

12.5 

4.6 5.8 

33.3 

5.8 

50.0 

37.5 

53.5 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

13.8

11.3

17.3

11.9

12.8

13.1

9.2 

6.9 

7.5 

7.7 

11.3 

7.3 

9.7 

10.7 

6.9 

47.7 

47.1 

47.9 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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■アルバイト・仕事 

◇アルバイト・仕事に取り組む時間については、世話をしている家族が「現在いる（過去にい

た）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現

在はいないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「確保できている」、「概ね確保できて

いる」の割合が低く、「あまり確保できていない」の割合が高くなっている。全国調査と比べ

ると「現在いる」では「あまり確保できていない」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

16.7

25.0

30.3

16.7

37.5

32.0

12.5 

5.4 

50.0 

12.5 

10.4 4.1 

16.7 

12.5 

17.8 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

29.9

23.8

32.6

24.7

25.3

26.9

9.6 

11.3 

7.7 

11.4 

12.5 

9.3 

7.2 

10.2 

5.4 

17.3 

16.9 

18.1 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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■就職活動（説明会、インターンへの応募・参加も含む） 

◇就職活動（説明会、インターンへの応募・参加も含む）に取り組む時間については、世話を

している家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話を

している家族が「現在いる」場合、「現在はいないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて

「確保できていない」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「確

保できていない」、「現在はいないが、過去にいた」では「概ね確保できている」の割合が高

くなっている。 

 

今回調査 

 
 

全国調査 

 

  

12.5

14.1

16.7

37.5

28.6

16.7 

21.2 

16.7 

12.5 

12.4 

33.3 

12.5 

7.1 

16.7 

25.0 

16.6 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

12.9

11.5

12.2

20.8

19.7

22.3

20.3 

16.6 

18.7 

18.3 

20.2 

18.2 

11.4 

13.3 

8.8 

16.9 

18.7 

19.7 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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■趣味・娯楽・交友 

◇趣味・娯楽・交友に取り組む時間については、世話をしている家族が「現在いる（過去にい

た）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現

在はいないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「あまり確保できていない」、「確保で

きていない」の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「あまり確保

できていない」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

  

16.7

25.0

35.3

25.0

37.3

16.7 

37.5 

12.0 

50.0 

12.5 

11.6 

16.7 

3.3 

0.4 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

25.3

19.7

29.4

30.0

32.0

34.8

15.6 

15.6 

14.6 

17.8 

20.2 

15.4 

9.2 

10.7 

5.0 

2.0 

1.8 

0.8 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

確保できている 概ね確保できている

どちらともいえない あまり確保できていない

確保できていない 希望しておらず実施・参加していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑭家族の世話の有無×普段の大学生活等においてあてはまること 

◇普段の大学生活等においてあてはまることについては、世話をしている家族が「現在いる（過

去にいた）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、「世話をしている家族」が「いる」場合、

「いない」場合に比べて「課題や予習復習ができていないことが多い」、「合宿等の行事を欠

席する」、「大学では 1 人で過ごすことが多い」、「友人と遊んだり、話したりする時間がない」

の割合が高くなっている。全国調査と比べると「現在いる」では「特にない」の割合が低く

なっている。 

 

 

 

  

（％）
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数
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し
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で
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が
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の
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物

が

多

い 部

活

・

サ
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ル

等

を
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む

こ

と

が

多

い

提

出

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

書

類

な

ど

の

提

出

が

遅

れ

る

こ

と

が

多

い

合

宿

等

の

行

事

を

欠

席

す

る

大

学

で

は

1

人

で

過

ご

す

こ

と

が

多

い

友

人

と

遊

ん

だ

り
、

話

し

た

り

す

る

時

間

が

な

い 特

に

な

い

現在いる 6 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 16.7 33.3 33.3 16.7

現在はいない

が、過去にいた
8 25.0 12.5 12.5 0.0 12.5 12.5 12.5 12.5 62.5

現在も過去もい

ない
241 3.3 14.5 6.2 4.6 11.2 0.8 22.0 22.4 53.5

現在いる 596 8.4 24.5 9.4 6.7 14.4 3.5 29.4 29.2 36.1

現在はいない

が、過去にいた
391 11.8 25.1 10.5 7.2 15.9 4.6 31.2 37.9 29.7

現在も過去もい

ない
8,692 7.0 20.4 6.1 5.1 9.8 2.4 24.7 27.6 45.5

全国

熊本県
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⑮家族の世話の有無×現在の悩みや困りごと 

◇現在の悩みや困りごとについては、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数

が少ないことに留意が必要だが、「世話をしている家族」が「いる」場合、「いない」場合に

比べて、「学業成績のこと」、「学費（授業料）など学校生活に必要なお金のこと」、「家庭の経

済的状況のこと」、「自分と家族との関係のこと」、「家族内の人間関係のこと（両親の仲が良

くないなど）」、「病気や障がいのある家族のこと」の割合が高くなっている。全国調査と比べ

ると「現在いる」では「学業成績のこと」、「家庭の経済的状況のこと」、「家族内の人間関係

のこと（両親の仲が良くないなど）」の割合が高くなっている。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

友

人

と

の

関

係

の

こ

と

学

業

成

績

の

こ

と

就

職

・

進

路

の

こ

と

部

活

動

・

サ

ー

ク

ル

活

動

の

こ

と

学

費
（

授

業

料
）

な

ど

学

校

生

活

に

必

要

な

お

金

の

こ

と

課

題

活

動

や

習

い

事

が

で

き

な

い

こ

と

ア

ル

バ

イ

ト

・

仕

事

の

こ

と

家

庭

の

経

済

的

状

況

の

こ

と

自

分

と

家

族

と

の

関

係

の

こ

と

家

族

内

の

人

間

関

係

の

こ

と
（

両

親

の

仲

が

良

く

な

い

な

ど

）

病

気

や

障

が

い

の

あ

る

家

族

の

こ

と

自

分

の

た

め

に

使

え

る

時

間

が

少

な

い

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

現在いる 6 0.0 50.0 66.7 0.0 33.3 16.7 16.7 50.0 33.3 50.0 33.3 33.3 0.0 16.7

現在はいない

が、過去にいた
8 25.0 37.5 100.0 12.5 12.5 12.5 25.0 25.0 0.0 25.0 12.5 25.0 0.0 0.0

現在も過去もい

ない
241 16.2 22.8 67.2 2.5 19.1 2.1 18.7 12.0 7.9 5.0 2.9 9.5 2.1 16.2

現在いる 596 18.1 32.6 76.8 8.7 35.9 7.0 31.9 33.1 24.5 21.3 21.0 26.0 4.4 4.5

現在はいない

が、過去にいた
391 20.7 29.4 79.3 9.5 34.8 10.2 33.2 29.4 23.0 18.4 12.3 21.7 6.1 5.4

現在も過去もい

ない
8,692 14.5 23.8 77.1 8.3 20.2 4.7 23.3 15.4 8.9 7.3 2.8 15.7 4.1 11.7

全国

熊本県
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⑯家族の世話の有無×悩みや困りごとの相談相手・話を聞いてくれる人の

有無 

◇悩みや困りごとの相談相手・話を聞いてくれる人の有無については、世話をしている家族が

「現在いる（過去にいた）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が

「現在いる」場合、「現在はいないが、過去にいた」、「いない」場合に比べて「聞いてくれる

人がいて、相談や話をしている」の割合が低く、「相談相手や話を聞いてくれる人がいない」、

「相談や話はしたくない」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

40.0

75.0

76.2

40.0

25.0

7.9

20.0 

15.8 

現在いる(n=5)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=202)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

相談相手や話を聞いてくれる人がいる 相談相手や話を聞いてくれる人がいない

相談や話はしたくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

44.1

48.4

53.4

35.3

29.2

35.8

11.6 

14.6 

6.3 

9.0 

7.8 

4.5 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=370)

現在も過去もいない(n=7672)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いてくれる人がいて、相談や話をしている

聞いてくれる人がいるが、相談や話はしていない（したくない）

聞いてくれる人がいないが、相談や話はしたい

聞いてくれる人はおらず、相談や話はしたくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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（２）家族の世話の有無による世話の状況の違い 

※性別について「その他」、「答えたくない」という回答はサンプル数が少ないためクロス集計

では対象外とする。 

①家族の世話の有無×世話を必要としている（していた）家族 

◇世話を必要としている（していた）家族については、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

 

②家族の世話の有無×世話を必要としている（していた）家族の状況 

■母親 

◇「母親」の状況については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりであ

る。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

き

ょ

う

だ

い

そ

の

他

現在いる 6 16.7 0.0 16.7 33.3 66.7 0.0

現在はいない

が、過去にいた
8 12.5 12.5 12.5 25.0 37.5 0.0

現在いる 596 39.8 24.3 33.7 16.4 26.5 4.2

現在はいない

が、過去にいた
391 28.6 14.6 31.5 18.4 26.6 5.4

全国

熊本県

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（

介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（

ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

現在いる 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

現在はいない
が、過去にいた

1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

現在いる 237 8.4 0.0 9.3 3.0 11.8 2.5 25.7 5.1 11.4 29.1

現在はいない
が、過去にいた

112 6.3 0.0 6.3 0.0 10.7 0.9 34.8 7.1 22.3 11.6

全国

熊本県
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■父親 

◇「父親」の状況については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりであ

る。 

 

 

■祖母 

◇「祖母」の状況については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりであ

る。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（

介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（

ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

現在いる 0 - - - - - - - - - -

現在はいない
が、過去にいた

1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 145 18.6 0.0 10.3 2.8 11.7 1.4 12.4 8.3 11.0 24.8

現在はいない
が、過去にいた

57 10.5 0.0 14.0 1.8 8.8 1.8 8.8 8.8 21.1 17.5

全国

熊本県

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（

介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（

ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

現在いる 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はいない
が、過去にいた

1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 201 88.1 0.0 28.9 23.4 14.9 0.5 5.5 0.0 1.5 6.0

現在はいない
が、過去にいた

123 77.2 0.0 56.9 46.3 13.0 0.8 2.4 1.6 6.5 1.6

全国

熊本県
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■祖父 

◇「祖父」の状況については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりであ

る。 

 

 

■きょうだい 

◇「きょうだい」の状況については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとお

りである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（

介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（

ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

現在いる 2 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はいない
が、過去にいた

2 100.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 98 90.8 0.0 25.5 21.4 7.1 1.0 2.0 1.0 3.1 4.1

現在はいない
が、過去にいた

72 75.0 0.0 59.7 25.0 15.3 1.4 2.8 2.8 8.3 4.2

全国

熊本県

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（

介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（

ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ

ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

現在いる 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 25.0

現在はいない
が、過去にいた

3 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 158 0.0 44.3 2.5 0.6 8.9 16.5 11.4 1.9 4.4 28.5

現在はいない
が、過去にいた

104 0.0 63.5 1.9 1.0 1.9 14.4 8.7 0.0 6.7 8.7

全国

熊本県
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③家族の世話の有無×行っている（行っていた）世話の内容 

■母親 

◇「母親」に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 
 

■父親 

◇「父親」に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 
 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

現在いる 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
1 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 237 66.7 11.8 5.9 24.9 11.4 37.6 20.7 3.8 9.3 8.4 20.7 5.9

現在はいない

が、過去にいた
112 76.8 17.0 9.8 24.1 17.0 53.6 29.5 2.7 11.6 6.3 9.8 3.6

全国

熊本県

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

現在いる 0 - - - - - - - - - - - -

現在はいない

が、過去にいた
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 145 57.9 7.6 7.6 17.2 11.7 19.3 16.6 1.4 8.3 7.6 20.0 9.0

現在はいない

が、過去にいた
57 54.4 10.5 15.8 12.3 19.3 19.3 29.8 5.3 14.0 12.3 14.0 7.0

全国

熊本県
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■祖母 

◇「祖母」に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

■祖父 

◇「祖父」に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

現在いる 1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

現在いる 201 50.2 3.5 19.4 35.8 24.4 36.3 52.7 0.0 6.5 14.9 3.0 4.0

現在はいない

が、過去にいた
123 53.7 2.4 38.2 30.1 28.5 37.4 65.0 0.8 3.3 16.3 1.6 1.6

全国

熊本県

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

現在いる 2 0.0 0.0 50.0 100.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
2 50.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 98 50.0 3.1 16.3 27.6 23.5 23.5 58.2 0.0 7.1 10.2 2.0 2.0

現在はいない

が、過去にいた
72 45.8 0.0 40.3 31.9 36.1 34.7 54.2 2.8 0.0 13.9 0.0 2.8

全国

熊本県
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■きょうだい 

◇「きょうだい」に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考

程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

④家族の世話の有無×一緒に世話を行っている（行っていた）人 

◇一緒に世話を行っている（行っていた）人については、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

現在いる 4 25.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
3 100.0 100.0 66.7 33.3 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在いる 158 63.9 34.2 11.4 21.5 7.0 33.5 40.5 1.9 5.1 2.5 10.1 5.7

現在はいない

が、過去にいた
104 53.8 36.5 11.5 23.1 4.8 26.0 52.9 0.0 1.9 2.9 1.9 2.9

全国

熊本県

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

き

ょ

う

だ

い

親

戚

の

人

自

分

の

み

福

祉

サ
ー

ビ

ス
（

ヘ

ル

パ

ー

な

ど
）

を

利

用

そ

の

他

現在いる 6 50.0 50.0 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0 0.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
8 75.0 25.0 25.0 25.0 25.0 12.5 0.0 37.5 0.0

現在いる 596 51.0 31.5 10.4 5.2 26.3 5.9 23.3 13.4 1.8

現在はいない

が、過去にいた
391 55.8 43.2 13.8 6.1 28.6 9.7 14.8 15.1 0.5

全国

熊本県
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⑤家族の世話の有無×世話をしている（世話をしていた）頻度 

◇世話をしている（していた）頻度については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

66.7

50.0 37.5

16.7 

12.5 

16.7 現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.3

46.8

18.5

26.1

16.4 

12.5 

17.1 

12.8 

2.7 

1.8 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑥家族の世話の有無×平日の世話時間 

◇平日の世話時間については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりであ

る。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

33.3

12.5

16.7

37.5

33.3 

12.5 

16.7 

25.0 12.5 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

36.9

26.1

34.7

38.4

17.6 

21.5 

4.5 

7.4 

6.2 

6.6 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満 7時間以上

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑦家族の世話の有無×世話を始めた時期 

◇世話を始めた時期については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

 

  

33.3 16.7

25.0

16.7 

25.0 25.0 12.5 

33.3 

12.5 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

8.2

10.7

5.9

12.3

9.6 

13.6 

11.7 

14.8 

20.6 

25.1 

44.0 

23.5 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑧家族の世話の有無×世話をしていることで、大学進学の際に苦労したこ

と・影響 

◇世話を始めた時期が大学入学以前と答えた人に対し、大学進学の際に苦労したことついて聞

いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

受

験

勉

強

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

学

費

等

の

制

約

や

経

済

的

な

不

安

が

あ
っ

た

実

家

か

ら

通

え

る

範

囲

等

の

通

学

面

の

制

約

が

あ

っ

た

家

族

等

か

ら

世

話

を

優

先

す

る

よ

う

求

め

ら

れ

た 進

学

す

る

か

働

く

か

迷

っ

た

大

学

以

外

の

進

学

先

と

迷

っ

た

そ

の

他

特

に

な

い

現在いる 4 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0

現在はいない

が、過去にいた
7 28.6 42.9 0.0 0.0 14.3 14.3 14.3 57.1

現在いる 334 22.5 28.1 17.7 12.0 12.6 6.9 5.7 43.7

現在はいない

が、過去にいた
299 20.7 25.1 8.0 9.4 11.7 7.4 7.0 52.8

全国

熊本県
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⑨家族の世話の有無×世話をしていることで、やりたかったができなかっ

たこと、あきらめたこと 

◇世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、あきらめたことについては、n

数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

⑩家族の世話の有無×世話をしていることで生ずる就職に関する不安 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

大

学

の

授

業

に

行

き

た

く

て

も

行

け

な

か
っ

た

単

位

を

と

れ

な

か
っ

た

、

留

年

・

休

学

し

た

課

題

・

予

習

復

習

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

留

学

を

あ

き

ら

め

た

睡

眠

が

十

分

に

取

れ

な

か
っ

た

友

人

と

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

部

活

動

・

サ

ー

ク

ル

活

動

が

で

き

な

か
っ

た

、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

課

外

活

動

・

習

い

事

が

で

き

な

か

っ

た
、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

ア

ル

バ

イ

ト

が

で

き

な

か
っ

た

就

職

先

・

進

路

の

変

更

を

考

え

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

・

変

更

し

た 一

人

暮

ら

し

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か
っ

た

恋

愛

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か

っ

た

自

分

の

時

間

が

取

れ

な

か
っ

た

そ

の

他

特

に

な

か
っ

た

現在いる 6 0.0 0.0 50.0 16.7 66.7 33.3 0.0 16.7 50.0 0.0 0.0 16.7 66.7 0.0 0.0

現在はいない

が、過去にいた
8 12.5 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0 12.5 12.5 12.5 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 37.5

現在いる 596 6.0 4.0 19.8 5.2 23.3 22.5 9.2 4.5 12.6 8.4 15.6 8.6 31.2 1.5 42.8

現在はいない

が、過去にいた
391 2.0 3.1 15.1 5.4 26.1 27.1 10.7 5.1 10.5 6.1 9.5 6.9 33.8 3.1 40.7

全国

熊本県

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

正

社

員

と

し

て

就

職

で

き

る

か

不

安

が

あ

る

休

ま

ず

働

け

る

か

不

安

が

あ

る

通

勤

で

き

る

地

域

が

限

ら

れ

る

働

け

る

時

間

帯

が

限

ら

れ

て

い

る

就

職

先

に

つ

い

て

考

え

る

時

間

が

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

現在いる 6 66.7 33.3 16.7 16.7 33.3 0.0 33.3 16.7

現在はいない

が、過去にいた
8 0.0 12.5 12.5 0.0 0.0 12.5 12.5 62.5

現在いる 596 16.4 12.6 16.8 8.4 8.2 2.3 13.4 50.5

現在はいない

が、過去にいた
391 10.0 9.7 8.2 4.9 7.2 1.5 12.0 61.6

全国

熊本県
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⑪家族の世話の有無×世話をすることで感じるきつさ 

◇世話をすることで感じるきつさについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以

下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

身

体

的

に

き

つ

い

精

神

的

に

き

つ

い

時

間

的

余

裕

が

な

い

特

に

き

つ

さ

を

感

じ

て

い

な

い

現在いる 6 0.0 66.7 33.3 33.3

現在はいない

が、過去にいた
8 37.5 75.0 25.0 12.5

現在いる 596 14.3 37.1 30.0 47.7

現在はいない

が、過去にいた
391 19.4 50.4 34.5 33.0

全国

熊本県
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⑫家族の世話の有無×世話について話を聞いてくれる人の有無 

◇世話について話を聞いてくれる人の有無については、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

75.0

80.0

25.0

20.0

現在いる(n=4)

現在はいないが、過去にいた

(n=5)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

54.1

57.3

45.9

42.7

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑬家族の世話の有無×大学や周りの大人に助けとほしいことや、必要とし

ている支援 

◇大学や周りの大人に助けてほしいことや必要な支援については、n 数が少ないため参考程度

となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

自

分

の

い

ま

の

状

況

に

つ

い

て

話

を

聞

い

て

ほ

し

い

家

族

の

お

世

話

に

つ

い

て

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

家

族

の

病

気

や

障

が

い

、

ケ

ア

の

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

す

べ

て

を

代

わ
っ

て

く

れ

る

人

や

サ
ー

ビ

ス

が

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

一

部

を

代

わ

っ

て

く

れ

る

人

や

サ

ー

ビ

ス

が

ほ

し

い

自

由

に

使

え

る

時

間

が

ほ

し

い

進

路

や

就

職

な

ど

将

来

の

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

大

学

の

勉

強

や

学

習

の

サ

ポ
ー

ト 家

庭

へ

の

経

済

的

な

支

援

学

費

へ

の

支

援

・

奨

学

金

等

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

現在いる 6 33.3 16.7 16.7 16.7 0.0 50.0 33.3 0.0 16.7 33.3 0.0 16.7 16.7

現在はいない

が、過去にいた
8 25.0 12.5 12.5 0.0 0.0 25.0 37.5 12.5 12.5 37.5 0.0 50.0 12.5

現在いる 596 23.2 12.4 6.5 8.4 3.2 27.0 29.0 18.0 23.0 27.7 2.2 26.8 9.2

現在はいない

が、過去にいた
391 19.4 7.9 4.9 5.9 1.5 25.1 27.1 19.4 24.0 29.2 3.1 25.3 11.8

全国

熊本県
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（３）家族の世話の有無によるヤングケアラーについて 

⑭家族の世話の有無×「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」の自覚 

◇ヤングケアラーの自覚については、世話をしている家族が「現在いる（過去にいた）」の n 数

が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「現在いる」場合、「現在はいないが、

過去にいた」、「いない」場合に比べて「現在あてはまる」、「わからない」の割合が高くなっ

ている。全国調査と比べると、「現在いる」、「現在いないが、過去にいた」では「あてはまら

ない」の割合が低くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

50.0

0.8

33.3

87.5

0.4

12.5 

93.4 

16.7 

5.4 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在あてはまる

現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う

あてはまらない

わからない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

26.7

3.8

1.2

14.3

52.2

2.3

37.9 

34.5 

92.2 

21.1 

9.5 

4.4 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在あてはまる

現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う

あてはまらない

わからない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑮家族の世話の有無×「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」という言

葉の認知度 

◇ヤングケアラーという言葉の認知度ついては、世話をしている家族が「現在いる（過去にい

た）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、世話をしている家族が「過去も現在もいない」

場合、「現在いる」、「現在はいないが、過去にいた」場合に比べて「聞いたことはない」の割

合が高くなっている。全国調査と比べると、「現在いる」、「現在いないが、過去にいた」では

「聞いたことはない」の割合が低くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

66.7

75.0

57.7

16.7

12.5

10.8

16.7 

12.5 

31.5 

現在いる(n=6)

現在はいないが、過去にいた

(n=8)

現在も過去もいない(n=241)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.8

55.5

46.1

14.3

13.8

15.3

39.9 

30.7 

38.6 

現在いる(n=596)

現在はいないが、過去にいた

(n=391)

現在も過去もいない(n=8692)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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6-2 性別×大学種別による状況の違い 

性別（男性、女性）×大学種別（国立、公立、私立）のクロス分析結果を記載する。 

 

（１）家庭や家族のことについて 

①性別×大学種別×家族の世話の有無 

◇家族の世話の有無については、性別及び大学種別ではあまり大きな差はみられなかった。全

国調査と同様の傾向となっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

※性別の設問については、「その他」、「答えたくない」の回答はサンプル数が少ないためクロス

集計では掲載していない。以降同様。  

2.4

2.6

3.0

1.8

2.4

3.1

4.7

4.8

4.8

94.5 

97.4 

100.0 

100.0 

97.0 

93.5 

100.0 

95.2 

92.7 

全体(n=255)

男性計(n=78)

男性 国立(n=2)

男性 公立(n=9)

男性 私立(n=67)

女性計(n=170)

女性 国立(n=4)

女性 公立(n=42)

女性 私立(n=124)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在いる 現在はいないが、過去にいた 現在も過去もいない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

6.2

5.3

2.7

3.0

6.7

6.4

4.6

5.1

7.2

4.0

3.3

2.8

3.0

3.6

4.3

3.3

4.7

4.5

89.8 

91.4 

94.5 

94.1 

89.7 

89.3 

92.1 

90.2 

88.3 

全体(n=9679)

男性計(n=3451)

男性 国立(n=1040)

男性 公立(n=202)

男性 私立(n=2209)

女性計(n=6001)

女性 国立(n=1175)

女性 公立(n=623)

女性 私立(n=4203)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在いる 現在はいないが、過去にいた 現在も過去もいない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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②性別×大学種別×行っている（行っていた）世話の内容 

■母親 

◇母親に対し行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保
育

所
等
へ
の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や
ト

イ
レ
、

食
事
の
お
世
話
な

ど
）

外
出
の
付
き
添
い

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚
痴

を
聞
く
、

話
し
相
手
に
な
る

な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

家
計
を
助
け
る
（

働
く
）

そ
の
他

男性 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 私立 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 1 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

女性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 私立 1 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

男性 109 65.1 12.8 7.3 19.3 7.3 25.7 19.3 0.0 11.9 5.5 13.8 7.3

男性 国立 22 77.3 18.2 9.1 18.2 9.1 40.9 31.8 0.0 9.1 9.1 9.1 0.0

男性 公立 4 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 私立 83 65.1 12.0 7.2 19.3 7.2 18.1 14.5 0.0 13.3 4.8 15.7 9.6

女性 224 72.8 14.3 7.6 27.7 16.1 49.6 25.9 4.9 9.4 9.4 19.6 4.5

女性 国立 28 82.1 14.3 10.7 28.6 32.1 57.1 25.0 7.1 10.7 7.1 7.1 3.6

女性 公立 16 87.5 18.8 12.5 37.5 25.0 68.8 12.5 0.0 0.0 25.0 31.3 0.0

女性 私立 180 70.0 13.9 6.7 26.7 12.8 46.7 27.2 5.0 10.0 8.3 20.6 5.0

熊本県

全国
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■父親 

◇父親に対し行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保
育

所
等
へ
の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や
ト

イ
レ
、

食
事
の
お
世
話
な

ど
）

外
出
の
付
き
添
い

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚
痴

を
聞
く
、

話
し
相
手
に
な
る

な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

家
計
を
助
け
る
（

働
く
）

そ
の
他

男性 0 - - - - - - - - - - - -

男性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 私立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 私立 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 84 45.2 9.5 8.3 16.7 10.7 11.9 16.7 2.4 13.1 7.1 22.6 14.3

男性 国立 11 54.5 18.2 9.1 18.2 0.0 18.2 27.3 9.1 18.2 0.0 9.1 0.0

男性 公立 4 25.0 0.0 25.0 50.0 50.0 0.0 75.0 25.0 25.0 50.0 0.0 0.0

男性 私立 69 44.9 8.7 7.2 14.5 10.1 11.6 11.6 0.0 11.6 5.8 26.1 17.4

女性 107 64.5 7.5 11.2 15.0 15.9 23.4 23.4 2.8 7.5 9.3 16.8 4.7

女性 国立 16 68.8 0.0 18.8 25.0 31.3 31.3 25.0 6.3 0.0 25.0 12.5 6.3

女性 公立 5 80.0 0.0 20.0 20.0 0.0 60.0 20.0 0.0 20.0 0.0 40.0 0.0

女性 私立 86 62.8 9.3 9.3 12.8 14.0 19.8 23.3 2.3 8.1 7.0 16.3 4.7

熊本県

全国
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■祖母 

◇祖母に対し行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保
育

所
等
へ
の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や
ト

イ
レ
、

食
事
の
お
世
話
な

ど
）

外
出
の
付
き
添
い

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚
痴

を
聞
く
、

話
し
相
手
に
な
る

な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

家
計
を
助
け
る
（

働
く
）

そ
の
他

男性 0 - - - - - - - - - - - -

男性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 私立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

女性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 私立 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

男性 112 41.1 3.6 17.9 28.6 25.9 28.6 55.4 0.0 4.5 8.9 2.7 2.7

男性 国立 18 22.2 0.0 27.8 22.2 16.7 44.4 66.7 0.0 0.0 5.6 0.0 0.0

男性 公立 2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 私立 92 45.7 4.3 16.3 29.3 28.3 23.9 53.3 0.0 5.4 9.8 3.3 3.3

女性 199 56.3 2.5 31.7 36.7 26.6 42.2 60.3 0.5 5.5 19.1 2.0 3.0

女性 国立 24 62.5 8.3 33.3 37.5 29.2 33.3 75.0 0.0 12.5 16.7 0.0 8.3

女性 公立 19 52.6 5.3 47.4 36.8 10.5 63.2 73.7 5.3 0.0 15.8 0.0 5.3

女性 私立 156 55.8 1.3 29.5 36.5 28.2 41.0 56.4 0.0 5.1 19.9 2.6 1.9

熊本県

全国
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■祖父 

◇祖父に対し行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保
育

所
等
へ
の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や
ト

イ
レ
、

食
事
の
お
世
話
な

ど
）

外
出
の
付
き
添
い

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚
痴

を
聞
く
、

話
し
相
手
に
な
る

な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

家
計
を
助
け
る
（

働
く
）

そ
の
他

男性 1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 私立 1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 3 33.3 0.0 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 私立 3 33.3 0.0 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 61 42.6 1.6 26.2 26.2 21.3 19.7 49.2 1.6 1.6 1.6 1.6 3.3

男性 国立 12 50.0 0.0 41.7 25.0 8.3 41.7 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 公立 3 66.7 0.0 33.3 33.3 33.3 33.3 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 私立 46 39.1 2.2 21.7 26.1 23.9 13.0 47.8 0.0 2.2 2.2 2.2 4.3

女性 101 50.5 2.0 25.7 32.7 33.7 33.7 62.4 1.0 5.0 17.8 0.0 1.0

女性 国立 22 50.0 4.5 22.7 18.2 27.3 36.4 68.2 4.5 4.5 22.7 0.0 0.0

女性 公立 5 100.0 0.0 20.0 20.0 0.0 20.0 40.0 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0

女性 私立 74 47.3 1.4 27.0 37.8 37.8 33.8 62.2 0.0 5.4 16.2 0.0 1.4

熊本県

全国
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■きょうだい 

◇きょうだいに対し行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考

程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
事
（

食
事
の
準
備
や
掃

除
、

洗
濯
）

き
ょ

う
だ
い
の
世
話
や
保
育

所
等
へ
の
送
迎
な
ど

身
体
的
な
介
護
（

入
浴
や
ト

イ
レ
、

食
事
の
お
世
話
な

ど
）

外
出
の
付
き
添
い

通
院
の
付
き
添
い

感
情
面
の
サ
ポ
ー

ト
（

愚
痴

を
聞
く
、

話
し
相
手
に
な
る

な
ど
）

見
守
り

通
訳
（

日
本
語
や
手
話
な

ど
）

金
銭
管
理

薬
の
管
理

家
計
を
助
け
る
（

働
く
）

そ
の
他

男性 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - - - - - -

男性 私立 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 5 60.0 60.0 40.0 40.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 国立 0 - - - - - - - - - - - -

女性 公立 2 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 私立 3 33.3 33.3 33.3 66.7 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 56 57.1 32.1 14.3 26.8 10.7 17.9 39.3 3.6 5.4 5.4 8.9 7.1

男性 国立 13 69.2 46.2 30.8 30.8 7.7 30.8 23.1 7.7 7.7 7.7 7.7 0.0

男性 公立 3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0

男性 私立 4 55.0 30.0 7.5 25.0 12.5 15.0 42.5 2.5 5.0 5.0 7.5 10.0

女性 198 59.6 34.8 10.6 20.7 4.5 34.3 47.5 0.5 3.0 2.0 5.6 4.0

女性 国立 27 51.9 33.3 3.7 11.1 0.0 33.3 51.9 0.0 0.0 3.7 7.4 3.7

女性 公立 21 57.1 52.4 14.3 14.3 0.0 38.1 47.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 私立 150 61.3 32.7 11.3 23.3 6.0 34.0 46.7 0.7 4.0 2.0 6.0 4.7

熊本県

全国
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③性別×大学種別×世話を始めた時期 

◇世話を始めた時期については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

今回調査 

 
全国調査 

  

14.3 

0.0 

0.0 

18.2 

0.0 

22.2 

21.4

50.0

50.0

18.2

50.0

11.1

21.4 

18.2 

50.0 

11.1 

14.3 

18.2 

22.2 

7.1 

9.1 

11.1 

21.4 

50.0 

50.0 

18.2 

22.2 

全体(n=14)

男性計(n=2)

男性 国立(n=2)

男性 公立(n=9)

男性 私立(n=67)

女性計(n=11)

女性 国立(n=0)

女性 公立(n=2)

女性 私立(n=9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

9.2

10.5

10.5

11.0

8.2

10.8

3.3

8.4

8.4

6.8

5.3

7.5

8.9

4.3

13.1

9.2

11.1 

9.5 

14.0 

8.3 

8.4 

12.3 

17.2 

18.0 

10.6 

13.0 

13.5 

22.8 

16.7 

11.0 

12.3 

7.5 

16.4 

12.7 

22.4 

26.0 

22.8 

58.3 

25.1 

21.3 

32.3 

18.0 

19.6 

35.9 

33.8 

24.6 

16.7 

37.0 

37.1 

28.0 

31.1 

39.6 

全体(n=987)

男性計(n=296)

男性 国立(n=57)

男性 公立(n=12)

男性 私立(n=227)

女性計(n=644)

女性 国立(n=93)

女性 公立(n=61)

女性 私立(n=490)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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④性別×大学種別×世話をしている（していた）頻度 

◇世話をしている（していた）頻度については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 

全国調査 

 

  

57.1 

0.0 

0.0 

50.0 

3.0 

54.5 

0.0 

50.0 

55.6 

21.4

27.3

50.0

22.2

14.3 

50.0 

97.0 

9.1 

11.1 

7.1 

9.1 

11.1 

全体(n=14)

男性計(n=0)

男性 国立(n=0)

男性 公立(n=2)

男性 私立(n=67)

女性計(n=11)

女性 国立(n=0)

女性 公立(n=2)

女性 私立(n=9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.9

34.5

29.8

25.0

36.1

50.8

49.5

44.3

51.8

21.5

19.9

14.0

25.0

21.1

22.4

21.5

31.1

21.4

14.9 

19.3 

24.6 

8.3 

18.5 

13.2 

14.0 

16.4 

12.7 

15.4 

24.3 

31.6 

33.3 

22.0 

11.2 

11.8 

8.2 

11.4 

2.3 

2.0 

0.0 

8.3 

2.2 

2.5 

3.2 

0.0 

2.7 

全体(n=987)

男性計(n=296)

男性 国立(n=57)

男性 公立(n=12)

男性 私立(n=227)

女性計(n=644)

女性 国立(n=93)

女性 公立(n=61)

女性 私立(n=490)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑤性別×大学種別×平日１日あたりに世話に費やす時間 

◇平日１日あたりに世話に費やす時間については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果

は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

21.4 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

18.2 

0.0 

22.2 

28.6

50.0

50.0

27.3

50.0

22.2

21.4 

18.2 

22.2 

21.4 

27.3 

50.0 

22.2 

7.1 

9.1 

11.1 

全体(n=14)

男性計(n=2)

男性 国立(n=0)

男性 公立(n=0)

男性 私立(n=2)

女性計(n=11)

女性 国立(n=0)

女性 公立(n=2)

女性 私立(n=9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

32.6

43.2

45.6

66.7

41.4

27.8

34.4

26.2

26.7

36.2

35.8

40.4

16.7

36.8

36.8

32.3

36.1

37.8

19.1 

11.8 

10.5 

8.3 

12.3 

23.0 

18.3 

27.9 

23.3 

5.7 

3.7 

1.7 

4.4 

5.9 

9.7 

4.9 

5.3 

6.4 

5.4 

1.8 

8.3 

6.2 

6.5 

5.4 

4.9 

6.9 

全体(n=987)

男性計(n=296)

男性 国立(n=57)

男性 公立(n=12)

男性 私立(n=227)

女性計(n=644)

女性 国立(n=93)

女性 公立(n=61)

女性 私立(n=490)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満 7時間以上

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑥性別×大学種別×世話をしていることで、大学進学の際に苦労したこ

と・影響 

◇世話を始めた時期が大学入学以前と答えた人に対し、世話をしていることで大学進学の際に

苦労したこと・影響を聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のと

おりである。 

 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

受

験

勉

強

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

学

費

等

の

制

約

や

経

済

的

な

不

安

が

あ
っ

た

実

家

か

ら

通

え

る

範

囲

等

の

通

学

面

の

制

約

が

あ

っ

た

家

族

等

か

ら

世

話

を

優

先

す

る

よ

う

求

め

ら

れ

た 進

学

す

る

か

働

く

か

迷

っ

た

大

学

以

外

の

進

学

先

と

迷

っ

た

そ

の

他

特

に

な

い

全体 11 27.3 36.4 18.2 0.0 9.1 18.2 9.1 54.5

男性 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - -

男性 私立 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

女性 9 22.2 33.3 0.0 0.0 11.1 11.1 11.1 66.7

女性 国立 0 - - - - - - - -

女性 公立 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

女性 私立 7 14.3 28.6 0.0 0.0 14.3 14.3 14.3 71.4

全体 633 21.6 26.7 13.1 10.7 12.2 7.1 6.3 48.0

男性 196 17.3 18.4 9.7 8.7 12.8 7.1 3.6 56.1

男性 国立 43 14.0 14.0 20.9 11.6 14.0 7.0 2.3 53.5

男性 公立 10 30.0 20.0 10.0 10.0 20.0 0.0 0.0 50.0

男性 私立 143 17.5 19.6 6.3 7.7 11.9 7.7 4.2 57.3

女性 405 23.0 29.9 15.3 11.6 12.1 7.4 6.7 45.4

女性 国立 67 31.3 29.9 16.4 10.4 11.9 4.5 9.0 44.8

女性 公立 42 21.4 33.3 16.7 4.8 16.7 11.9 2.4 47.6

女性 私立 296 21.3 29.4 14.9 12.8 11.5 7.4 6.8 45.3

熊本県

全国
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⑦性別×大学種別×世話をしていることで生ずる就職に関する不安 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 
 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

正

社

員

と

し

て

就

職

で

き

る

か

不

安

が

あ

る

休

ま

ず

働

け

る

か

不

安

が

あ

る

通

勤

で

き

る

地

域

が

限

ら

れ

る

働

け

る

時

間

帯

が

限

ら

れ

て

い

る

就

職

先

に

つ

い

て

考

え

る

時

間

が

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

全体 14 28.6 21.4 14.3 7.1 14.3 7.1 21.4 42.9

男性 2 100.0 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - -

男性 私立 2 100.0 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

女性 11 9.1 9.1 9.1 0.0 0.0 9.1 27.3 54.5

女性 国立 0 - - - - - - - -

女性 公立 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

女性 私立 9 11.1 11.1 11.1 0.0 0.0 0.0 33.3 55.6

全体 987 13.9 11.4 13.4 7.0 7.8 2.0 12.9 54.9

男性 296 13.9 10.5 10.1 7.1 7.1 2.0 11.1 60.8

男性 国立 57 10.5 14.0 14.0 7.0 5.3 7.0 8.8 61.4

男性 公立 12 0.0 8.3 25.0 8.3 8.3 0.0 33.3 41.7

男性 私立 227 15.4 9.7 8.4 7.0 7.5 0.9 10.6 61.7

女性 644 12.9 10.7 15.1 7.1 7.3 1.7 13.4 53.7

女性 国立 93 6.5 8.6 12.9 1.1 4.3 0.0 15.1 58.1

女性 公立 61 11.5 8.2 14.8 8.2 3.3 1.6 11.5 62.3

女性 私立 490 14.3 11.4 15.5 8.2 8.4 2.0 13.3 51.8

熊本県

全国
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⑧性別×大学種別×世話をすることで感じるきつさ 

◇世話をしていることで感じるきつさについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果

は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

身

体

的

に

き

つ

い

精

神

的

に

き

つ

い

時

間

的

余

裕

が

な

い

特

に

き

つ

さ

を

感

じ

て

い

な

い

全体 14 21.4 71.4 28.6 21.4

男性 2 0.0 100.0 50.0 0.0

男性 国立 0 - - - -

男性 公立 0 - - - -

男性 私立 2 0.0 100.0 50.0 0.0

女性 11 27.3 63.6 18.2 27.3

女性 国立 0 - - - -

女性 公立 2 50.0 100.0 50.0 0.0

女性 私立 9 22.2 55.6 11.1 33.3

全体 987 16.3 42.4 31.8 41.8

男性 296 13.5 26.4 25.0 54.7

男性 国立 57 14.0 26.3 22.8 54.4

男性 公立 12 8.3 41.7 25.0 50.0

男性 私立 227 13.7 25.6 25.6 55.1

女性 644 16.8 47.7 34.0 37.3

女性 国立 93 11.8 50.5 24.7 39.8

女性 公立 61 8.2 37.7 32.8 47.5

女性 私立 490 18.8 48.4 35.9 35.5

熊本県

全国
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⑨性別×大学種別×ご自身が世話をする理由 

◇ご自身が世話をする理由については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のと

おりである。 

 
 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

自

分

が

お

世

話

を

し

た

い

と

思

う

た

め

自

分

が

お

世

話

を

し

な

い

と

家

族

が

困

る

た

め

ほ

か

に

お

世

話

を

で

き

る

人

が

い

な

い

た

め

ほ

か

の

家

族

や

親

せ

き

等

か

ら

世

話

を

す

る

よ

う

に

言

わ

れ

て

い

る

た

め

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

・

考

え

た

こ

と

が

な

い

全体 14 28.6 71.4 50.0 28.6 0.0 21.4

男性 2 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - -

男性 私立 2 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0

女性 11 36.4 63.6 45.5 27.3 0.0 27.3

女性 国立 0 - - - - - -

女性 公立 2 50.0 100.0 50.0 50.0 0.0 0.0

女性 私立 9 33.3 55.6 44.4 22.2 0.0 33.3

全体 987 25.2 46.9 27.0 13.4 4.1 23.7

男性 296 22.3 36.1 18.9 10.1 3.7 35.8

男性 国立 57 19.3 40.4 26.3 15.8 1.8 35.1

男性 公立 12 33.3 41.7 8.3 0.0 0.0 33.3

男性 私立 227 22.5 34.8 17.6 9.3 4.4 36.1

女性 644 27.5 51.7 30.4 14.1 3.9 18.2

女性 国立 93 24.7 64.5 33.3 15.1 5.4 17.2

女性 公立 61 32.8 55.7 27.9 18.0 3.3 13.1

女性 私立 490 27.3 48.8 30.2 13.5 3.7 19.0

熊本県

全国
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⑩性別×大学種別×世話について相談した経験の有無 

◇世話について相談した経験の有無については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

 

  

35.7 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

36.4 

0.0 

44.4 

64.3

50.0

50.0

63.6

100.0

55.6

全体(n=14)

男性計(n=2)

男性 国立(n=0)

男性 公立(n=0)

男性 私立(n=2)

女性計(n=11)

女性 国立(n=0)

女性 公立(n=2)

女性 私立(n=9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

33.4

19.9

24.6

8.3

19.4

40.2

33.3

52.5

40.0

66.6

80.1

75.4

91.7

80.6

59.8

66.7

47.5

60.0

全体(n=987)

男性計(n=296)

男性 国立(n=57)

男性 公立(n=12)

男性 私立(n=227)

女性計(n=644)

女性 国立(n=93)

女性 公立(n=61)

女性 私立(n=490)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑪性別×大学種別×世話についての相談相手 

◇世話についての相談相手については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のと

おりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

族
（

父
、

母
、

祖

父

、

祖

母
、

き
ょ

う

だ

い

）

親

戚
（

お

じ

、

お

ば

な

ど

）

友

人

交

際

相

手
、

配

偶

者

大

学

の

指

導

教

員

大

学

の

学

生

相

談

室

や

キ

ャ

リ

ア

支

援

室

・

保

健

セ

ン

タ
ー

そ

の

他

の

大

学

の

職

員

・

機

関

医

師

や

看

護

師
、

そ

の

他

病

院

の

人

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ
ー

や

ケ

ア

マ

ネ
ー

ジ

ャ

ー

、

福

祉

サ
ー

ビ

ス

の

人

役

所

の

人
（

自

治

体

の

保

健

セ

ン

タ

ー

等

含

む

）

近

所

の

人

S

N

S

上

で

の

知

り

合

い そ

の

他

全体 5 80.0 0.0 80.0 0.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

男性 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - - - - - - -

男性 私立 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

女性 4 100.0 0.0 75.0 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0

女性 国立 0 - - - - - - - - - - - - -

女性 公立 0 - - - - - - - - - - - - -

女性 私立 4 100.0 0.0 75.0 0.0 50.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0

全体 330 52.4 14.8 49.7 16.7 11.5 12.7 1.8 4.5 4.5 3.6 2.4 4.5 7.3

男性 59 67.8 13.6 39.0 10.2 5.1 8.5 1.7 3.4 3.4 6.8 5.1 3.4 1.7

男性 国立 14 78.6 21.4 14.3 21.4 14.3 21.4 7.1 0.0 7.1 7.1 0.0 0.0 0.0

男性 公立 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

男性 私立 44 63.6 9.1 47.7 6.8 2.3 4.5 0.0 2.3 0.0 6.8 6.8 4.5 2.3

女性 259 49.8 15.1 51.4 18.1 12.7 13.5 1.9 4.2 5.0 2.7 1.9 4.2 8.5

女性 国立 31 41.9 16.1 61.3 16.1 9.7 6.5 0.0 6.5 9.7 3.2 3.2 0.0 19.4

女性 公立 32 50.0 28.1 43.8 21.9 12.5 18.8 3.1 0.0 0.0 0.0 0.0 3.1 0.0

女性 私立 196 51.0 12.8 51.0 17.9 13.3 13.8 2.0 4.6 5.1 3.1 2.0 5.1 8.2

熊本県

全国
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⑫性別×大学種別×大学や周りの大人に助けてほしいこと、必要としてい

る支援 

◇大学や周りの大人に助けてほしいこと、必要としている支援については、n 数が少ないため

参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

自

分

の

い

ま

の

状

況

に

つ

い

て

話

を

聞

い

て

ほ

し

い

家

族

の

お

世

話

に

つ

い

て

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

家

族

の

病

気

や

障

が

い

、

ケ

ア

の

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

す

べ

て

を

代

わ
っ

て

く

れ

る

人

や

サ
ー

ビ

ス

が

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

一

部

を

代

わ

っ

て

く

れ

る

人

や

サ

ー

ビ

ス

が

ほ

し

い

自

由

に

使

え

る

時

間

が

ほ

し

い

進

路

や

就

職

な

ど

将

来

の

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

大

学

の

勉

強

や

学

習

の

サ

ポ
ー

ト 家

庭

へ

の

経

済

的

な

支

援

学

費

へ

の

支

援

・

奨

学

金

等

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

全体 14 28.6 14.3 14.3 7.1 0.0 35.7 35.7 7.1 14.3 35.7 0.0 35.7 14.3

男性 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

男性 国立 0 - - - - - - - - - - - - -

男性 公立 0 - - - - - - - - - - - - -

男性 私立 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0

女性 11 27.3 9.1 18.2 9.1 0.0 27.3 36.4 9.1 9.1 27.3 0.0 45.5 9.1

女性 国立 0 - - - - - - - - - - - - -

女性 公立 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

女性 私立 9 33.3 11.1 22.2 11.1 0.0 22.2 33.3 0.0 11.1 22.2 0.0 44.4 11.1

全体 987 21.7 10.6 5.9 7.4 2.5 26.2 28.3 18.5 23.4 28.3 2.5 26.2 10.2

男性 296 17.6 6.4 4.1 6.1 0.3 20.6 22.3 14.5 15.9 23.6 1.7 33.4 11.5

男性 国立 57 17.5 3.5 3.5 8.8 1.8 24.6 28.1 14.0 19.3 17.5 3.5 42.1 7.0

男性 公立 12 8.3 8.3 8.3 8.3 0.0 25.0 25.0 8.3 25.0 16.7 0.0 25.0 25.0

男性 私立 227 18.1 7.0 4.0 5.3 0.0 19.4 20.7 15.0 14.5 25.6 1.3 31.7 11.9

女性 644 23.0 12.1 6.2 7.3 3.3 28.4 30.7 20.0 26.2 30.4 2.6 23.6 9.5

女性 国立 93 24.7 16.1 9.7 9.7 3.2 26.9 25.8 17.2 26.9 22.6 1.1 31.2 6.5

女性 公立 61 18.0 11.5 4.9 4.9 4.9 23.0 26.2 13.1 27.9 36.1 1.6 24.6 9.8

女性 私立 490 23.3 11.4 5.7 7.1 3.1 29.4 32.2 21.4 25.9 31.2 3.1 22.0 10.0

熊本県

全国
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6-3 家族構成による世話の状況の違い 

（１）家庭や家族のことについて 

①家族構成×世話を必要としている家族 

◇世話を必要としている家族については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下の

とおりである。 

 
 

※家族構成の軸に関しては、 

母親 、 父親 、祖母、祖父の有無で分類をしており、「祖父母のみ世帯」は、 母親 、父親 ともに同居

しておらず、祖母、祖父の両方またはいずれかと同居している人を指す（きょうだいはいる人を含む）。 

「二世代世帯」は ふたり親家庭 を指す。以降同様。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

き

ょ

う

だ

い

そ

の

他

全体 14 14.3 7.1 14.3 28.6 50.0 0.0

二世代世帯 4 0.0 0.0 25.0 0.0 75.0 0.0

三世代世帯 0 - - - - - -

ひとり親世帯 5 20.0 20.0 0.0 40.0 40.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - -

その他、一人暮

らし等
1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

全体 987 35.4 20.5 32.8 17.2 26.5 4.7

二世代世帯 335 38.2 21.8 26.9 14.3 24.5 3.9

三世代世帯 149 20.8 12.8 58.4 32.2 18.1 6.0

ひとり親世帯 121 43.8 14.0 22.3 9.1 27.3 3.3

祖父母のみ世帯 19 10.5 15.8 63.2 31.6 21.1 10.5

その他、一人暮

らし等
363 37.2 24.8 29.8 15.7 32.0 5.0

熊本県

全国
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②家族構成×行っている（行っていた）世話の内容 

■母親 

◇母親に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となる

が、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 2 100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

二世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

三世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

ひとり親世帯 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
0 - - - - - - - - - - - -

全体 349 69.9 13.5 7.2 24.6 13.2 42.7 23.5 3.4 10.0 7.7 17.2 5.2

二世代世帯 128 75.0 12.5 7.0 27.3 18.8 43.8 27.3 3.9 7.0 7.8 13.3 4.7

三世代世帯 31 77.4 16.1 6.5 45.2 12.9 32.3 16.1 0.0 9.7 16.1 12.9 6.5

ひとり親世帯 53 84.9 13.2 7.5 32.1 17.0 54.7 28.3 1.9 13.2 11.3 26.4 1.9

祖父母のみ世帯 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他、一人暮

らし等
135 58.5 14.1 7.4 14.8 5.9 39.3 18.5 4.4 11.9 4.4 18.5 6.7

熊本県

全国
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■父親 

◇父親に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となる

が、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

二世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

三世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

ひとり親世帯 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
0 - - - - - - - - - - - -

全体 202 56.9 8.4 9.9 15.8 13.9 19.3 20.3 2.5 9.9 8.9 18.3 8.4

二世代世帯 73 67.1 2.7 8.2 15.1 11.0 19.2 20.5 2.7 5.5 8.2 16.4 12.3

三世代世帯 19 42.1 21.1 15.8 21.1 21.1 15.8 31.6 0.0 5.3 5.3 31.6 0.0

ひとり親世帯 17 70.6 17.6 23.5 17.6 29.4 29.4 23.5 0.0 0.0 17.6 5.9 0.0

祖父母のみ世帯 3 66.7 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他、一人暮

らし等
90 48.9 7.8 7.8 15.6 11.1 18.9 16.7 3.3 16.7 8.9 20.0 8.9

熊本県

全国
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■祖母 

◇祖母に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となる

が、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

二世代世帯 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

三世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

ひとり親世帯 0 - - - - - - - - - - - -

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
0 - - - - - - - - - - - -

全体 324 51.5 3.1 26.5 33.6 25.9 36.7 57.4 0.3 5.2 15.4 2.5 3.1

二世代世帯 90 40.0 1.1 26.7 32.2 28.9 27.8 56.7 0.0 4.4 16.7 2.2 4.4

三世代世帯 87 60.9 3.4 24.1 32.2 24.1 35.6 56.3 0.0 6.9 20.7 1.1 2.3

ひとり親世帯 27 55.6 0.0 44.4 25.9 37.0 37.0 63.0 0.0 11.1 29.6 3.7 3.7

祖父母のみ世帯 12 66.7 8.3 0.0 41.7 33.3 50.0 50.0 0.0 8.3 8.3 8.3 0.0

その他、一人暮

らし等
108 50.9 4.6 26.9 37.0 21.3 43.5 58.3 0.9 2.8 7.4 2.8 2.8

熊本県

全国
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■祖父 

◇祖父に行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となる

が、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 4 25.0 0.0 75.0 50.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

二世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

三世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

ひとり親世帯 2 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 170 48.2 1.8 26.5 29.4 28.8 28.2 56.5 1.2 4.1 11.8 1.2 2.4

二世代世帯 48 37.5 2.1 31.3 41.7 37.5 33.3 66.7 2.1 6.3 16.7 0.0 2.1

三世代世帯 48 60.4 0.0 22.9 20.8 22.9 31.3 50.0 0.0 4.2 8.3 0.0 2.1

ひとり親世帯 11 54.5 0.0 45.5 54.5 72.7 45.5 63.6 0.0 9.1 9.1 9.1 0.0

祖父母のみ世帯 6 83.3 0.0 16.7 0.0 16.7 16.7 16.7 16.7 0.0 0.0 16.7 0.0

その他、一人暮

らし等
57 42.1 3.5 22.8 24.6 19.3 19.3 56.1 0.0 1.8 12.3 0.0 3.5

熊本県

全国
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■きょうだい 

◇きょうだいに行っている（行っていた）世話の内容については、n 数が少ないため参考程度

となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 7 57.1 57.1 28.6 28.6 0.0 0.0 85.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

二世代世帯 3 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

三世代世帯 0 - - - - - - - - - - - -

ひとり親世帯 2 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
0 - - - - - - - - - - - -

全体 262 59.9 35.1 11.5 22.1 6.1 30.5 45.4 1.1 3.8 2.7 6.9 4.6

二世代世帯 82 62.2 40.2 11.0 22.0 4.9 31.7 48.8 0.0 1.2 1.2 7.3 6.1

三世代世帯 27 44.4 29.6 14.8 25.9 3.7 37.0 51.9 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7

ひとり親世帯 33 63.6 42.4 15.2 33.3 12.1 27.3 42.4 6.1 9.1 3.0 12.1 3.0

祖父母のみ世帯 4 75.0 50.0 0.0 0.0 25.0 25.0 50.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0

その他、一人暮

らし等
116 60.3 30.2 10.3 19.0 5.2 29.3 42.2 0.9 4.3 3.4 6.9 4.3

熊本県

全国
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③家族構成×一緒に世話を行っている人 

◇一緒に世話を行っている人については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下の

とおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

き

ょ

う

だ

い

親

戚

の

人

自

分

の

み

福

祉

サ
ー

ビ

ス
（

ヘ

ル

パ

ー

な

ど
）

を

利

用

そ

の

他

全体 14 64.3 35.7 14.3 14.3 21.4 7.1 21.4 21.4 0.0

二世代世帯 4 100.0 75.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0

三世代世帯 0 - - - - - - - - -

ひとり親世帯 5 60.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 40.0 20.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
1 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0

全体 987 52.9 36.2 11.8 5.6 27.3 7.4 20.2 14.1 1.3

二世代世帯 335 50.4 43.9 8.4 3.0 25.4 6.9 21.2 9.9 1.2

三世代世帯 149 70.5 37.6 22.1 8.1 28.9 4.0 6.7 26.2 0.7

ひとり親世帯 121 36.4 14.0 5.0 1.7 27.3 8.3 30.6 14.9 1.7

祖父母のみ世帯 19 26.3 15.8 21.1 0.0 15.8 5.3 26.3 10.5 5.3

その他、一人暮

らし等
363 54.8 36.9 12.4 8.5 28.9 9.1 20.4 12.9 1.4

熊本県

全国
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④家族構成×世話をしている（していた）頻度 

◇世話をしている（していた）頻度については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

  

57.1 

75.0 

0.0 

20.0 

0.0 

100.0 

21.4

25.0

40.0

14.3 

40.0 

7.1 全体(n=14)

二世代世帯(n=4)

三世代世帯(n=0)

ひとり親世帯(n=5)

祖父母のみ世帯(n=0)

その他、一人暮らし等(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.9

45.7

50.3

56.2

42.1

41.0

21.5

20.3

26.8

17.4

31.6

21.2

14.9 

15.8 

16.1 

19.0 

5.3 

12.7 

15.4 

17.6 

6.0 

5.8 

15.8 

20.4 

2.3 

0.6 

0.7 

1.7 

5.3 

4.7 

全体(n=987)

二世代世帯(n=335)

三世代世帯(n=149)

ひとり親世帯(n=121)

祖父母のみ世帯(n=19)

その他、一人暮らし等(n=363)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑤家族構成×平日１日あたりに世話に費やす時間 

◇平日１日あたりに世話に費やす時間については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果

は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

  

21.4 

25.0 

0.0 

40.0 

0.0 

28.6

25.0

60.0

21.4 

25.0 

100.0 

21.4 

25.0 

7.1 全体(n=14)

二世代世帯(n=4)

三世代世帯(n=0)

ひとり親世帯(n=5)

祖父母のみ世帯(n=0)

その他、一人暮らし等(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

32.6

31.9

36.9

17.4

26.3

36.9

36.2

36.1

37.6

38.0

36.8

35.0

19.1 

20.0 

15.4 

30.6 

26.3 

15.7 

5.7 

5.7 

6.0 

5.8 

5.3 

5.5 

6.4 

6.3 

4.0 

8.3 

5.3 

6.9 

全体(n=987)

二世代世帯(n=335)

三世代世帯(n=149)

ひとり親世帯(n=121)

祖父母のみ世帯(n=19)

その他、一人暮らし等(n=363)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満 7時間以上

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑥家族構成×世話をしていることで、大学進学の際に苦労したこと・影響 

◇世話を始めた時期が大学入学以前と答えた人に対し、世話をしていることで、大学進学の際

に苦労したこと・影響については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとお

りである。 

 
 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

受

験

勉

強

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

学

費

等

の

制

約

や

経

済

的

な

不

安

が

あ
っ

た

実

家

か

ら

通

え

る

範

囲

等

の

通

学

面

の

制

約

が

あ

っ

た

家

族

等

か

ら

世

話

を

優

先

す

る

よ

う

求

め

ら

れ

た 進

学

す

る

か

働

く

か

迷

っ

た

大

学

以

外

の

進

学

先

と

迷

っ

た

そ

の

他

特

に

な

い

全体 11 27.3 36.4 18.2 0.0 9.1 18.2 9.1 54.5

二世代世帯 4 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 75.0

三世代世帯 0 - - - - - - - -

ひとり親世帯 4 50.0 50.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 50.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体 633 21.6 26.7 13.1 10.7 12.2 7.1 6.3 48.0

二世代世帯 199 17.6 23.6 16.1 8.5 8.0 6.0 4.0 54.3

三世代世帯 77 18.2 13.0 20.8 15.6 6.5 2.6 3.9 54.5

ひとり親世帯 75 33.3 42.7 17.3 16.0 17.3 8.0 8.0 28.0

祖父母のみ世帯 9 22.2 11.1 0.0 0.0 22.2 11.1 0.0 55.6

その他、一人暮

らし等
273 22.3 28.9 8.1 9.9 15.0 8.8 8.4 46.9

熊本県

全国
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⑦家族構成×世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、

あきらめたこと 

◇世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、あきらめたことについては、n

数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

大

学

の

授

業

に

行

き

た

く

て

も

行

け

な

か
っ

た

単

位

を

と

れ

な

か
っ

た

、

留

年

・

休

学

し

た

課

題

・

予

習

復

習

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

留

学

を

あ

き

ら

め

た

睡

眠

が

十

分

に

取

れ

な

か
っ

た

友

人

と

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

部

活

動

・

サ

ー

ク

ル

活

動

が

で

き

な

か
っ

た

、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

課

外

活

動

・

習

い

事

が

で

き

な

か

っ

た
、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

ア

ル

バ

イ

ト

が

で

き

な

か
っ

た

就

職

先

・

進

路

の

変

更

を

考

え

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

・

変

更

し

た 一

人

暮

ら

し

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か
っ

た

恋

愛

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か

っ

た

自

分

の

時

間

が

取

れ

な

か
っ

た

そ

の

他

特

に

な

か
っ

た

全体 14 7.1 0.0 21.4 7.1 42.9 42.9 7.1 14.3 28.6 0.0 0.0 7.1 42.9 0.0 21.4

二世代世帯 4 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 25.0

三世代世帯 0 - - - - - - - - - - - - - - -

ひとり親世帯 5 0.0 0.0 40.0 0.0 40.0 20.0 0.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 60.0 0.0 20.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体 987 4.5 3.6 17.9 5.3 24.4 24.3 9.8 4.8 11.8 7.5 13.2 7.9 32.2 2.1 41.9

二世代世帯 335 4.5 3.3 18.8 3.0 23.3 25.4 8.7 3.6 13.4 8.4 14.9 6.9 32.8 2.4 43.0

三世代世帯 149 5.4 3.4 20.8 4.7 24.8 24.2 10.7 4.0 11.4 6.0 18.1 8.1 36.9 0.7 38.9

ひとり親世帯 121 5.8 5.0 25.6 5.8 35.5 28.9 12.4 9.1 16.5 3.3 22.3 13.2 42.1 3.3 24.0

祖父母のみ世帯 19 5.3 0.0 0.0 0.0 21.1 15.8 10.5 0.0 21.1 10.5 10.5 5.3 31.6 5.3 36.8

その他、一人暮

らし等
363 3.6 3.9 14.3 7.7 21.8 22.3 9.6 5.0 8.3 8.5 6.6 7.2 26.4 1.9 48.5

熊本県

全国
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⑧家族構成×世話をしている（していた）ことで今後不安なこと、やりた

いけどできなさそうなこと 

◇世話をしている（していた）ことで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなことにつ

いては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

大
学
の
授
業
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い

単
位
取
得
、

進
学
・
卒
業
で

き
る
か
不
安
が
あ
る

課
題
・
予
習
復
習
を
す
る
時

間
が
取
れ
な
い

留
学
に
い
け
な
い

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い

部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
が

で
き
な
い

課
外
活
動
・
習
い
事
が
で
き

な
い

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い

就
職
活
動
の
時
間
が
取
れ
な

い 希
望
す
る
就
職
先
・
進
路
の

変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い

一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
か
不

安
が
あ
る

恋
愛
・
結
婚
に
対
す
る
不
安

が
あ
る

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体 14 7.1 14.3 14.3 0.0 7.1 7.1 7.1 ‐ ‐ 14.3 0.0 14.3 14.3 14.3 21.4 7.1 50.0

二世代世帯 4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ‐ ‐ 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 25.0 25.0 75.0

三世代世帯 0 - - - - - - - ‐ ‐ - - - - - - - -

ひとり親世帯 5 20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 ‐ ‐ 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 40.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - ‐ ‐ - - - - - - - -

その他、一人暮
らし等

1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 ‐ ‐ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体 987 2.8 8.0 8.5 4.4 12.9 9.9 ‐ 2.9 3.1 7.4 11.4 13.6 15.9 14.4 20.1 3.5 51.9

二世代世帯 335 3.0 9.6 9.9 4.5 12.2 10.1 ‐ 2.4 2.4 9.3 12.8 11.9 19.4 13.4 20.3 3.0 54.6

三世代世帯 149 2.0 5.4 10.1 4.7 12.1 13.4 ‐ 4.0 3.4 8.7 12.1 13.4 25.5 13.4 26.2 2.7 48.3

ひとり親世帯 121 3.3 10.7 8.3 3.3 19.0 13.2 ‐ 3.3 5.0 10.7 14.0 9.9 23.1 16.5 28.9 3.3 38.0

祖父母のみ世帯 19 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 5.3 ‐ 5.3 5.3 5.3 5.3 26.3 31.6 15.8 26.3 5.3 42.1

その他、一人暮
らし等

363 3.0 7.2 7.2 4.7 12.1 7.4 ‐ 2.8 3.0 4.1 9.4 15.7 5.5 14.9 14.0 4.4 55.9

熊本県

全国
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⑨家族構成×世話をしていることで生ずる就職に関する不安 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

正

社

員

と

し

て

就

職

で

き

る

か

不

安

が

あ

る

休

ま

ず

働

け

る

か

不

安

が

あ

る

通

勤

で

き

る

地

域

が

限

ら

れ

る

働

け

る

時

間

帯

が

限

ら

れ

て

い

る

就

職

先

に

つ

い

て

考

え

る

時

間

が

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

全体 14 28.6 21.4 14.3 7.1 14.3 7.1 21.4 42.9

二世代世帯 4 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 50.0

三世代世帯 0 - - - - - - - -

ひとり親世帯 5 40.0 20.0 0.0 20.0 40.0 0.0 0.0 60.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - -

その他、一人暮

らし等
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

全体 987 13.9 11.4 13.4 7.0 7.8 2.0 12.9 54.9

二世代世帯 335 13.7 11.0 11.9 6.9 7.5 2.1 12.8 56.4

三世代世帯 149 13.4 14.1 17.4 8.1 7.4 1.3 16.8 51.7

ひとり親世帯 121 16.5 11.6 15.7 5.0 12.4 0.0 17.4 43.8

祖父母のみ世帯 19 15.8 15.8 15.8 10.5 0.0 0.0 15.8 42.1

その他、一人暮

らし等
363 13.2 10.5 12.1 7.2 7.2 3.0 9.6 59.2

熊本県

全国
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⑩家族構成×世話をすることで感じるきつさ 

◇世話をすることで感じるきつさについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以

下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

身

体

的

に

き

つ

い

精

神

的

に

き

つ

い

時

間

的

余

裕

が

な

い

特

に

き

つ

さ

を

感

じ

て

い

な

い

全体 14 21.4 71.4 28.6 21.4

二世代世帯 4 0.0 25.0 25.0 75.0

三世代世帯 0 - - - -

ひとり親世帯 5 0.0 100.0 20.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - -

その他、一人暮

らし等
1 100.0 100.0 0.0 0.0

全体 987 16.3 42.4 31.8 41.8

二世代世帯 335 15.5 44.5 33.7 40.9

三世代世帯 149 12.8 45.0 34.2 37.6

ひとり親世帯 121 18.2 53.7 38.8 29.8

祖父母のみ世帯 19 15.8 31.6 21.1 57.9

その他、一人暮

らし等
363 17.9 36.1 27.3 47.7

熊本県

全国
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⑪家族構成×大学や周りの大人に助けてほしいことや、必要としている支

援 

◇大学や周りの大人に助けてほしいことや、必要としている支援については、n 数が少ないた

め参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

自
分
の
い
ま
の
状
況
に
つ
い
て
話
を

聞
い
て
ほ
し
い

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談
に

の
っ

て
ほ
し
い

家
族
の
病
気
や
障
が
い
、

ケ
ア
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
ほ
し
い

自
分
が
行
っ

て
い
る
お
世
話
の
す
べ

て
を
代
わ
っ

て
く
れ
る
人
や
サ
ー

ビ

ス
が
ほ
し
い

自
分
が
行
っ

て
い
る
お
世
話
の
一
部

を
代
わ
っ

て
く
れ
る
人
や
サ
ー

ビ
ス

が
ほ
し
い

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談
に

の
っ

て
ほ
し
い

大
学
の
勉
強
や
学
習
の
サ
ポ
ー

ト

家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援

学
費
へ
の
支
援
・
奨
学
金
等

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体 14 28.6 14.3 14.3 7.1 0.0 35.7 35.7 7.1 14.3 35.7 0.0 35.7 14.3

二世代世帯 4 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 25.0

三世代世帯 0 - - - - - - - - - - - - -

ひとり親世帯 5 40.0 20.0 0.0 0.0 0.0 60.0 20.0 0.0 20.0 60.0 0.0 40.0 0.0

祖父母のみ世帯 0 - - - - - - - - - - - - -

その他、一人暮
らし等

1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体 987 21.7 10.6 5.9 7.4 2.5 26.2 28.3 18.5 23.4 28.3 2.5 26.2 10.2

二世代世帯 335 20.0 9.9 6.6 8.7 3.3 29.3 26.0 19.1 24.2 26.0 2.1 27.2 10.4

三世代世帯 149 21.5 13.4 6.7 7.4 6.0 28.9 36.2 19.5 18.8 24.2 2.0 28.2 7.4

ひとり親世帯 121 24.8 9.1 4.1 6.6 0.8 26.4 28.9 19.8 28.9 34.7 3.3 17.4 10.7

祖父母のみ世帯 19 10.5 5.3 0.0 15.8 5.3 21.1 10.5 0.0 5.3 10.5 5.3 42.1 15.8

その他、一人暮
らし等

363 22.9 11.0 5.8 6.1 0.8 22.6 27.8 18.2 23.7 30.9 2.8 26.7 10.7

熊本県

全国
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6-4 平日１日あたりの世話に費やす時間による生活状況等 

①平日１日あたりの世話に費やす時間×身体面の健康状態 

◇身体面の健康状態については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

8.6 11.8 12.5 

33.3 

33.3 

100.0 

2.0 0.8 

33.3 

64.3 

100.0 

100.0 

66.7 

33.3 

全体(n=255)

1時間未満(n=3)

1時間以上3時間未満(n=4)

3時間以上5時間未満(n=3)

5時間以上7時間未満(n=3)

7時間以上(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

34.0

41.9

33.1

30.2

21.4

22.2

27.1

23.6

28.3

32.3

25.0

23.8

24.0 

23.9 

26.9 

17.5 

33.9 

19.0 

12.4 

9.0 

9.8 

16.9 

14.3 

28.6 

2.5 

1.6 

2.0 

3.2 

5.4 

6.3 

全体(n=987)

1時間未満(n=322)

1時間以上3時間未満(n=357)

3時間以上5時間未満(n=189)

5時間以上7時間未満(n=56)

7時間以上(n=63)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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②平日１日あたりの世話に費やす時間×精神面の健康状態 

◇精神面の健康状態については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

 

  

27.1

25.0

25.5 32.9 

66.7 

25.0 

66.7 

66.7 

100.0 

11.4 

50.0 

33.3 

33.3 

3.1 

33.3 

全体(n=255)

1時間未満(n=3)

1時間以上3時間未満(n=4)

3時間以上5時間未満(n=3)

5時間以上7時間未満(n=3)

7時間以上(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

19.5

24.8

18.2

16.4

12.5

14.3

17.3

19.6

15.4

18.5

12.5

17.5

27.6 

25.5 

30.0 

28.0 

26.8 

23.8 

25.3 

21.1 

28.0 

25.9 

30.4 

25.4 

10.3 

9.0 

8.4 

11.1 

17.9 

19.0 

全体(n=987)

1時間未満(n=322)

1時間以上3時間未満(n=357)

3時間以上5時間未満(n=189)

5時間以上7時間未満(n=56)

7時間以上(n=63)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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③平日１日あたりの世話に費やす時間×大学の授業（履修している講義）

への出席状況 

◇大学の授業（履修している講義）への出席状況については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

79.2

100.0

75.0

66.7

33.3

100.0

13.3

25.0

33.3

33.3

7.5 

33.3 

全体(n=255)

1時間未満(n=3)

1時間以上3時間未満(n=4)

3時間以上5時間未満(n=3)

5時間以上7時間未満(n=3)

7時間以上(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

65.5

66.1

64.7

67.7

53.6

69.8

21.4

22.4

21.3

19.6

26.8

17.5

13.2 

11.5 

14.0 

12.7 

19.6 

12.7 

全体(n=987)

1時間未満(n=322)

1時間以上3時間未満(n=357)

3時間以上5時間未満(n=189)

5時間以上7時間未満(n=56)

7時間以上(n=63)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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④平日１日あたりの世話に費やす時間×大学の授業（履修している講義）

への遅刻や早退の状況 

◇大学の授業（履修している講義）への遅刻や早退の状況については、n 数が少ないため参考

程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

87.1

100.0

75.0

100.0

33.3

100.0

9.8

25.0

3.1 

66.7 

全体(n=255)

1時間未満(n=3)

1時間以上3時間未満(n=4)

3時間以上5時間未満(n=3)

5時間以上7時間未満(n=3)

7時間以上(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

81.4

81.4

82.1

79.4

85.7

79.4

16.1

17.7

14.3

16.9

12.5

19.0

2.5 

0.9 

3.6 

3.7 

1.8 

1.6 

全体(n=987)

1時間未満(n=322)

1時間以上3時間未満(n=357)

3時間以上5時間未満(n=189)

5時間以上7時間未満(n=56)

7時間以上(n=63)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑤平日１日あたりの世話に費やす時間×普段の大学生活等においてあて

はまるもの 

◇普段の大学生活等においてあてはまるものについては、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

授

業

を

欠

席

し

が

ち

で

あ

る

課

題

や

予

習

復

習

が

で

き

て

い

な

い

こ

と

が

多

い 持

ち

物

の

忘

れ

物

が

多

い 部

活

・

サ
ー

ク

ル

等

を

休

む

こ

と

が

多

い

提

出

し

な

け

れ

ば

い

け

な

い

書

類

な

ど

の

提

出

が

遅

れ

る

こ

と

が

多

い

合

宿

等

の

行

事

を

欠

席

す

る

大

学

で

は

1

人

で

過

ご

す

こ

と

が

多

い

友

人

と

遊

ん

だ

り
、

話

し

た

り

す

る

時

間

が

な

い 特

に

な

い

全体 255 3.9 14.9 6.3 4.3 11.0 1.6 22.0 22.4 52.9

1時間未満 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 66.7

1時間以上3時間

未満
4 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 25.0 0.0 50.0

3時間以上5時間

未満
3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3

5時間以上7時間

未満
3 33.3 66.7 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3

7時間以上 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0

全体 987 9.7 24.7 9.8 6.9 15.0 4.0 30.1 32.6 33.5

1時間未満 322 6.2 24.2 6.8 6.8 14.0 2.5 30.1 30.4 34.5

1時間以上3時間

未満
357 11.8 23.2 9.8 5.6 12.9 3.1 27.2 28.6 37.5

3時間以上5時間

未満
189 11.6 28.0 11.6 5.8 19.0 5.8 33.3 37.6 28.0

5時間以上7時間

未満
56 8.9 25.0 14.3 17.9 25.0 8.9 37.5 41.1 25.0

7時間以上 63 11.1 25.4 15.9 7.9 11.1 6.3 30.2 44.4 30.2

熊本県

全国
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⑥平日１日あたりの世話に費やす時間×現在の悩みや困りごと 

◇現在の悩みや困りごとについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとお

りである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

友

人

と

の

関

係

の

こ

と

学

業

成

績

の

こ

と

就

職

・

進

路

の

こ

と

部

活

動

・

サ

ー

ク

ル

活

動

の

こ

と

学

費
（

授

業

料
）

な

ど

学

校

生

活

に

必

要

な

お

金

の

こ

と

課

題

活

動

や

習

い

事

が

で

き

な

い

こ

と

ア

ル

バ

イ

ト

・

仕

事

の

こ

と

家

庭

の

経

済

的

状

況

の

こ

と

自

分

と

家

族

と

の

関

係

の

こ

と

家

族

内

の

人

間

関

係

の

こ

と
（

両

親

の

仲

が

良

く

な

い

な

ど

）

病

気

や

障

が

い

の

あ

る

家

族

の

こ

と

自

分

の

た

め

に

使

え

る

時

間

が

少

な

い

こ

と

そ

の

他

特

に

な

い

全体 255 16.1 23.9 68.2 2.7 19.2 2.7 18.8 13.3 8.2 6.7 3.9 10.6 2.0 15.7

1時間未満 3 0.0 33.3 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

1時間以上3時間

未満
4 25.0 50.0 75.0 0.0 0.0 25.0 50.0 25.0 25.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0

3時間以上5時間

未満
3 0.0 33.3 100.0 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 33.3 66.7 66.7 33.3 0.0 0.0

5時間以上7時間

未満
3 0.0 66.7 100.0 0.0 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

7時間以上 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0

全体 987 19.1 31.3 77.8 9.0 35.5 8.3 32.4 31.6 23.9 20.2 17.5 24.3 5.1 4.9

1時間未満 322 16.8 28.6 74.8 9.9 28.9 5.9 24.2 25.8 16.8 14.3 10.2 21.7 4.0 6.2

1時間以上3時間

未満
357 17.4 29.1 78.4 8.1 36.4 6.2 30.5 33.3 22.7 20.4 16.8 20.4 4.5 5.0

3時間以上5時間

未満
189 23.8 33.9 78.3 10.1 38.1 12.7 42.3 31.2 30.2 23.8 22.2 33.9 4.2 2.6

5時間以上7時間

未満
56 26.8 46.4 82.1 10.7 50.0 17.9 41.1 39.3 32.1 23.2 25.0 25.0 7.1 3.6

7時間以上 63 20.6 36.5 84.1 4.8 42.9 11.1 47.6 46.0 41.3 34.9 38.1 30.2 14.3 4.8

熊本県

全国
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⑦平日１日あたりの世話に費やす時間×世話をしていることで、大学進学

の際に苦労したこと・影響 

◇世話を始めた時期が大学入学以前と答えた人に対し、世話をしていることで、大学進学の際

に苦労したこと・影響については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとお

りである。 

 
 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

受

験

勉

強

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

学

費

等

の

制

約

や

経

済

的

な

不

安

が

あ
っ

た

実

家

か

ら

通

え

る

範

囲

等

の

通

学

面

の

制

約

が

あ

っ

た

家

族

等

か

ら

世

話

を

優

先

す

る

よ

う

求

め

ら

れ

た 進

学

す

る

か

働

く

か

迷

っ

た

大

学

以

外

の

進

学

先

と

迷

っ

た

そ

の

他

特

に

な

い

全体 11 27.3 36.4 18.2 0.0 9.1 18.2 9.1 54.5

1時間未満 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

1時間以上3時間

未満
4 50.0 25.0 25.0 0.0 0.0 25.0 0.0 75.0

3時間以上5時間

未満
2 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0

5時間以上7時間

未満
3 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3

7時間以上 0 - - - - - - - -

全体 633 21.6 26.7 13.1 10.7 12.2 7.1 6.3 48.0

1時間未満 192 10.4 13.5 5.7 4.7 9.4 5.7 4.2 64.1

1時間以上3時間

未満
220 20.5 30.0 14.1 10.5 12.3 5.5 4.5 45.9

3時間以上5時間

未満
144 31.3 29.9 20.1 15.3 11.1 9.0 6.9 37.5

5時間以上7時間

未満
36 44.4 55.6 16.7 8.3 19.4 13.9 11.1 30.6

7時間以上 41 26.8 34.1 14.6 26.8 22.0 9.8 19.5 36.6

熊本県

全国
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⑧平日１日あたりの世話に費やす時間×世話をしていることで、やりたか

ったができなかったこと、あきらめたこと 

◇世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、あきらめたことについては、n

数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

大

学

の

授

業

に

行

き

た

く

て

も

行

け

な

か
っ

た

単

位

を

と

れ

な

か
っ

た

、

留

年

・

休

学

し

た

課

題

・

予

習

復

習

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

留

学

を

あ

き

ら

め

た

睡

眠

が

十

分

に

取

れ

な

か
っ

た

友

人

と

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

部

活

動

・

サ

ー

ク

ル

活

動

が

で

き

な

か
っ

た

、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

課

外

活

動

・

習

い

事

が

で

き

な

か

っ

た
、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

ア

ル

バ

イ

ト

が

で

き

な

か
っ

た

就

職

先

・

進

路

の

変

更

を

考

え

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

・

変

更

し

た 一

人

暮

ら

し

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か
っ

た

恋

愛

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か

っ

た

自

分

の

時

間

が

取

れ

な

か
っ

た

そ

の

他

特

に

な

か
っ

た

全体 14 7.1 0.0 21.4 7.1 42.9 42.9 7.1 14.3 28.6 0.0 0.0 7.1 42.9 0.0 21.4

1時間未満 3 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

1時間以上3時間

未満
4 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

3時間以上5時間

未満
3 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 66.7 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7 0.0 33.3

5時間以上7時間

未満
3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

7時間以上 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 987 4.5 3.6 17.9 5.3 24.4 24.3 9.8 4.8 11.8 7.5 13.2 7.9 32.2 2.1 41.9

1時間未満 322 2.8 1.2 6.2 3.4 7.5 8.7 2.8 1.9 5.3 4.0 6.8 4.7 13.4 0.9 64.6

1時間以上3時間

未満
357 3.4 2.8 18.2 3.6 23.0 24.4 9.8 2.8 10.6 6.7 15.4 7.8 35.0 2.2 35.0

3時間以上5時間

未満
189 4.2 5.8 27.5 6.9 36.5 38.6 14.3 6.3 17.5 10.1 18.0 8.5 47.6 3.2 27.5

5時間以上7時間

未満
56 10.7 12.5 37.5 10.7 51.8 44.6 16.1 19.6 23.2 8.9 14.3 16.1 50.0 3.6 25.0

7時間以上 63 14.3 6.3 30.2 14.3 58.7 42.9 27.0 12.7 23.8 20.6 17.5 15.9 50.8 3.2 23.8

熊本県

全国
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⑨平日１日あたりの世話に費やす時間×世話をしていることで生ずる就

職に関する不安 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

正

社

員

と

し

て

就

職

で

き

る

か

不

安

が

あ

る

休

ま

ず

働

け

る

か

不

安

が

あ

る

通

勤

で

き

る

地

域

が

限

ら

れ

る

働

け

る

時

間

帯

が

限

ら

れ

て

い

る

就

職

先

に

つ

い

て

考

え

る

時

間

が

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

全体 14 28.6 21.4 14.3 7.1 14.3 7.1 21.4 42.9

1時間未満 3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7

1時間以上3時間

未満
4 25.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 0.0 75.0

3時間以上5時間

未満
3 66.7 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0

5時間以上7時間

未満
3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3

7時間以上 1 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 987 13.9 11.4 13.4 7.0 7.8 2.0 12.9 54.9

1時間未満 322 7.1 5.0 7.8 5.0 3.1 1.2 10.9 68.0

1時間以上3時間

未満
357 14.3 9.5 12.9 6.4 7.0 2.5 13.4 53.8

3時間以上5時間

未満
189 18.5 17.5 18.5 9.0 11.6 1.1 13.8 47.6

5時間以上7時間

未満
56 21.4 23.2 19.6 7.1 14.3 1.8 8.9 42.9

7時間以上 63 25.4 27.0 23.8 14.3 19.0 6.3 20.6 27.0

熊本県

全国
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⑩平日１日あたりの世話に費やす時間×世話をすることに感じるきつさ 

◇世話をすることに感じるきつさについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以

下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

身

体

的

に

き

つ

い

精

神

的

に

き

つ

い

時

間

的

余

裕

が

な

い

特

に

き

つ

さ

を

感

じ

て

い

な

い

全体 14 21.4 71.4 28.6 21.4

1時間未満 3 0.0 66.7 33.3 33.3

1時間以上3時間

未満
4 0.0 75.0 0.0 25.0

3時間以上5時間

未満
3 33.3 100.0 33.3 0.0

5時間以上7時間

未満
3 66.7 33.3 66.7 33.3

7時間以上 1 0.0 100.0 0.0 0.0

全体 987 16.3 42.4 31.8 41.8

1時間未満 322 8.4 25.2 14.6 63.0

1時間以上3時間

未満
357 14.3 45.1 36.1 37.8

3時間以上5時間

未満
189 22.2 56.6 41.8 25.4

5時間以上7時間

未満
56 35.7 58.9 50.0 25.0

7時間以上 63 33.3 57.1 49.2 20.6

熊本県

全国
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⑪平日１日あたりの世話に費やす時間×世話について相談した経験の有

無 

◇世話について相談した経験の有無については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

  

35.7

33.3

75.0

100.0

64.3

66.7

25.0

100.0

100.0

全体(n=14)

1時間未満(n=3)

1時間以上3時間未満(n=4)

3時間以上5時間未満(n=3)

5時間以上7時間未満(n=3)

7時間以上(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

33.4

23.3

34.7

40.2

41.1

50.8

66.6

76.7

65.3

59.8

58.9

49.2

全体(n=987)

1時間未満(n=322)

1時間以上3時間未満(n=357)

3時間以上5時間未満(n=189)

5時間以上7時間未満(n=56)

7時間以上(n=63)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑫平日１日あたりの世話に費やす時間×世話に関する相談相手 

◇世話に関する相談相手については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとお

りである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

家
族
（

父
、

母
、

祖
父
、

祖

母
、

き
ょ
う
だ
い
）

親
戚
（

お
じ
、

お
ば
な
ど
）

友
人

交
際
相
手
、

配
偶
者

大
学
の
指
導
教
員

大
学
の
学
生
相
談
室
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
室
・
保
健
セ
ン

タ
ー

そ
の
他
の
大
学
の
職
員
・
機

関 医
師
や
看
護
師
、

そ
の
他
病

院
の
人

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

や
ケ
ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー
、

福
祉
サ
ー

ビ

ス
の
人

役
所
の
人
（

自
治
体
の
保
健

セ
ン
タ
ー
等
含
む
）

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

全体 5 80.0 0.0 80.0 0.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

1時間未満 1 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

1時間以上3時間
未満

3 66.7 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3時間以上5時間
未満

0 - - - - - - - - - - - - -

5時間以上7時間
未満

0 - - - - - - - - - - - - -

7時間以上 1 100.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 330 52.4 14.8 49.7 16.7 11.5 12.7 1.8 4.5 4.5 3.6 2.4 4.5 7.3

1時間未満 75 60.0 9.3 44.0 13.3 10.7 12.0 4.0 2.7 0.0 0.0 4.0 1.3 2.7

1時間以上3時間
未満

124 46.8 16.9 54.0 16.9 13.7 14.5 0.8 2.4 2.4 2.4 0.8 7.3 8.1

3時間以上5時間
未満

76 56.6 18.4 47.4 18.4 7.9 11.8 2.6 6.6 7.9 6.6 2.6 2.6 5.3

5時間以上7時間
未満

23 56.5 8.7 47.8 17.4 0.0 4.3 0.0 4.3 8.7 0.0 4.3 8.7 8.7

7時間以上 32 43.8 15.6 53.1 18.8 21.9 15.6 0.0 12.5 12.5 12.5 3.1 3.1 18.8

熊本県

全国
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⑬平日１日あたりの世話に費やす時間×悩みを相談していない理由 

◇世話について相談した経験が「ない」と答えた人の悩みを相談していない理由については、

n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

誰

か

に

相

談

す

る

ほ

ど

の

悩

み

で

は

な

い

家

族

外

の

人

に

相

談

す

る

よ

う

な

悩

み

で

は

な

い 誰

に

相

談

す

る

の

が

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

相

談

で

き

る

人

が

身

近

に

い

な

い

家

族

の

こ

と

の

た

め

話

し

に

く

い

家

族

の

こ

と

を

知

ら

れ

た

く

な

い

家

族

に

対

し

て

偏

見

を

持

た

れ

た

く

な

い

相

談

し

て

も

状

況

が

変

わ

る

と

は

思

わ

な

い

そ

の

他

全体 9 33.3 11.1 33.3 22.2 44.4 44.4 22.2 44.4 11.1

1時間未満 2 0.0 0.0 100.0 50.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0

1時間以上3時間

未満
1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

3時間以上5時間

未満
3 33.3 0.0 33.3 33.3 66.7 66.7 0.0 66.7 0.0

5時間以上7時間

未満
3 33.3 33.3 0.0 0.0 66.7 33.3 33.3 66.7 33.3

7時間以上 0 - - - - - - - - -

全体 657 52.5 20.2 12.5 11.6 19.3 12.5 10.7 33.0 3.8

1時間未満 247 61.1 13.4 8.9 7.3 10.5 7.7 6.1 23.9 4.0

1時間以上3時間

未満
233 49.4 20.6 12.9 10.7 19.3 12.0 10.7 36.1 2.6

3時間以上5時間

未満
113 46.0 29.2 16.8 18.6 31.9 17.7 17.7 42.5 2.7

5時間以上7時間

未満
33 42.4 30.3 18.2 24.2 45.5 21.2 12.1 42.4 9.1

7時間以上 31 41.9 29.0 16.1 12.9 16.1 25.8 19.4 38.7 9.7

熊本県

全国
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6-5 世話を必要としている家族による世話の状況等 

①世話を必要としている家族×一緒に世話を行っている（行っていた）人 

◇一緒に世話を行っている（行っていた）人については、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

 

※世話を必要としている家族は複数回答のため、「父親」と「祖母」が世話を必要としている

場合、その回答者は「父母」、「祖父母」いずれの n 数にも含まれる。以降同様。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

き

ょ

う

だ

い

親

戚

の

人

自

分

の

み

福

祉

サ
ー

ビ

ス
（

ヘ

ル

パ

ー

な

ど
）

を

利

用

そ

の

他

全体 14 64.3 35.7 14.3 14.3 21.4 7.1 21.4 21.4 0.0

父母 3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0

祖父母 6 50.0 16.7 0.0 16.7 16.7 16.7 50.0 33.3 0.0

きょうだい 7 71.4 42.9 14.3 14.3 28.6 0.0 14.3 0.0 0.0

その他 0 - - - - - - - - -

全体 987 52.9 36.2 11.8 5.6 27.3 7.4 20.0 14.1 1.3

父母 425 29.6 28.7 7.3 4.5 26.4 4.2 32.2 7.1 1.4

祖父母 357 74.2 43.7 13.4 5.9 25.8 12.3 6.4 25.2 1.1

きょうだい 169 65.7 40.2 13.0 5.3 32.5 4.1 17.2 7.1 0.6

その他 36 55.6 30.6 41.7 16.7 27.8 11.1 22.2 19.4 5.6

全国

熊本県
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②世話を必要としている家族×一緒に世話を行っている人 

◇一緒に世話を行っている人については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下の

とおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

  

30.6 

33.3 

16.7 

14.3 

0.0 

66.7

66.7

83.3

71.4

0.8 

2.0 

14.3 

全体(n=255)

父母(n=3)

祖父母(n=6)

きょうだい(n=7)

その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

30.0

31.1

33.6

24.3

8.3

62.5

63.5

62.5

73.4

75.0

1.6 

2.4 

0.6 

0.6 

8.3 

3.1 

3.1 

3.4 

1.8 

8.3 

全体(n=987)

父母(n=425)

祖父母(n=357)

きょうだい(n=169)

その他(n=36)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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③世話を必要としている家族×世話をしている（していた）頻度 

◇世話をしている（していた）頻度については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 
 

 

  

57.1 

66.7 

16.7 

85.7 

0.0 

21.4

33.3

14.3

14.3 

33.3 

16.7 

7.1 

33.3 

全体(n=14)

父母(n=3)

祖父母(n=6)

きょうだい(n=7)

その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.9

51.1

35.3

55.6

44.4

21.5

19.1

23.2

24.3

19.4

14.9 

12.0 

19.0 

13.6 

13.9 

15.4 

14.6 

20.7 

5.3 

19.4 

2.3 

3.3 

1.7 

1.2 

2.8 

全体(n=987)

父母(n=425)

祖父母(n=357)

きょうだい(n=169)

その他(n=36)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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④世話を必要としている家族×平日１日あたりに世話に費やす時間 

◇平日１日あたりに世話に費やす時間については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果

は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

  

21.4 

33.3 

16.7 

14.3 

0.0 

28.6

33.3

33.3

28.6

21.4 

50.0 

14.3 

21.4 

42.9 

7.1 

33.3 

全体(n=14)

父母(n=3)

祖父母(n=6)

きょうだい(n=7)

その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

32.6

31.1

38.4

26.0

25.0

36.2

37.4

31.9

41.4

38.9

19.1 

19.5 

18.2 

20.7 

16.7 

5.7 

4.9 

6.4 

5.3 

8.3 

6.4 

7.1 

5.0 

6.5 

11.1 

全体(n=987)

父母(n=425)

祖父母(n=357)

きょうだい(n=169)

その他(n=36)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満 7時間以上

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑤世話を必要としている家族×世話を始めた時期 

◇世話を始めた時期については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

14.3 

28.6 

0.0 

21.4

33.3

42.9

21.4 

33.3 

28.6 

14.3 

33.3 

7.1 

16.7 

21.4 

33.3 

50.0 

全体(n=14)

父母(n=3)

祖父母(n=6)

きょうだい(n=7)

その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

9.2

11.5

3.6

16.0

5.6

8.4

8.0

4.5

17.8

8.3

11.1 

9.4 

7.6 

23.1 

11.1 

13.0 

14.4 

12.3 

11.8 

8.3 

22.4 

21.2 

28.6 

14.2 

13.9 

35.9 

35.5 

43.4 

17.2 

52.8 

全体(n=987)

父母(n=425)

祖父母(n=357)

きょうだい(n=169)

その他(n=36)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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（参考）世話を必要としている家族×世話をしていた時期 

◇世話をしていた時期については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおり

である。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

12.5 

50.0 

0.0 

25.0

66.7

50.0 

100.0 

33.3 

12.5 

50.0 

全体(n=8)

父母(n=2)

祖父母(n=3)

きょうだい(n=3)

その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学入学以前まで 高校入学以前まで 大学入学以前まで 大学1年生まで

直近まで 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

11.5

6.5

7.0

24.7

31.6

12.3

10.9

10.8

16.9

15.8

31.2 

37.0 

27.4 

33.8 

10.5 

12.0 

12.3 

13.4 

9.1 

10.5 

33.0 

33.3 

41.4 

15.6 

31.6 

全体(n=987)

父母(n=425)

祖父母(n=357)

きょうだい(n=169)

その他(n=36)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中学入学以前まで 高校入学以前まで 大学入学以前まで 大学1年生まで 直近まで

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑥世話を必要としている家族×世話をしていることで、大学進学の際に苦

労したこと・影響 

◇世話をしていることで、大学進学の際に苦労したこと・影響については、n 数が少ないため

参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

受

験

勉

強

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

学

費

等

の

制

約

や

経

済

的

な

不

安

が

あ
っ

た

実

家

か

ら

通

え

る

範

囲

等

の

通

学

面

の

制

約

が

あ

っ

た

家

族

等

か

ら

世

話

を

優

先

す

る

よ

う

求

め

ら

れ

た 進

学

す

る

か

働

く

か

迷

っ

た

大

学

以

外

の

進

学

先

と

迷

っ

た

そ

の

他

特

に

な

い

全体 11 27.3 36.4 18.2 0.0 9.1 18.2 9.1 54.5

父母 2 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0

祖父母 3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

きょうだい 7 28.6 28.6 28.6 0.0 14.3 28.6 0.0 42.9

その他 0 - - - - - - - -

全体 633 21.6 26.7 13.1 10.7 12.2 7.1 6.3 48.0

父母 274 30.3 37.6 17.5 12.4 19.0 10.6 8.0 33.2

祖父母 202 14.9 12.9 10.4 10.4 4.5 2.5 3.5 64.4

きょうだい 140 15.7 27.1 9.3 7.9 9.3 6.4 6.4 51.4

その他 17 11.8 11.8 5.9 11.8 17.6 11.8 11.8 64.7

全国

熊本県
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⑦世話を必要としている家族×世話をしていることで、やりたかったがで

きなかったこと、あきらめたこと 

◇世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、あきらめたことについては、n

数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 
 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

大

学

の

授

業

に

行

き

た

く

て

も

行

け

な

か
っ

た

単

位

を

と

れ

な

か
っ

た

、

留

年

・

休

学

し

た

課

題

・

予

習

復

習

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

留

学

を

あ

き

ら

め

た

睡

眠

が

十

分

に

取

れ

な

か
っ

た

友

人

と

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

部

活

動

・

サ

ー

ク

ル

活

動

が

で

き

な

か
っ

た

、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

課

外

活

動

・

習

い

事

が

で

き

な

か

っ

た
、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

ア

ル

バ

イ

ト

が

で

き

な

か
っ

た

就

職

先

・

進

路

の

変

更

を

考

え

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

・

変

更

し

た 一

人

暮

ら

し

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か
っ

た

恋

愛

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か

っ

た

自

分

の

時

間

が

取

れ

な

か
っ

た

そ

の

他

特

に

な

か
っ

た

全体 14 7.1 0.0 21.4 7.1 42.9 42.9 7.1 14.3 28.6 0.0 0.0 7.1 42.9 0.0 21.4

父母 3 33.3 0.0 33.3 0.0 33.3 66.7 33.3 33.3 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

祖父母 6 0.0 0.0 50.0 33.3 50.0 33.3 0.0 33.3 16.7 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 33.3

きょうだい 7 0.0 0.0 14.3 0.0 57.1 42.9 0.0 0.0 28.6 0.0 0.0 14.3 42.9 0.0 14.3

その他 0 - - - - - - - - - - - - - - -

全体 987 4.5 3.6 17.9 5.3 24.4 24.3 9.8 4.8 11.8 7.5 13.2 7.9 32.2 2.1 41.9

父母 425 6.1 4.7 22.4 8.0 32.5 28.7 12.5 6.4 13.4 12.2 17.9 12.5 40.5 2.8 28.9

祖父母 357 2.5 2.5 11.2 1.4 17.1 18.5 6.2 2.5 11.5 3.9 9.0 4.2 23.5 0.8 56.6

きょうだい 169 4.1 2.4 19.5 5.9 18.9 24.9 10.1 5.3 8.9 4.1 12.4 4.1 32.0 3.6 43.2

その他 36 5.6 8.3 25.0 8.3 27.8 27.8 13.9 5.6 8.3 2.8 2.8 8.3 22.2 0.0 44.4

全国

熊本県
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⑧世話を必要としている家族×世話をしていることで生ずる就職に関す

る不安 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

正

社

員

と

し

て

就

職

で

き

る

か

不

安

が

あ

る

休

ま

ず

働

け

る

か

不

安

が

あ

る

通

勤

で

き

る

地

域

が

限

ら

れ

る

働

け

る

時

間

帯

が

限

ら

れ

て

い

る

就

職

先

に

つ

い

て

考

え

る

時

間

が

な

い

そ

の

他

わ

か

ら

な

い

特

に

な

い

全体 14 28.6 21.4 14.3 7.1 14.3 7.1 21.4 42.9

現在いる 6 0.0 16.7 16.7 0.0 16.7 0.0 0.0 16.7

祖父母 6 50.0 0.0 0.0 0.0 16.7 0.0 50.0 33.3

きょうだい 7 28.6 28.6 14.3 14.3 14.3 14.3 14.3 42.9

その他 0 - - - - - - - -

全体 987 13.9 11.4 13.4 7.0 7.8 2.0 12.9 54.9

父母 425 20.0 17.6 18.6 11.3 11.1 2.6 13.4 40.7

祖父母 357 9.0 7.0 11.2 4.5 5.0 2.0 12.3 64.4

きょうだい 169 8.9 5.9 6.5 1.8 5.3 1.2 13.0 69.2

その他 36 13.9 8.3 5.6 5.6 8.3 0.0 11.1 61.1

熊本県

全国
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⑨世話を必要としている家族×世話をすることで感じるきつさ 

◇世話をすることで感じるきつさについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以

下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

身

体

的

に

き

つ

い

精

神

的

に

き

つ

い

時

間

的

余

裕

が

な

い

特

に

き

つ

さ

を

感

じ

て

い

な

い

全体 14 21.4 71.4 28.6 21.4

父母 3 0.0 100.0 0.0 0.0

祖父母 6 16.7 83.3 16.7 16.7

きょうだい 7 28.6 57.1 42.9 28.6

その他 0 - - - -

全体 987 16.3 42.4 31.8 41.8

父母 425 21.6 51.5 39.3 32.0

祖父母 357 14.8 38.7 24.1 48.2

きょうだい 169 8.9 30.2 27.8 52.7

その他 36 2.8 27.8 38.9 44.4

全国

熊本県
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⑩世話を必要としている家族×世話について相談した経験の有無 

◇世話について相談した経験の有無については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

  

35.7 

66.7 

33.3 

28.6 

0.0 

64.3

33.3

66.7

71.4

全体(n=14)

父母(n=3)

祖父母(n=6)

きょうだい(n=7)

その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

33.4

39.3

28.9

28.4

33.3

66.6

60.7

71.1

71.6

66.7

全体(n=987)

父母(n=425)

祖父母(n=357)

きょうだい(n=169)

その他(n=36)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑪世話を必要としている家族×悩みを相談していない理由 

◇世話について相談した経験が「ない」と答えた人に悩みを相談していない理由を尋ねたとこ

ろ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

誰

か

に

相

談

す

る

ほ

ど

の

悩

み

で

は

な

い

家

族

外

の

人

に

相

談

す

る

よ

う

な

悩

み

で

は

な

い 誰

に

相

談

す

る

の

が

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

相

談

で

き

る

人

が

身

近

に

い

な

い

家

族

の

こ

と

の

た

め

話

し

に

く

い

家

族

の

こ

と

を

知

ら

れ

た

く

な

い

家

族

に

対

し

て

偏

見

を

持

た

れ

た

く

な

い

相

談

し

て

も

状

況

が

変

わ

る

と

は

思

わ

な

い

そ

の

他

全体 9 33.3 11.1 33.3 22.2 44.4 44.4 22.2 44.4 11.1

父母 1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0

祖父母 4 25.0 0.0 75.0 50.0 50.0 50.0 0.0 25.0 0.0

きょうだい 5 40.0 20.0 0.0 0.0 60.0 40.0 20.0 60.0 20.0

その他 0 - - - - - - - - -

全体 657 52.5 20.2 12.5 11.6 19.3 12.5 10.7 33.0 3.8

父母 258 40.3 22.5 16.7 17.4 26.4 17.4 12.4 41.1 3.9

祖父母 254 60.6 18.5 8.7 9.4 16.9 9.1 7.1 25.6 2.8

きょうだい 121 60.3 18.2 11.6 4.1 13.2 9.9 14.0 30.6 5.8

その他 24 58.3 25.0 12.5 8.3 0.0 8.3 12.5 37.5 4.2

全国

熊本県
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⑫世話を必要としている家族×世話について話を聞いてくれる人の有無 

◇世話について話を聞いてくれる人の有無については、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 
 

  

77.8 

100.0 

100.0 

60.0 

0.0 

22.2

40.0

全体(n=9)

父母(n=1)

祖父母(n=4)

きょうだい(n=5)

その他(n=0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

55.4

43.8

60.6

67.8

62.5

44.6

56.2

39.4

32.2

37.5

全体(n=657)

父母(n=258)

祖父母(n=254)

きょうだい(n=121)

その他(n=24)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑬世話を必要としている家族×大学や周りの大人に助けてほしいことや、

必要としている支援 

◇大学や周りの大人に助けてほしいことや必要としている支援については、n 数が少ないため

参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

自

分

の

い

ま

の

状

況

に

つ

い

て

話

を

聞

い

て

ほ

し

い

家

族

の

お

世

話

に

つ

い

て

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

家

族

の

病

気

や

障

が

い

、

ケ

ア

の

こ

と

な

ど

に

つ

い

て

わ

か

り

や

す

く

説

明

し

て

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

す

べ

て

を

代

わ
っ

て

く

れ

る

人

や

サ
ー

ビ

ス

が

ほ

し

い

自

分

が

行
っ

て

い

る

お

世

話

の

一

部

を

代

わ

っ

て

く

れ

る

人

や

サ

ー

ビ

ス

が

ほ

し

い

自

由

に

使

え

る

時

間

が

ほ

し

い

進

路

や

就

職

な

ど

将

来

の

相

談

に

の
っ

て

ほ

し

い

大

学

の

勉

強

や

学

習

の

サ

ポ
ー

ト 家

庭

へ

の

経

済

的

な

支

援

学

費

へ

の

支

援

・

奨

学

金

等

そ

の

他

特

に

な

い

わ

か

ら

な

い

全体 14 28.6 14.3 14.3 7.1 0.0 35.7 35.7 7.1 14.3 35.7 0.0 35.7 14.3

父母 3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 66.7 66.7 0.0 33.3 0.0

祖父母 6 66.7 16.7 0.0 33.3 0.0 66.7 50.0 0.0 0.0 33.3 0.0 16.7 16.7

きょうだい 7 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 28.6 28.6 14.3 14.3 28.6 0.0 42.9 14.3

その他 0 - - - - - - - - - - - - -

全体 987 21.7 10.6 5.9 7.4 2.5 26.2 28.3 18.5 23.4 28.3 2.5 26.2 10.2

父母 425 27.1 13.9 8.0 11.1 2.1 26.4 28.7 18.8 27.8 30.6 3.1 22.4 8.7

祖父母 357 17.6 9.8 4.8 5.6 3.9 23.5 27.2 16.8 17.9 22.1 1.7 32.2 11.5

きょうだい 169 17.8 4.7 4.1 3.0 0.6 30.8 27.8 21.3 26.0 36.1 2.4 24.3 10.7

その他 36 16.7 8.3 0.0 2.8 2.8 30.6 36.1 19.4 13.9 25.0 5.6 22.2 13.9

全国

熊本県
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6-6 世話をすることに感じているきつさによる世話の状況の違い 

①世話をすることに感じているきつさ×世話を必要としている（していた）

方の状況 

■母親 

◇世話を必要としている（していた）人が母親の場合、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0

身体的にきつい 0 - - - - - - - - - -

精神的にきつい 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0

時間的余裕がな
い

0 - - - - - - - - - -

特にきつさを感
じていない

0 - - - - - - - - - -

全体 349 7.7 0.0 8.3 2.0 11.5 2.0 28.7 5.7 14.9 23.5

身体的にきつい 69 7.2 0.0 11.6 5.8 11.6 4.3 29.0 8.7 17.4 18.8

精神的にきつい 176 3.4 0.0 10.2 1.7 14.2 3.4 43.2 9.7 18.2 18.2

時間的余裕がな
い

128 5.5 0.0 7.0 0.8 14.1 3.1 31.3 9.4 19.5 21.1

特にきつさを感
じていない

117 12.0 0.0 3.4 0.9 6.0 0.0 14.5 1.7 12.8 35.0

熊本県

全国
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■父親 

◇世話を必要としている（していた）人が父親の場合、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

身体的にきつい 0 - - - - - - - - - -

精神的にきつい 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな
い

0 - - - - - - - - - -

特にきつさを感
じていない

0 - - - - - - - - - -

全体 202 16.3 0.0 11.4 2.5 10.9 1.5 11.4 8.4 13.9 22.8

身体的にきつい 52 15.4 0.0 17.3 5.8 7.7 0.0 13.5 7.7 15.4 25.0

精神的にきつい 92 16.3 0.0 13.0 3.3 13.0 1.1 19.6 10.9 20.7 21.7

時間的余裕がな
い

80 10.0 0.0 13.8 6.3 8.8 1.3 16.3 10.0 12.5 25.0

特にきつさを感
じていない

72 20.8 0.0 6.9 0.0 9.7 1.4 4.2 8.3 11.1 27.8

熊本県

全国
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■祖母 

◇世話を必要としている（していた）人が祖母の場合、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 2 100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

身体的にきつい 0 - - - - - - - - - -

精神的にきつい 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな
い

0 - - - - - - - - - -

特にきつさを感
じていない

1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 324 84.0 0.0 39.5 32.1 14.2 0.6 4.3 0.6 3.4 4.3

身体的にきつい 57 84.2 0.0 52.6 42.1 22.8 0.0 5.3 1.8 5.3 8.8

精神的にきつい 141 81.6 0.0 53.2 46.8 18.4 1.4 6.4 1.4 3.5 5.0

時間的余裕がな
い

92 87.0 0.0 48.9 30.4 18.5 0.0 2.2 1.1 6.5 6.5

特にきつさを感
じていない

142 86.6 0.0 25.4 21.8 11.3 0.0 3.5 0.0 2.1 4.2

熊本県

全国
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■祖父 

◇世話を必要としている（していた）人が祖父の場合、n 数が少ないため参考程度となるが、

結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 4 100.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

身体的にきつい 1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

精神的にきつい 4 100.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな
い

1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

特にきつさを感
じていない

0 - - - - - - - - - -

全体 170 84.1 0.0 40.0 22.9 10.6 1.2 2.4 1.8 5.3 4.1

身体的にきつい 28 89.3 0.0 50.0 42.9 10.7 3.6 14.3 10.7 10.7 3.6

精神的にきつい 71 87.3 0.0 47.9 39.4 9.9 1.4 5.6 4.2 7.0 4.2

時間的余裕がな
い

48 85.4 0.0 47.9 25.0 14.6 4.2 6.3 4.2 2.1 4.2

特にきつさを感
じていない

76 81.6 0.0 30.3 10.5 10.5 0.0 0.0 0.0 5.3 3.9

熊本県
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■きょうだい 

◇世話を必要としている（していた）人がきょうだいの場合、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 
 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 7 0.0 42.9 0.0 0.0 0.0 57.1 0.0 0.0 0.0 14.3

身体的にきつい 2 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

精神的にきつい 4 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 25.0

時間的余裕がな
い

3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0

特にきつさを感
じていない

2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 262 0.0 51.9 2.3 0.8 6.1 15.6 10.3 1.1 5.3 20.6

身体的にきつい 49 0.0 38.8 2.0 2.0 8.2 10.2 8.2 2.0 8.2 34.7

精神的にきつい 106 0.0 37.7 1.9 0.9 2.8 19.8 19.8 0.9 7.5 23.6

時間的余裕がな
い

92 0.0 45.7 2.2 0.0 1.1 12.0 10.9 2.2 5.4 29.3

特にきつさを感
じていない

112 0.0 63.4 1.8 0.9 9.8 14.3 2.7 0.0 2.7 18.8

熊本県

全国
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②世話をすることに感じているきつさ×行っている（行っていた）世話の

内容 

■母親 

◇母親への世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおり

である。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 2 100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

身体的にきつい 0 - - - - - - - - - - - -

精神的にきつい 2 100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな

い
0 - - - - - - - - - - - -

特にきつさを感

じていない
0 - - - - - - - - - - - -

全体 349 69.7 13.4 7.1 24.6 13.1 42.6 23.4 3.4 10.0 7.7 17.1 5.1

身体的にきつい 69 71.0 20.3 11.6 17.4 17.4 40.6 20.3 2.9 21.7 11.6 23.2 2.9

精神的にきつい 176 72.7 13.6 9.1 30.1 18.8 61.9 33.5 2.3 13.1 10.2 19.3 4.5

時間的余裕がな

い
128 75.8 19.5 7.8 29.7 19.5 52.3 25.8 3.1 14.8 13.3 21.9 3.1

特にきつさを感

じていない
117 64.4 11.0 3.4 16.1 5.1 22.9 11.9 5.1 4.2 3.4 14.4 8.5

熊本県
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■父親 

◇父親への世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおり

である。 

 
 

■祖母 

◇祖母への世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおり

である。 

 

 

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

身体的にきつい 0 - - - - - - - - - - - -

精神的にきつい 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな

い
0 - - - - - - - - - - - -

特にきつさを感

じていない
0 - - - - - - - - - - - -

全体 202 56.7 8.4 9.9 15.8 13.8 19.2 20.2 2.5 9.9 8.9 18.2 8.4

身体的にきつい 52 63.5 9.6 11.5 19.2 15.4 25.0 23.1 1.9 9.6 13.5 17.3 1.9

精神的にきつい 92 66.7 9.7 11.8 21.5 19.4 31.2 28.0 2.2 10.8 12.9 22.6 5.4

時間的余裕がな

い
80 58.8 12.5 10.0 23.8 18.8 27.5 27.5 2.5 16.3 16.3 22.5 3.8

特にきつさを感

じていない
72 48.6 2.8 6.9 5.6 4.2 11.1 13.9 2.8 8.3 2.8 11.1 15.3

熊本県
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（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

身体的にきつい 0 - - - - - - - - - - - -

精神的にきつい 1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな

い
0 - - - - - - - - - - - -

特にきつさを感

じていない
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

全体 324 82.7 5.0 42.6 54.0 41.6 58.9 92.1 0.5 8.4 24.8 4.0 5.0

身体的にきつい 57 73.1 1.9 51.9 42.3 32.7 40.4 73.1 0.0 9.6 26.9 11.5 1.9

精神的にきつい 141 92.4 2.2 56.5 52.2 40.2 68.5 96.7 1.1 15.2 35.9 5.4 4.3

時間的余裕がな

い
92 75.0 5.0 46.3 47.5 33.8 45.0 70.0 0.0 7.5 26.3 5.0 2.5

特にきつさを感

じていない
142 83.3 8.3 29.2 65.3 51.4 62.5 101.4 0.0 4.2 11.1 2.8 8.3

熊本県
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■祖父 

◇祖父への世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおり

である。 

 

 

■きょうだい 

◇きょうだいへの世話の内容については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下の

とおりである。 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 4 25.0 0.0 75.0 50.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

身体的にきつい 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

精神的にきつい 4 25.0 0.0 75.0 50.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな

い
1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

特にきつさを感

じていない
0 - - - - - - - - - - - -

全体 170 48.2 1.8 26.5 29.4 28.8 28.2 56.5 1.2 4.1 11.8 1.2 2.4

身体的にきつい 28 67.9 3.6 46.4 39.3 53.6 46.4 64.3 3.6 10.7 25.0 3.6 0.0

精神的にきつい 71 57.7 1.4 35.2 36.6 38.0 39.4 63.4 1.4 7.0 14.1 1.4 2.8

時間的余裕がな

い
48 62.5 2.1 41.7 37.5 39.6 47.9 50.0 2.1 6.3 20.8 2.1 2.1

特にきつさを感

じていない
76 34.2 2.6 14.5 21.1 22.4 15.8 53.9 0.0 2.6 6.6 1.3 2.6

熊本県
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（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 7 57.1 57.1 28.6 28.6 0.0 0.0 85.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

身体的にきつい 2 100.0 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

精神的にきつい 4 75.0 75.0 25.0 0.0 0.0 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

時間的余裕がな

い
3 66.7 100.0 66.7 33.3 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

特にきつさを感

じていない
2 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 262 59.9 35.1 11.5 22.1 6.1 30.5 45.4 1.1 3.8 2.7 6.9 4.6

身体的にきつい 49 75.5 40.8 14.3 34.7 12.2 38.8 32.7 2.0 14.3 12.2 18.4 0.0

精神的にきつい 106 59.4 36.8 7.5 22.6 6.6 43.4 48.1 0.9 6.6 4.7 10.4 3.8

時間的余裕がな

い
92 76.1 37.0 9.8 25.0 7.6 43.5 41.3 0.0 6.5 2.2 8.7 1.1

特にきつさを感

じていない
112 50.9 35.7 14.3 23.2 5.4 20.5 45.5 0.9 0.9 0.9 3.6 7.1

熊本県
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③世話をすることに感じているきつさ×世話をしていることで、やりたか

ったができなかったこと、あきらめたこと 

■世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、あきらめたこと 

◇世話をしている（していた）ことでやりたかったができなかったこと、あきらめたことにつ

いては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

■世話をしていることで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなこと 

◇世話をしている（していた）ことで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなことにつ

いては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

大
学
の
授
業
に
行
き
た
く
て
も
行
け

な
か
っ

た

単
位
を
と
れ
な
か
っ

た
、

留
年
・
休

学
し
た

課
題
・
予
習
復
習
を
す
る
時
間
が
取

れ
な
か
っ

た

留
学
を
あ
き
ら
め
た

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
か
っ

た

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た

部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
が
で
き
な

か
っ

た
、

も
し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得

な
か
っ

た

課
外
活
動
・
習
い
事
が
で
き
な
か
っ

た
、

も
し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な

か
っ

た

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
か
っ

た

就
職
先
・
進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る

を
得
な
か
っ

た
・
変
更
し
た

一
人
暮
ら
し
を
し
た
く
て
も
で
き
な

か
っ

た

恋
愛
を
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ

た

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ

た

そ
の
他

特
に
な
か
っ

た

全体 14 7.1 0.0 21.4 7.1 42.9 42.9 7.1 14.3 28.6 0.0 0.0 7.1 42.9 0.0 21.4

身体的にきつい 3 0.0 0.0 0.0 0.0 66.7 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3

精神的にきつい 10 10.0 0.0 30.0 10.0 40.0 50.0 10.0 20.0 30.0 0.0 0.0 10.0 60.0 0.0 20.0

時間的余裕がな
い

4 0.0 0.0 25.0 0.0 75.0 75.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 25.0 75.0 0.0 0.0

特にきつさを感
じていない

3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

全体 987 4.5 3.6 17.9 5.3 24.4 24.3 9.8 4.8 11.8 7.5 13.2 7.9 32.2 2.1 41.9

身体的にきつい 161 12.4 14.3 39.1 10.6 53.4 49.7 23.0 14.3 27.3 18.0 24.2 14.9 62.1 3.7 13.0

精神的にきつい 418 6.7 6.0 29.2 7.9 39.2 40.0 16.0 8.6 17.7 12.4 21.8 13.2 56.9 4.1 15.6

時間的余裕がな
い

314 8.3 7.6 38.2 10.5 47.1 43.0 19.4 11.5 19.7 11.8 22.3 15.0 64.0 1.9 11.1

特にきつさを感
じていない

413 1.5 0.7 3.6 1.7 6.3 7.3 1.7 0.5 3.4 2.4 4.1 1.2 5.8 1.0 75.5

熊本県
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（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

大
学
の
授
業
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い

単
位
取
得
、

進
学
・
卒
業
で

き
る
か
不
安
が
あ
る

課
題
・
予
習
復
習
を
す
る
時

間
が
取
れ
な
い

留
学
に
い
け
な
い

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い

部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
が

で
き
な
い

課
外
活
動
・
習
い
事
が
で
き

な
い

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い

就
職
活
動
の
時
間
が
取
れ
な

い 希
望
す
る
就
職
先
・
進
路
の

変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い

一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
か
不

安
が
あ
る

恋
愛
・
結
婚
に
対
す
る
不
安

が
あ
る

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体 14 7.1 14.3 14.3 0.0 7.1 7.1 7.1 - - 14.3 0.0 14.3 14.3 14.3 21.4 7.1 50.0

身体的にきつい 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7

精神的にきつい 10 10.0 20.0 20.0 0.0 10.0 10.0 10.0 - - 20.0 0.0 20.0 20.0 20.0 30.0 10.0 30.0

時間的余裕がな
い

4 0.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 - - 25.0 0.0 25.0 25.0 50.0 25.0 25.0 25.0

特にきつさを感
じていない

3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

全体 987 2.8 8.0 8.5 4.4 12.9 9.9 ‐ 2.9 3.1 7.4 11.4 13.6 15.9 14.4 20.1 3.5 51.9

身体的にきつい 161 11.8 23.0 24.8 8.1 37.3 25.5 ‐ 8.1 9.9 16.1 28.6 28.6 24.8 26.1 43.5 6.2 22.4

精神的にきつい 418 4.5 13.2 14.1 6.9 23.2 16.5 ‐ 5.0 5.5 10.8 19.1 21.5 26.1 24.6 37.3 7.2 28.7

時間的余裕がな
い

314 4.8 16.2 20.1 9.2 28.7 20.1 ‐ 7.3 7.3 13.1 22.9 23.6 24.2 23.9 40.8 5.4 25.2

特にきつさを感
じていない

413 0.5 1.7 0.7 1.0 2.7 1.9 ‐ 0.0 0.0 2.4 1.9 4.6 5.8 3.9 3.4 1.0 80.4

熊本県

全国
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④世話をすることに感じているきつさ×世話をしていることで生ずる就

職に関する不安 

◇世話をしている（していた）ことで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため

参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 
 

  

（％）

調
査
数
（
ｎ
＝
）

正
社
員
と
し
て
就
職
で
き
る

か
不
安
が
あ
る

休
ま
ず
働
け
る
か
不
安
が
あ

る 通
勤
で
き
る
地
域
が
限
ら
れ

る 働
け
る
時
間
帯
が
限
ら
れ
て

い
る

就
職
先
に
つ
い
て
考
え
る
時

間
が
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

全体 14 28.6 21.4 14.3 7.1 14.3 7.1 21.4 42.9

身体的にきつい 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3

精神的にきつい 10 40.0 30.0 20.0 10.0 20.0 10.0 20.0 30.0

時間的余裕がな
い

4 50.0 25.0 25.0 0.0 25.0 25.0 0.0 25.0

特にきつさを感
じていない

3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3 66.7

全体 987 13.9 11.4 13.4 7.0 7.8 2.0 12.9 54.9

身体的にきつい 161 33.5 32.9 28.0 15.5 19.9 5.0 11.2 24.8

精神的にきつい 418 19.4 21.5 20.3 10.5 12.9 4.1 17.5 36.6

時間的余裕がな
い

314 24.8 20.4 22.9 12.1 18.2 3.2 14.6 30.9

特にきつさを感
じていない

413 4.1 1.9 5.3 2.4 1.2 0.7 9.0 78.9

熊本県

全国
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⑤世話をすることに感じているきつさ×世話について相談した経験の有

無 

◇世話について相談した経験の有無については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
  

35.7

30.0

66.7

64.3

100.0

70.0

100.0

33.3

全体(n=14)

身体的にきつい(n=3)

精神的にきつい(n=10)

時間的余裕がない(n=4)

特にきつさを感じていない(n=3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

33.4

55.3

47.6

46.2

17.7

66.6

44.7

52.4

53.8

82.3

全体(n=987)

身体的にきつい(n=161)

精神的にきつい(n=418)

時間的余裕がない(n=314)

特にきつさを感じていない

(n=413)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑥世話をすることに感じているきつさ×悩みを相談していない理由 

◇世話について相談した経験が「ない」と答えた人に悩みを相談していない理由を尋ねたとこ

ろ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

誰

か

に

相

談

す

る

ほ

ど

の

悩

み

で

は

な

い

家

族

外

の

人

に

相

談

す

る

よ

う

な

悩

み

で

は

な

い 誰

に

相

談

す

る

の

が

よ

い

か

わ

か

ら

な

い

相

談

で

き

る

人

が

身

近

に

い

な

い

家

族

の

こ

と

の

た

め

話

し

に

く

い

家

族

の

こ

と

を

知

ら

れ

た

く

な

い

家

族

に

対

し

て

偏

見

を

持

た

れ

た

く

な

い

相

談

し

て

も

状

況

が

変

わ

る

と

は

思

わ

な

い

そ

の

他

全体 9 33.3 11.1 33.3 22.2 44.4 44.4 22.2 44.4 11.1

身体的にきつい 3 33.3 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 33.3

精神的にきつい 7 28.6 0.0 42.9 28.6 28.6 42.9 14.3 28.6 14.3

時間的余裕がな

い
4 0.0 0.0 25.0 0.0 50.0 25.0 0.0 50.0 25.0

特にきつさを感

じていない
3 33.3 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0

全体 657 52.5 20.2 12.5 11.6 19.3 12.5 10.7 33.0 3.8

身体的にきつい 72 31.9 37.5 31.9 34.7 48.6 23.6 27.8 55.6 8.3

精神的にきつい 219 32.9 33.3 26.9 23.7 42.0 25.1 23.7 53.0 5.5

時間的余裕がな

い
169 34.9 30.8 24.3 25.4 35.5 19.5 17.2 43.8 4.1

特にきつさを感

じていない
340 67.6 9.1 3.8 3.5 4.7 2.9 2.9 22.1 3.8

熊本県

全国
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⑦世話をすることに感じているきつさ×世話について話を聞いてくれる

人の有無 

◇世話について相談した経験が「ない」と答えた人に、世話を必要としている家族のことや、

世話の悩みを聞いてくれる人はいるかについて聞いたところ、n 数が少ないため参考程度と

なるが、結果は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

 

  

77.8

66.7

71.4

50.0

33.3

22.2

33.3

28.6

50.0

66.7 

全体(n=9)

身体的にきつい(n=3)

精神的にきつい(n=7)

時間的余裕がない(n=4)

特にきつさを感じていない(n=3)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

55.4

29.2

38.4

40.2

68.2

44.6

70.8

61.6

59.8

31.8

全体(n=657)

身体的にきつい(n=72)

精神的にきつい(n=219)

時間的余裕がない(n=169)

特にきつさを感じていない

(n=340)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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6-7 ヤングケアラーの自己認識による生活状況、世話の状況の違い 

①ヤングケアラーの自己認識×身体面の健康状態 

◇身体面の健康状況については、ヤングケアラーに「現在あてはまる（かつてあてはまったと

思う）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、ヤングケアラーに「あてはまらない」、「わ

からない」場合、「現在あてはまる」、「在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う」

の場合に比べて「よい」、「まあよい」の割合が高くなっている 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

9.7 12.4

14.3

30.0 

11.9 

14.3 

2.2 

10.0 

0.4 

100.0 

60.0 

63.3 

71.4 

現在あてはまる(n=5)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=10)

あてはまらない(n=226)

わからない(n=14)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

32.2

29.2

41.9

38.2

25.4

26.3

27.0

26.0

23.2 

28.5 

23.5 

24.5 

15.9 

13.1 

6.7 

8.7 

3.3 

2.9 

0.8 

2.6 

現在あてはまる(n=276)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=487)

あてはまらない(n=8374)

わからない(n=542)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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②ヤングケアラーの自己認識×精神面の健康状態 

◇精神面の健康状況については、ヤングケアラーに「現在あてはまる（かつてあてはまったと

思う）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、ヤングケアラーに「現在あてはまる」、「現

在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う」の場合、「あてはまらない」、「わからな

い」の場合に比べて「あまりよくない」の割合が高くなっている。全国調査と比べると n 数

の多い「あてはまらない」では、全国調査と同様の傾向となっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

 

 

 

  

10.0

28.8

21.4

20.0

10.0

26.1

28.6

20.0 

50.0 

31.9 

42.9 

40.0 

30.0 

10.2 

7.1 

20.0 

3.1 

現在あてはまる(n=5)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=10)

あてはまらない(n=226)

わからない(n=14)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

19.6

18.3

26.5

26.8

14.9

17.0

22.7

14.9

27.9 

27.9 

28.8 

29.7 

26.1 

26.3 

17.8 

19.4 

11.6 

10.5 

4.1 

9.2 

現在あてはまる(n=276)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=487)

あてはまらない(n=8374)

わからない(n=542)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よい まあよい ふつう あまりよくない よくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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③ヤングケアラーの自己認識×大学の授業（履修している講義）への出席

状況 

◇大学の授業（履修している講義）への出席状況については、ヤングケアラーに「現在あては

まる（かつてあてはまったと思う）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、ヤングケアラ

ーに「現在あてはまる」、「現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う」の場合、

「あてはまらない」、「わからない」の場合に比べて「たまに欠席する」の割合が高くなって

いる。全国調査と比べると n 数の多い「あてはまらない」では、全国調査と同様の傾向とな

っている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

 

  

60.0

70.0

79.2

92.9

40.0

20.0

13.3

10.0 

7.5 

7.1 

現在あてはまる(n=5)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=10)

あてはまらない(n=226)

わからない(n=14)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

67.0

65.3

70.2

69.9

19.9

20.1

16.6

19.0

13.0 

14.6 

13.2 

11.1 

現在あてはまる(n=276)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=487)

あてはまらない(n=8374)

わからない(n=542)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど欠席しない たまに欠席する よく欠席する

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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④ヤングケアラーの自己認識×大学の授業（履修している講義）への遅刻

や早退の状況 

◇大学の授業（履修している講義）への遅刻や早退の状況については、ヤングケアラーに「現

在あてはまる（かつてあてはまったと思う）」の n 数が少ないことに留意が必要だが、ヤン

グケアラーに「現在あてはまる」、「現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う」

の場合、「あてはまらない」、「わからない」の場合に比べて「よくする」の割合が高くなって

いる。全国調査と比べると n 数の多い「あてはまらない」では、全国調査と同様の傾向とな

っている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

 

 

  

80.0

80.0

86.7

100.0

10.0

10.6

20.0 

10.0 

2.7 

現在あてはまる(n=5)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=10)

あてはまらない(n=226)

わからない(n=14)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

85.5

80.3

84.0

83.9

12.0

16.8

13.6

14.4

2.5 

2.9 

2.4 

1.7 

現在あてはまる(n=276)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=487)

あてはまらない(n=8374)

わからない(n=542)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんどしない たまにする よくする

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑤ヤングケアラーの自己認識×普段の大学生活等においてあてはまるも

の 

◇普段の大学生活等においてあてはまるものについては、n 数が少ないことに留意が必要だが、

ヤングケアラーに「現在あてはまる」人では、「あてはまらない」、「わからない」人に比べて

「課題や予習復習ができていないことが多い」、「部活・サークル等を休むことが多い」、「提

出しなければいけない書類などの提出が遅れることが多い」、「合宿等の行事を欠席する」の

割合が高くなっている。全国調査と比べると n 数の多い「あてはまらない」では、全国調査

と同様の傾向となっている。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

授
業
を
欠
席
し
が
ち
で
あ
る

課
題
や
予
習
復
習
が
で
き
て

い
な
い
こ
と
が
多
い

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い

部
活
・
サ
ー

ク
ル
等
を
休
む

こ
と
が
多
い

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

書
類
な
ど
の
提
出
が
遅
れ
る

こ
と
が
多
い

合
宿
等
の
行
事
を
欠
席
す
る

大
学
で
は
1
人
で
過
ご
す
こ

と
が
多
い

友
人
と
遊
ん
だ
り
、

話
し
た

り
す
る
時
間
が
な
い

特
に
な
い

現在あてはまる 5 0.0 40.0 0.0 20.0 20.0 20.0 0.0 20.0 20.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

10 20.0 20.0 10.0 0.0 10.0 10.0 20.0 20.0 50.0

あてはまらない 226 3.5 13.7 6.6 4.0 10.6 0.9 22.1 21.7 54.9

わからない 14 0.0 21.4 0.0 7.1 14.3 0.0 28.6 35.7 35.7

現在あてはまる 276 8.3 23.2 10.9 8.3 14.9 2.9 29.3 33.7 36.6

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

487 10.1 26.7 9.9 7.4 14.6 4.5 27.9 35.3 31.8

あてはまらない 8,374 7.1 20.5 6.1 5.0 9.9 2.3 24.9 27.4 45.4

わからない 542 7.4 19.2 7.4 5.9 11.3 4.1 26.9 28.4 41.3

熊本県

全国
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⑥ヤングケアラーの自己認識×現在の悩みや困りごと 

◇現在の悩みや困りごとについては、n 数が少ないことに留意が必要だが、ヤングケアラーに

「現在あてはまる」、「現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う」人では、「あて

はまらない」、「わからない」人に比べて「課題活動や習い事ができないこと」、「アルバイト・

仕事のこと」、「家庭の経済的状況のこと」、「自分と家族との関係のこと」、「家族内の人間関

係のこと（両親の仲が良くないなど）」、「自分のために使える時間が少ないこと」の割合が高

くなっている。全国調査と比べると n 数の多い「あてはまらない」では、全国調査と同様の

傾向となっている。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

友
人
と
の
関
係
の
こ
と

学
業
成
績
の
こ
と

就
職
・
進
路
の
こ
と

部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
の

こ
と

学
費
（

授
業
料
）

な
ど
学
校

生
活
に
必
要
な
お
金
の
こ
と

課
題
活
動
や
習
い
事
が
で
き

な
い
こ
と

ア
ル
バ
イ
ト
・
仕
事
の
こ
と

家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ
と

自
分
と
家
族
と
の
関
係
の
こ

と 家
族
内
の
人
間
関
係
の
こ
と

（

両
親
の
仲
が
良
く
な
い
な

ど
）

病
気
や
障
が
い
の
あ
る
家
族

の
こ
と

自
分
の
た
め
に
使
え
る
時
間

が
少
な
い
こ
と

そ
の
他

特
に
な
い

現在あてはまる 5 0.0 20.0 60.0 0.0 0.0 20.0 20.0 20.0 60.0 40.0 0.0 20.0 20.0 20.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

10 20.0 40.0 100.0 10.0 30.0 10.0 30.0 50.0 10.0 40.0 30.0 40.0 0.0 0.0

あてはまらない 226 16.8 22.1 68.1 2.7 18.6 2.2 18.6 11.9 7.5 4.9 3.1 8.8 1.8 15.5

わからない 14 7.1 42.9 50.0 0.0 28.6 0.0 14.3 7.1 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 28.6

現在あてはまる 276 20.7 31.5 79.0 8.3 38.8 11.2 34.1 42.4 31.9 28.3 32.6 27.5 5.1 5.4

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

487 18.5 30.0 79.5 8.8 34.5 10.1 31.8 33.7 23.6 20.3 12.7 22.8 6.0 6.0

あてはまらない 8,374 14.5 23.8 77.3 8.3 20.0 4.4 23.4 14.7 8.6 6.9 2.4 15.9 4.1 11.2

わからない 542 17.3 27.9 71.6 7.9 28.4 7.4 26.2 24.2 16.6 14.6 11.8 15.7 3.7 15.5

熊本県

全国
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⑦ヤングケアラーの自己認識×一緒に世話を行っている人 

◇一緒に世話を行っている人については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下の

とおりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（
ｎ
＝
）

母
親

父
親

祖
母

祖
父

き
ょ

う
だ
い

親
戚
の
人

自
分
の
み

福
祉
サ
ー

ビ
ス
（

ヘ
ル
パ
ー

な
ど
）

を
利
用

そ
の
他

全体 14 64.3 35.7 14.3 14.3 21.4 7.1 21.4 21.4 0.0

現在あてはまる 3 66.7 66.7 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

9 66.7 33.3 22.2 11.1 22.2 11.1 11.1 22.2 0.0

あてはまらない 1 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

わからない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

全体 987 52.9 36.2 11.8 5.6 27.3 7.4 20.0 14.1 1.3

現在あてはまる 174 50.6 29.3 10.3 3.4 27.6 5.7 20.7 21.8 2.3

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

289 53.6 40.1 12.8 8.0 31.8 13.1 15.6 20.8 0.3

あてはまらない 361 55.1 38.5 11.6 4.7 25.8 4.2 21.9 6.9 1.7

わからない 163 49.1 31.3 11.7 5.5 22.1 6.1 22.7 9.8 1.2

熊本県

全国
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⑧ヤングケアラーの自己認識×世話をしている（していた）頻度 

◇世話をしている（していた）頻度については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

  

57.1

100.0

55.6

21.4

22.2

100.0

14.3 

11.1 

100.0 

7.1 

11.1 

全体(n=14)

現在あてはまる(n=3)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=9)

あてはまらない(n=1)

わからない(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.9

59.8

51.6

33.5

48.5

21.5

21.3

28.7

18.3

16.0

14.9 

11.5 

10.4 

18.8 

17.8 

15.4 

4.0 

7.6 

26.6 

16.6 

2.3 

3.4 

1.7 

2.8 

1.2 

全体(n=987)

現在あてはまる(n=174)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=289)

あてはまらない(n=361)

わからない(n=163)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑨ヤングケアラーの自己認識×平日１日あたりに世話に費やす時間 

◇平日１日あたりに世話に費やす時間については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果

は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

21.4

33.3

11.1

100.0

28.6

33.3

22.2

100.0

21.4 

33.3 

21.4 

33.3 

22.2 

7.1 

11.1 

全体(n=14)

現在あてはまる(n=3)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=9)

あてはまらない(n=1)

わからない(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

32.6

17.2

21.1

46.0

39.9

36.2

37.9

37.4

35.2

34.4

19.1 

24.1 

25.6 

12.5 

17.2 

5.7 

7.5 

8.7 

3.3 

3.7 

6.4 

13.2 

7.3 

3.0 

4.9 

全体(n=987)

現在あてはまる(n=174)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=289)

あてはまらない(n=361)

わからない(n=163)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満 7時間以上

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑩ヤングケアラーの自己認識×世話をしていることで、大学進学の際に苦

労したこと・影響 

◇世話を始めた時期が大学入学以前と答えた人に対し世話をしていることで、大学進学の際に

苦労したこと・影響 を聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のと

おりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（
ｎ
＝
）

受
験
勉
強
を
す
る
時
間
が
取

れ
な
か
っ

た

学
費
等
の
制
約
や
経
済
的
な

不
安
が
あ
っ

た

実
家
か
ら
通
え
る
範
囲
等
の

通
学
面
の
制
約
が
あ
っ

た

家
族
等
か
ら
世
話
を
優
先
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
た

進
学
す
る
か
働
く
か
迷
っ

た

大
学
以
外
の
進
学
先
と
迷
っ

た そ
の
他

特
に
な
い

全体 11 27.3 36.4 18.2 0.0 9.1 18.2 9.1 54.5

現在あてはまる 3 33.3 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

7 28.6 57.1 14.3 0.0 14.3 14.3 14.3 42.9

あてはまらない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

わからない 0 - - - - - - - -

全体 633 21.6 26.7 13.1 10.7 12.2 7.1 6.3 48.0

現在あてはまる 112 35.7 40.2 33.9 19.6 26.8 15.2 8.0 22.3

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

211 29.9 35.1 10.9 13.3 9.5 9.0 9.5 40.3

あてはまらない 216 8.3 12.5 5.1 5.1 6.0 2.3 4.6 70.4

わからない 94 17.0 24.5 11.7 7.4 14.9 4.3 1.1 44.7

熊本県

全国
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⑪ヤングケアラーの自己認識×世話をしていることで、やりたかったがで

きなかったこと、あきらめたこと 

■世話をしていることで、やりたかったができなかったこと、あきらめたこと 

◇世話をしている（していた）ことでやりたかったができなかったこと、あきらめたことにつ

いては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 
 

 

■世話をしていることで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなこと 

◇世話をしている（していた）ことで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなことにつ

いては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

大
学
の
授
業
に
行
き
た
く
て
も
行
け

な
か
っ

た

単
位
を
と
れ
な
か
っ

た
、

留
年
・
休

学
し
た

課
題
・
予
習
復
習
を
す
る
時
間
が
取

れ
な
か
っ

た

留
学
を
あ
き
ら
め
た

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
か
っ

た

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た

部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
が
で
き
な

か
っ

た
、

も
し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得

な
か
っ

た

課
外
活
動
・
習
い
事
が
で
き
な
か
っ

た
、

も
し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な

か
っ

た

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
か
っ

た

就
職
先
・
進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る

を
得
な
か
っ

た
・
変
更
し
た

一
人
暮
ら
し
を
し
た
く
て
も
で
き
な

か
っ

た

恋
愛
を
し
た
く
て
も
で
き
な
か
っ

た

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
か
っ

た

そ
の
他

特
に
な
か
っ

た

全体 14 7.1 0.0 21.4 7.1 42.9 42.9 7.1 14.3 28.6 0.0 0.0 7.1 42.9 0.0 21.4

現在あてはまる 3 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

9 11.1 0.0 11.1 11.1 33.3 66.7 11.1 22.2 11.1 0.0 0.0 11.1 44.4 0.0 22.2

あてはまらない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

わからない 1 0.0 0.0 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

全体 987 4.5 3.6 17.9 5.3 24.4 24.3 9.8 4.8 11.8 7.5 13.2 7.9 32.2 2.1 41.9

現在あてはまる 174 10.3 6.9 35.1 9.8 42.5 43.7 23.0 10.9 25.3 13.2 27.0 14.9 57.5 1.1 14.4

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

289 4.8 4.8 20.4 5.9 30.4 30.4 11.1 5.9 10.7 8.3 12.1 7.6 38.8 3.8 33.2

あてはまらない 361 0.8 1.4 8.6 1.4 11.1 11.9 4.2 1.7 5.5 3.0 6.1 4.2 15.2 1.4 64.8

わからない 163 5.5 3.1 16.0 8.0 23.9 20.2 6.1 3.1 12.9 9.8 16.0 9.2 31.3 1.8 36.2

熊本県

全国

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

大
学
の
授
業
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い

単
位
取
得
、

進
学
・
卒
業
で

き
る
か
不
安
が
あ
る

課
題
・
予
習
復
習
を
す
る
時

間
が
取
れ
な
い

留
学
に
い
け
な
い

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い

部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
が

で
き
な
い

課
外
活
動
・
習
い
事
が
で
き

な
い

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い

就
職
活
動
の
時
間
が
取
れ
な

い 希
望
す
る
就
職
先
・
進
路
の

変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い

一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
か
不

安
が
あ
る

恋
愛
・
結
婚
に
対
す
る
不
安

が
あ
る

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体 14 7.1 14.3 14.3 0.0 7.1 7.1 7.1 - - 14.3 0.0 14.3 14.3 14.3 21.4 7.1 50.0

現在あてはまる 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 0.0 33.3 0.0 33.3 0.0 66.7

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

9 11.1 22.2 22.2 0.0 0.0 11.1 11.1 - - 11.1 0.0 22.2 11.1 22.2 22.2 11.1 44.4

あてはまらない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 - - 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

わからない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 - - 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 987 2.8 8.0 8.5 4.4 12.9 9.9 ‐ 2.9 3.1 7.4 11.4 13.6 15.9 14.4 20.1 3.5 51.9

現在あてはまる 174 6.3 19.0 19.0 7.5 25.3 23.6 ‐ 5.7 6.9 18.4 22.4 27.6 35.1 25.9 43.7 4.6 19.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

289 3.1 8.0 9.0 4.2 12.8 10.7 ‐ 2.8 2.8 6.6 12.1 12.8 12.5 18.7 20.4 5.2 48.4

あてはまらない 361 0.8 3.0 3.3 2.5 6.1 3.0 ‐ 0.8 0.8 2.2 5.0 6.4 6.9 6.9 9.1 1.7 72.6

わからない 163 3.1 7.4 8.0 5.5 14.7 9.2 ‐ 4.9 4.9 8.6 12.9 16.0 21.5 11.0 18.4 3.7 47.2

熊本県

全国
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⑫ヤングケアラーの自己認識×世話をしていることで生ずる就職に関す

る不安 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（
ｎ
＝
）

正
社
員
と
し
て
就
職
で
き
る

か
不
安
が
あ
る

休
ま
ず
働
け
る
か
不
安
が
あ

る 通
勤
で
き
る
地
域
が
限
ら
れ

る 働
け
る
時
間
帯
が
限
ら
れ
て

い
る

就
職
先
に
つ
い
て
考
え
る
時

間
が
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

全体 14 28.6 21.4 14.3 7.1 14.3 7.1 21.4 42.9

現在あてはまる 3 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

9 22.2 22.2 22.2 0.0 0.0 11.1 22.2 44.4

あてはまらない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

わからない 1 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

全体 987 13.9 11.4 13.4 7.0 7.8 2.0 12.9 54.9

現在あてはまる 174 27.6 21.8 35.6 14.4 14.9 3.4 17.8 22.4

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

289 14.2 13.8 11.4 6.9 10.0 2.4 12.5 52.2

あてはまらない 361 5.8 3.6 5.0 2.8 2.2 0.6 9.1 75.6

わからない 163 16.6 13.5 11.7 8.6 8.6 3.1 16.6 48.5

熊本県

全国
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⑬ヤングケアラーの自己認識×世話をすることで感じるきつさ 

◇世話をすることで感じるきつさについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以

下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（
ｎ
＝
）

身
体
的
に
き
つ
い

精
神
的
に
き
つ
い

時
間
的
余
裕
が
な
い

特
に
き
つ
さ
を
感
じ
て
い
な

い

全体 14 21.4 71.4 28.6 21.4

現在あてはまる 3 0.0 33.3 0.0 66.7

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

9 33.3 88.9 33.3 0.0

あてはまらない 1 0.0 0.0 0.0 100.0

わからない 1 0.0 100.0 100.0 0.0

全体 987 16.3 42.4 31.8 41.8

現在あてはまる 174 29.3 58.6 47.1 19.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

289 22.8 62.6 36.0 26.6

あてはまらない 361 5.3 21.1 20.5 63.7

わからない 163 15.3 36.2 33.1 44.8

熊本県

全国
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⑭ヤングケアラーの自己認識×世話について相談した経験の有無 

◇世話について相談した経験の有無については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
 

全国調査 

 

  

35.7

66.7

22.2

100.0

64.3

33.3

77.8

100.0

全体(n=14)

現在あてはまる(n=3)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=9)

あてはまらない(n=1)

わからない(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

33.4

52.3

41.2

20.5

28.2

66.6

47.7

58.8

79.5

71.8

全体(n=987)

現在あてはまる(n=174)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=289)

あてはまらない(n=361)

わからない(n=163)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある ない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑮ヤングケアラーの自己認識×世話についての相談相手 

◇世話についての相談相手については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のと

おりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（
ｎ
＝
）

家
族
（

父
、

母
、

祖
父
、

祖

母
、

き
ょ

う
だ
い
）

親
戚
（

お
じ
、

お
ば
な
ど
）

友
人

交
際
相
手
、

配
偶
者

大
学
の
指
導
教
員

大
学
の
学
生
相
談
室
や
キ
ャ

リ
ア
支
援
室
・
保
健
セ
ン

タ
ー

そ
の
他
の
大
学
の
職
員
・
機

関 医
師
や
看
護
師
、

そ
の
他
病

院
の
人

ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー

や
ケ
ア
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー
、

福
祉
サ
ー

ビ

ス
の
人

役
所
の
人
（

自
治
体
の
保
健

セ
ン
タ
ー

等
含
む
）

近
所
の
人

S
N
S
上
で
の
知
り
合
い

そ
の
他

全体 5 80.0 0.0 80.0 0.0 40.0 20.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0

現在あてはまる 2 50.0 0.0 100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

2 100.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 1 100.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

わからない 0 - - - - - - - - - - - - -

全体 330 52.4 14.8 49.7 16.7 11.5 12.7 1.8 4.5 4.5 3.6 2.4 4.5 7.3

現在あてはまる 91 53.8 16.5 53.8 14.3 14.3 12.1 1.1 8.8 8.8 5.5 2.2 8.8 5.5

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

119 45.4 16.8 47.1 22.7 12.6 16.8 2.5 4.2 4.2 4.2 2.5 5.0 9.2

あてはまらない 74 60.8 8.1 43.2 14.9 8.1 8.1 0.0 2.7 0.0 1.4 1.4 1.4 4.1

わからない 46 54.3 17.4 58.7 8.7 8.7 10.9 4.3 0.0 4.3 2.2 4.3 0.0 10.9

熊本県

全国
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⑯ヤングケアラーの自己認識×悩みを相談していない理由 

◇世話について相談した経験が「ない」と答えた人に悩みを相談していない理由を尋ねたとこ

ろ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調
査
数
（
ｎ
＝
）

誰
か
に
相
談
す
る
ほ
ど
の
悩

み
で
は
な
い

家
族
外
の
人
に
相
談
す
る
よ

う
な
悩
み
で
は
な
い

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ
い
か

わ
か
ら
な
い

相
談
で
き
る
人
が
身
近
に
い

な
い

家
族
の
こ
と
の
た
め
話
し
に

く
い

家
族
の
こ
と
を
知
ら
れ
た
く

な
い

家
族
に
対
し
て
偏
見
を
持
た

れ
た
く
な
い

相
談
し
て
も
状
況
が
変
わ
る

と
は
思
わ
な
い

そ
の
他

全体 9 33.3 11.1 33.3 22.2 44.4 44.4 22.2 44.4 11.1

現在あてはまる 1 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 100.0 0.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

7 28.6 0.0 28.6 28.6 42.9 42.9 14.3 42.9 14.3

あてはまらない 0 - - - - - - - - -

わからない 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 657 52.5 20.2 12.5 11.6 19.3 12.5 10.7 33.0 3.8

現在あてはまる 83 30.1 37.3 21.7 21.7 37.3 26.5 20.5 49.4 2.4

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

170 45.9 26.5 17.6 18.8 26.5 16.5 15.3 34.7 5.3

あてはまらない 287 67.9 13.6 6.3 5.6 9.4 5.6 4.9 24.4 3.5

わからない 117 40.2 15.4 13.7 8.5 20.5 13.7 11.1 40.2 3.4

熊本県

全国
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⑰ヤングケアラーの自己認識×世話について話を聞いてくれる人の有無 

◇世話について相談した経験が「ない」と答えた人に世話について話を聞いてくれる人がいる

か聞いたところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

77.8

100.0

71.4

100.0

22.2

28.6

全体(n=9)

現在あてはまる(n=1)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=7)

あてはまらない(n=0)

わからない(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

55.4

36.1

52.4

65.2

49.6

44.6

63.9

47.6

34.8

50.4

全体(n=987)

現在あてはまる(n=174)

現在はあてはまらないが、かつて

あてはまったと思う(n=289)

あてはまらない(n=361)

わからない(n=163)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる いない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑱ヤングケアラーの自己認識×大学や大人に助けて欲しいことや、必要な

支援 

◇大学や大人に助けて欲しいことや、必要な支援については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

自
分
の
い
ま
の
状
況
に
つ
い
て
話
を

聞
い
て
ほ
し
い

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談
に

の
っ

て
ほ
し
い

家
族
の
病
気
や
障
が
い
、

ケ
ア
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
ほ
し
い

自
分
が
行
っ

て
い
る
お
世
話
の
す
べ

て
を
代
わ
っ

て
く
れ
る
人
や
サ
ー

ビ

ス
が
ほ
し
い

自
分
が
行
っ

て
い
る
お
世
話
の
一
部

を
代
わ
っ

て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス

が
ほ
し
い

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談
に

の
っ

て
ほ
し
い

大
学
の
勉
強
や
学
習
の
サ
ポ
ー
ト

家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援

学
費
へ
の
支
援
・
奨
学
金
等

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体 14 28.6 14.3 14.3 7.1 0.0 35.7 35.7 7.1 14.3 35.7 0.0 35.7 14.3

現在あてはまる 3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

9 33.3 11.1 11.1 11.1 0.0 33.3 44.4 11.1 11.1 33.3 0.0 33.3 22.2

あてはまらない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

わからない 1 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

全体 987 21.7 10.6 5.9 7.4 2.5 26.2 28.3 18.5 23.4 28.3 2.5 26.2 10.2

現在あてはまる 174 31.6 23.0 12.6 14.4 7.5 43.1 37.9 27.0 39.1 40.8 4.6 13.8 4.6

現在はあてはまらないが、
かつてあてはまったと思う

289 26.3 10.4 8.0 8.0 2.4 25.3 31.1 20.1 29.4 33.2 4.2 21.1 8.3

あてはまらない 361 13.0 5.3 2.2 4.4 0.8 18.8 21.3 15.5 13.9 20.8 1.4 39.9 10.2

わからない 163 22.1 9.8 3.1 5.5 1.2 26.4 28.2 13.5 17.2 22.7 0.0 18.4 19.6

熊本県

全国
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6-8 世話に関しての相談の状況 

世話に関する相談経験の有無別の世話の状況の違いを記載する。 

①世話に関する相談の経験×世話をしている（していた）頻度 

◇世話をしている（していた）頻度については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 
 

  

57.1

60.0

55.6

21.4

40.0

11.1

14.3 

22.2 

7.1 

11.1 

全体(n=14)

世話に関する相談経験がある

(n=5)

世話に関する相談経験がない

(n=9)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.9

53.6

42.0

21.5

21.2

21.6

14.9 

14.8 

14.9 

15.4 

7.6 

19.3 

2.3 

2.7 

2.1 

全体(n=987)

世話に関する相談経験がある

(n=330)

世話に関する相談経験がない

(n=657)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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②世話に関する相談の経験×世話をしていることで、やりたかったができ

なかったこと、あきらめたこと 

◇世話をしていることでやりたかったができなかったこと、あきらめたことについては、n 数

が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

 

③世話に関する相談の経験×世話に関する相談の経験×世話をしている

（していた）ことで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなこと 

◇世話をしている（していた）ことで今後不安なこと、やりたいけどできなさそうなことにつ

いては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 
 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

大

学

の

授

業

に

行

き

た

く

て

も

行

け

な

か
っ

た

単

位

を

と

れ

な

か
っ

た

、

留

年

・

休

学

し

た

課

題

・

予

習

復

習

を

す

る

時

間

が

取

れ

な

か

っ

た

留

学

を

あ

き

ら

め

た

睡

眠

が

十

分

に

取

れ

な

か
っ

た

友

人

と

遊

ぶ

こ

と

が

で

き

な

か

っ

た

部

活

動

・

サ

ー

ク

ル

活

動

が

で

き

な

か
っ

た

、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

課

外

活

動

・

習

い

事

が

で

き

な

か

っ

た
、

も

し

く

は

辞

め

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

ア

ル

バ

イ

ト

が

で

き

な

か
っ

た

就

職

先

・

進

路

の

変

更

を

考

え

ざ

る

を

得

な

か
っ

た

・

変

更

し

た 一

人

暮

ら

し

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か
っ

た

恋

愛

を

し

た

く

て

も

で

き

な

か

っ

た

自

分

の

時

間

が

取

れ

な

か
っ

た

そ

の

他

特

に

な

か
っ

た

全体 14 7.1 0.0 21.4 7.1 42.9 42.9 7.1 14.3 28.6 0.0 0.0 7.1 42.9 0.0 21.4

ある 5 20.0 0.0 20.0 0.0 40.0 20.0 20.0 20.0 40.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 20.0

ない 9 0.0 0.0 22.2 11.1 44.4 55.6 0.0 11.1 22.2 0.0 0.0 11.1 44.4 0.0 22.2

全体 987 4.5 3.6 17.9 5.3 24.4 24.3 9.8 4.8 11.8 7.5 13.2 7.9 32.2 2.1 41.9

ある 330 7.6 4.8 23.9 7.0 35.5 32.1 12.1 5.5 14.5 10.9 19.7 10.3 43.9 4.2 22.7

ない 657 2.9 3.0 14.9 4.4 18.9 20.4 8.7 4.4 10.4 5.8 9.9 6.7 26.3 1.1 51.6

熊本県

全国

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

大
学
の
授
業
に
行
き
た
く
て

も
行
け
な
い

単
位
取
得
、

進
学
・
卒
業
で

き
る
か
不
安
が
あ
る

課
題
・
予
習
復
習
を
す
る
時

間
が
取
れ
な
い

留
学
に
い
け
な
い

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な

い 部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い

部
活
動
・
サ
ー

ク
ル
活
動
が

で
き
な
い

課
外
活
動
・
習
い
事
が
で
き

な
い

ア
ル
バ
イ
ト
が
で
き
な
い

就
職
活
動
の
時
間
が
取
れ
な

い 希
望
す
る
就
職
先
・
進
路
の

変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い

一
人
暮
ら
し
が
で
き
る
か
不

安
が
あ
る

恋
愛
・
結
婚
に
対
す
る
不
安

が
あ
る

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

全体 14 7.1 14.3 14.3 0.0 7.1 7.1 7.1 - - 14.3 0.0 14.3 14.3 14.3 21.4 7.1 50.0

ある 5 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0 20.0 20.0 - - 20.0 0.0 0.0 20.0 0.0 20.0 0.0 40.0

ない 9 0.0 11.1 11.1 0.0 11.1 0.0 0.0 - - 11.1 0.0 22.2 11.1 22.2 22.2 11.1 55.6

全体 987 2.8 8.0 8.5 4.4 12.9 9.9 ‐ 2.9 3.1 7.4 11.4 13.6 15.9 14.4 20.1 3.5 51.9

ある 330 4.2 10.9 11.5 6.4 19.7 12.7 ‐ 2.7 4.2 9.1 14.2 17.6 24.2 22.7 29.1 5.5 29.7

ない 657 2.1 6.5 7.0 3.3 9.4 8.5 ‐ 3.0 2.6 6.5 10.0 11.6 11.7 10.2 15.5 2.6 63.0

熊本県

全国
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6-9 大学の学科による状況の違い 

大学の学科（専攻）別の世話の状況の違いを記載する。 

①大学の学科（専攻）別×世話をしている家族の有無（母数：全員） 

◇世話をしている家族の有無については、あまり大きな差はみられなかった。全国調査と比べ

ると概ね全国調査と同様の傾向となっている。 

今回調査 

 
全国調査 

 
以下は、世話をしている家族が「現在いる」、「過去にいた」人の属性や大学生活の状況、世話の

状況を記載する。  

2.4

6.1

2.0

1.7

4.3

5.9

3.1

3.0

6.0

1.7

4.3

5.9

94.5 

90.9 

92.0 

96.7 

95.7 

95.7 

100.0 

100.0 

88.2 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在いる 現在はいないが、過去にいた 現在も過去もいない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

6.2

7.1

6.5

4.4

4.8

7.1

5.9

7.3

7.2

4.0

4.6

4.1

3.3

3.9

3.9

3.9

4.6

5.1

89.8 

88.3 

89.3 

92.4 

91.3 

89.0 

90.2 

88.2 

87.6 

全体(n=9679)

文・外国語・国際・文化系

(n=1561)

法・政・経・商・社系(n=1712)

理・工・農系(n=1961)

医・歯・薬系(n=586)

看護・保健・福祉系(n=1346)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=1396)

芸術・スポーツ系(n=591)

その他(n=526)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在いる 現在はいないが、過去にいた 現在も過去もいない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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②大学の学科（専攻）別×性別 

◇性別では、「理・工・農系」では「男性」の割合が、それ以外ではいずれも「女性」の割合が

高く、「文・外国語・国際・文化系」、「教育・教員養成・家政・生活系」では「女性」の割合

が９割を占めている。全国調査と比べると、「男性」の割合が低くとなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

  

2.4

9.1

40.0

56.7

17.4

21.3

16.7

29.4

3.1

90.9

56.0

41.7

78.3

76.6

92.3

75.0

70.6

94.5 

2.0 

1.7 

2.0 

4.3 

2.1 

7.7 

8.3 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

30.0

19.1

41.0

52.7

39.2

18.9

15.3

32.9

23.1

65.2

72.7

54.6

44.0

56.9

79.1

83.2

55.7

70.8

1.7 

4.4 

0.6 

1.3 

0.8 

4.3 

1.5 

3.1 

3.8 

3.8 

2.0 

3.9 

2.0 

0.7 

7.1 

4.6 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 その他 答えたくない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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③大学の学科（専攻）別×大学種別 

◇大学種別では、「文・外国語・国際・文化系」では「公立」の割合が高く、それ以外ではいず

れも「私立」の割合が高いが、「医・歯・薬系」では「国立」の割合も高くなっている。全国

調査と比べると、「文・外国語・国際・文化系」、「法・政・経・商・社系」、「その他」で「公

立」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

  

2.4

21.7

5.9

3.1

51.5

42.0

10.0

15.4

41.2

94.5 

48.5 

58.0 

90.0 

78.3 

100.0 

84.6 

100.0 

52.9 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立 公立 私立 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

15.7

6.6

11.5

38.0

13.7

4.7

33.6

7.7

7.8

5.5

7.7

5.3

11.8

11.5

2.9

12.9

13.8

76.5 

88.0 

80.9 

56.7 

74.5 

83.8 

63.5 

87.1 

78.5 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

国立 公立 私立

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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④大学の学科（専攻）別×居住形態 

◇居住形態については、「理・工・農系」では「一人暮らし」の割合が高く、それ以外ではいず

れも「家族と同居」の割合が高くなっている。全国調査と比べると、「芸術・スポーツ系」で

「一人暮らし」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

  

64.3

66.7

74.0

45.0

73.9

72.3

69.2

50.0

70.6

32.9

30.3

26.0

48.3

26.1

25.5

30.8

41.7

29.4

2.4 

3.0 

5.0 

2.1 

8.3 

0.4 

1.7 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と同居 一人暮らし 寮 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

64.6

72.7

60.1

50.7

58.8

64.2

69.3

70.0

76.9

29.4

23.5

35.0

41.3

39.2

26.4

26.3

22.9

15.4

3.2 

2.2 

4.4 

5.3 

2.0 

3.4 

1.5 

2.9 

3.1 

2.7 

1.6 

0.5 

2.7 

6.1 

2.9 

4.3 

4.6 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族と同居 一人暮らし 寮 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑤大学の学科（専攻）別×大学までの通学時間 

◇大学までの通学時間については、「教育・教員養成・家政・生活系」、「芸術・スポーツ系」、

「その他」では通学時間が長い傾向にある。全国調査と比べると、全体的に「15 分以上 30

分未満」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

27.1

21.2

26.0

40.0

21.7

19.1

23.1

25.0

29.4

25.9

36.4

28.0

30.0

13.0

19.1

38.5

25.0

11.8

14.9 

9.1 

12.0 

16.7 

17.4 

21.3 

7.7 

8.3 

17.6 

16.1 

18.2 

20.0 

5.0 

26.1 

21.3 

16.7 

23.5 

8.6 

9.1 

4.0 

1.7 

17.4 

10.6 

15.4 

16.7 

17.6 

6.7 

6.1 

8.0 

5.0 

4.3 

8.5 

15.4 

8.3 

0.8 

2.0 

1.7 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分未満 15分以上30分未満 30分以上45分未満

45分以上1時間未満 1時間以上1時間半未満 1時間半以上2時間未満

2時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

18.4

13.1

15.3

29.3

29.4

18.2

16.1

17.1

15.4

15.5

10.9

18.0

16.0

21.6

16.9

15.3

15.7

12.3

11.3 

12.6 

14.8 

12.0 

9.8 

12.8 

8.0 

7.1 

6.2 

12.6 

13.1 

12.6 

13.3 

15.7 

12.8 

10.9 

12.9 

9.2 

19.1 

25.7 

16.4 

10.7 

11.8 

23.0 

24.8 

15.7 

16.9 

15.0 

14.8 

13.1 

13.3 

7.8 

12.2 

16.1 

24.3 

24.6 

6.6 

8.2 

6.6 

4.7 

3.9 

3.4 

8.8 

5.7 

12.3 

1.4 

1.6 

3.3 

0.7 

0.7 

1.4 

3.1 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15分未満 15分以上30分未満

30分以上45分未満 45分以上1時間未満

1時間以上1時間半未満 1時間半以上2時間未満

2時間以上 通学前提で入学していない（通信制等）

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑥大学の学科（専攻）別×奨学金の受給状況 

◇奨学金の受給状況については、「医・歯・薬系」、「教育・教員養成・家政・生活系」では「そ

もそも奨学金は必要なく、申請していない」の割合が高いが、「看護・保健・福祉系」、「芸術・

スポーツ系」、「その他」では「奨学金を受けている」割合が高い傾向にある。全国調査と比

べると、「教育・教員養成・家政・生活系」で「そもそも奨学金は必要なく、申請していない」

の割合が高くとなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

11.0

9.1

18.0

3.3

13.0

17.0

7.7

8.3

5.9

25.9

21.2

20.0

21.7

21.7

38.3

7.7

41.7

41.2

14.5 

21.2 

10.0 

20.0 

4.3 

14.9 

16.7 

17.6 

3.1 

3.0 

2.0 

1.7 

8.7 

2.1 

15.4 

7.5 

15.2 

12.0 

8.3 

2.1 

7.7 

5.9 

38.0 

30.3 

38.0 

45.0 

52.2 

25.5 

61.5 

33.3 

29.4 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸与・給付の両方を受けている 貸与奨学金を受けている（返済が必要）

給与奨学金を受けている（返済不要） 申請したが不採用になった

希望はあったが申請しなかった・できなかった そもそも奨学金は必要なく、申請していない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

11.3

8.2

18.0

7.3

9.8

12.2

11.7

8.6

12.3

25.0

24.0

20.2

23.3

21.6

33.8

19.7

35.7

27.7

12.3 

16.9 

12.0 

14.0 

7.8 

14.2 

8.0 

8.6 

7.7 

4.5 

6.0 

4.4 

8.0 

2.7 

3.6 

1.4 

4.6 

13.5 

10.4 

19.7 

10.7 

11.8 

10.8 

16.1 

12.9 

13.8 

33.4 

34.4 

25.7 

36.7 

49.0 

26.4 

40.9 

32.9 

33.8 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

貸与・給付の両方を受けている 貸与奨学金を受けている（返済が必要）

給与奨学金を受けている（返済不要） 申請したが不採用になった

希望はあったが申請しなかった・できなかった そもそも奨学金は必要なく、申請していない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉



334 

 

⑦大学の学科（専攻）別×入学理由 

◇入学理由については、ほとんどの項目で「自分のやりたいことができる・学べる」が最も高

くなっているが、「法・政・経・商・社系」では、30.0％と他の項目と比べ低くなっている。

全国調査と比べても、「法・政・経・商・社系」で「自分のやりたいことができる・学べる」

が低くなっている。 

 

 
 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

自

分

の

や

り

た

い

こ

と

が

で

き

る

・

学

べ

る

社

会

で

役

立

つ

こ

と

が

学

べ

る

実

家

か

ら

近

い

・

通

え

る

範

囲

内

に

あ

る

学

費

が

安

い

時

間

的

に

講

義

等

に

出

席

し

や

す

い

そ

の

他

全体 255 72.2 27.8 32.5 24.3 2.4 9.0

文・外国語・国際・

文化系
33 81.8 21.2 39.4 45.5 3.0 6.1

法・政・経・商・社

系
50 30.0 36.0 46.0 38.0 4.0 12.0

理・工・農系 60 81.7 25.0 35.0 16.7 1.7 8.3

医・歯・薬系 23 87.0 39.1 26.1 8.7 4.3 4.3

看護・保健・福祉系 47 85.1 31.9 25.5 17.0 0.0 0.0

教育・教員養成・家

政・生活系
13 100.0 23.1 30.8 15.4 7.7 0.0

芸術・スポーツ系 12 83.3 16.7 16.7 8.3 0.0 41.7

その他 17 58.8 11.8 11.8 29.4 0.0 23.5

全体 987 72.2 28.6 25.4 13.6 2.1 12.9

文・外国語・国際・

文化系
183 77.0 24.0 24.6 13.1 2.2 14.2

法・政・経・商・社

系
183 54.1 41.0 27.3 17.5 3.3 15.3

理・工・農系 150 69.3 35.3 29.3 15.3 2.0 8.7

医・歯・薬系 51 86.3 31.4 23.5 13.7 0.0 5.9

看護・保健・福祉系 148 69.6 27.0 25.0 13.5 1.4 14.2

教育・教員養成・家

政・生活系
137 80.3 18.2 29.9 13.9 0.7 12.4

芸術・スポーツ系 70 90.0 8.6 11.4 5.7 4.3 8.6

その他 65 75.4 35.4 21.5 7.7 3.1 20.0

熊本県

全国
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⑧大学の学科（専攻）別×家族の中で世話をしている人 

◇家族の中に世話をしている人については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下

のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

き

ょ

う

だ

い

そ

の

他

全体 14 14.3 7.1 14.3 28.6 50.0 0.0

文・外国語・国際・

文化系
3 33.3 0.0 33.3 33.3 66.7 0.0

法・政・経・商・社

系
4 25.0 0.0 0.0 25.0 50.0 0.0

理・工・農系 2 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

医・歯・薬系 1 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

看護・保健・福祉系 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

教育・教員養成・家

政・生活系
0 - - - - - -

芸術・スポーツ系 0 - - - - - -

その他 2 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0

全体 987 35.4 20.5 32.8 17.2 26.5 4.7

文・外国語・国際・

文化系
183 42.6 18.0 33.9 14.8 24.0 6.0

法・政・経・商・社

系
183 43.2 28.4 33.9 16.9 21.9 2.7

理・工・農系 150 32.0 25.3 28.7 19.3 31.3 2.0

医・歯・薬系 51 33.3 27.5 31.4 17.6 21.6 5.9

看護・保健・福祉系 148 28.4 12.8 39.9 16.9 28.4 6.1

教育・教員養成・家

政・生活系
137 30.7 16.1 31.4 16.1 33.6 4.4

芸術・スポーツ系 70 31.4 20.0 31.4 22.9 18.6 8.6

その他 65 32.3 15.4 26.2 16.9 29.2 4.6

熊本県

全国
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⑨大学の学科（専攻）別×世話をしている（していた）頻度 

◇世話をしている（していた）頻度については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は

以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

57.1 

33.3 

75.0 

50.0 

100.0 

50.0 

0.0 

0.0 

50.0 

21.4

33.3

25.0

50.0

14.3 

50.0 

50.0 

7.1 

33.3 

全体(n=14)

文・外国語・国際・文化系(n=3)

法・政・経・商・社系(n=4)

理・工・農系(n=2)

医・歯・薬系(n=1)

看護・保健・福祉系(n=2)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=0)

芸術・スポーツ系(n=0)

その他(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

45.9

49.7

47.5

36.0

37.3

52.7

51.8

41.4

36.9

21.5

26.8

17.5

24.0

17.6

16.2

22.6

18.6

27.7

14.9 

13.1 

14.2 

18.0 

11.8 

17.6 

10.9 

18.6 

15.4 

15.4 

8.7 

17.5 

20.7 

29.4 

10.8 

10.9 

20.0 

20.0 

2.3 

1.6 

3.3 

1.3 

3.9 

2.7 

3.6 

1.4 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほぼ毎日 週に3～5日 週に1～2日 1ヶ月に数日 その他

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑩大学の学科（専攻）別×平日１日あたりに世話に費やす時間 

◇平日１日あたりに世話に費やす時間については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果

は以下のとおりである。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

21.4 

50.0 

100.0 

0.0 

0.0 

50.0 

28.6

66.7

25.0

50.0

21.4 

33.3 

25.0 

50.0 

21.4 

25.0 

50.0 

50.0 

7.1 

25.0 

全体(n=14)

文・外国語・国際・文化系(n=3)

法・政・経・商・社系(n=4)

理・工・農系(n=2)

医・歯・薬系(n=1)

看護・保健・福祉系(n=2)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=0)

芸術・スポーツ系(n=0)

その他(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満 5時間以上7時間未満

7時間以上 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

32.6

30.6

36.1

34.0

37.3

27.7

32.1

32.9

33.8

36.2

35.5

33.3

37.3

43.1

35.8

35.8

41.4

33.8

19.1 

20.2 

20.2 

20.7 

5.9 

26.4 

16.1 

15.7 

13.8 

5.7 

6.6 

5.5 

2.7 

7.8 

3.4 

8.8 

4.3 

9.2 

6.4 

7.1 

4.9 

5.3 

5.9 

6.8 

7.3 

5.7 

9.2 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1時間未満 1時間以上3時間未満 3時間以上5時間未満

5時間以上7時間未満 7時間以上

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑪大学の学科（専攻）別×世話を始めた時期 

◇世話を始めた時期については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

今回調査 

 
全国調査 

  

14.3 

100.0 

0.0 

0.0 

50.0 

21.4

33.3

25.0

50.0

21.4 

33.3 

25.0 

50.0 

14.3 

50.0 

50.0 

7.1 

25.0 

21.4 

33.3 

25.0 

50.0 

全体(n=14)

文・外国語・国際・文化系(n=3)

法・政・経・商・社系(n=4)

理・工・農系(n=2)

医・歯・薬系(n=1)

看護・保健・福祉系(n=2)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=0)

芸術・スポーツ系(n=0)

その他(n=2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

9.2

9.3

8.2

10.0

5.9

10.1

8.8

8.6

12.3

8.4

10.4

8.7

6.0

7.8

6.8

9.5

10.0

7.7

11.1 

10.4 

11.5 

12.0 

5.9 

12.2 

13.9 

5.7 

12.3 

13.0 

12.0 

15.3 

16.0 

7.8 

12.8 

11.7 

10.0 

12.3 

22.4 

21.3 

23.0 

23.3 

25.5 

20.9 

23.4 

20.0 

23.1 

35.9 

36.6 

33.3 

32.7 

47.1 

37.2 

32.8 

45.7 

32.3 

全体(n=987)

文・外国語・国際・文化系

(n=183)

法・政・経・商・社系(n=183)

理・工・農系(n=150)

医・歯・薬系(n=51)

看護・保健・福祉系(n=148)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=137)

芸術・スポーツ系(n=70)

その他(n=65)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑫大学の学科（専攻）別×世話をしていることで、大学進学の際に苦労し

たこと・影響 

◇世話を始めた時期が大学入学以前の方に、大学進学の際に苦労したこと・影響について聞い

たところ、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 
 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

受
験
勉
強
を
す
る
時
間
が
取

れ
な
か
っ

た

学
費
等
の
制
約
や
経
済
的
な

不
安
が
あ
っ

た

実
家
か
ら
通
え
る
範
囲
等
の

通
学
面
の
制
約
が
あ
っ

た

家
族
等
か
ら
世
話
を
優
先
す

る
よ
う
求
め
ら
れ
た

進
学
す
る
か
働
く
か
迷
っ

た

大
学
以
外
の
進
学
先
と
迷
っ

た そ
の
他

特
に
な
い

全体 11 27.3 36.4 18.2 0.0 9.1 18.2 9.1 54.5

文・外国語・国際・
文化系

2 50.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0

法・政・経・商・社
系

3 66.7 100.0 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 33.3

理・工・農系 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

医・歯・薬系 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

看護・保健・福祉系 2 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 50.0

教育・教員養成・家
政・生活系

0 - - - - - - - -

芸術・スポーツ系 0 - - - - - - - -

その他 2 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

全体 633 21.6 26.7 13.1 10.7 12.2 7.1 6.3 48.0

文・外国語・国際・
文化系

116 23.3 35.3 9.5 10.3 14.7 5.2 6.0 39.7

法・政・経・商・社
系

122 22.1 30.3 7.4 9.8 10.7 9.0 4.9 49.2

理・工・農系 101 19.8 23.8 14.9 6.9 12.9 6.9 5.9 50.5

医・歯・薬系 27 18.5 14.8 3.7 7.4 7.4 7.4 7.4 59.3

看護・保健・福祉系 93 28.0 21.5 20.4 12.9 14.0 10.8 6.5 50.5

教育・教員養成・家
政・生活系

92 20.7 30.4 25.0 12.0 12.0 6.5 7.6 43.5

芸術・スポーツ系 38 5.3 21.1 5.3 15.8 13.2 0.0 5.3 52.6

その他 44 25.0 15.9 6.8 13.6 6.8 6.8 9.1 54.5

熊本県

全国
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⑬大学の学科（専攻）別×世話をしていることで生ずる就職に関する不安 

◇世話をしていることで生ずる就職に関する不安については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

正
社
員
と
し
て
就
職
で
き
る

か
不
安
が
あ
る

休
ま
ず
働
け
る
か
不
安
が
あ

る 通
勤
で
き
る
地
域
が
限
ら
れ

る 働
け
る
時
間
帯
が
限
ら
れ
て

い
る

就
職
先
に
つ
い
て
考
え
る
時

間
が
な
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
な
い

全体 14 28.6 21.4 14.3 7.1 14.3 7.1 21.4 42.9

文・外国語・国際・
文化系

3 66.7 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 33.3

法・政・経・商・社
系

4 25.0 50.0 50.0 0.0 0.0 25.0 0.0 25.0

理・工・農系 2 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 0.0

医・歯・薬系 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

看護・保健・福祉系 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0

教育・教員養成・家
政・生活系

0 - - - - - - - -

芸術・スポーツ系 0 - - - - - - - -

その他 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0

全体 987 13.9 11.4 13.4 7.0 7.8 2.0 12.9 54.9

文・外国語・国際・
文化系

183 19.1 14.2 15.8 7.1 14.2 2.7 9.3 48.6

法・政・経・商・社
系

183 16.9 16.4 13.1 5.5 6.0 2.2 10.9 54.1

理・工・農系 150 12.7 7.3 11.3 8.0 6.0 0.7 14.0 60.0

医・歯・薬系 51 2.0 7.8 5.9 2.0 3.9 0.0 7.8 80.4

看護・保健・福祉系 148 13.5 10.8 17.6 10.1 8.8 2.7 8.8 56.8

教育・教員養成・家
政・生活系

137 12.4 13.1 18.2 9.5 6.6 2.2 12.4 51.1

芸術・スポーツ系 70 10.0 5.7 7.1 2.9 10.0 2.9 24.3 51.4

その他 65 10.8 6.2 4.6 4.6 0.0 1.5 27.7 50.8

熊本県

全国
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⑭大学の学科（専攻）別×世話をすることで感じるきつさ 

◇世話をすることで感じるきつさについては、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以

下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

身

体

的

に

き

つ

い

精

神

的

に

き

つ

い

時

間

的

余

裕

が

な

い

特

に

き

つ

さ

を

感

じ

て

い

な

い

全体 14 21.4 71.4 28.6 21.4

文・外国語・国際・

文化系
3 0.0 100.0 0.0 0.0

法・政・経・商・社

系
4 25.0 100.0 50.0 0.0

理・工・農系 2 50.0 100.0 50.0 0.0

医・歯・薬系 1 0.0 0.0 0.0 100.0

看護・保健・福祉系 2 50.0 0.0 50.0 50.0

教育・教員養成・家

政・生活系
0 - - - -

芸術・スポーツ系 0 - - - -

その他 2 0.0 50.0 0.0 50.0

全体 987 16.3 42.4 31.8 41.8

文・外国語・国際・

文化系
183 18.6 47.0 39.9 32.2

法・政・経・商・社

系
183 21.3 44.3 27.3 43.2

理・工・農系 150 11.3 36.7 27.3 48.0

医・歯・薬系 51 11.8 29.4 27.5 56.9

看護・保健・福祉系 148 18.9 39.9 35.8 41.9

教育・教員養成・家

政・生活系
137 17.5 45.3 32.1 39.4

芸術・スポーツ系 70 10.0 41.4 27.1 45.7

その他 65 9.2 47.7 30.8 40.0

熊本県

全国
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⑮大学の学科（専攻）別×大学や周りの大人に助けてほしいことや、必要

としている支援 

◇大学や周りの大人に助けてほしいことや、必要としている支援については、n 数が少ないた

め参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

自
分
の
い
ま
の
状
況
に
つ
い
て
話
を

聞
い
て
ほ
し
い

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談
に

の
っ

て
ほ
し
い

家
族
の
病
気
や
障
が
い
、

ケ
ア
の
こ

と
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説

明
し
て
ほ
し
い

自
分
が
行
っ

て
い
る
お
世
話
の
す
べ

て
を
代
わ
っ

て
く
れ
る
人
や
サ
ー

ビ

ス
が
ほ
し
い

自
分
が
行
っ

て
い
る
お
世
話
の
一
部

を
代
わ
っ

て
く
れ
る
人
や
サ
ー

ビ
ス

が
ほ
し
い

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談
に

の
っ

て
ほ
し
い

大
学
の
勉
強
や
学
習
の
サ
ポ
ー

ト

家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援

学
費
へ
の
支
援
・
奨
学
金
等

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体 14 28.6 14.3 14.3 7.1 0.0 35.7 35.7 7.1 14.3 35.7 0.0 35.7 14.3

文・外国語・国際・
文化系

3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 66.7 33.3 0.0 33.3 33.3 0.0 33.3 0.0

法・政・経・商・社
系

4 50.0 25.0 25.0 0.0 0.0 50.0 50.0 25.0 25.0 75.0 0.0 0.0 25.0

理・工・農系 2 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0

医・歯・薬系 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

看護・保健・福祉系 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

教育・教員養成・家
政・生活系

0 - - - - - - - - - - - - -

芸術・スポーツ系 0 - - - - - - - - - - - - -

その他 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

全体 987 21.7 10.6 5.9 7.4 2.5 26.2 28.3 18.5 23.4 28.3 2.5 26.2 10.2

文・外国語・国際・
文化系

183 25.7 14.2 7.1 9.3 3.3 30.6 30.1 20.2 26.2 32.8 2.2 20.2 8.2

法・政・経・商・社
系

183 22.4 8.7 6.6 10.4 1.6 18.0 30.1 19.1 25.1 32.2 2.7 26.2 8.7

理・工・農系 150 18.0 6.7 6.0 8.0 0.7 24.7 25.3 13.3 23.3 22.7 1.3 36.0 10.0

医・歯・薬系 51 11.8 7.8 3.9 3.9 2.0 11.8 11.8 15.7 13.7 19.6 2.0 37.3 13.7

看護・保健・福祉系 148 21.6 14.2 5.4 2.0 4.7 29.7 31.8 24.3 20.9 31.8 2.7 25.0 6.8

教育・教員養成・家
政・生活系

137 23.4 8.8 5.8 9.5 4.4 34.3 30.7 22.6 24.1 26.3 1.5 22.6 14.6

芸術・スポーツ系 70 24.3 14.3 2.9 4.3 1.4 24.3 28.6 7.1 24.3 25.7 2.9 25.7 12.9

その他 65 18.5 9.2 6.2 6.2 0.0 29.2 24.6 16.9 21.5 23.1 7.7 23.1 13.8

熊本県

全国
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⑯大学の学科（専攻）別×「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」の自

覚 

◇ご自身が「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」にあてはまると思うか聞いたところ、

「文・外国語・国際・文化系」、「法・政・経・商・社系」、「芸術・スポーツ系」、「その他」

では「現在あてはまる」、「現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う」の割合他

と比べて高くなっている。全国調査と同様の傾向となっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

  

2.0

6.1

4.3

8.3

5.9

3.9

6.1

8.0

3.3

2.1

5.9

88.6 

87.9 

86.0 

91.7 

82.6 

89.4 

100.0 

83.3 

88.2 

5.5 

6.0 

5.0 

13.0 

8.5 

8.3 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在あてはまる

現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う

あてはまらない

わからない

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

2.9

3.6

3.1

1.9

1.5

3.8

3.1

2.5

2.1

5.0

6.1

5.2

3.7

4.8

4.9

5.1

5.6

6.3

86.5 

84.7 

85.7 

89.0 

89.4 

86.0 

86.4 

86.0 

84.0 

5.6 

5.6 

6.0 

5.4 

4.3 

5.3 

5.4 

5.9 

7.6 

全体(n=9679)

文・外国語・国際・文化系

(n=1561)

法・政・経・商・社系(n=1712)

理・工・農系(n=1961)

医・歯・薬系(n=586)

看護・保健・福祉系(n=1346)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=1396)

芸術・スポーツ系(n=591)

その他(n=526)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在あてはまる

現在はあてはまらないが、かつてあてはまったと思う

あてはまらない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑰大学の学科（専攻）別×「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」とい

う言葉の認知度 

◇「ヤングケアラー（または若者ケアラー）」という言葉をこれまでに聞いたことがあるか聞い

たところ、「医・歯・薬系」、「芸術・スポーツ系」では「聞いたことはない」の割合が５割を

超えて高くなっているが、それ以外ではいずれも「聞いたことがあり、内容も知っている」

の割合が５割を超えている。全国調査と比べ、「理・工・農系」、「看護・保健・福祉系」、「教

育・教員養成・家政・生活系」の割合が高くなっている。 

 

今回調査 

 
全国調査 

 

  

58.4

57.6

56.0

53.3

43.5

72.3

100.0

25.0

58.8

11.0

9.1

16.0

11.7

4.3

6.4

16.7

23.5

30.6 

33.3 

28.0 

35.0 

52.2 

21.3 

58.3 

17.6 

全体(n=255)

文・外国語・国際・文化系(n=33)

法・政・経・商・社系(n=50)

理・工・農系(n=60)

医・歯・薬系(n=23)

看護・保健・福祉系(n=47)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=13)

芸術・スポーツ系(n=12)

その他(n=17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない 無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

46.5

51.7

45.9

35.1

46.1

56.7

52.5

38.4

43.0

15.1

16.3

16.2

13.8

11.9

13.1

17.0

17.4

14.4

38.4 

32.0 

38.0 

51.1 

42.0 

30.2 

30.4 

44.2 

42.6 

全体(n=9679)

文・外国語・国際・文化系

(n=1561)

法・政・経・商・社系(n=1712)

理・工・農系(n=1961)

医・歯・薬系(n=586)

看護・保健・福祉系(n=1346)

教育・教員養成・家政・生活系

(n=1396)

芸術・スポーツ系(n=591)

その他(n=526)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがあり、内容も知っている 聞いたことはあるが、よく知らない

聞いたことはない

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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⑱大学の学科（専攻）別×「ヤングケアラー」という言葉を知ったきっか

け 

◇「ヤングケアラー」という言葉をどこで知ったか聞いたところ、「テレビや新聞、ラジオ」の

割合が最も高い学科が多い一方で、「教育・教員養成・家政・生活系」では「大学」の割合が

最も高くなっている。全国調査と比べ、ほとんどの項目で「SNS やインターネット」の割合

が低くなっている。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

テ
レ
ビ
や
新
聞
、

ラ
ジ
オ

雑
誌
や
本

S
N
S
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト

広
報
や
チ
ラ
シ
、

掲
示
物

イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
な
ど

大
学

友
人
・
知
人
か
ら
聞
い
た

そ
の
他

全体 177 59.9 0.0 13.6 0.0 0.6 23.2 1.7 1.1

文・外国語・国際・
文化系

22 77.3 0.0 13.6 0.0 0.0 4.5 4.5 0.0

法・政・経・商・社
系

36 61.1 0.0 11.1 0.0 0.0 22.2 2.8 2.8

理・工・農系 39 66.7 0.0 23.1 0.0 2.6 7.7 0.0 0.0

医・歯・薬系 11 63.6 0.0 27.3 0.0 0.0 9.1 0.0 0.0

看護・保健・福祉系 37 51.4 0.0 5.4 0.0 0.0 43.2 0.0 0.0

教育・教員養成・家
政・生活系

13 38.5 0.0 0.0 0.0 0.0 53.8 0.0 7.7

芸術・スポーツ系 5 60.0 0.0 40.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

その他 14 50.0 0.0 7.1 0.0 0.0 35.7 7.1 0.0

全体 5,965 66.6 8.4 38.7 3.6 1.1 31.4 3.8 1.9

文・外国語・国際・
文化系

1,062 71.1 10.7 42.8 3.7 1.3 26.0 5.0 1.5

法・政・経・商・社
系

1,062 70.2 8.9 40.0 3.7 0.5 24.4 4.4 1.4

理・工・農系 959 73.3 8.0 50.3 4.4 0.8 6.4 2.6 1.6

医・歯・薬系 340 75.0 8.2 37.9 2.9 1.2 11.8 3.8 2.6

看護・保健・福祉系 939 56.0 5.9 27.5 3.5 1.0 61.0 2.8 1.8

教育・教員養成・家
政・生活系

971 61.0 8.2 31.1 2.9 2.1 49.3 3.9 2.5

芸術・スポーツ系 330 60.3 6.4 43.9 3.3 0.9 22.4 3.0 2.1

その他 302 64.9 10.9 37.4 4.6 1.3 37.1 4.0 4.0

熊本県

全国
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6-10 「世話をしている／していた」人のうちヤングケアラーの自己認識別 

世話の状況 

◇本節では、世話をしている家族が「現在いる」、「現在はいないが、過去にいた」人を、ヤン

グケアラーの自己認識（4 種別）別に、どのような世話をしているかを分析した。 

①「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×世話を必要としている家族 

◇世話を必要としている家族については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下の

とおりである。 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

母

親

父

親

祖

母

祖

父

き

ょ

う

だ

い

そ

の

他

全体 14 14.3 7.1 14.3 28.6 50.0 0.0

現在あてはまる 3 33.3 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
9 11.1 11.1 11.1 33.3 44.4 0.0

あてはまらない 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

わからない 1 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

全体 987 35.4 20.5 32.8 17.2 26.5 4.7

現在あてはまる 174 38.5 23.0 35.1 16.1 24.7 5.7

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
289 34.6 16.3 31.1 13.1 26.6 4.5

あてはまらない 361 32.4 19.9 34.9 19.7 26.6 4.4

わからない 163 39.9 26.4 28.8 20.2 28.2 4.3

熊本県

全国
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②「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×世話を必要としている（して

いた）方の状況（母親） 

◇世話を必要としている（していた）方の状況（母親）については、n 数が少ないため参考程

度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 50.0 50.0

現在あてはまる 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 100.0

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - -

わからない 0 - - - - - - - - - -

全体 349 7.7 0.0 8.3 2.0 11.5 2.0 28.7 5.7 14.9 23.5

現在あてはまる 67 3.0 0.0 19.4 4.5 17.9 3.0 37.3 6.0 23.9 13.4

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

100 3.0 0.0 9.0 2.0 20.0 4.0 35.0 6.0 22.0 13.0

あてはまらない 117 12.0 0.0 4.3 0.0 4.3 0.0 19.7 5.1 7.7 39.3

わからない 65 12.3 0.0 3.1 3.1 4.6 1.5 26.2 6.2 7.7 21.5

熊本県

全国
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③「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×世話を必要としている（して

いた）方の状況（父親） 

◇世話を必要としている（していた）方の状況（父親）については、n 数が少ないため参考程

度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在あてはまる 0 - - - - - - - - - -

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

1 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - -

わからない 0 - - - - - - - - - -

全体 202 16.3 0.0 11.4 2.5 10.9 1.5 11.4 8.4 13.9 22.8

現在あてはまる 40 15.0 0.0 27.5 5.0 20.0 0.0 20.0 5.0 15.0 15.0

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

47 6.4 0.0 14.9 2.1 6.4 4.3 17.0 14.9 21.3 21.3

あてはまらない 72 22.2 0.0 2.8 1.4 6.9 1.4 6.9 5.6 8.3 29.2

わからない 43 18.6 0.0 7.0 2.3 14.0 0.0 4.7 9.3 14.0 20.9

熊本県

全国
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④「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×世話を必要としている（して

いた）方の状況（祖母） 

◇世話を必要としている（していた）方の状況（祖母）については、n 数が少ないため参考程

度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 2 100.0 0.0 50.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在あてはまる 0 - - - - - - - - - -

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 1 100.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

わからない 0 - - - - - - - - - -

全体 324 84.0 0.0 39.5 32.1 14.2 0.6 4.3 0.6 3.4 4.3

現在あてはまる 61 88.5 0.0 50.8 39.3 21.3 0.0 11.5 0.0 3.3 6.6

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

90 81.1 0.0 61.1 47.8 17.8 1.1 3.3 0.0 5.6 3.3

あてはまらない 126 84.1 0.0 24.6 23.8 10.3 0.0 3.2 1.6 2.4 3.2

わからない 47 83.0 0.0 23.4 14.9 8.5 2.1 0.0 0.0 2.1 6.4

熊本県

全国
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⑤「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×世話を必要としている（して

いた）方の状況（祖父） 

◇世話を必要としている（していた）方の状況（祖父）については、n 数が少ないため参考程

度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 4 100.0 0.0 50.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在あてはまる 0 - - - - - - - - - -

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

3 100.0 0.0 66.7 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - -

わからない 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 170 84.1 0.0 40.0 22.9 10.6 1.2 2.4 1.8 5.3 4.1

現在あてはまる 28 92.9 0.0 53.6 35.7 14.3 3.6 7.1 7.1 10.7 7.1

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

38 86.8 0.0 60.5 26.3 10.5 0.0 2.6 2.6 7.9 0.0

あてはまらない 71 77.5 0.0 31.0 21.1 12.7 1.4 1.4 0.0 4.2 4.2

わからない 33 87.9 0.0 24.2 12.1 3.0 0.0 0.0 0.0 0.0 6.1

熊本県

全国
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⑥「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×世話を必要としている（して

いた）方の状況（きょうだい） 

◇世話を必要としている（していた）方の状況（きょうだい）については、n 数が少ないため

参考程度となるが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

  

（％）

調
査
数
（

ｎ
＝
）

高
齢
（

6
5
歳
以
上
）

幼
い

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な
状

況
）

認
知
症

身
体
障
が
い

知
的
障
が
い

精
神
疾
患

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー

ル
依
存

症
、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な

ど
）

こ
こ
ろ
の
病
気
、

依
存
症
以

外
の
病
気

そ
の
他

全体 7 0.0 42.9 0.0 0.0 0.0 57.1 0.0 0.0 0.0 14.3

現在あてはまる 3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 33.3

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

4 0.0 75.0 0.0 0.0 0.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - -

わからない 0 - - - - - - - - - -

全体 262 0.0 51.9 2.3 0.8 6.1 15.6 10.3 1.1 5.3 20.6

現在あてはまる 43 0.0 34.9 4.7 2.3 9.3 20.9 20.9 0.0 9.3 23.3

現在はあてはまらないが、か
つてあてはまったと思う

77 0.0 59.7 1.3 1.3 7.8 18.2 9.1 0.0 6.5 11.7

あてはまらない 96 0.0 61.5 1.0 0.0 2.1 5.2 4.2 0.0 4.2 26.0

わからない 46 0.0 34.8 4.3 0.0 8.7 28.3 15.2 6.5 2.2 21.7

熊本県

全国
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⑦「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×行っている（行っていた）世

話の内容（母親） 

◇行っている（行っていた）世話の内容（母親）については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 2 100.0 0.0 0.0 50.0 50.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0

現在あてはまる 1 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
1 100.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - - - -

わからない 0 - - - - - - - - - - - -

全体 349 69.9 13.5 7.2 24.6 13.2 42.7 23.5 3.4 10.0 7.7 17.2 5.4

現在あてはまる 67 74.6 16.4 14.9 31.3 25.4 47.8 26.9 7.5 13.4 22.4 26.9 1.5

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
100 72.0 17.0 11.0 30.0 17.0 58.0 34.0 3.0 10.0 6.0 12.0 3.0

あてはまらない 117 69.2 11.1 3.4 18.8 6.8 32.5 16.2 0.9 7.7 5.1 17.9 6.8

わからない 65 63.1 9.2 0.0 20.0 6.2 32.3 16.9 4.6 10.8 0.0 13.8 10.8

熊本県

全国
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⑧「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×行っている（行っていた）世

話の内容（父親） 

◇行っている（行っていた）世話の内容（父親）については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 
 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の

サ

ポ
ー

ト

（

愚

痴

を

聞

く
、

話

し

相

手

に

な

る

な

ど
）

見

守

り

通

訳
（

日

本

語

や

手

話

な

ど
）

金

銭

管

理

薬

の

管

理

家

計

を

助

け

る
（

働

く

）

そ

の

他

全体 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在あてはまる 0 - - - - - - - - - - - -

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - - - -

わからない 0 - - - - - - - - - - - -

全体 202 56.9 8.4 9.9 15.8 13.9 19.3 20.3 2.5 9.9 8.9 18.3 5.4

現在あてはまる 40 72.5 15.0 17.5 27.5 25.0 35.0 27.5 0.0 12.5 15.0 22.5 1.5

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
47 61.7 8.5 19.1 17.0 21.3 25.5 27.7 2.1 6.4 10.6 14.9 3.0

あてはまらない 72 51.4 5.6 4.2 12.5 8.3 15.3 12.5 1.4 8.3 5.6 20.8 6.8

わからない 43 46.5 7.0 2.3 9.3 4.7 4.7 18.6 7.0 14.0 7.0 14.0 10.8

熊本県

全国
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⑨「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×行っている（行っていた）世

話の内容（祖母） 

◇行っている（行っていた）世話の内容（祖母）については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 

 

 

  

（％）

調

査

数
（

ｎ

＝

）

家

事
（

食

事

の

準

備

や

掃

除
、

洗

濯

）

き

ょ

う

だ

い

の

世

話

や

保

育

所

等

へ

の

送

迎

な

ど 身

体

的

な

介

護
（

入

浴

や

ト

イ

レ
、

食

事

の

お

世

話

な

ど
）

外

出

の

付

き

添

い

通

院

の

付

き

添

い

感

情

面

の
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全体 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 100.0 50.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0

現在あてはまる 0 - - - - - - - - - - - -

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
1 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0

わからない 0 - - - - - - - - - - - -

全体 324 51.5 3.1 26.5 33.6 25.9 36.7 57.4 0.3 5.2 15.4 2.5 5.4

現在あてはまる 61 68.9 3.3 29.5 49.2 36.1 60.7 65.6 0.0 9.8 29.5 4.9 1.5

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
90 55.6 2.2 50.0 37.8 28.9 40.0 68.9 1.1 3.3 18.9 1.1 3.0

あてはまらない 126 38.9 4.8 11.9 27.8 21.4 29.4 50.0 0.0 4.0 7.9 2.4 6.8

わからない 47 55.3 0.0 17.0 21.3 19.1 19.1 44.7 0.0 6.4 10.6 2.1 10.8

熊本県

全国
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⑩「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×行っている（行っていた）世

話の内容（祖父） 

◇行っている（行っていた）世話の内容（祖父）については、n 数が少ないため参考程度とな

るが、結果は以下のとおりである。 
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全体 4 25.0 0.0 75.0 50.0 25.0 25.0 25.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在あてはまる 0 - - - - - - - - - - - -

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
3 33.3 0.0 66.7 33.3 33.3 33.3 33.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - - - -

わからない 1 0.0 0.0 100.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

全体 170 48.2 1.8 26.5 29.4 28.8 28.2 56.5 1.2 4.1 11.8 1.2 5.4

現在あてはまる 28 64.3 3.6 35.7 42.9 46.4 46.4 67.9 0.0 10.7 21.4 7.1 1.5

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
38 52.6 0.0 52.6 39.5 42.1 28.9 52.6 5.3 2.6 15.8 0.0 3.0

あてはまらない 71 38.0 1.4 15.5 16.9 18.3 16.9 59.2 0.0 4.2 4.2 0.0 6.8

わからない 33 51.5 3.0 12.1 33.3 21.2 36.4 45.5 0.0 0.0 15.2 0.0 10.8

熊本県

全国
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⑪「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×行っている（行っていた）世

話の内容（きょうだい） 

◇行っている（行っていた）世話の内容（きょうだい）については、n 数が少ないため参考程

度となるが、結果は以下のとおりである。 
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全体 7 57.1 57.1 28.6 28.6 0.0 0.0 85.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在あてはまる 3 33.3 0.0 0.0 33.3 0.0 0.0 66.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
4 75.0 100.0 50.0 25.0 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

あてはまらない 0 - - - - - - - - - - - -

わからない 0 - - - - - - - - - - - -

全体 262 59.9 35.1 11.5 22.1 6.1 30.5 45.4 1.1 3.8 2.7 6.9 5.4

現在あてはまる 43 60.5 46.5 9.3 37.2 11.6 41.9 48.8 0.0 9.3 4.7 11.6 1.5

現在はあてはまらないが、

かつてあてはまったと思う
77 63.6 48.1 14.3 22.1 6.5 37.7 54.5 0.0 1.3 1.3 5.2 3.0

あてはまらない 96 55.2 21.9 8.3 17.7 2.1 21.9 34.4 0.0 3.1 1.0 4.2 6.8

わからない 46 63.0 30.4 15.2 17.4 8.7 26.1 50.0 6.5 4.3 6.5 10.9 10.8

熊本県

全国
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⑫「世話有×ヤングケアラーの自己認識」×世話を始めた時期 

◇世話を始めた時期については、n 数が少ないため参考程度となるが、結果は以下のとおりで

ある。 

 

今回調査 

 
 

全国調査 

 

  

14.3

66.7

21.4

33.3

22.2

21.4 

33.3 

14.3 

11.1 

100.0 

7.1 

11.1 

21.4 

22.2 

100.0 

全体(n=14)

現在あてはまる(n=3)

現在はあてはまらないが、かつ

てあてはまったと思う(n=9)

あてはまらない(n=1)

わからない(n=1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

無回答

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉

9.2

7.5

9.7

7.5

14.1

8.4

6.9

12.8

7.8

3.7

11.1 

9.2 

15.9 

9.4 

8.6 

13.0 

11.5 

14.9 

12.7 

11.7 

22.4 

29.3 

19.7 

22.4 

19.6 

35.9 

35.6 

27.0 

40.2 

42.3 

全体(n=987)

現在あてはまる(n=174)

現在はあてはまらないが、かつ

てあてはまったと思う(n=289)

あてはまらない(n=361)

わからない(n=163)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

小学校就学以前から 小学校低学年（1～3年生）から

小学校高学年（4～6年生）から 中学生から

高校生から 大学入学以降

〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉〈単数回答〉
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第７章 調査結果総括 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 調査結果総括 
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１ 小学校調査 

（１）調査結果のまとめ 

● 「ヤングケアラー」の概念を知っている学校は 98.9％。 

● ヤングケアラーと思われる子どもがいる学校は 18.6％。 

● SSW（スクールソーシャルワーカー）は要請に応じて派遣されている学校が 7 割以上、

SC（スクールカウンセラー）は月に数回以下で配置・派遣されている学校が 5 割以上。 

● ヤングケアラーの把握や支援にあたっての工夫としては、「子どもの様子をよく観察する

こと」、「関係機関との密接な連携」等が挙げられている。 

● ヤングケアラーの把握や支援にあたって難しいことは「家庭内の様子が分かりにくい/家

庭内に介入しづらい」「児童本人や保護者が話したがらない」といった点が挙げられてい

る。 

● ヤングケアラー支援に必要だと思うこととして、「教職員がヤングケアラーについて知る

こと」「子どもが教員に相談しやすい関係をつくること」「子ども自身がヤングケアラー

について知ること」という回答が多くみられた。 

 

（２）考察・今後の課題 

ヤングケアラーの認知度が高いことや、学校によっては、教職員間での情報共有や他機関

と連携し、ヤングケアラーと思われる子どもへの対応を行っていることが確認された。一方

で、学校現場においては、ヤングケアラーが抱える家庭内の問題に介入する難しさがあるこ

とが浮き彫りとなった。子どもと日々接している教員が気づくことが支援につながる第一歩

となる可能性がある中で、家庭の事情を把握しきれず、適切な外部機関との連携ができてい

ない場合があると推測される。そのため、家庭内の状況を把握するためにも、SSW や行政の

福祉/子育て部門の職員といった家庭にアプローチすることのできる専門職との協力が重要

となる。また、学校現場における SSW や SC といった専門職の十分な配置についても今後

の課題である。 
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２ 小学生調査 

（１）調査結果のまとめ 

● 家族の世話をしていると回答した小学生は 6.3％。世話を必要としている家族はきょうだ

いが最も高く 79.3％、次いで母親が 9.6％。 

● 世話を必要としている人が父母と回答した人のうち父母の状態像については、「わからな

い」との回答が 68.4％と最も高い。父母が病気や障がいを抱えていても、そうした状態

について子どもに話していなければ、子ども自身は状況がよく分からないまま家族の世

話をしている可能性がある。 

● 家族の世話をしている人のうち、就学前から世話をしている人が 20.4％、低学年のうち

から世話をしている人が 35.0％いる。 

● 世話をしている家族がいると回答した人は、世話をしている家族がいないと回答した人

に比べ、健康状態が「よくない・あまりよくない」と回答した割合が 3.5％、遅刻や早退

を「たまにする・よくする」と回答した割合が 8.7％高くなっており、健康状態や学校生

活にも影響を与えていると考えられる。さらに、家族の世話をしている人は、学校生活

において「授業中に寝てしまうことが多い」、「宿題ができていないことが多い」、「持ち

物の忘れ物が多い」、「提出物を出すのが遅れることが多い」といった項目に該当する割

合が、いずれも世話をしていない人と比べ高くなっており、日々の生活に影響が出てい

ることがうかがわれる。 

● 世話に費やす時間が長時間になるほど、学校生活等への影響が大きく、本人の負担感も

重くなることが確認された。 

● 世話に関する相談状況としては、世話による制約が多い、あるいは世話にきつさを感じ

ている人ほど相談経験のある人が増える傾向にある。ただ、子どもからの相談相手につ

いては「家族（父母、祖父母、きょうだい）」が 77.4％と最も高く、家族以外の大人につ

いては「学校の先生」（8.1％）、「SSW や SC」（4.8％）とその割合が大きく下がる。 

● 学校や大人にしてもらいたいこととして、世話をしている家族がいる人全体としては、

「特にない」（64.4％）が最も高かったものの、「自由に使える時間がほしい」（16.0％）、

「自分のことについて話を聞いてほしい」（8.5％）、「勉強を教えてほしい」（7.9％）等の

回答が目立つ。 
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（２）考察・今後の課題 

父母の世話をしながらも父母が世話を必要とする理由について「わからない」との回答が６

割以上あること、平日１日あたり７時間以上世話を行っていても、その 6 割（休日の場合：5

割以上）が「特に大変さは感じていない」と回答していること等から、小学生の年齢だと、家

族の置かれた状況を十分に理解できていなかったり、家族の世話をすることが当たり前になり、

その大変さを十分に自覚できていなかったりする可能性があることを示唆している。今回は小

学６年生を対象とした調査であるが、低学年、中学年の児童であれば、自らの置かれた状況を

把握し、大変な状況にある場合には本人が自ら周囲に相談をすることは難しいことが想像に難

くない。従って、特に小学生のヤングケアラーについては、周囲の大人が本人の様子の変化や

つらさに気づき、声をかけていくことの重要性が大きいと言える。周囲の大人がヤングケアラ

ーに対する意識を高め、必要な支援につながるきっかけを作れるような体制を整えていくこと

が今後の課題である。  
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３ 大学生調査 

（１）調査結果のまとめ 

● 家族の世話をしている大学３年生は、「現在いる」が 2.4％、「現在はいないが、過去にい

た」が 3.1％。ヤングケアラーに「現在あてはまる」と回答した人は、2.0％。 

● 家族の世話をしている場合、健康（精神）状態が「あまりよくない」、「よくない」、欠

席、遅刻・早退が「たまにある」、「ある」の割合が高くなっている。「大学の授業の受講

（ゼミ含む）」、「部活・サークル」、「アルバイト・仕事」、「就職活動」、「趣味・娯楽・交

友」について「確保できている」の割合が低くなっている。「就職・進路」「学業成績の

こと」、「家庭の経済的状況のこと」、「家庭内の人間関係のこと」などが悩みとして挙げ

られている。 

● 現在または過去に世話をしている家族がいる・いた人に世話をしていることでやりたか

ったけどできなかったことを聞いたところ、現在いる人は全員、過去にいた人は約 6 割

がなにかしらのできなかったことがあったと回答している。 

● 世話を始めた時期が大学入学以前の方のうち約 5 割が、世話をしていることで大学進学

の際に何かしらの苦労したこと・影響があったと回答しており、特に「実家から通える

範囲等の通学面の制約があった」が多かった。 

● 家族の世話をしている人のうち 8 割以上が就職に関し何かしらの不安があると回答して

いる。 

● 家族の世話をしている人のうち、精神的なきつさを感じている割合が 71.4％。 

● 家族の世話をしている人が求める支援は「自由に使える時間がほしい」、「自分のいまの

状況について話を聞いてほしい」「進路や就職など将来の相談にのってほしい」、「学費へ

の支援・奨学金等」が高い。 

● 世話をしている家族は、「きょうだい」の割合が 50％と最も高くなっている。 

 

（２）考察・今後の課題 

今回の大学生調査は、「大学３年生まで大学に通えている人」が対象である。大学進学をあき

らめた人、大学入学したものの通い続けられなかった人の実態は把握できていない。大学進学

の際の困りごとが非常に大きく、大学進学に至らなかったと考えられる。また、アンケートに

答えられる状況にない、より深刻な状態にあるケアラーがいることも想像される。本結果は、

あくまでも一部の実態であり、より詳細な実態把握や支援・対応の検討が求められる。 
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第８章 調査票 
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１ 小学校調査 調査票 
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２ 小学６年生調査 調査票 
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３ 大学３年生調査 調査票 
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